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©7 祝 

使用説明書 


の 



カメラと付属品を確認する 

お使いになる前に、カメラと付属品び全てそろっていることを確認してください。 



□ D 7100カメラ本体 




□ Li-ion U チャージャブル 
バッテ IJ - EN - EL 15 
(端テカバー付） 



□ バツテ U —チャージャー 
MH -25 (電源コード/ 

電源プラグ（直付け型）付) 



□ アイピースキャップ DK -5 
脚 8) 


□ストラップ AN - DC 1 BK □ USB ケーブル UC ：- E 6 

脚 iv ) 


□ ViewNX 2 CD-ROM □ 保証書 

□ 使用説明書（本書） □ 登録のご案内 

• レンズキットの場合はレンズを付属しています。 

• SD メモ IJ - 力ード似下、 SD 力ード）は付属していません。このカメラで使える SD 力ードについて 
は、の368をご覧ください。 

• 曰本国内でご購入いただいたカメラは、画面の表示言語を曰本語または英語に設定でさます。 

•万一、不足のをのびありましたら、ご購入店にご連絡ください。 

r 見て聞<マニュアル J デジチューター 

インターネット上で D 7100の操作ち法を、動画や作例写真を交えなびら説明しています。下 
記アドレスのホームページをご覧ください。 

http://www.nikondiqitutor.com/ 


么ま全上のご注意 _ 

安全にカメラをお使いいただくために守っていたださたい内容び記載されていま 
す。カメラをお使いになる前に必ずお読みください。詳しくは CQxx 〜 xxiv をご覧 
<ださい。 















この使用説明書について 

この使用説明書では、次から知りたいことを簡単に探し出すことびでさます 

0目次 . 

@目的別かんたん検索 . のり @警告メッセージ . 

メニュ 覧 . CPvi 故障む、な？と思、つた！ 5. 

Q お使いになる前に 
因かんたんな撮影と再生 
固 P 、 S 、 A 、 M モードで撮影する 
g )】 ユーザーセッティングモード U 1、 U 2 を使う 
回レリ-スモ-ド 
な 画像の記録 
胃フォ-ヵス 
团 ISO 感度 
測光-露出 

晒] ホワイトバランス 
I 匹 I 画像処理 
Q フラッシュ撮影 
同リモ]ン撮影 
。撮影の厥[|な機能 

l ®| 液晶モニターを見なが5撮影する（静止画ライブビュー撮影: 
tJ 動画の撮影と再生（動画ライブビュー撮影） 

田特殊効果をつけて撮影する（スペシャルエフェクトモード） 

15 ] 画像の再生 

〇パソコン、プリンター、テレビとの接続 
g メニューガイド 

因資料 



口 1_ 


の 33 


口 45 


の 53 


の 55 


の 61 


の 69 


の77 


口 81 


口 87 


mi03 


mil? 


凹 27 


mi3i 


miss 


凹 63 


mi79 


mis? 


の 205 


m 221 


の 309 



















目的別かんたん検索 



最る 

の 

0撮り方を選ぶ 


とにかく簡単に撮影する®) 

34 


風景、人物など、撮影シーンに合わせて撮影する 

40 


特殊効果をつけて撮影する 

179 


シャッタースピードを決めて撮影する （ S ) 

一瞬間を写す、動さを写す一 

47 


絞り値をミ夫めて撮影する （ A ) 

一背景をぼかす、背景まではっさり写す一 

48 


長時間露出で撮影する （ M ) —花乂や星空を撮影する一 

49、 引 


液晶モニターを見なびら静止画を撮影する 
(〇静止画ライブビュー） 

155 


動画を撮影する動画ライブビュー） 

163 

0シャツターのきり方（レリーズモード） 


単写りコマ撮影）と連写（連続撮影）を切り換える 

7、55 


セルフタイマーを使って撮影する 

57 


別売の IJ モコン (ML-L3) を使って撮影する 

127 


撮影時の動作音を小さ < して撮影する（静音撮影） 

7、55 

Q ピント（フォーカス） 


ピントの合わせ方を選ぶ 

69 


ピントを合わせる位置を選ぶ 

73 

0明るさ（露出） 


画像を明るめ/暗めにする 

85 


白とびや黒つぶれの少ない画像を撮影する 

112 

Q フラッシュ 


フラッシュび自動的に光るようにする 

118 


フラッシュを光らせずに撮影する 

34、118 


瞳びホくならないよラにする 

118 

0画質-サイズ 


大さくプ IJ ントする画像を撮影する 

64、67 


撮影でさるコマ数を増やす 



見る 


削除 

I 不要な画像を削除する 


の 



撮影した画像をカメラで見る 

38. 187 


画像の情報を詳しく表示する 

189 


画像をスライドシヨーにして見る 

228 


画像をテレビで見る 

219 


画像を誤って削除しないよラにする（プ□テクト） 

200 


39、 201 







































加工ずる 


撮影した画像のサイズ、色、明るさなどを変更する 

282 

フラッシュで瞳びホくなつた画像を補正する 

286 

RAW 画像を」 PEG 画像に変換する 

293 

2コマの RAW 画像を1コマに合成する 

290 

写真を絵画のよラな画像にする 

298、 299 

動画の必要な部分だけを残したり、1フレームだけを切り出して 
JPEG 画像にする 

175 


操作ずる 


メニューの操作方法 

19 

メニューに表示される言語を変更する 

272 

コマンドダイヤルの操作方法 

13 

液晶モニターやファインダー内の表示びすぐに消えないよラにする 

243 

ファインダーをはっさり見えるようにする 

32 

ファインダー撮影中やライブビュー表示中に構図用格テ線を 
表 71 ^ すな 

160、 167、 
244 

カメラび水平かどラかを確認する（水準器を表示する） 

278 

内蔵時計の曰付と時刻を設定する 

28、272 

SD カードを初期化（フォーマット）する 

3 K 269 

最初（ご購入時）の設定に戻す 

131 . 

230、 237 

ヘルプを表示する 

19 


yr ノコン/プ IJ ンター 

の 

パソコンに画像を転送する 

205 

プ IJ ンターで画像を印刷する 

212 

曰付を入れて印刷する 

213 


アクセサ IJ 一/メンテナンス 


使える SD カード 

368 

使えるレンズ 

309 

使える外付けフラッシュ（スピードライト） 

317 

使えるアクセサ IJ 一 

323 

使えるパソコン用ソフトウエア 

324 

付属品のアイピースキャップの用途 

58 

カメラを掃除する 

328 

カメラを点検や修理に出す 

379 


iii 















































すぐに撮影する方のために 

次の手順で操作すると、すぐに撮影びでさます。 


1ストラップを取り付ける 

•ストラップの取り付け手順は次の通りです。 



2バッテリーを充電して （口22) カメラに入れる （口24) 




3カメラにレンズを取り付ける （口26) 


多 

1 

W 


誦 


m 


カメラの指標 

カメラの指標とレンズの指標（いずれを白点(〇) ) を合わせ 
てレンズを取り付け、カチッと音びするまで矢印の方向にレン 


ズを回す 


レンズの指標 












































4 SD 力ード（別売）を入れる （ m 29) 




6 ファインダーをのぞいて構図をミ夫める （ m 34、35) 



7 シャッターボタンを半押ししてピントを合 
わせ、全押しして撮影ずる（田 35) 




• 日時を設定するには、田28をご覧ください。 

• ファインダーを見やすくするには、田32をご覧ください。 


V 














































































因再生メニュー（田 221 ) 


削除 


選択画像削除 


曰付選択 


全画像削除 


再生フオルダー設定 


D 7100 


(初期設定） 


全てのフォルダー 


記録中のフォルダー 


非表示設定 


日又化 


曰付選択 


-括解除 


再生画面設定 m 標準表示への情報追加 


フオーカスポイント 
再生画面の追加 


画像のみ 


八イライト 


RG 目ヒストグラム 


撮影情報 


統合表 7 JT 


画像 コピー 


コピー元の選択 


コピー元画像の選択 
コピー先フォルダーの選択 


コピー 実行 


撮該直後の画像確認趣） する 


しない 


(初期設定） 


削除後の次再生画像 m 後ろのコマ 


(初期設定） 


前のコマ 


直前コマ送り方向に従ラ 


縦位置自動回転 硬] する 


(初期設定） 


しなし、 


スライドショ- 


開始 


再生画像の種類 


インターバル設定 


プリント指定 （ DPOF ) 設定 


-括解除 


画]7—クについて 

セットアップメニューの [カメラ設定の保巧と読み込 

み] (田 277) で、メニューの設定データをメモ U —力一 
ドに保存でさるメニュー項目です。保存したメニューの 
設定データは他の D 7100 でメモ U —力ードから読み込 
むことびでさます。 


む 撮影 メニュー 

(口 229) 

撮該メニューのリセット 

する 

しなし、 

記録フォルダー設定 

フォルダー番号指定 

既存フォルダーから還択 

ファイル名設定 趣] 

ファイル名設定 

ス□ット2の機能 励 

順次記録 （初期設定） 

バックアップ記録 

RAW+JPEG 分割記録 

画質モード m 

QUAL 

Q 

RAW+FINE 

RAW+NORMAL 

RAW+BAS に 

RAW 

FINE 

NORMAL (初期設定） 

BAS に 

画像サイズ m 

@ + 凌 

四 67) 

サイズ L (初期設定） 

サイズ M 

サイズ S 

撮像節囲 m 

DX (24X16) (初期設定） 

1.3X (18X12) 

JPEG 圧縮 跑 

サイズ優先 （初期設定） 

画質優先 

RAW 記録 陋 

記録方式 

記録ビットモード 

ホワイトバランス 函 

© 

オート （初期設定） 

電球 

堂光灯 

晴天 

フラッシュ 

曇天 

晴天曰陰 

色温度設定 

プ U セットマニュアル 

ピクチャー m 

コント□ール 

スタンダード （初期設定） 

ニュートラル 

ビビッド 

モノク□ーム 

ポートレート 

風景 

カスタムピクチャー 
コント□—ル 

編集と登録 

登録名変更^ 1 

削除^ 1 

メモ U —カードを使用 

色空間 励 

sRGB (初期設定） 

Adobe RGB 


Vi 





















































































アクティブ m 

D - ライティング※ 2 

オート 

より強め 

強め 

標準 

弱め 

しない 

HDR (八イダイナミック 
レンジ） 1 

HDR モード 

HDR 強度 

自動ゆがみ補正 画 

する 

しない （初期設定） 

長秒時ノイズほ減 m 

する 

しない （初期設定） 

高感度ノイズ低減 m 

強め 

標準 （初期設定） 

弱め 

しない 

ISO 感度設定 m 

ISO 

®+ 凌 

仰 80) 

ISO 感度 

感度自動制御 

リモコンモード設定 

2 秒リモコン 

(ML-L3) 國 

瞬時リモコン 

S ラーアップリモコン 

しない （初期設定） 

多重露出 

多重露出モード 

コマ数 

自動ゲイン補正 

インターバルタイマー 

撮該 ' 

開始卜 U ガー 

即時スタート 

開始時刻設定 

撮影間隔 

撮影回数 X コマ数 

撮影動作 

動画の設定 m 

画像サイズ/フレームレート 

動画の画質 

なな srbnjn 

獄曰日又 化 

動画記録先 


カスタムピクチャーコント□ールび未登録の場合は選 
ベません。 

《2撮影モードド、 S 、 A 、 M 、 图、嗯\が?、基、 a 、 
困 の初期設定は [しない]、 その他の撮影モードの初 
期設定は [オート] です。 


/カスタムメニュー（口 235) 


カスタムメニューの 
リセット 

する 

しない 

a 才ートフオーカス 

風 

a1AF-C モード時の 

優先 1 

レリーズ （初期設定） 

フ オー カス 

a2 AF-S モード時の 
優先 

レ U —ズ 

フ オー カス （初期設定） 

a3 AF □ックオン 

5牌め） 

4 

3 (標準） （初期設定） 

2 

1(弱め） 

しなし、 

a4 フオーカスポイ 
ント照明 

オート （初期設定） 

する 

しない 

a5 フオーカスポイ 
ント循環選択 

する 

しない （初期設定） 

a6 AF 点数切り換え 

引点 （初期設定） 

11点 

a7 内蔵 AF 補助光の 
照射設定 

する （初期設定） 

しなし、 

b 露出•測光 

函 

b1ISO 感度設定 
ステップ幅 

1/3段 （初期設定） 

1/2段 

b2 露出設走 

ステップ幅 

1/3段 （初期設定） 

1/2段 

b3 露出補正簡易 
設定 

する（自動リセット） 

する 

しない （初期設定） 

b4 中央部重点測光 
節囲 

0 6 mm 

0 8 mm (初期設定） 

010 mm 

013 mm 

画面全体の平均 

b5 基準露出レベル 
の調節 

はい 

いいえ （初期設定） 














































































cAE □ック • タイマー 

函 

cl 半押し AE □ック 

する 

しない （初期設定） 

c2 半巧しタイマー 

4 秒 

6 秒 （初期設定） 

10 秒 

30 秒 

1 分 

5 分 

10 分 

30 分 

制限なし 

c3 セルフタイマー 

時間 

撮影コマ数 

連続撮影間隔 

c4 液晶モニターの 
パワーオフ時間‘ 

画像の再生 

メニュー表示 

インフォ画面表示 

撮影直後の画像確認 

ライブビュー表示 

C 5 U モコン f 寺機 
時間 （ML-L3) 1 

1 分 （初期設定） 

5 分 

10 分 

15 分 

d 撮影•記録•表示 

画 

d1 電子音設定 

音量 

音の高さ 

d2 ファインダー内 
格子線表示 

する 

しない （初期設定） 

d3 ISO 感度表示と 
簡易設定 ’ 

感度を表示する 

感度表示と簡易設定をする 

しない （初期設定） 

d4 インフォ画面の 
ガィド表示 

ガイド表示する （初期設定） 

ガイド表示しない 

d5 低速連続撮該 
速度 

6 コマ/秒 

5 コマ/秒 

4 コ 7/ 秒 

3 コマ/秒 （初期設定） 

2 コマ/秒 

1 コ 7/ 秒 

d6 連続撮影コマ数 

1-100 

d7 連番モード 

する （初期設定） 

しない 

U セット 

d8 インフォ画面の 
表示設定 

自動 （初期設定） 

手動 


d 撮影•記録•表示 

函 

d9 イル S ネーター 
点口 

する 

しない （初期設定） 

dIO 露出ディレー 
モード 

3 秒 

2 秒 

1 秒 

しない （初期設定） 

dll フラッシュ使用 
推奨表示 

する （初期設定） 

しなし、 

d12MB-D15 電池 
設定 

アルカ U 単 3 形電池（初期設定） 

Ni-MH 単 3 形充電池 

U チウム単 3 形電池 

か3電池の使用順序 

MB-D15 から （初期設定） 

カメラから 

e フラッシュ -BKT 撮該 函 

el フラッシュ撮該 
同調速度 

1/320 秒けート FP) 

1/250 秒けート FP) 

1/250 秒 （初期設定） 

1/200 秒 

1/160 秒 

1/125 秒 

1/100 秒 

1/80 秒 

1/60 秒 

e2 フラッシュ時 

シャッター ' 

スピード制限 

1/60 秒 （初期設定） 

1/30 秒 

1/15 秒 

1/8 秒 

1/4 秒 

1/2 秒 

1 秒 

2 秒 

4 秒 

8 秒 

15 秒 

30 秒 

e3 内蔵フラッシュ 
発光 ' 

TTL モード （初期設定） 

マニュアル発光モード 

U ピーティング発光モード 

コマンダーモード 

e3 外付けフラッシュ 
発光^ ' 

TTL モード （初期設定） 

マニュアル発光モード 

e4 フラッシュ使用時 
の露出補正 

全体を補正 （初期設定） 

背景のみ補正 

65モデリング発光 

する （初期設定） 

しなし、 


※別売スピードライト SB- 400 を装着したときのみ表示さ 
れます。 


viii 


































































































e フラッシュ -BKT 撮影 画 

e6 オートブラケティ 
ングのセット 

AE • フラッシュブラケティング 
(初期設定） 

AE ブラケティング 

フラッシュブラケティング 

WB ブラケティング 

ADL ブラケティング 

た1 BKT の順序 

[〇] - [-] - [+] (初期設定） 

[-] 一脚 一 [+] 

f 操作 

函 

f1OK ボタンの機能 

撮影モード 

再生モード 

ライブビュー 

f2 Fn ボタンの機能 

押し時の動作 

コマンドダイヤル併用時の動作 

む プレビュー 

ボタンの機能 ‘ 

押し時の動作 

コマンドダイヤル併用時の動作 

f4 AE/AF □ック 
ボタンの機能 

巧し時の動作 

コマンドダイヤル併用時の動作 

f5 コマンドダイヤル 
の設定 . 

回転方向の変更 

メインとサブの入れ換え 

絞り値の設定方法 

再生/メニュー画面で使用 

f6 ボタンの 

ホール ド設定 

する 

しない （初期設定） 

f7 カードなし時 
レリーズ 

レ U —ズ禁止 

レ1」ーズ許可 （初期設定） 

f8 インジケーター 
の + /- 方向 . 

^ 1 • • 〇 • • 1 ^ 

_ ■ • • 〇 • • ■ + (初期設定） 

f9 MB-D15 の 

翻ボタンの機能 ■ 

AE - L / AF-L (初期設定） 

AE-L 

AE-L (ホールド） 

AF-L 

AF-ON 

FV-L 

Fn ボタンと同じ 


g 動画 

函 

g 1 Fn ボタンの機能 

静止画撮影情報の表示 

AE-L/AF-L 

AE-L 

AE-L (ホールド） 

AF-L 

AF-ON 

設定しない （初期設定） 

〇2 プレビユー 
ボタンの機能 

静止画撮影情報の表示 

AE-L/AF-L 

AE-L 

AE-L (ホールド） 

AF-L 

AF-ON 

設定しない （初期設定） 

g 3 AE/AF □ツク 
ボタンの機能 

静止画撮影情報の表示 

AE-L/AF-L (初期設定） 

AE-L 

AE-L (ホールド） 

AF-L 

AF-ON 

設定しない 

a 4 シャツター 
ボタンの機能 

静止画撮影 （初期設定） 

動画撮影 


Y セットアップメニュー（口268) 


カードの初期化 

(フ オー マット） 1 

ス□ット 1 

ス□ット 2 

ユーザー セッティングの 
登録 

U1 に登録 

U2 に登録 

ユーザー セッティングの 
リセット 

U1 を U セット 

U2 を U セット 

液晶モニターの明るさ 

-5 〜 +5 

イメージセンサー m 

クリーニンク 

実行 

電源スイッチに連動 

クリーニングミラー 

開始 

イメージダストオフデータ 
取得 

開始 

イメージセンサークリーニング 
後開始 

フリッカーほ減 函 

オート （初期設定） 

50 Hz 

60 Hz 

地域と日時 m 

現在地の設定 

曰時の設定 

曰付の表示順 

夏時間の設定 

言語 ( Language ) 画 

English 

曰本語 
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縦横位置情報の記録 m 

する （初期設定） 

しなし、 

電池チェック 

- 

画像コメント 硬] 

コメント添付 

コメント入力 

著作権情報 m 

著作権情報添付 

撮影ち名入力 

著作権ち名入力 

カメラ設定の保存と 
読み込み 

保存 

読み込み 

水準器表示 

- 

レンズ情報手動設定画 

レンズ No. 

焦点距離 (mm) 

開放絞り値 

AF 微調節 

AF 微調節(する/しない） 

個別レンズの登録 

その他レンズの登録 

個別レンズ登録リスト 

HDMI 函 

出力解像度 

機器制御 

GPS 画 

半巧しタイマー 

情報表示 

GPS による曰時合わせ 

ワイヤレスモバイルアダ 
プ ター 

有効 （初期設定） 

無効 

ネットワーク（別売の 
UT-1 使用時） 

八ードウエアの選択 

接続設定 

オプション 

Eye-Fi 送信機能※ 2 画 

スロット] 

ス□ット2 

ファームウェアパ’ージョン 

- 


バッテ U —残量表示び "C 回下のとさは選べません。 
《2こを機能に対応した Eye-Fi 力ードを挿入したとさのみ 
表示されます。 


ゴ画像編集メニュー（口282) 


D- ライティング 

- 

赤目補正 

- 

トリミング 

- 

モノ 1-ーン 

白黒 


セピア 


クール 

フィルター効果 

スカイライト 


ウオームトーン 


ホ強調 


緑強調 


青強調 


ク□ススクリーン 


ソフト 

カラーカスタマイズ 

- 

画像合成^1 

- 

RAW 現像 

- 

リサイズ 

画像選択 


記録先ス□ットの選択 


画像サイズの設定 

簡単レタッチ 

- 

傾を補正 

- 

ゆがみ補正 

オート 


マニュアル 

魚眼効果 

- 

塗り絵 

- 

カラースケッチ 

- 

アオリ効果 

- 

ミニチュア効果 

- 

セレクトカラー 

- 

動画編集 

始点/終点の設定 


選択フレームの保存 

編集前後の画像表示^ 2 

- 

MENU ボタンを巧して、 
さのみ、選べます。 

タブのゴアイコンを選んだと 


《21コマ表示モードから i ボタンを巧して画像編集メ 
ニューを表示した場合のみ、選べます。 


琶マイメニュー（口305) 


マイメニユー登録 函 

再生メニュー 

撮影メニュー 

カスタムメニュー 

セットアップメニュー 

画像編集メニュー 

登録項目の削除※ 

- 

登録項目の順序変更 

- 

このタブの機能変更 m 

マイメニュー 

最近設定した項目 


《[眉マイメニュー]画面でメニューを選択し、 •§ 0極） 
ボタンを2回押しても登録したメニューを削除でさます。 
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まを上のご注意 

お使いになる前に「安全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。この「安全上のご注 
意」は、製品を安全に正しく使用し、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するため 
に重要な内容を記載しています。お読みになった後は、お使いになる方びいつでを見られるところに必 
ず保管してください。 

表示と意はは、次のよラになっています。 


A この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死こまたは重傷を負う可能性 

び高いと想定される内容を示しています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死こまたは重傷を負う可能性 
び想定される内容を示しています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定され 
る内容および物的損害の発生び想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


給表示の例 

A 么記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるをのです。図の中や近くに具体的な注意 
内容（左図の場合は感電注意）び描かれています。 

® 〇記号は、禁止の行為（してはいけないこと）を告げるものです。図の中や近くに具体的な 
禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれています。 

を•記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中やおくに具体的な強制 
内容（左図の場合はプラグをコンセントから抜く）び描かれています。 


么警告（カメラとレンズについて） 

の分解禁止 

分解したり修理や改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 

® 接触禁止 落下などによって破損し、内部び露出したときは、露出部に手を触れないこと 

^ 感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

すぐに修理依頼を バッテリー、電源を抜いて、ニコンサービス機関に修理を依頼してください。 

E パッテリ-を取る 
かすぐに修理依頼を 

熱くなる、煙び出る、こげ臭いなどの異常時は、すみやかにバッテリーを取り出すこと 

そのまま使用すると义災、やけどの原因となります。 

バッテ U —を取り出す際、やけどに充分注意してください。 

バッテ U —を抜いて、ニコンヴービス機関に修理を依頼してください。 

阁水かけ禁止 

水につけたり、水をかけたり、雨にめ! 5 したりしないこと 

発乂したり感電の原因となります。 

(\)使用禁止 

引火、爆発のおそれのある場所では使わない 

プ□パンガス、ガソリン、可燃性スプレーなどの引义性ガスや粉塵の発生する場所で使用 
すると、爆発や乂災の原因になります。 
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A 警告 (カメラとレンズについて) 


^ 使用禁止 

レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 

失明や視力障喜の原因となります。 

(\) 発光禁止 

車の運輯を等に向けてフラッシュを発光しないこと 

事故の原因となります。 

(\)発光禁止 

フラッシュを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障喜の原因となります。 

特に乳幼児を撮影するとさは 1 m じ(上離れてください。 

保管注意 

幼児の口に入る小さな付属品は、幼児の手の届くところに置かない 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだとさは直ちに医師にご相談<ださい。 

A 警告 

ストラップび首に巻き付かないようにすること 

特に幼児-児童の首にストラップをかけないこと。 

首に巻さ付いて窒息の原因となります。 

^使用禁止 

AC アダプター使用時に雷び鳴り出した！5、電源プラグに触れないこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れてください。 

A 警告 

指定のバッテリーまたは専用 AC アダプターを使用すること 

指定じ(外のちのを使用すると、火災や感電の原因となります。 


(カメラとレンズについて） 

感電ま意 

めれた手でさわらないこと 

感電の原因になることびあります。 

使用ま意 

カメラの電源び ON の状態で、長時間直接触れないこと 

使用中に温度び高くなる部分びあり、低温やけどの原因になることびあります。 

/^\保管ま意 

製品は幼児の手の届くところに置かない 

ケガの原因になることびあります。 

/^\使用ま意 

逆光撮影では、太陽を画角から巧分にずらずこと 

太陽光びカメラ内部で焦点を結び、火災の原因になることびあります。画角から太陽をわ 
ずかに外してを火災の原因になることびあります。 

保管ま意 

使用しないときは、レンズにキャップを付けるか、太陽光のあたらない所に保管すること 

太陽光び焦点を結び、乂災の原因になることびあります。 

/^\移動ま意 

兰脚にカメラやレンズを取り付けたまま移動しないこと 

転倒したりぶつけたりして、ケガの原因となることびあります。 

使用ま意 

航空機内で使うときは、離着陸時に電源を OFF にすること 
病院で使うとさは病院の指示に従うこと 

本機器び出す電磁波などにより、航空機の計器や医療機器に影響を与えるおそれびあります。 

g パッテリ-を取る 
^プラグを巧く 

長期間使用しないときは電源（バッテリーや AC アダプター）を外すこと 

バッテ U —の液をれにより、乂災、ケガや周囲をミち損する原因となることびあります。 

AC アダプターをご使用の際には、 AC アダプターを取り外し、その後電源プラグをコンセ 
ントから抜いてください。火災の原因となることびあります。 
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A 注意 (カメラとレンズについて） 


(\)発光禁止 

内蔵フラッシュの発光窓を人体やものに密着させて発光させないこと 

やけどや発乂の原因になることびあります。 

&禁止 

布団でおおったり、つつんだりして使用しないこと 

熱びこをりケースび変形し、义災の原因になることびあります。 

(\)放置禁止 

窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当たる Sm など、真南に温度び高くなる場所に放 
置しないこと 

内部の部品に悪影響を与え、火災の原因になることびあります。 

&禁止 

付属の CD-ROM を音楽用 CD プレーヤーで使用しないこと 

機器に損傷を与えたり大をな音びして聴力に悪影響を及ぼすことびあります。 

&禁止 

A 危険 （専用リチウムイオン巧電池について） 

バッテリーを火に入れたり、加熱しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

の分解禁止 

バッテリーを分解しない 

液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

/1\ を険 

バッテリーに強い衝撃を与えたり、投げたりしない 

液をれ、発熱、破裂の原因となることびあります。 

/1\ を険 

専用の充電器を使用ずること 

液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

/1\ を険 

ネックレス、ヘアピンなどの金属製のものと一緒に持ち運んだり、保管しないこと 

ショートして液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

持ち運ぶとさは端子カバーをつけてください。 

(\)使用禁止 

Li-ion リチャージャスレバッテリー EN-EL15 にが応していない機器には使用しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

Li-ioniJ チャージャスレバッテリー EN-EL1 引ま、 D71 00 に対応しています。 

/1\ を険 

バッテリーか5もれた液び目に入ったときはすぐにきれいな水で洗い、医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷喜を与える原因となります。 

保管ま意 

A 警告（専用リチウムイオン巧電池について） 

バッテリーは幼児の手の届くところに置かない 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談<ださい。 

(§) 水かけ禁止 

水につけたり、め!5さないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 警告 

変色•変形、そのほか今までと異なることに気づいたときは、使用しないこと 

液をれ、発熱•破裂の原因となります。 

A 警告 

充電の際に所定の充電時間を超えてち充電び完了しないとをには、充電をやめること 

液をれ、発熱•破裂の原因となります。 



A 警告 

A 警告（専用リチウムイオン巧電池について） 

バッテリーをリサイクルするときや、やむなく廃棄するときはビニールテープなどで接点 
部を絶縁する 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発乂の原因となります。ニコンサービス機関やリヴ 
イクル協力店にご持参くださるか、お住まいの自治体の規則に従って廃棄してくださし、。 

A 警告 

バッテリーからもれた液び皮膚やを服に付いたときはすぐにきれいな水で巧うこと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれたりする原因となります。 


A 注意（専用リチウムイオン巧電池について） 

A 使用ま意 

充電中のバッテリーに長時間直接触れないこと 

充電中に温度び高くなる部分びあり、低温やけどの原因になることびあります。 


警告（チャ-ジャ-につし、て） 

の分解禁止 

分解したり修理や改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 

® 接触禁止 落下などによって破損し、内部び露出したときは、露出部に手を触れないこと 

^ 感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

W ずぐに修理依頼を電源プラグをコンセントから抜いて、ニコンサービス機関に修理を依頼してください。 

^プラグを巧く 
かずぐに修理依頼を 

熱くなる、煙び出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電源プラグをコンセントか!5巧くこと 

そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。 

電源プラグをコンセントから抜く際、やけどに充分注意してください。ニコンサービス機 
関に修理を依頼してください。 

轉水かけ禁止 

水につけたり、水をかけたり、雨にめらしたりしないこと 

発乂したり感電の原因となります。 

(\)使用禁止 

引火-爆発のおそれのある場所では使わない 

プ□パンガス、ガソリン、可燃性スプレーなどの引火性ガスや粉塵の発生する場所で使用 
すると、爆発や火災の原因になります。 

A 警告 

電源プラグの金属部やその周辺にほこりび付着している場合は、乾いた巧で}式き取ること 

そのまま使用すると火災の原因になります。 

(\)使用禁止 

雷び鳴り出した！5電源プラグに触れないこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れてください。 

&禁止 

電源コードを傷つけたり加工したりしないこと 

また、重いものを載せたり、加熱したり、引っ張ったり、無理に曲げたりしないこと 

電源コードび破損し、火災、感電の原因となります。 

感電ま意 

めれた手で電源プラグをコンセントか5巧き差ししないこと 

感電の原因になることびあります。 

&禁止 

チャージャーを海外旅行ち用電子式変圧器（トラベルコンバーター）や DC/AC インバー 
ターなどの電源に接続して使わないこと 

発熱、故障、火災の原因となります。 
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注意（チャージャーにっいて） 

/4\ 感電ま意 

めれた手でさわらないこと 

感電の原因になることびあります。 

/ j \ 使用ま意 

通電中のチャージャーに長時間直接触れないこと 

通電中に温度び高くなる部分びあり、低温やけどの原因になることびあります。 

A 放置ま意 

製品は幼児の手の届くところに置かない 

ケガの原因になることびあります。 

&禁止 

布団でおおったり、つつんだりして使用しないこと 

熱びこちりケースび変形し、火災の原因となることびあります。 
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ご確認くだをい 

•保証書について 

この製品には「保証書」び付いていますのでご確認ください。「保証書」は、お買い上げの際、ご購入店 
からお客様へ直接お渡しすることになっています。必ず「ご購入年月曰」「ご購入店」び記入された保証 
書をお受け取りください。「保証書」をお受け取りにならないと、ご購入1年 iU 内の保証修理び受けられ 
ないことになります。お受け取りにならなかった場合は、ただちに購入店にご請求ください。 

•カスタマー登録 

下記のホームページからカスタマー登録びでさます。 

https://req.nikon-imaqe.com/ 

付属の「登録のご案内」に記載されている登録コードをご用意ください。 


•カスタマーヴポート 

下記アドレスのホームページで、サポート情報をご案内しています。 

http://www.ni kon-imaqe.com/su 区 port/ 

参大切な撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮りをしてカメラび正常に機能することを事 
前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利益喪失等に 
関する損害等）についての補償はご容赦願います。 

•本製品をま*こ、してお使いいただくために 

本製品は、当社製のアクセサ U —（レンズ、スピードライト、バッテ U —、チャージャー、 AC アダプター 
など）に適合するよラに作られておりますので、当社製品との組み合せでお使いください。 

• Li-ion リチャージャスレバッテリー EN - EL 1 引こは、ニコン純正品であることを示すホ□グラム 
シールび 貼られています。 

• 模做品のバッテリーをお使いになると、カメラの充分な性能び発揮でさないほか、バッテリー 
の異常な発熱や液をれ、破裂、発火などの原因となります。 

•他社製品や模做品と組み合わせてお使いになると、事故■故障などび起こる可能性びあります。その場合、当 
社の保証の対象外となりますのでごミ主意<ださい。 

•使用説明書について 

• この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、固くお断りいたします。 

• 仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご承知ください。 

• 使用説明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。 

• 使用説明書の内容び破損などによって判読でさなくなったとをは、下記のホームページから使用説明書の PDF 
ファイルをダウン□ー ドできます。 

http://www.nikon-imaqe.com/su2port/manual/ 

ニコンサービス機関で新しい使用説明書を購入することをでさます（有料)。 
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•著作権についてのごを意 

あなたびカメラで撮影したをのは、個人として楽しむなどの他は、著作権上、権利者に無断で使うこと 
びでさません。なお、実演や興行、展示物の中には、個人として楽しむなどの目的であってを、撮影を 
制限している場合びありますのでご注意ください。また、著作権の対象となっている画像は、著作権法 
の規定による範囲内で使用する似外は、ご利用いただけませんのでご注意ください。 

♦カメラやメモリーカードを譲渡/廃棄ずるときのご注意 

SD 力ード内のデータはカメラやパソコンで初期化または削除しただけでは、完全には削除されません。 
譲渡/廃棄した後に市販のデータ修復ソフトなどを使ってデータび復元され、重要なデータび流出してし 
まラ可能性びあります。 SD カード内のデータはお客様の責任において管理してください。 

SD カードを譲渡/廃棄する際は、市販のデータ削除専用ソフトなどを使ってデータを完全に削除するか、 
初期化後に SD カードびいっぱいになるまで、空や地面などの画像で置さ換えることをおすすめします。 
なお、ホワイトバランスプ IJ セットマニュアルの画像に ags ) を、同様に別の画像で置さ換えてから譲 
渡/廃棄してください。 SD カードを物理的に破壊して廃棄する場合は、周囲の状況やけびなどに充分ご注 
意ください。 

♦ 電波障害自主規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この 
装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障喜を引さ起こすことびあります。 

使用説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCCI-B 


• AVC Patent Portfolio License に関するお知5せ 

本製品は、お客様び個人使用かつ非営利目的で次の行為を行ラために使用される場合に限り 、 AVC Patent 
Portfolio License に基づきライセンスされているものです。 

0) AVC 規格に従い動画をエンコードすること似下、エンコードしたをのを AVC ビデオといいます） 

( ii ) 個人利用かつ非営利目的の消費者によりエンコードされた AVC ビデオ、または AVC ビデオを供給することに 
ついてライセンスを受けている供給者から入手した AVC ビデオをデコードすること 
上記じ(外の使用については、黙示のライセンスを含め、いかなるライセンスを許諾されていません。 

詳細情報につきましては 、 MPEG LA , LLC から取得することびできます。 
http://www.mDegla.com をご参照ください。 
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おないになる前に 

このたびはニコンデジタルー眼レフカメラをお買い上げくださいまして、誠にありびとラご 
ざいます。お使いになる前に、この使用説明書をよくお読みになり、内容を充分に理解して 
から正しくお使いください。お読みになった後は、お使いになるちびいつでも見られるとこ 
ろに必ず保管し、撮影を楽しむためにお役立てください。 


本文中のマークについて 

この使用説明書は、次の記号を使用しています。必要な情報を探すとさにごま用<ださい。 
カメラを使用する前に注意していたださたいことや守っていたださたいことを記載しています。 
^ カメラを使用する前に知っておいていたださたいことを記載しています。 

[ XI 使用説明書上で関連情報び記載されているページです。 


国減にっぃて 

• SD メモ U —カード、 SDHC メモ U —カード、および SDXC メモ U —カードを 「 SD カード」と表記しています。 
• バッテ U —チャージャーを「チャージャー」と表記しています。 

• ご購入時に設定されている機能やメニューの設定状態を「初期設定」と表記しています。 

• この使用説明書では、カメラの設定び初期設定であることを前提に操作の説明を行っています。 

@ヘルプ機能 

このカメラにはヘルプ機能び付いています。メニュー操作時などに、液晶モニターでその項目の意味などを調 
ベることびできます。詳しくは口19をご覧ください。 

。アクセサリーについてのごを意 

このカメラには、当社製のアクセヴ U —をお使いいただくことをおすすめします。他社製アクセヴ U —は、力 
メラの故障や不具合の原因となることびあります。他社製アクセヴ U —使用によるカメラの不具合について 
は、保証の対象となりませんので、ご了承ください。なお、このカメラに使用でさる別売アクセヴ U —につい 
ての最新情報は、最新のカタ□グや当社のホームページなどでご確認ください（田 XXV )。 

カメラなどの点検ヴービスについて 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に1度は定期点検を、3〜5年に1度はオーバーホールされることをおすす 
めします（有料)。 

• 特に業務用にお使いの場合は、早めに点検整備を受けてください。 

• より安むしてご愛用いただけるよラ、お使いのレンズや別売スピードライトなどを併せて点検依頼されるこ 
とをおすすめします。 




各部のち额と機能 

カメラ本な； 



レ U —ズモードダイヤル . 7、55 

撮影モードダイヤル . 6 

撮影モードダイヤル□ックボタン . 6 

ストラップ取り付け部（吊り金具） 

レリーズモードダイヤル□ックボタン.……7、55 
フラッシュ取り付け部 

(アクセサリーシュー） . 317 

アクセヴ U —シューカバー . 317 

電源スイッチ . 2 

シヤッターボタン . 35 


因ボタン 

露出補正 . 

ツーボタンリセット. 

動画撮影ボタン . 

K ( foS ) ボタン 

測光モード . 

フォー マット . 

み距離基準マーク ..... 

表示パネル . 

マイク（ステレオ）…… 


0電源スイッチ 


電源スイッチを矢印の方向に回して 「 ON 」 のマーク 
を指標に合わせると、カメラの電源び ON になります。 



電源スイッチを矢印の方向に回して 「 OFF 」 のマーク 
を指標に合わせると、カメラの電源び OFF になります。 
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カメラ本は （つづき) 


内蔵ソフッンュ . 117 

三ラー . 59、331 

露出計連動レバー . 359 

レンズ着脱指標 . 27 

み（日 2) ボタン 

フラッシュモード . 118 

調光補正 . 122 

U モコン受光部（前面） . 128 

BKT ボタン . 188 

ブラケテイング . 134、137、140 

USB 端子/ 

外部マイク入力端子カバー ..... 166、171、326 
HDMI 端子カバー . 208、212、219 


アクセヴ U —夕一三ナル/ 

へッ ドホン出力端子カバー . 326 

レンズ取り外しボタン . 27 

AF モードボタン . 70、72、156、157 

フォー カスモードセレクター . 69、76、156 

外部マイク入力端テ . 166、326 

USB 端テ 

パソコンと接続する . 208 

プ U ンターと接続する . 212 

HDMI 三二端子 . 219 

アクセヴ U —夕一三ナル . 326 

へッドホン出力端子 . 166 


国表巧パネルのイル S ネーター（照巧）について 

電源スイッチをホマークの方向に回すと、表示パネルのイルミ 
ネーター(照喊び点打します。電源スイッチから指を放すと、ス 
イッチは rON 」 の位置に戻り、イルミネーターは6秒間点なし続 
けます。ただし、シャッターをきるか、をう一度ホマークの方向 
に回すと消なします。 


電源スイッチ 























































































AF 補助光ランプ . 

. 239 

〇バッテ U —室開閉ノブ . 

. 24 

セルフタイマーランプ . 

. 57 

DMB - D 15 用接点カバー . 

. 323 

赤目軽減ランプ . 

. 119 

Q パワーコネクターカバー . 

. 327 

サブコマンドダイヤル . 

. 263 

D レンズ信号接点 


プレビューボタン . 

…48、 261、 266 

m レンズマウント . 

. で、]ら 

Fn ボタン 


m AF カップリング 


フアンクシヨンボタン 


19王脚ネジ穴 


. 63、124、 

153、 259、 266 

19ボディーキャップ . 

. 26、324 

バッテリー室カバー . 

. 24 




【。マイク、スピーカーについてのご注意 

マイクやスピーカーに磁気カードなどの磁気製品を近づけると、記録内容び壊れることびあります。マイクや 
スピーカーに磁気製品を近づけないでください。 





























カメラ本は （つづき) 



11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 
21 
22 
23 


n ファインダー接眼窓 . 32 

H 接眼目当て . 58 

I W (™ S ) ボタン 

削除 . 39、201 

フオーマット . 31 

H 囚ボタン 

再生 . 38、187 

I 液晶モニター 

撮影時の設定を確認する . 10 

ライブビューで撮影する . 155、163 

撮影した画像を確認する . 38 

画像を1コマずつ再生する . 187 

H MENU ボタン 

メニュー . 19、221 

I ?ん- ( WB ) ボタン 

ヘルプ . 19 

プ□テクト . 200 

ホワイトバランス . 88、91、92、93 

( QUAL ) ボタン 

拡大表示 . 199 

画質モード/画像サイズ . 64、67 

( ISO ) ボタン 

縮ル/サムネイル表示 . 197、198 

ISO 感度 . 77 

感度自動制御 . 80 

ツーボタン U セット . 131 


ボタン . 18 

撮影時の設定を変更する . 12 

ライブビュー/動画撮影時の設定を変更する 

. 158、165 

画像編集/動画編集メニューを使ラ…. 175、283 


U 視度調節ダイヤル . 32 


ミボタン 

M AE/AF □ックボタン . 74、262、266 


ig メインコマンドダイヤル . 263 

m マルチセレクター . 20 

旧 ®0 K ボタン . 20、258 

IQ フォー カスポイント□ック レバー . 73 

の SD 力ードカバー . 29 

13 SD カードアクセスランプ . 29、35 

の 回 ボタン . 155、163 

m リモコン受光部（背面） . 128 


y ライブビューセレクター 

■ 静止画ライブビュー . 155 

M 動画ライブビュー . 163 


Q スピーカー . 4 


Hjl 耐ボタン 

H インフオ画面を表示する . 10 


ライブビュー時に表示を切り換える 
. 160、167 

























































































撮影モードダイヤル 


撮影モードダイヤル□ックボ 
タンを押しなびら、撮影モード 
ダイヤルを回すと、次の各モー 
ドに切り換えられます。 


撮影モードダイヤル 



撮影モードダイヤル□ックボタン 


スペシャルエフェクトモード （ mi 79) 



ユーザーセツテイングモード（田 53) 


撮影モードダイヤルを U 1 または U 2 に合わせるだけで、登録した撮影モードや撮影時の設 
定で撮影でさます。 


圓®用レンズについて 

A 、 M しが4の撮影モードで撮影するときは、 〔 PU レンズ（口 310) をお使いください。非 CPU レンズ（口31 2) 
装着時は、シャッターはきれません。 
























































レリーズモードダイヤル 

レ IJ ーズモードダイヤル□ックボタンを 
押しなびら、レ U —ズモードダイヤルを回 
すと、レ U —ズモードを切り換えられます 
(の55)。 


レ IJ ーズモードダイヤル 
□ックボタン 



レリーズモード 

内容 

t 

1 

繁1〕マ撮影 

シャッターボタンを全押しするたびに]コマずつ撮 
影します。 


1 

^低速連続撮影 

シャッターボタンを全押ししている間、低速連続撮 
影します。 

凌 

1 

^高速連続撮影 

シャッターボタンを全押ししている間、高速連続撮 
影します。 


1 

^静音撮影 

1コマ撮影に比べて静かに撮影でさます。 


1 

^セルフタイマー撮影 

セルフタイマー撮影びでさます。 


1 

^ミラーアップ撮影 

ミラーアップ撮影びでさます。 
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AF - ASC ' 

I 皿]* A 木-蘇谦ち A な心 PRE 


D ホヮィトバランス色温度表示 . 92 

I シャッタースピード . 47、49 

露出補正値 . 85 

調光補正量 . 122 

ホワイトバランス微調整量 . 91 

ホワイトバランス色温度 . 87、92 

ホワイトバランスプ U セットマニュアル 

データ番号 . 93 

オートブラケティング撮影コマ数 . 134 

WB ブラケティング撮影コマ数 . 137 

インターバル回数 . 148 

非 CPU レンズ焦点距離 . 153 


D MB - D 15 のバッテ U - 使用マーク . 249、323 

D バッテリー残量表示 . 33 

Q フラッシュモード . 118 

H AF モ-ド . 70 

D 画像サイズ . 67 

D 画質モード . 64 

H ホワイトバランスモード . 88 

ホワイトバランス微調整設定マーク . 91 

!□ 絞り込み段数マーク . 45、312 

I 絞り値 . 48、49 

絞り込み段数 . 45、312 

オートブラケティング補正ステップ . 134 

WB ブラケティング補正ステップ . 138 

ADL ブラケティング撮影コマ数 . 140 

HDR モード . 114 

インターバルタイマー撮影コマ数 . 148 

非 CPU レンズ開放絞り値 . 153 

PC 接続中マーク . 211 

13 SD 力ードマーク（ス□ット 1). 30、68 

I ^ SD 力ードマーク（ス□ット 2). 30、68 

の ISO 感度マーク . 77 

感度自動制御設定マーク . 80 


13インターバルタイマー設定マーク . 148 


表示パネル (説明のため、全ての表示を点灯させています) 


16 - 


19 - 

20 - 
21 - 


^^|：| BM 8如泣8目卜 


22 

23 

24 


■ - I 「25 

- S 網!四:* A -' y ち畔 iA な I 、口刷 


la 測光モード . 

IB フラッシュシンク□マーク…. 
m プ□グラムシフトマーク ........ 

〇オートエ U ア AF 設定マーク.. 

I AFICI 」 アモ-ド表示 . 

■ 3 D - トラッキング醜マ-ク. 


28 


. 81 

…250 

. 46 

..71、72 


I HDR マーク.….… 
多重露出マーク. 


..71、72 
..71、72 
114 
142 


オートブラケティングマーク . 134 

WB ブラケティングマーク . 137 

I ADL ブラケティングマーク . 140 

1リモコンモード ( ML - L 3). 127 

j ブラケティングバーグラフ . 134、138、140 

i 露出補正マーク . 85 

i 調光補正マーク . 122 

11000コマ！; LL 補助表示 . 33 

記録可能コマ数 . 33 

連続撮影可能コマ数 . 56、369 

ISO 感度 . 245 

ホワイトバランスプリセツトマニュアル 

データ取得モード表示 . 94 

アクティブ D - ライティング度合い表示…113、261 

HDR 強度 . 115 

手動設定レンズ No . 153 

PC カメラモード表示 . 211 

HDMI - CEC 接続中マーク . 220 


2 3 4 5 
1111 











































































































フアインダー (説明のため、全ての表示を点なさせています) 


2 3 4 


6 7 8 


EFFECTS 」 

■B/W 


白黒マーク . 103 

(撮影モードび因の場合、ピクチャーコント□一 
I ルび[モノク□ーム]の場合または[モノク 
□ーム]を元にしたカスタムピクチャーコント 
I □ールの場合にのみ表示されます） 

Q スペシャルエフェクトモードマーク . 179 

Oaf エ IJ アフレーム . 32、35 

H フォー カスポイント 表示 . 73、238 

AF エ U アモード表示 . 71 

〇対 DX 1 .3 X ク □ ップ撮像範囲 . 62 

I 構図用格子線 . 244 

(カスタムメニュー d 2 [ファインダー内格子線 
I 表示]を[する]に設定している場合のみ表示 

I されます） 

B 対 DX 1.3 X ク□ップマーク . 62 

D 縦位置撮影時の水準器（□一 U ング方向） ...... 260 

i | 横位置撮影時の水準器（□ーリング方向） ...... 260 

m カードなし マーク . 29 

in ピント表示 . 35、76 

四 AE □ックマーク . 74、83 

I シャッタースピード . 47、49 

I AF モ-ド . 70 

J 絞り値 . 48、49 

絞り込み段数 . 45、312 

四 バッテリー警告表示 . 33 


8 オー トブラケティング マーク . 134 

WB ブラケティングマーク . 137 

ADL ブラケティングマーク . 140 

IB ISO 感度マーク . 77 

m 1000コマ！;I上補助表示 . 33 

m レディーライト . 37 

記録可能コマ数 . 33 

連続撮影可能コマ数 . 35 、 56、369 

ISO 感度 . 77 

アクティブ D- ライティング度合い表示…113、261 

AF エ U アモード . 71 

ホワイトバランスプ U セットマニュアル 

データ取得モード表示 . 94 

露出補正値 . 85 

調光補正量 . 122 

BI 感度自動制御設定マーク . 79 

H 露出補正マーク . 85 

0調光補正マーク . 122 

Q インジケーター 

■ 訓 . 50 

H 絞り込み段数マーク . 45、312 

Q フラッシュシンク□マーク . 250 

Q FV □ックマーク . 124 


ファインダーについてのごを意 

カメラにバッテ U —び入っていない、またはバッテ U —残量びない状態では、ファインダー内び暗くなりま 
す。充電したバッテリーを入れると明るくなります。 

Gd 高温、低温下での表示について 

表示パネルやファインダーの表示は、高温-低温下で色の濃さび変わったり、低温下で応答速度び多少遅くな 
ることびありますび、常温時には正常に戻ります。 
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インフォ画面 (説明のため、全ての表示を点なさせています） 

0® ボタンを押すと、液晶モニターに「インフォ画面」び表示されま 
す。シャッタースピードや絞り値、記録可能コマ数、 AF エ IJ アモー 
ドなど、撮影に関する情報や設定の確認びでさます。 





撮影モード . 34、40、45、179 

プ□グラムシフトマーク . 46 

フラッシュシンク□マーク . 250 

シャッタースピード . 47、49 

オートブラケティング撮影コマ数 . 134 

WB ブラケティング撮影コマ数 . 137 

非 CPU レンズ焦点距離 . 153 

ホワイトバランス色温度 . 87、92 

ホワイトバランス色温度表示 . 92 

絞り込み段数マーク . 45、312 

絞り値 . 48、49 

絞り込み段数 . 45、312 

オートブラケティング補正ステップ . 134 

WB ブラケティング補正ステップ . 138 

ADL ブラケティング撮影コマ数 . 140 

非 CPU レンズ開放絞り値 . 153 

レ U —ズモード . 55 

連続撮影速度 . 56 



インジケーター 

訓 . 50 

露出補正 . 85 

オートブラケティング . 134 

WB ブラケティング . 137 

ISO 感度表示 . 77、80 

カメラのバッテリー残量表示 . 33 

M B - D 15のバッテリー種別表示 . 249 

M B - D 15のバッテリー残量表示 . 248 

1000コマ！; I 上補助表示 . 33 

記録可能コマ数 . 33 

手動設定レンズ No . 153 

Fn ボタンの機能 . 259 

AE/AF □ックボタンの機能 . 262 

ピクチヤーコント□-ル . 104 

長秒時ノイズ低減 . 233 

リモコンモード ( ML - L 3). 127 

ホワイトバランスモード . 87 

ホワイトバランス微調整設定マーク . 91 

画質モード . 64 

ス□ット2の機能 . 68 

画像サイズ . 67 

フラッシモード . 118 

オートエ U ア AF 設定マーク . 71、72 

フオーカスポイント表示 . 73 

AF エ U アモード表示 . 71、72 

3 D - トラッキング設定マーク . 71、72 



























































































露出補正マーク . 85 

I 露出補正値 . 85 

I オー トブラケティング マーク . 134 

WB ブラケティングマーク . 137 

ADL ブラケティングマーク . 140 

を重露出マーク . 142 


Q 電子音マーク . 244 

QI ADL ブラケティング度合い表示 . 113 

Q 著作権情報設定マーク . 276 

〇画像コメント入力設定マーク . 275 

Q プレビューボタンの機能 . 261 

HDR (八イダイナミックレンジ） . 114 

アクティブ D - ライティング . 113 

13高感度ノイズ低減 . 234 

四 撮像範囲 . 61 

四 AF モ-ド . 70 

13 Eye-Fi 通信マーク . 281 

B|GPS 通信マーク . 154 

13測光モード . 81 


25 2627 28 29 30 31 


45 - 


因曲の抽-じ国 +1.3 
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43 - 
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-國 ODiRi の i 皿面可 ]]—1 

■ -關 WiWixi が M ◎ - j —35 

\ — ぞ AF-Ai ' - p36 


40 39 38 


37 


自動ゆびみ補正 . 233 

時刻未設定マーク . 28、272 

インターノ（ルタイマー設定マーク . 148 

露出ディ レーモー ド マーク . 247 

FV □ッ クマーク . 124 

調光補正マーク . 122 

調光補正量 . 122 




m インフォ画面を消なするには 

• シャッターボタンを半押しする 
• インフォ画面の表示中に、面 a ボタンを押す 

操作を行わないまま約10秒経過したときを、インフォ画面は消なします。 


M 関連ぺージ 


液晶モニターの点な時間を変更する c 4 
インフオ画面の表示を手動で白黒反転する- ►. 


[液晶 モニターのパワーオフ 時間] (口 243) 
f d 8 [インフォ 画面の表示設定] (口 247) 


30 




















































■■撮影時の設定を変更する 


i ボタンを押すと、インフォ画面下部に表示されている撮影時の設 
定を変更でさるよラになります。 

• マルチセレクターで項目を選んで®ボタンを押すと、設定したい 
メニュー項目へ直接ジャンプします。 




i ボタン 



インフオ画面からジャンプでさるメニュー項目は次の通りです。 


撮像範囲 . 61 

高感度ノイズ低減 . 234 

アクティブ D - ライティング . 113 

HDR (八イダイナ三ックレンジ） . 114 

プレビューボタンの機能 . 261 


Fn ボタンの機能 . 

AE / AF □ックボタンの機能. 
ピクチャーコント□-ル ..... 
長秒時ノイズ低減 . 


リモコンモード設定 ( ML - L 3). 


.259 

.262 

.103 

.233 

.127 



@インフォ画面のガイド表示 

選択しているメニュー項目名を表示します。カスタムメニュー d 4 [インフォ画 
面のガイド表示](田 245) では、ガイドを表示させないようにできます。 
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コマンドダイヤル 

コマンドダイヤル（メインコマンドダイヤル•サブコマンドダイヤル）を単体で回すか、次 
のボタンを押しなびら回すと、いろいろな機能び簡単に設定できます。 

















































































































■■シーンモード、スペシャルエフェクトモード 


シーンモードの切り換え 
(撮影モードび SCENE のとさ： 
口40) 




撮影モード メインコマンド 

SCENE ダイヤル 



スペシャルエフェクトモード 
の切り換え 

(撮影モードび EFFECTS のとき： 
mi 79) 


撮影モード メインコマンド 液晶モニター 

EFFECTS ダイヤル 



■■画質モード、画像サイズ 


画質モードの設定（の 64) 



夕 （ QUAL ) メインコマンド 表示パネル 

ボタン ダイヤル 


画像サイズの設定（田 67) 




©• 


(D 

ん 



^ (QUAD 

ボタン 



回 

I norm| 


•ST 


表示パネル 


ダイヤル 


■■才ートフオーカスに関する設定 


AF モードの設定に Qyo 、 

163) 



AF モードボタン 


メインコマンド 
ダイヤル 


表示パネル 









































































AF エ U アモードの設定 

(口72、 163) 




AF モードボタン サブコマンド 


ダイヤル 



巧 U と〇 

n 


AF-A 


表示パネル 


■■じ0感度に関する設定 


ISO 感度の設定（口 77) 



( ISO ) メイン〕マンド 表示パネル 

ボタン ダイヤル 


感度自動制御の設定（口80) 


© 


( ISO ) 

ボタン 



ダイヤル 


ISO-AUTO 

I 〇 〇 


表示パネル 


■■露出に関する設定 


プ□グラムシフト（撮影モー 
ドび P のとき：口46) 



撮影モード P 



極 ISo 

f 5 

( 

画 

因 < 

L _ 

恐 1 

[ 1 な K 

NORM 

困 A 


メインコマンド 表示パネル 

ダイヤル 


シャッタースピードの設定 
(撮影モードび S または M の 
とき： m 47、49) 



撮影モード S 


または M 



メインコマンド 
ダイヤル 


表示パネル 






















































































絞り値の設定（撮影モードび 
A または M のとき：口48、 

49) 



QO . f 8 


図 -を 

LJ 

し， f < n]K 

AF-A I ，ム , J 


表示パネル 


または M 


ダイヤル 


測光モードの設定（撮影モー 
ドび P 、 S 、 A 、 M のとさ： 

口82) 



:•: ( foS ) メインコマンド 表示パネル 

ボタン ダイヤル 


露出補正量の設定（撮影モー 
ドび P 、 S 、 A 、 M または因の 
とき：口85) 



因ボタン メインコマンド 表示パネル 

ダイヤル 


オートブラケテイングの設定/ 
解除、撮影コマ数の設定（撮 
影モードび P 、 S 、 A または M 
のとき： miSA 、 137、 

140) 




BKT ボタン メインコマンド 

ダイヤル 



表示パネル 


オートブラケテイングの 
補正ステップの設定（撮影 
モードび P 、 S 、 A または M の 

とき： miSA 、 138) 


ダイヤル 


































































II ホワイトバランスに関する設定 


ホワイトバランスモードの 
設定（撮影モードび P 、 S、A 
または M のとき：田 88) 



?/〇- ( WB ) メインコマンド 表示パネル 

ボタン ダイヤル 


ホワイトバランスの微調整/ 
色温度選択/ 

プ U セットマニュアルデータ 
選択（撮影モードび P 、 S、A 
または M のとき：口91、92、 

94) 


?/打 ( WB ) 

ボタン 



ダイヤル 


表示パネル 


II フラッシュ撮影に関する設定 


フラッシュモードの設定 

仰 118) 


調光補正量の設定（撮影モー 
ドび P 、 S 、 A または M のとさ： 

口 122) 



ダイヤル 


f 

-4 

n n 
u.u 

阻 

表示パネル 


□ 

パけ 

阻 







表示パネル 


ダイヤル 


































































i ホタン 

ファインダー撮影時、静止画ライブビュー/動画ライブビュー時、再 
生時に、それぞれのシーンで便利な機能に簡単にアクセスでさます。 


i ボタン 


■■ファインダー撮影時 

i ボタンを押すと、インフォ画面下部の撮影時の設定を変更でさる画 
面び表示されます（田12)。 


■■静止画ライブビユ ー/ 動画ライブビユー時 

i ボタンを押すと、ライブビユー撮影または動画撮影時に設定でさる 
機能の一覧び表示されます ( mi 58. 165)。 


■■再生時 

表示中の画像び静止画の場合に i ボタンを押すと、画像編集メニュ ー 
画面び表示されます（田283)。動画の場合に i ボタンを押すと、動 
画編集メニュー画面び表示されますに0177)。 




r を D - ライティング QQjl 


151 

NORM 

巧 
因沈 
權 
宜附 
々0 


画像編集メニュー 


撮像範 
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メニユーの操作方法 

撮影や再生、カメラの基本的な設定をするとさは、をにメニユーを 
使います。 

MENU ボタンを押すと、液晶モニターに次のようなメニユー画面（例： 
セツトアップメニュー）を表示します。 


MENU ボタン 



P メ ニュー 切り換えタブ - 

次の各メニューのアイコンのタブを選ぶと、選んだメニュー画面び表示されます 


1 ►! 再生メニュー (口221) 

Y セットアップメニュ ー( の268) 

む 撮影メニュー (口 229) 

画像編集メニュー （の 282) 

グ カスタムメニュー (口 235) 

C 眉 マイメニュー (口 305) / 

た画 最近設定した項目 （の 305) ※ 


※どちらかに設定でさます。初期設定は[マイメニュー]です。 


項目びそのメニュー全体のどの位置に 
あるかを示しています 


各項目の設定をアイコンで表示します 


P メ ニュー 項目 - 

タブで選んだメニュー内にある設定項 
目を一覧表示します 


力-ドの初期化(フォ -7 ット） 


2—ザ—セッテイングの登録 
1- ザ-セッティングのリセット 
液晶モニターの明るさ 
イメージセンサークリーニング 
ク IJ - ニングミラーアップ 
イメージダストオフデータ取得 
フリツカー低減 


-③—— 

ヘルプびある場合に表示します 
このアイコンを表示しているとさに?/か 
します 

• 説明び 2 ページ iU 上ある場合は、？ ん^ ( WB ) ボタンを 
押しなびらマルチセレクターの▼を押して、次のぺ一 
ジを表示してください。 

• ?/ hi ( WB ) ボタンを放すと、メニュー画面に戻ります。 


( WB ) ボタンを押すと、その項目のヘルプ（説明）を表示 



か多重を出 


[コマ巧]で設定した回数、摄おした 
画をを合成して1枚の画をとして 
記録できます。 

半押しタイマーの作動時間は自動の 
に30秒延長されます。 

巧を途中で半巧しタイマーがオスこ 
なるとぶ重度出は解除されぶれま 
でに«影した画像で合成して記録 


?/on ( WB ) ボタン 

































































メニュー頂目の設定 

メニューの操作には、マルチセレクターと®ボタンを使います。 


前の画面に戻る 

(左を選択または取り消し) 


上に移動 



——ミ夫定すな 

次の画面に進む 
(ちを選択またはミ夫定) 


下に移動 


■■メニュー頃目の設定方法 


1メニュー画面を表示する 

• MENU ボタンを押します。 



機 

© 

1©： 



MENU ボタン 



3 メニューを切り換える 


• ▲または▼を押して、メニユーのタブを切り換えます。 



再生メニユ- 


削除 

な 

巧生フォルダー設定 

D 7100 

非表示設定 

IS ! 

再生画面設定 

— 

画を コピー 

― 

括[影直後の画像お認 

OFF 

削除をの巧再生画を 

骑 

縦の置自動回転 

ON 



4選んだメニューに入る 

• ►を押して、選んだメニューに入ります。 




再生フォルダー設定 D 7100 

非表示お定 ISi 

再生画面設定 - 


■ 画像コピ- — 

■ 巧を直後の画像確認 OFF 

削陈後の巧再生画を 
，が位置自動回転 ON 
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5 メニュー項目を選ぶ 

• ▲または▼で項目を選びます。 


6設定内容を表示する 

• ►を押して設定内容を表示します。 




7設定内容を選ぶ 

• ▲または▼で設定内容を選びます。 



8決定する 

• ® ボタンを押してミ夫定します。 

•メニュー操作をキャンセル（中止）するには、 MENU ボタンを押し 
て < ださい。 

•撮影モードやカメラの状態によって、設定でさないメニュー項目びあります。この場合、そ 
の項目はグレーで表示されて選べません。 

• ® ボタンの代わりに►を押してを決定でさますび、画像の削除や SD カードの初期化などの 
重要な設定項目については、 ® ボタンしか使えないことびあります。 

• メニュー画面から撮影に戻るには、シャッターボタンを半押し（口％)してください。 



















撮影前の準備 

パッテリーを巧電ずる 

付属の Li - ionU チャージャブルバッテ U - EN - EU 引ま、お使いになる前に付属のバッテ U - 
チャージャー MH -25 でフル充電してください。使い切ったバッテ IJ -] 個を充電するには約 
2時間35分かかります。 

1 チャージャーと電源コードを接続する 

• 電源コードの AC プラグを AC プラグ差込□に差し込みます 。 AC 
プラグは回転させずに図の位置でお使いください。 


2 バッテリーの端子カバーを取り外す 
3 バッテリーをチヤージヤーにセツトする 

•バッテ IJ 一をチャージヤーの中に描かれている図に合わせて取り 
付けます。 


4 電源プラグをコンセントに差し込む 

•「 CHARGE 」 ランプび点滅し、充電び始まります。 

•充電び完了すると、 「 CHARGE 」 ランプび点滅から点灯に変わり 
ます。 



1. 

• み CHARGE 

♦ か ND 

CHARGE 

END 

で、 广 





5 充電が完了した5、電源プラグをコンセントか5抜き、バッテリーを取り外ず 
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田チャージャーの rCHARGEJ ランプが速く （1 砂 H に8回）点滅する場合 

•バッテ U —のセットミス：電源プラグをコンセントから抜いて、バッテ U —を取り外し、チャージャーに 
セットし直してください。 

• 指定温度外での使用：チャージャーを指定温度範囲内ので〜40で）でお使いください。 

上記の処置をしてを不具合び続く場合は、ただちに電源プラグをコンセントから抜いて、充電を中止してくだ 
さい。販売店またはニコンサービス機関にチャージャーおよびバッテ U —をお持ちください。 

&付属の電源コードと電源プラグ（直付け型）についてのごを意 

付属の電源コードおよび電源プラグ（直付け型）は、バッテリーチャージャー MH -251； I 外の機器に接続しな 
いでください。この電源コードおよび電源プラグ（直付け型）は、曰本国内専用 （ AC 100 V 対応）です。海外 
でお使いになる場合は、別売の専用コードび必要です。別売の電源コードについては、ニコンサービス機関 
にお問い合わせください。また、オンラインショップ（ニコンダイレクト） 
http :// shop . nikon - imaqe . com / でちお求めいただけます。 


M 電源プラグ（直付け型）について 

• 電源プラグ（直付け型）の付属の有無は、ご購入いただいた国によって異なります。 
• 電源プラグ（直付け型）を使ラ場合は、チャージャーの AC プラグ差し込み口 
に付属の電源プラグ（直付け型）を差し込みます（①)。その後、電源プラグ 
(直付け型）回転□ックを矢印の方向にスライドさせなびら（愛）、電源プラ 
グ（直付け型）を90°回転させ、しっかりと固定させます（⑤)。 

• 電源プラグ（直付け型）をチャージャーから取り外すとさは、取り付けたと 
さと逆の手順で行つてください。 



電源プラグ(直付け型) 
回転□ック 


















カメラにパツテリーを入れる 

カメラの電源スイッチび OFF になっていることを確認してください。 


1バッテリー室カノ ' C - 開閉ノブを矢印の方向に押して（①)、 
カメラ底面のバッテリー室カバーを開ける（⑥） 




2巧電したバッテリーを入れる 

•ち図のように、正しい向さで入れてください。 


• オレンジ色のバッテ IJ 一□ックレノ く一をバッテ IJ 一側面で押し 
なびら、バッテ IJ 一を奥まで入れると、バッテ IJ 一□ックレ 
ノく一びバッテ IJ 一に掛かり、バッテ U —び□ックされます。 



バッテ U —□ック 
レバー 


3バッテリー室カバーを閉じる 



M バッテリーを取り出すとまは 

電源を OFF にしてから、バッテリー室カバーを開けてください。バッテリー□ッ 
クレバーを矢印の方向に押すと、バッテリーび少し飛び出しますので、弓 I さ抜 
いて取り出してください。 



&バツテリーを出し入れするとをは 

バッテ U —をカメラに入れたり、カメラから取り出したりするとをは、必ずカメラの電源を OFF にしてくださ 
い。 
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巧バッテリーとチャージャーのほ用上のごミ主意 

• お使いになる前に、必ず「安全上のご注意」（口 XX 〜 xxiv) 、 「カメラとバッテリーの取り扱い上のごを意」 
に0333〜 335) をお読みになり、記載事項をお守りください。 

• バッテ U - は 0° C 〜 40° C の範囲を超える場所ではお使いにならないでください。バッテ U - の性能び劣化し 
たり、故障の原因となります。周囲の温度び5む〜 35° C の室内で充電してください。バッテ U —の温度び 
0° C じ(下、60 ° C じ(上のとさは、充電をしません。 

•バッテ U —の温度び 0° C 〜 15° C 、45° C 〜 60° C のとさは、充電でさる容量び少なくなる、または充電時間び 
長くなることびあります。 

• 一般的な電池特性として、周囲の温度び下びるにつれ、バッテ U —に充電でさる容量は少なくなります。新 
品のバッテ U - でを、約 5° CJ ^ ソ下の低温で充電した場合、セットアップメニューの [電池チェック] (の 274) 
で劣化度び「1」と表示されることびありますび、約 20° C しツ上で再充電すると劣化度の表示は「0」に戻ります。 

•一般的な電池特性として、周囲の温度び下びるにつれ、使用でさるバッテ U —容量は少なくなります。この 
カメラでは、温度変化に対して使用でさる容量を的確にバッテ U —残量として表示します。そのため、充分 
に充電したバッテ U —でを、充電したとさよりを温度び低くなると、充電直後から残量び減り始めた表示に 
なることびあります。 

• 充分に充電したにをかかわらず、室温での使用状態でバッテ IJ 一の使用時間び極端に短<なってさた場合 
は、バッテリーの寿命です。新しいリチャージャブルバッテリー EN - EL 15 をおまめください。 

• カメラの使用後は、バッテ U —び熱くなっていることびあります。取り出しの際はご注意ください。 

•充電中にチャージャーをゆすったり、充電中のバッテ U —に触れたりすると、振動や静電気の影響により、 
さわめてまれではありますび、未充電にをかかわらず充電完了表示になる場合びあります。このよラな場合 
にはバッテ U —を取り外し、再度セットして充電を再開してください。 

• チャージャーの端子をショートさせないでください。発熱、破損の原因となります。 

•バッテ U —をカメラやチャージャーから取り外しておくとさは、ショートを防止するため、付属の端子力 
バーを取り付けてください。 

• チャージャーを使用しないとさは、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• バッテリーチャージャ ー MH -25 に対応していないバッテリーは、バッテリーチャージャ ー MH -25 で充電し 
ないで < ださい。 

M U-ion リチャージャブルバッテリー EN-EL15 について 

付属の Li-ion U チャージャスレバッテ U - EN - EL 15 をお使いの場合、セットアップメニューの [電池チェッ 

ク] でより詳しいバッテリー残量や、直前の充電からの合計撮影回数、バッテ IJ 一の劣化度を表示することび 

できます（口274)。 



レンズを取 Q 付ける 

この使用説明書では、主に A 卜 S DX NIKKOR 18-105 mm f /3.5-5.6 G ED VR のレンズを使用し 


て、説明しています。各部名称は次の通りです。 


焦点距離目盛一^ 


レンズフード 



レンズ着脱指標 
焦点距離目盛指標 

CPU 信号接点（田3 10) 


裏ぶた 


A - M 切り換えスイッチに027、 76) 

手ブレ補正スイッチ 

フオーカス U ングに076、 160) 


レンズを取り付けるとさは、カメラ内部にほこりなどび入らないよラにごを意ください。 


カメラの電源を OFF にする 
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3 カメラにレンズを取り付ける 


多 

i 


¥ 

麵 


m 


カメラの指標 

カメラの指標とレンズの指標（いずれを白点(〇) ) を合わせ 
てレンズを取り付け、カチッと音びするまで矢印の方向にレン 


レンズの指標 ズを回す 


• A - M 切り換えスイッチまたはフォーカスモード切り換えスイッ 
チのあるレンズを使用する場合は 、 A (オートフォーカス）ま 
たは M/A (マニュアル優先オートフオーカス）に合わせてく 
ださい。 



M レンズを取りかすには 

カメラの電源を OFF にしてから、カメラ前面のレンズ取り外しボタンを押しなび 
ら（①)、レンズを矢印の方向にいっぱいまで回し (( D ). 引き抜いてください。 
• レンズを取り外した後は、カメラのボディーキャップとレンズの裏ぶたをそれ 
ぞれ取り付けてください。 


&絞りリングのある CPU レンズについてのごを意 

絞り U ングのある CPU レンズ（口 310) を取り付ける場合は、最ル絞り爆大値）にして、□ックしてください。 



































日付と時刻を設ちずる 

ご購入後、初めて電源を ON にすると、カメラの内蔵時計の日付と時刻を設定する画面び表 
示されます。日時の設定び完了するまで、撮影や他の設定はでさません。 


1カメラの電源を ON にする 


2日付と時刻を合わせる 

•マルチセレクターの▲または▼を押して、選択中の 
項目の数値を合わせます。 

• ►を押して、次の項目に移動します。◄を押すと元 
の項目に戻ります。 




1地域と日時 1 

日時の設定 


年月日 

時分秒 

2 〇旧.の.旧 

fQ: 四:面 


四み定 


3設定を完了する 

• ® ボタンを押して曰付と時刻の設定を完了します。 



M 時計用電池について 

カメラの内蔵時計は、バッテ U —とは別の時計用電池で作動します。カメラにバッテ U —を入れるか、別売の 
パワーコネクタ ー EP -5 B と AC アダプター EH -5 b を接続すると（の323)、時計用電池び充電されます。フル 
充電するには約2曰間かかります。充電すると、約3力月の間時計を動かすことびでさます。液晶モニターに 
「時計び U セットされました」と表示された場合は、内蔵時計の設定び初期化されているため、撮影曰時び正 
しく記録されません。をう一度日時設定してください。内蔵時計の設定び初期化されている場合、インフォ画 
面で皿曲か点滅します。 

M カメラ内蔵の時計について 

カメラの内蔵時計は、一般的な時計(腕時計など）ほど精度は良くありません。定期的に日時設定してくださし、。 

国 GPS による日時合わせ （口 154) 

GPS 機器（口 154) との接続時には、 GPS 機器び取得した日時の情報でカメラの内蔵時計を合わせます。 

国関連ぺージ 

日付と時刻を設定し直す 一 V [地域と日時] (口 272) 























SD カードを入れる 

このカメラは、ス□ット]とス□ット2の SD 力ードス□ットを装備しており、2枚の SD 力一 
ドを使えます。 SD カードは、カメラの電源を OFF にしてから、下図のように正しい向きで、 
カチッと音びするまで挿入してください。 


おちて面 





• SD 力ードを1枚だけ使用するときは、ス□ット]に入れてください（口30)。 

•向きを間違えて挿入すると、カメラおよび SD カードび破損するおそれびあります。正しく 
挿入していないと、 SD カードカバーび閉まりません。正しい方向で挿入しているか、必ず 
ご確認ください。 

• SD カードび正しく挿入されると、 SD 力ードアクセスランプ ( ms ) び数秒間点打します。 
• このカメラに他の機器で使った SD カードを初めて入れたときは、 SD カードを初期化してく 
ださいに031、269)。 


M SD 力ードを取り出すとまは 

SD カードカバーを開ける前に、 SD カードアクセスランプの消打を確認して、電 
源を OFF にしてください。 SD カードカバーを開けて、 SD カードを奥に押し込む 
と（①)、カードび押し出されるので、引き抜いて取り出してください (( D ) 〇 


。 SD 力ードを出し入れするとをは 

SD カードをカメラに入れたり、カメラから取り出したりするときは、必ずカメラの電源を OFF にしてくだ 
さい。 

M SD 力ードが入っていないとをの表巧について 

SD カードび入っていないとをは、表示パネルとファインダー内表示の記録巧 
能コマ数表示部に【イ-]マークび表示されます。電源を OFF にしてを、バッテ 
U —残量びあるとさは、表示パネルの [-5-] マークび点なします。 
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巧 SD 力ード取り扱い上のごま意 

• カメラに SD カードび 2 枚入っているとをに初期化する場合は、ス□ット 1 の SD カードマークび先に点滅しま 
す。 

• カメラの使用後は SD カードび熱くなっていることびあります。取り出しの際はごま意ください。 

• SD カードの初期化中や画像の記録または削除中、パソコンとの通信時などには、次の操作をしないでくだ 
さい。記録されているデータの破損や SD カードの故障の原因となります。 

- SD カードの着脱をしないでください 
-カメラの電源を OFF にしないでください 
-バッテリーを取り出さないでください 
- AC アダプターを抜かないでください 
• 端子部に手や金属で触れないでください。 

• SD カードに無理な力を加えないでください。破損のおそれびあります。 

•曲げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

•熱、水分、直射日光を避けてください。 

• パソコンで初期化しないでください。 


M SD 力ードを2枚ほ用する場合 

•ス□ット1とス□ット2の両方に SD カードを入れると、ス□ット1から優先 
的に記録し、空き容量びなくなったら、記録先をス□ット2に変更します （[ス 
□ット2の機能] (口 68) び初期設定の [順次記録] のとき)。撮影で主に使 
いたい SD カードは、ス□ット1に入れてください。 


スロット] 



• 表示パネルとインフォ画面には、使用中のス□ットびち図のよラに表示され 
ます（例：ス□ット1とス□ット2の両方に SD カードび入っている場合)。 

• SD カードの残量びなくなった場合や SD カードび□ックされている場合な 
ど、何らかのエラーび発生しているときは、エラーび発生している SD 力ード 
のアイコンび点滅します（田354)。 
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インフオ画面 


国 SD 力ードの書き込み禁止スイッチについて 

• SD カードには、書さ込み禁止スイッチび付いています。このスイッ 
チを 「 LOCK 」 の位置にすると、データの書さ込みや削除び禁止され、 
カード内の画像を保護でさます。 

•「 LOCK 」 した SD カードをカメラに入れてシャッターをきろうとする 
と、警告メッセージび表示され、撮影でさません。撮影時や、画像を 
削除するとさは 「 LOCK 」 を解除してください。 




書さ込み禁止 
スイッチ 

































• SD カードび 2 枚入っている場合は、表示パネルで点滅してい 
る側の SD カードを初期化します。！ こ〇 r び点滅しているとさ 
にメインコマンドダイヤルを回すと、初期化するス□ットを 
切り換えられます。 

• for び点滅状態のまま約6秒経過すると、初期化はキャンセ 
ルされます 。 ra 0。画）ボタンと ( f 。 画）ボタンじ(外のボタ 
ンを押したとさも、初期化をキャンセルします。 


SD カードを初期化（フォーマット）ずる 

他の機器で使った SD カードを初めて入れたときは、必ずこのカメラで初期化してからお使い 
ください。 SD カードを初期化すると、カード内のデータは全て削除されます。 必要な画像び 

ある場合は、初期化する前にパソコンなどに保存してください（口205)。 

1カメラの電源を ON にする 


2 2つの。@ボタンを同時に巧す 

• ホ色の f 。 極マークびついた ra ボタンとボタンを同時 
に2秒じ(上押します。 

•表示パネルとファインダー内表示に for (フオー 
マット）という文字び点滅します。 

m ( foS ) ボタン K ( foS ) ボタン 



3 for が点滅している間に、もう一度 ra い 画 3) ボタンと K (。画 3) ボタンを 
同時に押す 

•初期化び始まります。初期化中は、電源を OFF にしたり、バッテ U —や SD カードを取り出 
したりしないで<ださい。 

• 初期化び完了すると、表示パネルとファインダー内表示の記録可能コマ数表示部にこれか 
ら撮影でさるコマ数び表示されます。 


M 関連ぺージ 

メニュー操作で SD 力ードを初期化する 一 y [カードの初期化（フォーマット)] (田269) 
































ファインダーを見やず < ずる（巧度調節） 

撮影する前に、ファインダー内びはっきり見えるように調節してください。 

1レンズキャップを取りがし、カメラの電源を ON にする 

2視度調節ダイヤルを回して調節する 

• ファインダーをのぞさなびら視度調節ダイヤルを回 
し、 AF ェ U ア フレームび 最もはっきり見えるように 
調節してください。 

•爪や指先で目を傷つけないようにごを意ください。 



M 視度調節しても被写体がはつをり見えない場合は 

• AF モード（口 69) を AF - S 、 AF エ U アモード（口 71) をシングルポイント AF に設定します。次に、中央の 
フォーカスポイントを選んで、コントラストの高い被写体にオートフォーカスでピントを合わせます。その 
状態で被写体び最をはつさり見えるよラに調節してください。 

• 視度調節ダイヤルの範囲を超える補正び必要な場合は、別売の接眼補助レンズをお使いになることをおすす 
めします（口323)。 






























かんたんな撮影と再生 


パツテリーと SD 力ードの巧量を確認する 


撮影を始める前に、バッテ U —の残量と記録可能コマ数を確認してください。 



表示パネル 

ファインダー 

意味 

け ## JU] 

— 

残量は充分に残っています。 

■ f^l 

— 



— 

残量び減り始めました。 


— 


■a 


残量は残りわずかです。予備のバッテ U —を準備するか、バッテ 
IJ 一を充電してください。 

a 

(点滅） 

(点滅） 

バッテ IJ 一び消耗して撮影でさません。バッテリーを交換するか、 
バッテ IJ 一を充電してください。 


3 SD カードの残量を確認する 


•表示パネルまたはファインダー内表示で記録可能コマ数（これから撮影でさるコマ数）を 
確認します。カメラに SD 力ードび2枚入っている場合、ス□ット]に 030) の記録可能〕 
マ数び表示されます。 


•記録可能コマ数び1000コマ上あるときは 「 K 」 マークび点巧し 
ます。 「 K 」 は1000を意昧しており、たとえば1060コマ撮影でき 
るとさは、ちのように表示されます。 

• 記録可能コマ数びゼ□の場合、表示パネルとファインダー内表示 
のシャッタースピード表示部に？ uLL ( FuL )1J\ 記録可能コマ 
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数表示部に〔(び点滅します。このとさ、残量のない SD カードのアイコンち点滅します。不 
要な画像を削除するか（の201)、別の SD カードに交換してください。 


















































A|Sf (才ート）または⑤（発光禁止才ート）で 

撮影する一カメラまかせの簡単撮彰 


撮影モード SSf は、シャッターボタンを押すだけの簡単な操作で、さまざまな 
状況での撮影を楽しむことびでさます。暗いとさや逆光のとさなど、自動的 
にフラッシュび光ります。撮影モード⑤は、フラッシュを光らせずに撮影し 
たい場合に使用します。 



E 1カメラ上面の撮影モードダイヤルを 
A 进または⑤に合わせる 


撮影モードダイヤル 



2カメラを構える 


•脇を軽く締め、ち手でカメラのグ IJ ップ 
を包み込むようにしっかりと持ち、左手 
でレンズを支えます。 

•片足を少し前に踏み出すと、上半身び安 
定します。 

•人物などを縦位置で撮影する場合は、カメ 
ラを縦位置に構えます。 

• 暗いときに撮影モード⑤で撮影する場合、 
手ブレしやすいので兰脚の使用をおすす 
めします。 



M ズームレンズの使い方 

被写体を大さく写したいとさはズーム U ングを望遠側（焦点距離目盛の 
大さい数値側）に、広い範囲を写したいとさはズームリングを広角側（焦 
点距離目盛のルさい数値側）に回してください。 


望遠側 



広角側 
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3 構図を決める 

•ファインダーをのぞいて、構図を決めてください。 

• 被写体を AF ェ IJ アフレーム内に配置します。 



4シャッターボタンを半巧しして、ピント 
を合わせる 

•シャッターボタンを軽く押す（半押しする） 

と、被写体に自動的にピントび合います。 
•ピントび合った位置には、フ オーカ スポイン 
卜び表示されます。 

•暗い場所などでは、 AF 補助光ランプび光った 
り内蔵フラッシュび上びることびあります。 




ピント表示 連続撮影 

可能コマ数 


5ファインダー内のピント表示（参）を確認する 

•ピントび合うと、ファインダー内のピント表示 （•） び点巧します。 


ファインダー内ピント表示 

意味 

• (点な） 

被写体にピントび合っています。 

► (点な） 

目的の被写体よりを手前にピントび合っています。 

◄ (点な） 

目的の被写体よりを後方にピントび合っています。 

► ◄ (点滅） 

オートフオーカスでのピント合わせびでさません。「オートフオーカ 
スの苦手な被写体について」（田 70) をご覧ください。 


•シャッターボタンを押している間、続けて撮影でさるコマ数（連続撮影可能コマ数）びファ 
インタ'一内に表示されます。連続撮影可能コマ数の先頭には、「广」（の 56) び付さます。 


6シャッターボタンを半押ししたまま、さ5に深 
く巧し込んで（全巧しして)、撮影する 

• シャッターびされ、画像び SD カードに記録されます。 

• SD カードアクセスランプび点灯している間は、画像 
を記録しています。 SD カードやバッテリーを取り出 
したり、 AC アダプター（別売）を取り外さないでく 
ださい。 













































M シャッターボタンの半巧し 

シャッターボタンは、2段階に押し込むようになっています。まず、シャッターボタンを軽く抵抗を感じると 
ころまで押して、そのまま指を止めることを、「シャッターボタンを半押しする」といいます。次に、そのま 
ま深く押し込む（これを「シャッターボタンを全押しする」といいます）と、シャッターびきれます。 






半押しして 全押しして 

ピントを合わせる 撮影する 


0半巧しタイマーについて 

このカメラには、バッテ U —の消耗を抑えるための「半押しタイマー」という機能びあります。半押しタイ 
マーは、シャッターボタンを半押しするとオンになり、何を操作び行われないまま約6秒経過すると、オフに 
なります。半押しタイマーびオフになると、表示パネルのシャッタースピード、絞り値表示とファインダー内 
の全ての表示び消打します。をラー度シャッターボタンを半押しすると、半押しタイマーびオンになり、元の 
状態に戻ります。半押しタイマーの作動時間は、カスタムメニュ ー c 2 [半巧しタイマー](口 242) で変更で 
さます。 



半押しタイマーオン 半押しタイマーオフ 半押しタイマーオン 


M イメージセンサークリーニングについて 

カメラの電源を ON / OFF するたびに、撮像素子前面に付いたゴミをふるい落とすイメージセンサーク U —ニン 
グび作動します（口330)。 

国電源 OFF の時の表示について 

バッテ U —び入っていると、カメラの電源び OFF のとさち、表示パネルの SD 
カードマークと記録可能コマ数び点打します。 SD カードの種類によっては、電 
源び OFF のときに SD カードを挿入してを、まれに SD カードマークと記録可能 
コマ数び点なしないことびあります。この場合、カメラの電源を ON にすると点 
なします。 



表示パネル 























































0 内蔵フラッシュについて 

撮影モード〇では、被写体び暗い場合や逆光の場合に、シャッターボタンを半 
押しすると自動的に内蔵フラッシュび上びります。 


ファインダー内にち（レディーライト）び点打しているとさは、シャッターボタ 
ンを全押しすると、内蔵フラッシュび発光します。内蔵フラッシュび上びつてい 
る状態でもび点打していないときは、フラッシュび充電中のため、撮影できません。 


内蔵フラッシュを収納するときは、カチッと音びするまで手で軽く押し下げま 
す。バッテ U —の消耗を防ぐため、使用しないとをは常に収納してください。 

















撮影した画像を確認する 


囚ボタンを押す 

• 撮影した画像をカメラ背面の液晶モニターに表示 
します。 

• 表示中の画像びどちらのス□ットの SD カードに 
入っているかは、画像の左下の SD 力ードマーク 
で確認でさます。 



囚ボタン 


2マルチセレクターの◄または►を巧して他の 
画像を確認する 


• ▲または▼を押すたびに、撮影情報の表示び切り替 
わります（口189)。 


•撮影に戻るには、シャッターボタンを半押ししてくだ 
さい。 



M 撮影直をの画像確認について 

再生メニューの [撮影直後の画像確認] (口226)を [ずる] に設定すると、 囚 ボタンを押さなくてを、撮影 
した画像を自動的に液晶モニターに表示します。 

M 関連ぺ-ジ 

画像を表示するス□ットを切り換える一 「 SD 力ードス□ットの切り換えについて」（田 188) 


























画像を削除ずる 

表示中の画像を削除します。 削除した画像は元には戻せないのでごを意くださし、。 


1削除したい画像を表示する 

• 囚ボタンを押して液晶モニターに画像を表示し 
てから、マルチセレクターの◄または►で削除 
したい画像を選びます。 

• 削除する画像びどちらのス□ットの SD カードに 
入っているかは、画像の左下の SD 力ードマーク 
で確認でさます。 



© 



囚ボタン 


2画像を削除する 

•1 0画）ボタンを押すと、削除確認画面び表示 
されます。もう一度 ra 0画）ボタンを押すと、 
表示中の画像を削除して、再生画面に戻ります。 
•削除確認画面で、囚ボタンを押すと、画像の削 
除をキャンセルします。 



&再生メニュー梢 IJ 除] 

再生メニューの 消 Ij 除 ] (の 202) では、次の操作びでさます。 

• 複数の画像を選択して削除 

• 同じ曰付の画像をまとめて削除 

• 再生フォルダー内の全画像を一括して削除 

また、 SD カードを2枚使っているときは、全画像を削除する SD カードス□ットを指定できます。 

































シーンに合わせて撮影する一簡単操作でより美しく 


撮影するシーンび決まっているときは、シーンに合わせてシーンモードを選 
ぶだけで、美しく撮影できます。シーンモードを選ぶじ(外は、 SSf と同じ操作 
で撮影でさます。 

I ■シーンモードの設定方法 




現在選択されているシーンモードは、撮影モードダイヤルを SCENE に合わせた後、而！ I ボタン 
を押して確認でさます。メインコマンドダイヤルを回すと、設定を変更でさます。 




液晶 モニター 


ダイヤル 


义 (ポートレート) 



人物を美しく撮影したいとさに使います。人物の 
肌をなめらかで自然な感じに仕上げます。 
•被写体と背景び離れているとさや、望遠レンズ 
を使って撮影したとさは、背景びぼけて立体感 
のある画像になります。 


圆（風鼠 



自然の風景や街並みを、色鮮やかに撮影したいと 
さに使います。 

• 内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは光りません。 
•暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使 
用をおすすめします。 
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テ供の撮影に向いています。肌の色を美しく表現 
すると同時に、服装や背景を鮮やかに仕上げます。 


化（ク□ーズアップ) 



運動会などスポーツ写真の撮影に向いています。 
動さのある被写体の一瞬の動さを鮮明にとらえ、 
躍動感のある画像に仕上げます。 

• 内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは光りません。 
• 連続撮影する場合は、レ IJ ーズモードを連写に 
しますの:17、55)。 


因液景ポートレート) 



草花や尾虫などの小さな被写体に近づさ、大さ < 写 
したいとさに使います。 

• マイク□レンズを使用すると、より被写体に近づ 
いて撮影することびでさます。 

• 手ブレしやすいので、兰脚の使用をおすすめします。 


夕景や夜景をバックに、人物を撮影したいとさに 
使います。人物と背景の両方を美しく表現します。 
•手ブレしやすいので、兰脚の使用をおすすめし 

On ^ 〇 






夜景の撮影に適しています。ノイズや不自然な発色 
を抑え、外なやネオンなどの光を鮮やかにして夜景 
の雰囲気を表現します。 

• 内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは光りません。 


パーティーなどでの撮影に適しています。パー 
ティー会場の光の雰囲気を表現します。 


• 手ブレしやすいので、兰脚の使用をおすすめします。 

旣（海•雪） 窒（夕測す) 



晴天の海や湖、砂ミ兵、雪景色などの撮影に適してい 
ます。 

• 内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは光りません。 


夕焼けや朝焼けの撮影に適しています。 

• 内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは光りません。 
•暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使 
用をおすすめします。 
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夜明け前や日没後の風景の撮影に適しています。わ 動さ回るぺットなどの撮影に適しています。 

ずかな自然光での風景をされいに表現します。 • AF 補助光ランプは光りません。 

• 内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは光りません。 

• 暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使用 
をおすすめします。 


S (夺ヤンドルライト) 



キャンドルライトでの撮影に適しています。 

• 内蔵フラッシュは光りません。 

• 暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使用 
をおすすめします。 


9 (桜) 



桜、花畑などの花びたくさん咲いている風景の撮 
影に適しています。 

• 内蔵フラッシュは光りません。 

•暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使 
用をおすすめします。 


43 





紅葉の撮影に適しています。紅葉の赤色や黄色を鮮 
やかに表現します。 

• 内蔵フラッシュは光りません。 

• 暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使用 
をおすすめします。 


輯理の撮影に適しています。料理を鮮やかに表現 
します。 

•暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使 
用をおすすめします。内蔵フラッシュを使えま 
す（の117)。 


を（紅數 


!1(料理) 



P 、 S 、 A 、 M モードで撮影ずる 


撮影モード P 、 S 、 A 、 M を使う 


撮影モード P 、 S 、 A 、 M では、撮影の意図に応じて、シャッタースピードや 
絞り値を自分で設定したり、カメラまかせにしたりすることびできます。 


P プ□グラムオート 
脚 46) 

シャッターチャンスを逃したくないスナップ撮影などに使います。シャッ 
タースピードと絞り値の両方をカメラび自動制御します。 

C シャツター優先才ート 
脚 47) 

被写体の動さを強調して撮影したいとさなどに使います。シャッタース 
ピードを自分で設定し、絞り値はカメラび自動制御します。 

A 絞り優先才ート 
脚 48) 

背景のぼかし方を調節して撮影したいとさなどに使います。絞り値を自分 
で設定し、シャッタースピードはカメラび自動制御します。 

M マニュアル （ cmg ) 

シャッタースピードと絞り値の両方を自分で設定します。長時間露出（パ' 
ルブ、タイム）撮影を、このモードで行います。 



&使用レンズについてのごを意 

• CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞りリング（の 310) は、必ず最ル絞り（一番大さい数値）にセッ 
卜して < ださい。 

• 非 CPU レンズをお使いの場合は、撮影モード A または M で撮影してください（その他のモードではシャッター 
びされません）。絞り値の設定や確認はレンズの絞り U ングで行って撮影してください。詳しくは「使用で 
きるレンズ」（田30 9) をご覧ください。 


国非 CPU レンズを取り付けた場合 

非 CPU レンズ（口 312) を装着してセットアップメニューの [レンズ情報手動 
設赶 （口 151) でレンズの開放絞り値（開放 F 値）を設定した場合は、表示パ 
ネルとファインダー内表示に絞り値び表示されます。絞り値の設定は、レンズ 
の絞りリングで行ってください。この場合、絞りリングによる中間絞りの設定 
は可能ですび、表示は1段単位になります。 

• 開放絞り値を設定しない場合は、表示パネルとファインダー内の絞り値表示 
び開放からの絞り段数表示 UF . 開放絞りは>^ドのとなりますので、絞り 
値の設定と確認は、レンズの絞りリングで行ってください。 
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p (プ□グラムオート) 


シャッターチャンスを逃したくないスナップなど幅広い撮影に適していま 
す。被写体の明るさに応じて露出び適正になるよラに、カメラびシャッター 
スピードと絞り値を自動的に決定します。同じ露出でシャッタースピードと 
絞り値の組み合わせを変える「プ□グラムシフト」を行えます。 



M プ□グラムシフト 

撮影モードドでは、カメラびシャッタースピードと絞り値を決めますび、半押 

しタイマーびオンのとさに次の方法で「プ□グラムシフト」を行ラと、適正露 

出のまま、シャッタースピードと絞り値の組み合わせを変えられます。プ□グ 

ラムシフト中は表示パネルに巧マークび点なします。 

•背景をぼかしたい（絞り値をルさくする）場合や動さの速い被写体を撮影し 
たい（速いシャッタースピードにする）場合にはメインコマンドダイヤルを 
ちに回してください。 

• 近くから遠くまでピントの合った写真を撮影したい（絞り値を大さくする） 
場合や被写体の動さを強調したい（遅いシャッタースピードにする）場合に 
はメインコマンドダイヤルを左に回してください。 

• プ□グラムシフトを解除するには、プ□グラムシフトマーク巧び消打するま 
でメインコマンドダイヤルを回してください。電源を OFF にしたときや、他 
の撮影モードに切り換えたとさを、プ□グラムシフトは解除されます。 



ダイヤル 



norm | 困 A 

表示パネル 


M シャツタースピードと絞り値が表示されていない場合 

シャツ タースピードと絞り値び表示パネ j レや ファ インダーに表示されていない場合は、 シャツ ターボタンを半 
押しし、半押しタイマーをオンにして （口 36) シャツ タースピードと絞り値を表示してから操作してください。 

M 関連ぺージ 

「撮影モード P (プ□グラムオート）のプ□グラム線図」（の346) 



















s (シャツター優巧才ート) 


シャッタースピードを自分で決めると、露出び適正になるようにカメラび自 
動的に絞り値を決定します。動さの速い被写体の撮影や、遅いシャッタース 
ピードで被写体の動さを強調する撮影に適しています。 




速いシャッタースピードのとさ 遅いシャッタースピードのとき 

シャツタースピード：1/1600秒 シャツタースピード； V 6 砂 


半巧しタイマーがオンのとき （口36) に、メインコマンドダイヤルで好みの 
シ ヤツ タースピードを設定する 



メイン〕マンドダイヤル 表示パネル 


•シャツ タースピードは 1/8000 ( Sooci ) 〜30 秒 （んこ,い )、X •? 50に設定できます。 


M 関連ぺージ 

表示パネルで bu Lb /-- び点滅したときは一「警告メッセージ」（口 354) 
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A (絞り優先オート） 

絞り値を自分で決めると、露出び適正になるようにカメラび自動的にシャッ 
タースピードを決定します。絞りを絞り込むことによって、手前から奥まで 
鮮明な写真を撮影したり、絞りを開くことによって、背景をぼかして草花や 
人物を浮かび上びらせて撮影するなど、被写界深度を優先した撮影に適して 
います。また、フラッシュ撮影時には、絞り値を変えることにより調光範囲 
の変更ちできます（田121)。 





絞りを開いたとさ 
絞り値： F 5.6 


絞りを絞り込んだとさ 
絞り値： F 22 


半巧しタイマーがオンのとき （口36) に、サブコマンドダイヤルで好みの絞り値 
を設定する 



サブコマンドダイヤル 表示パネル 


•設定できる最小絞り、開放絞りはレンズによって異なります。 


圓被写巧深度のプレビュー 

プレビューボタンを押し続けると、レンズの絞り羽根び絞り込まれます。この 
状態でフアインダーをのぞくと、そのとさの絞り値のおおよその被写界深度（ピ 
ントの合ラ前後の範囲）び確認でさます。内蔵フラッシュ、別売のニコンク U 
エイティブライティングシステム（田318)対応スピードライト （ SB -910、 
SB - 900、 SB -800、 SB -700、 SB - 600など）使用時は、モデリング発光をします。 
モデ U ング発光をしないようにするには、カスタムメニュー e 5 [モデリング発 
光] を [しない] に設定してください（口257)。 

































M (マニュアル) 


シャッタースピードと絞り値の両方を自分で決定します。花乂や星空などを 
長時間露出（バルブ、タイム）撮影（田 51) で撮影する場合にはこの撮影 
モードを使います。 



半巧しタイマーがオンのとき（田 36) に、ファインダー内表示の露出インジケー 
ターを確認しなび5、シャッタースピードと絞り値を設定する 



シャツタースピードの設定 



メインコマンドダイヤル 


叫 ？ 5 。 1 

1 巧ぶ 

も M 

□ R r 

1 AF-A 1 

因 < 

{.or 

NOR 叫 皿 A 





.メインコマンドダイヤルを回すと、シャッタースピード表示び変化します。設定したい 
シャッタースピード （1/8000 (8〇〇〇) 〜30秒 ぃ） および Bulb ( bulb ). Time 
(--)、 x?5o) に合わせてください。 

.サブコマンドダイヤルを回すと、絞り値び変化します。設定でさる最小絞り値、開放絞り 
値（開放 F 値）はレンズの種類によって異なります。 
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M AF マイク□レンズ装着時の露出倍数について 

AF マイク□レンズをカメラに装着して、外部露出計の測光値を参考に絞り値をサブコマンドダイヤルでセッ 
卜する場合、露出倍数を考慮する必要はありません。レンズの絞りリングでセットする場合だけ、露出倍数を 
考慮した補正び必要になります。 

M 露出インジケーターについて 

撮影モードび M のとさの適正露出との差び、ファインダー内表示に表示されます。この r 露出インジケーター」 
の見方は次の通りです（表示内容はカスタムメニュー b 2 [露出設定ステップ幅](の24 0) の設定によって変 
化します)。 


ファインター内表示 

内容 


+ 

適正露出 

"1.0,, 

(1/3 段アンダー） 

インジケーターび一側に振れているとさは画像び適正露出よりを暗いことを意 
味しています。 

—• 0 + 

(2 段し^上オーバー） 

インジケーターび+側に振れているとさは画像び適正露出よりを明るいことを 
意味しています。 


•長時間露出（バルブ、タイム）撮影時（の引）は、露出インジケーターは表示されません。 


&露出の制御がでまないとまの警告について 

光量びカメラの測光範囲を超えて露出の制御びでさない場合や、ライブビューでの露出制御範囲を超えた場合 
には、露出インジケーターび点滅して警告します。 

M 関連ぺ-ジ 

インジケーターの + /— 方向を変更する-*■ク f 8 [インジケーターの + /— 方向](の 265) 











長時間露出で撮露ずる（握彰モード M のみ） 

長時間露出撮影には、バルブ撮影とタイム撮影の2種類びあります。花乂や夜景、星空の撮 
影や、自動車のライトの流れを表現したいとさなどに使います。 



シャツ タースピー ドを 35 秒、 

絞り値を F2 引こして撮影した場合の画像 


Bulb 

(と… L と 1) 

バルブ撮影 

シャッターボタンを押し続けている間シャッターび開いたままになり、シャッ 
ターボタンを放すとシャッターび閉じます。 

Time 

(--) 

タイム撮影 

シャッターボタンを全押しするか、リモコン ML-L3 の送信ボタンを一度押すと 
シャッターび開いたままになり、をラー度押すとシャッターび閉じます。 


•長時間露出撮影には、手ブレを抑えるために王脚、別売の IJ モコン ML - L 3 に0325)、ワイ 
ヤレス U モートコント□—ラー(口325)、 IJ モートコード（口326)などび必要です。 

• IJ モコン ML - L 3 をお使いの場合は、撮影前に、撮影メニューの [リモコンモード設定 ( ML - L 3)] 

で U モコンモード（[2 秒リモコン]、[瞬時リモコン]、[ミラーアップリモコン]) を設定し 

てくださいに 


1 兰脚などを使ってカメラを固定する 


2 撮影モードダイヤルを M に合わせる 


撮影モードダイヤル 



3 半巧しタイマーがオンのとき 

(田 36) に、メインコマンドダイヤ 
ルを回して、シャツタースピードを 
Bulb ( buLb ) または Time (--) 
に設定する 



メインコマンドダイヤル 


個 と…し b 却 

を M ■ 留 

aR .…再 

AF-A I … J 

識叫皿 A 


バルブ撮影 




_ 


L ~ 

NORM 

基 MJ 山ィ 

LJ 

し， f い —" K 

AF-A 1 LUi 

困 A 


タイム撮影 






























































4 ピントを合わせて、撮影を開始する 

バルブ撮影： 

•シャッターボタンを全押しして、撮影を開始します。シャッターボタンは押し続けてくだ 
さい。 

タイム撮影： 

•シャッターボタンを全押しするか、 IJ モコン ML - L 3 の送信ボタンを押すと、シャッターび 
開さ、撮影を開始します。 

•リモコン ML - L 3 の送信ボタンを押すと、シャッタースピードを Bulb (bu i b ) にしていて 
も 、 Time (--) で撮影します。 

5撮影を終了する 

バルブ撮影： 

•シャッターボタンを放すと、撮影は終了します。 

タイム撮影： 

• シャッターボタンを全押しして撮影を開始した場合は、ちう一度シャッターボタンを全押 
しします。 

• リモコン ML - L 3 の送信ボタンを押して撮影を開始した場合は、もう一度送信ボタンを押し 
ます。 

•シャッターび開いてから、ボタンを押さないまま30分経つと、シャッターび自動的に閉じ 
て撮影を終了します。 


M 長時間露出について 

• 適正露出に影響を与える接眼部からの逆入射光を防ぐため、シャッターボタンを押す前に付属のアイピース 
キャップ DK -5 を取り付けてください（口58)。 

•露光時間び長くなると、画像にノイズ（ざらつさ、むら、輝点）び発生することびあります。このノイズ 
は、あらかじめ撮影メニューの[長秒時ノイズ低減](口 233) を[ずる]にしておくことで低減できます。 
• 撮影中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー EN - EL 15、 または別売のパワーコネク 
ター EP -5 B と AC アダプター EH -5 b を組み合わせてお使いになることをおすすめします。 



ユーザーセッティングモード 
の、 U 2 を巧う 


U 1、 U 2 にユーザーセツテイングを登録する 


よく使う機能（ユーヴーセッティング）を、あらかじめ撮影モードダイヤル U 1 と U 2 に登録す 
ると、撮影モードダイヤルを切り換えるだけで、登録したユーヴーセッティングの内容で撮 
影でさます。 

ユーザーセツテイングを登録ずる 


1登録したい撮影モードを選ぶ 撮影モードダイヤル 



2登録したい撮影機能を設定する 


•ユーヴーセッティングモード U 1、 のには、 次の撮影機能を登録できます。 

-[記録フォルダー設定]、[ファイル名設定]、[撮像節囲]、[カスタムピクチャーコント 
□—ル]、[リモコンモード設定 （ ML - L 3)]、 [多重露出]、[インターバルタイマー撮影] 

(外の撮影メニュー項目（の 229) 

-カスタムメニュー項目（の 235) 

-シャッタースピード（撮影モード S 、 M )、 絞り値（撮影モード A 、 M )、 プ□グラムシフト 
(撮影モード P )、 露出補正、調光補正、フラッシュモード、フォーカスポイント、測光 
モード、 AF モード、 AF ェ IJ アモード、オートブラケテイング 


3セットアップメニ ューの[ユー ザーセッ 
ティングの登録]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、セットアップメニューの 

[ユーザーセッティングの登録] を選んでマル 

チセレクターの►を押します。 



MENU ボタン 







































4 設定を登録したいユーザーセッティングモー 
ドを選ぶ 

•[ U 1 に登録] または [ U 2 に登録] のいずれかを選ん 
で、►を押します。 



5 ユーザーセツ ティングを登録する 

• ▲または▼で、 [はし リを選んで®ボタンを押すと、 
選んだユーヴーセッティングモードに現在の設定内 
容び登録されます。 



6登録したユーザーセッティングで撮影する 

• 撮影モードダイヤルを U 1 またはのに合わせると、登 
録したユーヴーセッティングの内容で撮影でさます。 


撮影モードダイヤル 



登録したユーザーセッティングをリセットずる 

1セットアップメニューの[ユーザーセッ 
ティングのリセット]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、セットアップメニューの 

[ユーザーセッティングのリセット] を選んで 

マルチセレクターの►を押します。 



2リセットしたいユーザーセッティング 
モードを選ぶ 

•[ U 1 をリセット] または [ U 2 をリセット] のいずれ 

かを選んで、►を押します。 



3ユーザーセッティングをリセットする 

• ▲または▼で、 [はし リを選んで®ボタンを押すと、 
選んだ ユーヴーセッティングモードに 登録された設 
定内容び、初期設定（撮影 モード P ) に 戻ります。 















































レリーズモード 


1コマ撮影や連続撮影、詩音撮影など、 
レリーズモードを変更する 


レ U —ズモードダイヤル□ックボタンを押しなびら、レ IJ ーズモー 
ドダイヤルを回すと（田7)、シャッターをきる（レ U —ズする）と 
さの動作を設定でさます。 



レリーズモード 

内容 

S 1コマ撮影 

シャッターボタンを全押しするたびに1コマずつ撮影します。 

CL 低速連続撮影 

シャッターボタンを全押ししている間、カスタムメニュー d 5 [低速連続撮影速 
嵐 （口 245) で設定した速度で連続撮影します（口56)。 

CH 高速連続撮影 

シャッターボタンを全押ししている間、の56に記載されている速度で連続撮影し 
ます。動さのある被写体などに使用すると便利です。 

Q 静音撮影 

] コマ撮影時より静かに撮影したい場合に適しています。静音撮影では、シャッ 
ターボタンを全押ししている間はミラーダウンしません。シャッターボタンを半 
押し状態に戻すとミラーダウンするため、ミラーダウン音のタイミングを遅らせ 
ることびでさます。また、ミラーダウンする音を1コマ撮影に比べ静かです。 

•詩音撮影時には、カスタムメニューか [電子音設定] (口 244) の設定にかか 
わらず、電子音は鳴りません。 

.. セルフタイマー 
W 撮影 

セルフタイマー撮影びでさます（の57)。 

ミラーアップ 

MUP 撮影 

カメラ本体のミラーアップを行い、撮影時にミラーアップの振動によるブレを防 
ぐことびでさます（の59)。超望遠撮影時や接写撮影時に効果的です。 



















連続握露速度について 

連続撮影速度は、撮影メニュー [撮像節囲] (田 61) の設定と、撮影メニュー [RAW 記録] 
の [記録ビットモード] (の66)の設定 （ RAW を含む画質モードの場合）によって変わりま 
す。次の表は、 AF モードび AF-C、 撮影モード S または M、 V 250 秒上の高速シャッタース 
ピード、電源び EN - EL 15 で、その他び初期設定のときの値です。 


撮像範囲 

画質モード 

CL 

CH 


JPEG 画像または記録ビットモードび [12 ビット 

約]〜6コマ/秒 

約6コマ/砂 

DX (24 X 16) 

記録] の RAW 画像 


記録ビットモードび [14 ビット記録] の RAW 画像 

約]〜5コマ/砂 

約5コマ/砂 

1.3 X (18 X 12) 

JPEG 画像または記録ビットモードび [12 ビット 
記録] の RAW 画像 

約]〜6コマ/秒 

約7コマ/秒 


記録ビットモードび [14 ビット記録] の RAW 画像 

約]〜6コマ/秒 

約6コマ/砂 


M 連続撮影可能コマ数について 

• シャッターボタンを半押しすると、連続撮影可能コマ数び、表示パネルと 
ファインダー内に表示されます。ち図の場合、撮影速度を維持しなびら最低 
17コマ続けて撮影でさることを示しています。 

•連続撮影は最大100コマまででさます。ただし、 rrooj と表示されたとき、 

連続撮影速度び低下します。 

• 表示される連続撮影可能コマ数は、おおよその目安です。撮影条件によって 
増減することびあります。 

国連続撮影時の記録について 

• 内蔵フラッシュび発光する場合（田11 7) は、連続撮影でさません。 

• SD 力ードの性能や撮影条件によっては、数十秒から1分間程度 SD 力ードアクセスランプび点なします 。 SD 
カードアクセスランプの点打中にカメラから SD カードを取り出さないでください。データび消失するだけ 
でなく、カメラと SD カードに不具合び生じるおそれびあります。 

• SD カードアクセスランプ点打中に電源を OFF にすると、撮影された全ての画像び SD カードに記録されてか 
ら電源び切れます。 

• 連続撮影時にバッテ IJ 一の残量びな<なった場合は、撮影は行わず、撮影済みの画像データび SD カードに 
記録されて終了します。 

M 連続撮影速度について 

次の場合は連続撮影速度び遅 < なることびあります。 

•シャッタースピードび低速の場合 

• VR レンズ使用時にレンズの手ブレ補正スイッチを ON にしたとさ 

•感度自動制御を[ずる]にして感度び自動制御されているとき（口 79) 

• レンズの絞りを著し<絞り込んだ場合 

• バッテ U —残量び少ないとさ 

国関連ぺ-ジ 

• 連続撮影時に撮影〕マ数を制限する 一 / d 6 [連続撮影コマ数] (口 245) 

• 「記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数」（口 369) 























セルフタイマーを使って撮影する（公） 

セルフタイマーによる撮影は、記念写真など、撮影者自身ち一緒に写りたいとさなどに便利 
です。セルフタイマー撮影時は、王脚などを使ってカメラを固定してください。 


1レリーズモードタイヤルを公（セルフタイマー 
撮影）に合わせる 

•レ IJ ーズモードダイヤル□ックボタンを押しなびら、 
公に合わせます。 



ダイヤル 


2構図を巧め、ピントを合わせる 

• AF モードび AF - S でピントび合っていないときなど、カメラの 
シャッターびされない状態ではセルフタイマーは作動しません。 



3 


セルフタイマー撮影を開始する 

•シャッターボタンを全押しすると、セルフタイマーラ 
ンプび約8秒間点滅後、約2秒間点なして合計で約10秒 
後にシャッターびされます。 

• レ IJ ーズモードダイヤルを他のモードに切り換えると、 
セルフタイマーは解除されます。 



M セルフタイマー撮影時のフラッシュについて 

•撮影モード P 、 S 、 A 、 M 、 "でフラッシュを使って撮影したいとをは、撮影を開始する前にみ（阻）ボタン 
を押して内蔵フラッシュを上げ、ファインダー内のち（フラッシュアイコン）び点なするまでお待ちくださ 
い（田117)。セルフタイマーの作動中にフラッシュを上げると、撮影は中止されます。 

• 内蔵フラッシュび発光するときは、カスタムメニュー c 3 [セルフタイマー]の[撮影コマ数](田 242) を 
1コマし:^上に設定していてを、連続撮影はでさません。 












































M ファインダーか 6 顔を離して撮影するとをは 

ファインダーから入った光び適正露出や画像に影響を与えることを防ぐため、付属のアイピースキャップ 
DK -5 を取り付けることをおすすめします。 


アイピースキャップは、接眼目当て DK -23 を取り外し 
(①)、ち図のように取り付けます (( D ) 〇接眼目当てを 
取り外すときは、カメラをしっかりと支えてください。 


接眼目当て DK -23 


アイピースキャップ DK -5 




M 関連ぺ-ジ 

•セルフタイマーの作動時間、撮影コマ数、撮影間隔を設定する 一/ c 3 [セルフタイマー](田 242) 
• セルフタイマー撮影時の電子音を設定する d 1 [電子音設定] (田 244) 











S ラーアップして撮影する （ IVIUP ) 

ミラーアップ撮影すると、撮影時にミラーアップの振動によるブレを防ぐことびできます。 


1レリーズモードダイヤルを Mup (ミラーアップ 
撮影）に合わせる 

•レ IJ ーズモードダイヤル□ックボタンを押しなびら、 
Mup に合わせます。 



ダイヤル 


2構図と露出を決めて、シャッターボタンを全巧 
しする 

• 半押ししてピントを合わせた後、シャッターボタンを全押しする 
と、ミラーアップします。 

3 撮影する 

• もう一度シャッターボタンを全押しすると、撮影でさます。 

• ブレを防ぐため、シャッターボタンは静かに押してください。 
•撮影び終了すると、ミラーダウンします。 




& 5ラーアップ中のごを意 

• ファインダーで構図を確認でさません。 

• オートフ ォー カスと測光は使えません。 

M ミラーアップ撮影について 

• 王脚の利用をおすすめします。 

•ミラーアップ撮影時には、別売のワイヤレス U モートコント□-ラー(田 325) または U モートコード 
(田 326) を使ラと効果的です。 

• 別売の U モコン ML - L 3 を使ってミラーアップ撮影する方法については、「別売のリモコン ML - L 3 を使って撮影 
する」（の 127) をご覽ください。 

• 三ラーアップ開始後約30秒経過すると、自動的にシャッターびされます。 
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画像の記録 


撮像轟囲を変更する 


撮像範囲を [DX 口 4 X 16)] (DX フォーマット） または [1.3 X (18 X 12)] (対 DX ].3 x ク 
□ップ）のいずれかに変更でさます。 


LhJ DX (24X16) 

23.5 X ] 5.6 mm の撮像範囲で画像を記録します （ DX フオーマット）。 

yj 1.3X (18X12) 

18.8 X 12.5 mm で画像を記録します。撮像範囲び [DX (24X16)] の場 
合と比べ、記録する撮像範囲び狭くなりに0316)、レンズを交換しなく 
てを、望遠レンズで撮影したときと同様の効果びあります。また、速い連 
続撮影速度で撮影でさるようになります（田56)。 


ファインダー表示 





DX (24 XI 6) で 
撮影した画像 


1 . 3X (18 x ]2) で 
撮影した画像 


撮像範囲は、撮影メニューの [撮像節囲] で設定するか、 Fn ボタンとコマンドダイヤルで設 
定しますに062、63)。 

































■■撮影メニューの[撮像轟囲]で設定する場合 


1撮影メニューの[撮像節囲]を選ぶ 

•MENU ボタンを押して、撮影メニューの [撮像節 
囲] を選んでマルチセレクターの►を押すと、 
[撮像範囲]画面び表示されます。 



MENU ボタン 



2設定したい撮像節囲を選ぶ 

•設定したい撮像範囲を選んで、 ® ボタンを押します。 




M 撮像節囲の表示について 

•撮像範囲び [1.3X(18X12)] のとさは、ファインダー内で撮像範囲を表 
す枠をち図のよラに表示します。また、ファインダーち上に國び表示され 
ます。 


•インフオ画面では、撮像範囲はちのように表示されます（の10)。 
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II Fn ボタンとコマンドダイヤルで設定する場合 


1 カスタムメニュー f 2 [ Fn ボタンの機能] (田 259) の[コマンドダイヤル併 
用時の動作]を[撮像節囲選択]に設定する 

• Fn ボタンとコマンドダイヤルの組み合わせに巧して、撮像範囲の選択機能び割り当てられ 
ます。 


2 Fn ボタンを巧しなが5、メインコマンドダイ 
ヤルまたはサブコマンドダイヤルを回す 



• 設定に応じた撮影範囲びファインダー内で確認できます（の62)。 


• Fn ボタンを押すと、表示パネルやファインター内表示、インフォ 
画面で撮像範囲の設定を確認でさます。 

パ- 

1組 ] K 

撮像節固 

表示 

DX (24 X 16) 

24-16 

1.3 X (18 X 12) 

18-12 


M 撮像節囲を変更したとまの画像サイズについて 

同じ画像サイズでを、 [撮像節囲] の設定によって、撮影画像のピクセル数び変化します（田 67)。 

M 関連ぺ-ジ 

• 「動画ライブビュー時の撮像範囲」（田 168) 

•プレビューボタンで撮像範囲を切り換える 一 / f 3 [プレビューボタンの機能] (の 261) 

•粗 AE/AF □ックボタンで撮像範囲を切り換える 一 ' f 4 [ AE/AF □ックボタンの機能] (口％ 2) 
• 「記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数」（口 369) 





































画質モードを'玄更する 



画像を記録する際の画質モードを選びます。 


画質モード 

ファイル开ミ式 

内容 

RAW 

NEF 

撮像素テの生データ （ RAW 形式）を記録します。撮影時に設定した 
ホワイトバランスやコントラストなどを、撮影後に変更でさます。 

FINE 

局 

f 


画像データを約1/4に圧縮して記録します（サイズ優先時)。 

NORMAL 

画質 

1 

」PEG 

画像データを約1/8に圧縮して記録します（サイズ優先時)。 

BAS に 

ん 

ィ氏 


画像データを約1/16に圧縮して記録します（サイズ優先時)。 

RAW + FINE 


RAW と 」 PEG ( FINE ) の2種類の画像を同時に記録します。 

RAW + 

NORMAL 

NEF + JPEG 

RAW と 」 PEG ( NORMAL ) の2種類の画像を同時に記録します。 

RAW + BASIC 


RAW と 」 PEG ( BASIC ) の2種類の画像を同時に記録します。 


■■画質モードの設定方法 


气 ( QUAD ボタンを巧しなが5、メインコマンドダイヤルを回す 


•画質モードは、表示パネルに 
表 7 J \ されます。 


ボタン 



表示パネル 


ダイヤル 
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M RAW 画像について 

• 画質モードで RAW を選んだ場合、画像サイズは設定できません。 RAW で保をした画像を付属の ViewNX 2や 
別売の Capture NX 2などで表示すると、画像サイズは L と同じになりますに QS ?)。 

•現像には画像編集メニューの [RAW 現像] (口 293) 、または付属のソフトウェア ViewNX 2や別売の 
Capture NX 2を使います。 

• ViewNX 2は付属の ViewNX 2 CD - ROM を使ってインストールできます。 

国 RAW 画像と JPEG 画像の同時記録について 

•画質モード [RAW + FINE]、[RAW + NORMAL ]. [RAW + BASIC ] で撮影したとき、カメラでは」 PEG 画 
像のみを再生します。 SD カードを1枚使用している場合、 JPEG 画像と同時記録された RAW 画像はパソコン 
でのみ再生でさます。 

• SD 力ードを1枚使用している場合や、 SD 力ードを2枚使用していても [ス□ット2の機能] (口 68) び [順 
次記録] または [バックアップ記録] の場合、 RAW 画像と同時記録された」 PEG 画像をカメラ上で削除する 
と、 RAW 画像を削除されます。 

• [ス□ット2の機能] (口 68) を [RAW+JPEG 分割記録] に設定して SD 力ードを2枚使用している場合、 
RAW 画像びス□ット1に、 」 PEG 画像びス□ット2に記録されます（口68)。 RAW 画像と同時記録された 」 PEG 
画像をカメラ上で削除してを、 RAW 画像は削除されません。 

圓[画質モード]について 

画質モードは撮影メニュー（田 229) でを設定でさます。 


M 関連ぺージ 

「記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数」（口369) 







II JPEG 画像の店縮方式を選ぶ 

MENU ボタンを押して、撮影メニュー [ JPEG 圧縮] を選んで、画質モードび 」 PEG ( FINE ) 、 
JPEG ( NORMAL)、」PEG ( BASIC ) の画像を記録するときの圧縮ち式を設定します。 

ミ!!-サイズ優先 ファイルサイズびほぼ一定になるように圧縮します。 

: s : 画質優先 画質の劣化を抑えて圧縮します。画像によってファイルサイズは異なります。 

II RAW 画像の店縮方式を選ぶ 


MENU ボタンを押して、撮影メニュー [RAW 記録] で [記録方式] を選んで、 RAW 画像の記 
録時の圧縮ち式を設定します。 


ON ミ □スレス 
圧縮 RAW 

可逆圧縮します（データを完全に復元でさます)。非圧縮時のファイルサイズに 
対して、約60〜80%に圧縮して記録します。 

な 

0N1 圧縮 RAW 

1非可逆圧縮します（データは完全には復元でさません)。非圧縮時のファイルサ 
イズに対して、約45〜65%に圧縮して記録します。 


II RAW 画像の記録ビット数を選ぶ 

MENU ボタンを押して、撮影メニユー [RAW 記録] で [記録 ビットモー ド] を選んで 、 RAW 
画像の記録ビット数を設定します。 


12- bit 12ビット記録 

RAW 画像を12ビットで記録します。 

14- bit 14ビット記録 

1 

RAW 画像を14ビットで記録します。 [12 ビット記録] の場合よりもさらに豊か 
な階調表現になります。画像のファイルサイズは [12 ビット記録] よりを大さ 
くなります。 
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画像サイズを設定する 


画像を記録する際の画像サイズ（大ささ）を、 [ L ]、[ M ]、[ S ] から設定でさます。画像ヴ 
イズは撮像範囲との組み合わせで変わります（の61)。 


撮像節囲 

画像サイズ 

プリント時の大きさ 
(出力解像度 300dpi の場合）※ 


L (6000 X 4000 ピクセル） 

約 50.8 X 33.9 cm 

DX (24X16) 

M (4496 X 3000 ピクセル） 

約 38.1 X 25.4 cm 


S (2992 X 2000 ピクセル） 

約 25.3 XI 6.9 cm 


L (4800 X 3200 ピクセル） 

約40.6 X 27.] cm 

1.3X (18X12) 

M 0600 X 2400 ピクセル） 

約30.5 X 20.3 cm 


S (2400 XI 600ピクセル） 

約20.3 XI 3.5 cm 


※ピクセル数-出力解像度 ( dpi ) X 2.54 cm で計算しています。 


■■画像サイズの設定方法 

^ ( quad ボタンを押しなが5、サブコマンドダイヤルを回す 


•画像サイズは、表示パネルに 
表示されます。 



ボタン 


ダイヤル 


M [画像サイズ]について 

画像サイズは撮影メニュー（の229)でち設定でさます。 


摄影メニューのリセット 
記摄フオルタ-設定 
ファイル名設定 
ス□ット2の機能 
画質モード 


撮像範囲 
ャ JPEG 圧縮 



































2 巧の SD 力ードに記録する口□ット2の機能) 


MENU ボタンを押して、撮影メニュー [ス□ット 2 の機能] を選ぶと、 2 つある SD カードス 
□ットの両方を使って画像を記録するときのス□ット2の機能を設定でさます。 


□► L ] 順次記録 

ス□ット 1 から優先的に記録し、空さ容量びなくなったら、記録先をス□ッ 
卜 2 に変更します。 

パ’ックアップ言己録 

バックアップ用として同じ画像をス□ット 1、 ス□ット 2 に記録します。 

R 袖*凶 RAW+JPEG 分割 

記録 

• [画質モード] び [RAW + FINE]、[RAW + NORMAL ] 、または [RAW 
+ BASIC ] の場合、ス□ット1に RAW 画像、ス□ット2に」 PEG 画像を記録 
します。 

•その他の画質モードの場合は、同じ画像をス□ット 1 とス□ット 2 の両方に 
pCSSk し永 9 〇 


M [バックアップ記録]と [RAW+JPEG 分割記録]について 

• 表示パネルとファインダー内表示の記録可能コマ数には、記録可能コマ数び少ないス□ットのコマ数を表示 
します。 

• どちらか一方のス□ットの空さ容量びなくなると、シャッターびされなくなります。 

M 動画を記録するスロットについて 

撮影メニュー[動画の設定]の[動画記録先]で、記録するス□ットを設定できます（田172)。 



フオー カス 


ピントを自動で合わせて撮影する 

(才ートフオーカス） 


フ オーカ スモードセレクターを AF に合わせると、オート 
フオーカスになります。ここでは、ファインダーを見な 
びら撮影するとさの、オートフ オー カスでのピントの合 
わせちについて説明しています。 


フオーカスモードセレクター 



AF モードを設定ずる 

オートフ ォー カスでのピントの合わせちを選びます。 


AF-A AF ヴーボモード 
自動切り換え 

被写体び静止しているとさは AF - S 、 動いているとさは AF - C に自動的に 
切り替わります。 

AF - S シングル 

AF ヴーボ 

静止している被写体の撮影に適しています。シャッターボタンを半押し 
すると、ピントび合った時点でフオーカスび□ックされます。 

• 初期設定はピントび合うとシャッターびされるフオーカス優先モード 
です（の 237)。 

AF-C 3 ンテにュァス 

ファインダー内のピント表示 （♦) びいったん点なしてをフオーカス□ッ 
クはされず、シャッターをさるまでピントを合わせ続けるモードです。ス 
ポーツなど動さのある被写体の撮影に適しています。シャッターボタン 
の半押しを続けると、被写体び動いている場合には予測駆動フオーカス 
(田 70) に切り替わり、被写体の動さに合わせてピントを追い続けます。 

• 初期設定ではピントの状態に関係なく、いつでをシャッターびされる 
レ IJ ーズ優先モードです（田 237)。 

























IIAF モードの変更方法 

AF モードボタンを押しなび5、メインコマンドダ 
イヤルを回す 

• AF モードは、表示パネルとファインダー内表示に表示 
されます。 



ダイヤル 


巧* J と〇 


巧 U と 0 


FI u t O 

0 




fffil 

(AF-A ) 


Caf- s ) 


(AF-C) 


Hut 〇 


Hut 〇 



AF-A 


AF-S 


AF-C 


M モ測駆動 フォー カスについて 

ファインダー撮影時の AF モードび AF-C のときや、 AF-A に設定していて自動的に AF-C に切り替わったとき 
は、シャッターボタンの半押し時に被写体び近づいてさたり遠ざかっていくのをカメラび認識すると、自動的 
に予測駆動フォーカスに切り替わります。予測駆動フォーカスび作動すると、シャッターびされる時点での到 
達位置を予測しなびらピントを合わせ続けます。 

M 才ートフォーカスの普手な被写体について 

次のよラな被写体では、オートフォーカスによるピント合わせびでさず、シャッターびされないことや、ピン 
卜び合わなくてもピント表示（参）び点なし、シャッターびきれることびあります。このような場合は、マ 
ニュアルフ オー カス（口 76) でピントを合わせるか、 フオー カス□ック（口 74) を利用してください。 



被写体の明暗差びはっさり 
しない場合 

(白壁や背景と同色の服を着 
ている人物など） 


1- 


フオーカスポイント内に 
遠くのちのと近くのちのび 
混在ずる被写体 

(才 U の中の動物など） 



連続した繰り返しパターン 
の被写体 

(ビルの窓やブラインドなど） 


被写体の明暗差び極端に 
異なる場合 

(太陽を背景にした曰陰の人 
物など） 



背景に巧して被写体び 

— r^nfl 〜 周 tK ra 

ルさい場合 


(遠 <の建物を背景に近 < の 
人物を撮影する場合など） 



絵柄び細かい場合 

(一面の花畑など） 


M 関連ぺ-ジ 

• AF-C を フォー カス優先 モー ドにする 一/ a ] [AF-C モード時の 優紀（口 237) 

• AF-S をレ U - ズ優先モードにする 一/ a 2 [AF-S モード時の 優紀（口 237) 
•ライブビュー/動画撮影時の AF モードを設定する 一 「 AF モードを変更する」（田 156) 







































































































AF エ U アモードを巧ちずる 

オートフオーカスでピントを合わせるフオーカスポイントをカメラびどのように選択するか 
を設定します。 


AF ェ U アモー ド 


内容 


シングルポイント 
AF 


フオーカスポイントを自分で選べます（の73)。選んだフオーカスポイントだけを 
使ってピント合わせをします。静止している被写体の撮影に適しています。 


ダイナミック AF • 
9点 


ダイナミック AF ■ 
21点 


ダイナミック AF • 
51点 


AF モードの AF-A または AF-C (口 69) との組み合わせで、撮影者び選択した1つ 
のフオーカスポイントから被写体び一時的に外れてを、周辺のフオーカスポイント 
からのピント情報を利用してピントを合わせます。 

• ダイナミック AF • 9点：構図を決めて撮影するときや、被写体の動く方向び予測 
でさ、フオーカスポイントで被写体を捉えやすい撮影に適しています（例：陸上 
競技やモータースポーツ)。 

• ダイナミック AF • 21点：動きびランダムで予測しにくい被写体の撮影に適して 
しげす（例：フィールドスポーツ）。 

• ダイナミック AF’ 51点：被写体の動きび速く、選択したフオーカスポイントで 
被写体を捉えにくい場合の撮影に適しています（例：野鳥撮影)。 


3 D - トラッキング 


AF モー ドの AF-A または AF-C に 069) との組み合わせで、引点全ての フォー カ 
スポイントを使って被写体を追尾する 3 D - トラッキングになります。選んだフォー 
カスポイントで被写体にピントを合わせると、シャッターボタンを半押ししている 
間は被写体の動さに合わせて、フォーカスポイントを自動的に切り換えて被写体に 
ピントを合わせ続けます。左ちに動く被写体を自由な構図で撮影するのに適してい 
ます（例：テニス)。 

• カメラび途中で被写体を見失ってしまった場合は、いったんシャッターボタンを 
放して、をう一度被写体にフオーカスポイントを合わせてください。 


オートェ U ア AF 



カメラび自動的に全てのフオーカスポイントから被写 
体を判別してピントを合わせます。また、 G タイプまた 
は D タイプのレンズ（田 310) を使用しているとさは、 

人物と背景を自動的に判別して、主要被写体にピントび 
合ラ精度び高くなります。 

• AF モードび AF-S のとさは、ピントび合ったフオーカ 
スポイント全てを約1秒間表示します。 AF-C または AF-A に設定していて自動的 
に AF-C に切り替わったとさは、ピントび合った複数のフオーカスポイントを一 
瞬表示してから、主に使用するフオーカスポイント1点を表示します。 



















II AF エリアモードの変更方法 


AF モードボタンを巧しながら、サブコマンドダイ 
ヤルを回す 

• AF ェ U アモードは、表示パネル、ファインダーに表示 
されます。 




ダイヤル 



表示パネル 



ファインダー内表示 


M AF エリアモードの表示について 

表示パネルおよびファインダー内表示のを AF ェ IJ アモードの表示は次のよラになります。 


AF エリアモード 

表示パネル 

ファインダー 
内表示 

シングルポイント 
AF 

5 


ダイナミック AF ■ 

9占※ 

d S 


ダイナミック AF ■ 
21 点※ 

が •‘ 



AF エリアモード 


表示パネル 


ファインダー 
内表示 


ダイナミック AF ■ 
51点※ 


cl 5 I 



3 D - トラッキング Eld 


Bd 


才ートエリア AF Flu to 


Rut 


《ピント情報として利用する周辺のフオーカスポイントの数を選べます。実際にファインダーに表示される 
フオーカスポイントは1点のみです。 


M 3 D - トラッキングについて 

3 D - トラッキングでは、半押ししていったんピントび合った時点で、選択したフォーカスポイント周辺の色を 
記憶します。そのため、被写体の色び周囲の色と似ていたり、半押し開始時の被写体びルさいと、ラまく動作 
しない場合びあります。 


M マニュアルフォーカス時の AF エリアモードについて 

AF ェ U アモードは自動的にシングルポイント AF になります。 


国関連ぺ-ジ 

• AF □ックオンを解除する 一 / a 3 [ AF □ックオン] (口 238) 

•ライブビュー/動画撮影時の AF エ U アモードを設定する 一 「 AF エリアモードを変更する」（の 157) 














































フオーカスポイントを自分で選ぶ 

このカメラには、引力所のフオーカスポイント（ピント合わせを行う領域）びあります。フオー 
カスポイントを自分で選ぶことで、構図を自由に変えられます。 


1フ オー カスポイント□ックレバーの□ックを 
解除する 

• フオーカスポイント□ックレバーを回して • に合ね 
せ、□ックを解除すると、マルチセレクターで 
フオーカスポイントを選べるようになります。 



フオーカスポイント 
□ックレバー 



2半巧しタイマーがオンのとき （田 36) に、 

ファインダーをのぞきなび5マルチセレク 
夕一を▲▼◄►またはななめ方向に巧して 
フオーカスポイントを選ぶ 

•ファインダー内で、フオーカスポイントび移動します。 
• ® ボタンを押すと、フオーカスポイントは中央に移 
動します。 


• フオーカスポイント□ックレバーを L の位置に回す 
と、フオーカスポイントを□ック（固定）します。 




b 才ートエリア AF モードについて 

AF ェ U アモードびオートェ U ア AF の場合、フオーカスポイントをカメラび自動的に選択するため、自分では 
フオーカスポイントを選べません。 

M 関連ぺ-ジ 

• フオーカスポイントの点打に関する設定を変更する 一 / a 4 [フオーカスポイント照明] (の 238) 

•フオーカスポイントの選択を循環方式にする 一 / a 5 [フオーカスポイント循環選択] (口 238) 

•マルチセレクターで選べるフオーカスポイントの数を変える 一 / a 6 [ AF 点数切り換え] (口 239) 

• ® ボタンを押したときの機能を変更する 一/ f 1 [ OK ボタンの機能] (田 258) 


























































ピントを固定して撮影ずる（フォーカス□ック） 

ピントを合わせたい被写体びいずれのフォーカスポイントにち入らない場合や、オート 
フォーカスび苦手な被写体（田 70) を撮影する場合には、ピントを固定（フォーカス□ッ 
ク）して撮影すると効果的です。 

フオーカス□ックを行う前に、 AF ェ U アモード（の71)をオートェ U ア AF じ(外に設定する 
ことをおすすめします。 


1ピントを合わせたい被写体にフォーカスポイントを重ね、シャツターボタン 
を半巧しする 

•ピントび合うと、ファインダー内のピント表示 （•） 

び点灯します。 



2ピントを固定する 

AF モード （口 69) び AF - A または AF - C のとき 

シャツターボタンを半押ししたまま（①)、 SAE / AF □ツクボタ 
ンを押すと (( D ). ピントび固定されます。 SAE / AF □ツクボタ 
ンを押している間は、シャッターボタンから指を放してち、ピ 
ントと露出び固定されます。 


シヤッターボタン 



• 結 1 AE / AF □ックボタンを押している間、ファインダー内には 
AE-L マークび点なします。 


AF モードび AF - S のとを 

シャッターボタンを半押ししている間は、ピントび固定されます。相; tAE / AF □ックボタンを 
押してピントを固定することもできます。 




M シャツターボタンの半巧しで露出を固定するには 

カスタムメニュー cl [半巧し AE □ック] を [する] に設定すると、シャッターボタンの半押しで露出を固定 
できます（田241)。 


























3 フォー カス □ ックを行ったままで構図を変え、 
シャッターボタンを全巧しして撮影する 

•被写体との距離は変えないでください。フォーカス 
□ック後に被写体との距離び変化した場合は、いっ 
たんフォーカス□ックを解除し、ピントを合わせ直 
して < ださい。 



M ピントを固定したまま繰り返し撮影したいとまは 

• シャッターボタンの半押しでフォーカス□ックした場合は、シャッターをきった後、シャッターボタンを半 
押しの状態に戻し、そのままをラー度シャッターボタンを全押ししてください。 

• 粗 AE/AF □ックボタンでフォーカス□ックを行った場合は、粗 AE/AF □ックボタンを押したままをう一度 
シャッターボタンを全押ししてください。 

国 [ AF - ON ] 機能を割り当てたボタンを使ったフォーカス□ックについて 

カスタムメニューで [ AF - ON ] 機能を割り当てたボタンを使ってピントを合わせると、ボタンから指を放し 
た後をフォーカス□ックの状態を維持します。このとき、 AF モードのカスタム設定（カスタムメニュー a 1 
[ Al =- C モード時の優先] (口 237) または a 2 [ AF - S モード時の優先] (口 237)) にかかわらず、常にシャッ 
ターをきることびできます（ただし、ファインダー内にはピント表示 （♦) は点なしません)。フォーカス□ッ 
クを解除してピントを合わせ直すには、をう一度 [ AF - ON ] 機能を割り当てたボタンを押してください。 

国関連ぺ-ジ 

粗 AE / AF □ックボタンを押したときの機能を変更する 一 / f 4 [ AE / AF □ックボタンの機能] (口 262) 









ピントを手動で合わせる（マニュアルフォーヵス） 

使用するレンズの種類によって、ピントを手動（マニュアル）で合わせるとさの設定び異な 
ります。各レンズでのマニュアル フオー カスの設定は次の通りです。 

• AF-S レンズを使用している場合：レンズのフオーカスモード切り換えスイッチを M にして 
ください。 

• AF-S レンズ切外の AF レンズを使用している場合：カメ フオーカスモードセレクター 
ラのフ オー カスモードセレクターを M にしてください。 

レンズにフオーカスモード切り換えスイッチびある場合 
は、レンズ側のフオーカスモードを M にしてください。 

• マニュアルフオーカスレンズを使用する場合:カメラの 
フ オー カスモードセレクターを M にしてください。 

ピントは、レンズのフ オー カス U ングを回して、フアイ 
ンダー内のメインの被写体びはっさり見えるよラに合わ 
せます。 


& AF-S レンズなかの AF レンズでマニュアルフオーカスをする場合のごを 意 

AF - S レンズじ I 外の AF レンズでマニュアルフオーカスをする場合は、必ずカメラのフオーカスモードセレク 
ターを M にしてください。フオーカスモードセレクターび AF のままマニュアルフオーカスをすると、カメラや 
レンズの故障の原因になります。 



フオー カスエイドによるピント合わせ 

マニュアルフオーカスで撮影するときは、ファインダー内のピント表示 （•） でピントび 
合っているかどラかを確認します。ピントび合っているかどラかの基準となるフオーカスポ 
イントは51力所から選べます。 

•ピントび合うとピント表示（参）び表示されます（口35)。 

•才ートフオーカスの苦手な被写体に 070) では、ピントび合って 
いなくてもピント表示 （•） び点打することびありますので、ファ 
インダースク U —ンの像でピントび合っていることを確認してく 
ださい。 



0距離基準マークについて 

距離基準マークみは撮影距離の基準となるマークで、カメラ内の撮像面の 
位置を示します。マニュアルフオーカスや接写などでカメラから被写体ま 
での距離を実測する場合、このマークび基準となります。レンズ取り付け 
面（レンズマウント）から撮像面までの寸法（フランジバック）は 46.5 mm 
です。 



距離基準マーク^ 













































■so 感度 


ISO 感度を設定する 


一般的に、 ISO 感度を高くするほど、より高速のシャッタースピードで撮影できます（同じ 
被写体を同じ絞り値で撮影する場合)。このため、暗い場所での撮影や動いている被写体の撮 
影などに効果的ですび、一方で、撮影した画像に多少ノイズ（ざらつさ、むら、すじ）び発 
生する場合びあります。 ISO 感度は ISO 100〜6400の間で1/3段ステップで設定できます。ま 
た 、 ISO 6400から約 0.3 段〜約2段の範囲での増感びできます。 

設定でさる ISO 感度は、撮影モードによって異なります。 


因 

オート 

P 、 S 、 A 、 M 

100〜6400 、 Hi 0.3 〜 Hi 2 

その他の 撮影 モード 

才ート、100〜6400 、 Hi 0.3 〜 Hi 2 


• [オート] ではカメラび自動的に ISO 感度を決めます。 


II ISO 感度の設定方法 


( ISO ) ボタンを巧しなが5、メインコマンド 
ダイヤルを回す 

• ISO 感度は、表示パネル、ファインダー内表示に表示 
されます。 



ボタン ダイヤル 


ISO 

100 



表示パネル 


ファインダー内表示 

































M インフォ画面の ISO 感度表巧について 

ISO 感度は、インフォ画面でも確認できます。 ISO 感度びはート]の場合は、 ISO 
AUTO と、自動制御された ISO 感度びちのように表示されます。 



図高感度 （Hi 0.3 〜 Hi 2) に設定した場合 

ISO 感度を [Hi 0.3] に設定すると 、 ISO 6400に対して約 0.3 段分増感します （ISO 8000相当)。 [Hi 2] では 
約2段分の増感になります （ISO 25600相当）。これらの ISO 感度に設定したときは、ノイズ（ざらつき、むら、 
すじ）び発生しやすくなります。 


M [ ISO 感度]について 

ISO 感凰ま、撮影メニュー(口 229) の [ISO 感度設定]でも設定できます。 



じ！ ISO 感度に ついての ご注意 

[ ISO 感駐を [ AUTO ] にしてから撮影モードを P 、 S 、 A 、 M のいずれかに切り換えた場合は、前に設定し 
た ISO 感度に戻ります。 

M 関連ぺ-ジ 

• ISO 感度の設定ステップ幅を変更する 一/ b 1 [ISO 感度設定ステップ幡（口 240) 

• 表示パネルに ISO 感度を表示したり、コマンドダイヤルを回すだけで ISO 感度を変更できるようにする 
一/ d 3 [ISO 感度表示と簡易設定](口 245 ) 

• 高感度撮影時のノイズを低減する 一〇 [高感度ノイズ低減](田 234) 









感度自動制御機能を使う 撮影モード P 、 S 、 A 、 M のみ 

感度自動制御機能は、設定した ISO 感度で適正露出び得られない場合に、カメラび自動的に 
ISO 感度を変更する機能です。 

■■撮影メニュー [ ISO 感度設定]の[感度自動制御]で設定する場合 


1 撮影メニューの [ ISO 感度設定]で[感 
度自動制御]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、撮影メニューの [ ISO 感 
度設定]で[感度自動制御]を選んでマルチセ 
レクターの►を押します。 



2 [する]を選ぶ 

• [する]を選んで®ボタンを押すと、カメラび自動的 
に ISO 感度を変更するようになります。フラッシュ撮 
影時ち、フラッシュの光量び適正となるよラに感度 
自動制御び機能します。 

• [しない]を選ぶと、 [ ISO 感嵐で設定した ISO 感度 
に固定されます。 




制御上限感度 


感度自動制御するとさに ISO 感度び高くなりすざないように、上限感度 (200 
Hi 2) を設定できます。 ISO 感度の下脚ま100になります。 


低速限巧設定 


撮影モード P または A で感度自動制御び働き始めるシャッタースピード （1/4000 
〜1秒）を設定できます。また、 はート] に設定すると、レンズの焦点距離に応 
じてシャッタースピードの低速限界をカメラび自動で設定しますに PU レンズ装 
着時のみ）。例えば、望遠レンズ使用時は手ブレび発生しやすくなるため、低速 
限界び自動的に高速側に設定され、ブレを軽減でさます。 

• [オート] を選んで►を押すと、補正値の設定画面び表示されます。低速限界 
をカメラび自動で設定するとさに、より高速側または低速側になるよラに調整 
でさます。 

• ISO 感度を上欄の [制御上限感度] まで上げてを露出不足になる場合は、適正 
露出を得るために、低速限界設定よりをさらにシャッタースピードび低速にな 


ります。 


• ® ボタンを押して設定します。 

















n ろ因 ( ISO ) ボタンとヴブコマンドダイヤルで設定する場合 

与 H ( ISO ) ボタンを巧しなが5、サブコマンドダ 
イヤルを回す 

•[感度自動制御]び[ずる]または[しない]に切り 
換わります。[感度自動制御]を[する]にすると、表 
示ノ（ネルとフアインダー内表示に、 ISO-AUTO び表示 
されます。 



ボタン ダイヤル 



ISO-AUTO 

fCfCf 



表示パネル 



ファインダー内表示 


• ISO - AUTO 表示び点打している場合は 、 [ISO 感度]で設定した感度で撮影されます。感度 
び自動制御されると ISO - AUTO 表示び点滅します。 


国感度自動制御についてのごを意 

• ISO 感度び高くなると、撮影した画像に多少ノイズ（ざらつさ、むら、すじ）び発生する場合びあります。 

• [制御上限感度]で設定した ISO 感度よりち [ISO 感度]で設定した ISO 感度び高い場合、 [ISO 感度]で設定 
した ISO 感度を制御上限感度として撮影します。 

•フラッシュ撮影時は、[低速限巧設定]で設定したシャッタースピードとカスタムメニュー el [フラッシュ 
撮影同調速度](田 250) で設定したシャッタースピードのどちらか速い方で撮影します。 

•非 CPU レンズ使用時に[低速限巧設定]び[オート]の場合は、1/30秒で撮影します。 

• 内蔵フラッシュ撮影時または別売スピードライト（の 317) の装着時にフラッシュモードをス□-シンク □ 
に設定していてを、背景の明るさびより適正となるように感度自動制御び機能して感度び自動的に上びり、 
シャッタースピードび低速にならないことびあります。 


国感度自動制御時の ISO 感度表巧について 

感度び自動制御されているときは、インフォ画面に、自動制御された ISO 感度 （ r 自 
動制御 ISO 感度」）と [ISO 感度]で設定した r 設定 ISO 感度」の両方び表示されます。 



設定 ISO 感度 

自動制細 so 感度 





























測光-露出 


明るさを測る方法を設定する（測がモ-ド） 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M のみ 

適正な露出を得るためにカメラび被写体の明るさを測る方法（測光モード）を設定します。 

• P 、 S 、 A、M 政外の撮影モードの場合、それぞれの撮影シーンに適した測光モードび自動的に 
選ばれます。 


図 

7ルチパターン 
測光 


ほとんどの撮影状況に対応でさる測光モードです。画面の広い領域を測光して、被写 
体の輝度（明るさ）分布、色、距離や構図などさまざまな情報を瞬時に分析するた 
め、見た目に近い画像び得られます。 


回 

中央部重点 
測光 -x 


画面の中央部分を重点的に測光します。画面中央にメインの被写体を大さく配置して 
撮影する場合などに適しています。 

• 露出倍数のかかるフィルターをお使いになるとさは、中央部重点測光をおすすめし 
ます。 

•測光範囲はカスタムメニュー b 4 [中央部重点測光範囲](の 241) で変更できます 
び、非 CPU レンズ使用時は常に08 mm 相当になります。 


の 

スポット 
測光 -x 


フオーカスポイントに重なる 03.5 mm 相当（全画面の約2.5%)の部分だけを測光 
します。逆光時や被写体の明暗差び激しいとさなど、狭い範囲での露出を基準にして 
撮影したい場合に適しています。 

•測光エリアは、フオーカスポイントに連動します。ただし、ファインダー撮影時の 
AF ェ IJ アモード№71)びオートェ IJ ア AF のとさや、非 CPU レンズ使用時は、中 


央のフオーカスポイントに相当する部分を測光します。 


※非 CPU レンズ使用時は、セットアップメニユーの[レンズ情報手動設定](口 151) で焦点距離と開放絞り値 
(開放 F 値）を設定すると、測光の精度び向上します。 




■■測光モードの設定方法 

K ( foS ) ボタンを巧しなが5、メインコマンドダイヤルを回す 


•測光モードは、表示パネルに 
表 7 J \ されます。 



K ( foS ) メイン〕マンド 

ボタン ダイヤル 


國 


表示パネル 


M マルチパターン測光とレンズの組み合わせについて 

測光モードびマルチパターン測光のとさの測光方式は、レンズの種類によって変わります。 

• CPU レンズ 

- r3D-RGB マルチパターン測光 n」 ： G または D タイプの CPU レンズ使用時の測光方式です。距離情報を利 
用して測光します。 

- 「RGB マルチパターン測光 n」：G または D タイプしが4の 〔 PU レンズ使用時の測光方式です。距離情報は利 
用しません。 

• 非 CPU レンズ 

-セットアップメニューの[レンズ情報手動設定](口 151) でレンズ情報を設定すると、 「 RGB マルチパ 
ターン測光」という測光方式になります。レンズ情報を設定しない場合は、中央部重点測光になります。 
スポット測光に設定することを巧能です。 

国関連ぺ-ジ 

•中央部重点測光の測光範囲を変更する 一/ b 4 [中央部重点測光節囲](口 241) 

•測光モードごとに適正露出の基準を決める 一/ b 5 [基準露出レベルの調節](田 241) 





























露出を固定して撮影する （ AE □ック） 

AE □ツク撮影とは、被写体の特定の部分を測光して露出を決め、そのまま構図を変えて撮 
影するち法です。露出を合わせたい部分とその周囲とで、極端に明るさび異なる場合などに 
効果的です。 


1測光モードで中央部重点測光またはスポット測光を選ぶ（口81) 

•マルチパターン測光では、充分な効果び得られないため、おすすめでさません。なお、撮 
影モード； Sf 、 ⑤、またはシーンモードの場合ち AE □ックは作動しますび、マルチパターン 
測光での撮影となるため、おすすめでさません。 


2露出を合わせたい部分にフォーカスポイントを重ねて 
シャッターボタンを半押ししたまま、！封 AE/A F □ック 
ボタンを巧して、露出を固定する 

. 鮮 AE / AF □ックボタンを押している間は、測光モードに応じた 
部分の露出で固定（□ック）され、構図を変えてち露出は変わ 
りません。 

• ファインダー内表示に AE-L マークび点灯します。 

• オートフォーカス撮影時は、フォーカス□ックも同時に行われ 
ますので、ピント表示 （•） の点巧も確認してください。 


シヤッターボ タン 




3 近 tAE/AF □ックボタンを巧したまま、構図を 
決めて撮影する 



0測化エリアについて 

•スポット測光で、測光エ U アとフオーカスポイントび連動する場合（の81)は、選択しているフオーカス 
ポイントの露出び記憶されます。 

•中央部重点測光に設定した場合は、ファインダー中央部（¢8 mm の円内）を重点的に測光した露出び記憶 
されます。 





























画像の明るをを調整する（露出補正） 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M 、 因のみ 

露出補正とは、カメラび制御する適正露出値を意図的に変えることです。画像全体を明るく 
したり、暗くしたいときなどに使います。露出補正を行うときは、測光モード ( msi ) を中 
央部重点測光またはスポット測光にすると効果的です。 



一1段補正 露出補正なし +1段補正 


■■露出補正の設定方法 


因ボタンを巧しなが5、メインコマンドダイヤルを回す 


• 露出補正値は、表示ノ v ° ネルに表示されます。 
•露出補正は、 V 3 段ステップで±5段の範 
囲で設定でさます。 


因ボタン 



メインコマンドダイヤル 



表示パネル 


• 因ボタンを押すと、表示パネルとファインダー内表示で設定した補正量を確認でさます。 



(因ボタンを押したとさ) 


• 補正量を設定すると、表示ノ（ネルとフアインダー内表示に露出補 
正マーク因び表示されます。また、撮影モード P 、 S 、 A では、 
フアインダー内表示に露出補正インジケーターび表示され、 [ 0 ] 
び点滅します。 

• 被写体を明るくしたいときは+側に、暗くしたいときは一側に補 
正するのび基本です。 



•露出補正を解除するには、補正量を 0.0 にしてください。カメラの電源を OFF にしてち、補 
正量の設定は解除されません。 












































































M 撮影モード M での露出補正について 

撮影モードび M のとさは、インジケーター表示び変わるだけで、設定したシャッタースピードと絞り値は変わ 
りません。 

M 撮影モード因での露出補正 

撮影モードを切り換えると、露出補正値の設定は解除されます。 

M フラッシュほ用時の露出補正 

フラッシュ使用時に露出補正を行った場合は、背景露出とフラッシュの発光量の両方に補正び行われ、画像全 
体の明るさび変わりますび、背景の明るさだけを補正することちでさます（カスタムメニュー e 4 [フラッシュ 
使用時の露出補正]、田257)。 

M 関連ぺ-ジ 

• 露出補正のステップ幅を変更する^/ b 2 [露出設定ステップ幅](田 240) 

• 因ボタンを使わずに露出補正する b 3 [露出補正簡易設定](田 240) 

• フラッシュ使用時に露出補正する一/ e 4 [フラッシュ使用時の露出補正](口 257) 

• 露出補正値を変えなびら撮影する一 「 AE ブラケテイング、フラッシュブラケテイングの撮影方法」（田 133) 



ホワイト八ランス 


ホワイトバランスを変更する撮影 モ - ド P S、A M のみ 

光源に合わせて、画像び見た目に近い色で撮影されるよラにすることを「ホワイトバランス 
を合わせる」といいます。初期設定の AUTO (オート）でほとんどの光源に対応できますび、 
撮影した画像び思い通りの色にならないとさは、天候や光源に合わせてホワイトバランスを 
変更してください。 

• P 、 S 、 A 、 外の撮影モードの場合、それぞれの撮影シーンに適したホワイトバランスび自 
動的に選ばれます。 


ホワイトバランス 

設 J 式 3 内容 

色温度 

AUTO 才ート 

AUT01 療準 
AUT02 — 

電球色を残ず 

約3500〜 

8000に※ 

AUTO (オート）で充分な効果を得るには、 G または D タイプレン 
ズをお使いになることをおすすめします。内蔵フラッシュまたは 
別売のスピードライトの使用時は、フラッシュ発光時の条件に応 
じて適したホワイトバランスに調整されます。 

水 1 

、心ち 

//I ぃ占 

! 球 

約3000に※ 

白熱電球下での撮影に適しています。 

ま光口 ~1 

— 

堂光ななど、次の7種類の光源を使った撮影に適しています。 

采 0 

ナトリウム好 
混合光 

約2700に※ 

野球場、体育館などのナト IJ ウムなの混合光を使った撮影に適し 
ています。 

電球色堂光な 

約3000に※ 

電球色堂光な下での撮影に適しています。 

温白色堂光な 

約3700に※ 

温白色堂光な下での撮影に適しています。 

白色堂光な 

約4200に※ 

白色堂光な下での撮影に適しています。 

昼白色堂光な 

約5000に※ 

昼白色堂光な下での撮影に適しています。 

昼光色堂光な 

約6500に※ 

昼光色堂光な下での撮影に適しています。 

局色温度の 
水銀口 

約7200に※ 

高色温度の水銀ななどを使った撮影に適しています。 

責天 

約5200に※ 

晴天の屋外での撮影に適しています。 

ち : 

A 1 

を,.. 田 

因 1 

フラッシュ 

約5400に※ 

内蔵フラッシュや別売のスピードライトを使って撮影する場合 
に適しています。 

1 天 — 

約6000に※ 

曇り空の屋外での撮影に適しています。 

責天曰陰 

約8000に※ 

晴天の日陰での撮影に適しています。 

を温度設定 

約2500〜 

1 0000 K 

色温度を直接指定でさます（の92)。 

PRE プリセット 
マニュアル 

— 

撮影者び被写体や光源を基準にホワイトバランスを合わせたり、 
SD カード内の画像と同じホワイトバランスで撮影したりでさま 
す ( m 93 )o 


《微調整び0の場合の値です。 





B ナト U ウム打混合光（約2700 K ) 
ホ電球（約3000 K ) 

S 電球色堂光打（約3000 K ) 

B 温白色堂光打（約3700 K ) 

B 白色堂光打（約4200 K ) 

B 昼白色堂光打（約5000 K ) 



晴天（約5200 K ) 

フラッシュ（約5400 K ) 

曇天（約6000 K ) 

昼光色堂光好（約6500 K ) 

高色温度の水銀灯（約7200 K ) 
晴天日陰（約8000 K ) 


II ホワイトバランスの設定方法 

?/cH, (WB) ボタンを巧しなが5、メインコマンドダイヤルを回す 

•ホワイトバランスは、 

表示パネルに表示されます。 


感 

综 

① 




?/ 打 (WB) 

ボタン 


メインコマンド 
ダイヤル 


表示パネル 



0 [ホワイトバランス]について 

ホワイトバランスは撮影メニュー（田 229) でを設定でさます。 


0 AUTO (才ート）について 

AUTO けート）の場合は、撮影メニューで [ AUT 0 1標準]と [ AUT 02 電球色を残ず]から選べます。 [ AUT 02 
電球色を残ず]を選ぶと、電球色の光源下で撮影した際に暖かみのある画像の仕上びりになります。 

因雜（尝光な）について 

B (董光な）の場合は、撮影メニュー（田229)で董光なの種類を選べます。 

b スタジオ用大型スト□ボをほ用する場合 

スタジオ用大型スト□ボを使用する場合は、 AUTO (オート）に設定していてを適正なホワイトバランスび得ら 
れないことびあります。その場合は、ち（フラッシュ）モードにして微調整を行ラか、プ U セットマニュアル 
をお使いください。 

M を温度について 

光の色には、ホみを帯びたをのや青みを帯びたをのびあり、人間の主観で光の色を表すと、見る人によって微 
妙に異な U ます。そこで、光の色を絶対温度 （ K : ケルビン）という客観的な数字で表したのび色温度です。 
色温度び低くなるほどホみを帯びた光色になり、色温度び高くなるほど青みを帯びた光色になります。 

ホみび強くなる 青みび強くなる 

3000 4000 5000 6000 8000 10000 [K] 


111111111111111111111 I I I 111111 

の® ④④ 承 ®③ ® ④⑩⑩ 


团国团国 


























撮影モード P 、 S 、 A 、 M のみ 


ホワイトバランスを微調整する 

ホワイトバランスは、さらに微調整できます。 

■■撮影メニユーの[ホワイトバランス]で設定する場合 


設定したいホワイトバランスを選ぶ 

• MENU ボタンを押して、撮影メニューの[ホワイ 
トバランス]で設定したいホワイトバランスを 
選びます。 

• ホワイトバランスを選んでマルチセレクターの 
►を押すと、微調整画面び表示されます。 


rf^B 



MENU ボタン 


• はート]の場合は、 [ AUT 01 標準]または 

[ AUT 02 電球色を残ず]を選んで►を押すと、微調整画面び表示されます。 

• [堂光な]の場合は、該当する堂光打の種類を選んで►を押すと、微調整画面び表示されます。 
• [色温度設定]の場合は、該当する色温度を選んで►を押すと、微調整画面び表示されます。 
•[プリセットマニュアル]での微調整画面の表示ち法については、「プ IJ セットマニュアル 
データの微調整について」（の 99) をご覽ください。 


2微調整値を設定する 

•マルチセレクターを操作すると 、 A (アンバー)、 
B (ブルー ）、 G (グリーン ）、 M (マゼンタ）の4 
ち向で、各ち向6段まで微調整でさます。設定し 
た座標上の色に画像を補正します。 



I 座標とホワイトバランスの効果の関係は次の図のようになります。 

G (グリーン） 


グ IJ ーンび強くなる 

A 


B (ブルー) 


マゼンタび強くなる 



A (アンバー） 


M (マゼンタ） 


ブルーび強くなるィ- ► アンバーび強くなる 

• A (アンバー )、 B (ブルー）方向は、色温度の高さを微調整でさます。 ] 段は約5ミレッド 
に相当します（□:190)。 

•G (グ IJ ーン )、 M (マゼンタ）方向は、色補正用に C ) フィルターと同じような微調整び 
でさます。 






















































3 微調整値を決定する 

• ® ボタンを押して微調整値をミ夫定すると、撮影メニューに戻り 
ます。 

• ホワイトバランスを微調整すると、表示パネルにアスタ U スク 
(木）び表示されます。 



国吃温度設定]での微調整について 

ホワイトバランスび[色温度設定]の場合は、色温度を確認しなびら微調整で 
さます。 


ホワイトバランスの微調整画面について 

ホワイトバランスの微調整画面で表示されている色は、色温度方向の目安の色を表しています。微調整画面で 
設定してを、設定したそのままの色の画像にはならない場合びあります。たとえば、ホワイトバランスを々 C 
價球）に設定して B (ブルー)方向に微調整しても、青色び強い画像にはなりません。 

圓ミレッド ( MIRED ) について 

色温度の逆数を百万(1〇6)倍したをのです。色温度は、同じ色温度差でち、色温度の低い場合では色の変化 
び大きく、色温度の高い場合では、色の変化びルさくなります。たとえば同じ1000ケルビンの違いでも6000 
ケルビン付近での変化は比較的ルさく、3000ケルビン付近では1000ケルビンの違いで光色び大きく変わりま 
す。三レッドは、その変化幅をほぼ同じに表現する尺度であり、色温度変換フィルターの単位としてを利用さ 
れます。 

例）色温度の差 （K :ケルビン）：ミレッドの差 （M :ミレッド） 

4000 K - 300 0 K = 1000 K : 83 M 
7000 K - 600 0 K = 1000 K : 24 M 

国関連ぺ-ジ 

ホワイトバランスを変えなびら撮影する 

一/ e 6 [才ートブラケティングのセット](口 257) 

一 「 WB ブラケティングの撮影方法」（田 137) 






















II ホワイトバランスボタンとヴブコマンドダイヤルで設定する場合 

?/cH, (WB) ボタンを巧しなが5、サブコマンドダイヤルを回す 


•現在選択中のホワイトバラン 
スの微調整値は、表示パネルに 
表 7 J \ されます。 





表示パネル 


ダイヤル 


•? ん ^ (WB) ボタンとサブコマンドダイヤルで微調整する場合は 、 A (アンバー）から B (ブ 
ルー）への横軸の方向のみ設定でさます（田89)。 

•备方向6段まで微調整できます。 ] 段は約5ミレッドに相当しますに090)。 

•サブコマンドダイヤルを左に回すと A (アンバー）ち向に、ちに回すと B (ブルー）ち向に 
色温度の高さを微調整でさます。 

•微調整値を0じ(外に設定すると、表示パネルにアスタ U スク （木） び表示されます。 

•?/ ゎ 1 (WB) ボタンの操作では、 [3 (色温度設定）と PRE (プリセットマニュアル）のホワ 
イトバランスは微調整できません。撮影メニューで微調整してください（田89)。 


















色温度を指定してホワイトバランスを設定する 

(色温度設定) 撮影モード P 、 S 、 A 、 M のみ 


ホワイトバランスを因（色温度設定）にしたときは、ホワイトバランスの色温度を直接数値 
で指定でさます。 

■■を温度の設定方法 

?/cH, (WB) ボタンを巧しなが5、サブコマンドダイヤルを回す 


•色温度は、表 TJX パネル(し 
表示されます。 



ボタン ダイヤル 



だ'〔側 



表示パネル 


を温度設定についてのごを意 

•光源び董光打やフラッシュのとさは、色温度設定を使わず、それぞれ:端（堂光な）、ち（フラッシュ）に設 
定してください。 

• ホワイトバランスの色温度を指定したとさは、試し撮りをして、設定した色温度び撮影状況に適しているか 
どラかを確認することをおすすめします。 

• ?/〇^ (WB) ボタンとサブコマンドダイヤルで色温度を設定すると、撮影メニュー[ホワイトバランス]の 
[色温度設定]で設定した微調整値は解除されます。 


M 吃温度設定]について 

色温度設定は撮影メニュー(口229)の[ホワイトバランス]でも設定できます。 





























基準となる白を測定してホワイトバランスを 

設定する （プリセットマニュアル） 撮影モ-ド P 、 S 、 A 、 M のみ 

プ IJ セッ トマニュアルでは、撮影する照明下で取得したホワイトバランスデータまたは撮影 
済みの画像のプ IJ セットマニュアルデータをカメラに保存し、ホワイトバランスを設定しま 
す。カクテル照明（自然光と人工照明とび混ざった室内撮影）や特殊照明下で、前記の AUTO 
(オート）や-々、-(電球）などの各設定や、色温度設定では望ましいホワイトバランスび得ら 
れない場合に便利です。 


最大6種類のプ U セットマニュアルデータ （ d -1 〜 d -6) をカメラに保存でさます。プ U セッ 
トマニュアルデータを保存するには、次のち法びあります。 


プリセツトマニュアルデータを 
カメラで新規取得して保存ずる 

撮影する照明下で白またはグレーの被写体を基準にして撮影を 
行い、撮影データから取得して保をします（田 93) 。ライブ 
ビュー撮影時（の 155) には、液晶モニターに表示中の被写体 
の一部分を選んでプ U セットマニュアルデータを取得でさます 
(スポットホワイトバランス、田96)。 

撮影済みの画像のホワイトバランス 
データをコピーして保存ずる 

SD カードにある画像のホワイトバランスデータをコピーして 
保をします（口98)。 


■■ファインダー撮影時にプリセットマニュアルデータを 
新規巧得する 

プリセットマニュアルデータを取得する前に： 

• プ U セットマニュアルデータを取得する場合は、あらかじめホワイトバランスをセットす 
る照明下で、無彩色（白またはグレー）の被写体を用意しておいてください。スタジオ用 
大型スト□ボにてホワイトバランスをセットする場合は、被写体をグレー（ホワイトバラ 
ンス取得用の18%標準反射板）にすることをおすすめします。 

•無彩色（白またはグレー）の被写体を基準にプ IJ セットマニュアルデータを取得するときは、 
カメラび露出を通常よりも1段オーバーになるように自動的に調整します。撮影モードび M の 
場合は、露出インジケーターを確認して、適正露出になるよう設定してください（の50)。 

1 ?/cH, ( WB ) ボタンを巧しなが 5 メインコマンドダイヤルを回して、表示パネ 
ルのホワイトバランス表示を PRE に合わせる 



?/ot, ( WB ) ボタン 


メインコマンド 
ダイヤル 


表示パネル 

























2 新規取得するプリセツトマニュアルデータの保存場所を選ぶ 

•?/〇^ ( WB ) ボタンを押しなびらサブコマンドダイヤルを回して、これから取得するプ U 
セツトマニュアルデータの保を場所を d -1 〜 d -6 の中から選びます。 



3プリセットマニュアル取得モードにする 

•いったん?ん ( WB ) ボタンから指を放し、再度?/ゎ^ ( WB ) 
ボタンを押し続けると、プ IJ セットマニュアル取得モードに 
なり、表示パネルに PRE び、ファインダー内表示に FVf の文 
字び、それぞれ約6秒間点滅します。 


' {パ 

図 

R 




Fb.S 


田< 



表示パネル 


4戸ペの点滅中に白またはグレーの被写体を撮影する 



ファインダー内表示 


•撮影時に使ラ照明の下で、用意した無彩色（白またはグレー）の被写体をファ 
インタ'一いっぱいにとらえてシャッターボタンを全押しすると、プ U セットマ 
ニュアルデータび取得され、手順2で選んだ保を場所に保をされます。 

• ピントび合わなくてちシャッターびされ、プ IJ セットマニュアルデータび正 
常に取得されます。 

• シャッターボタンを押しても、 SD カードに画像は記録されません。 



M プリセットマニュアルデータについて 

• ご購入時のプ U セットマニュアルデータ d -1 〜 d -6 は、晴天モードと同じ色温度520 0 K に設定されています。 
•撮影メニューから[ホワイトバランス]の[プリセットマニュアル]を選ぶ 
と、取得したプ U セットマニュアルデータびちのよラな撮影画像のサムネイ 
ルで表示されます。マルチセレクターでプリセットマニュアルデータを選ん 
で®ボタンを押すと、選んだプ U セツトマニュアルを使って撮影でさます。 


M ホワイトバランスのプ□テクト設定について 

プ□テクト設定（の101)されたプ U セットマニュアルデータび選ばれている場合、プ U セットマニュアル 
データは新規取得でさません（表示ノ（ネルとファインタ'一内表示で FV とび点滅します)。 













































5 正常にプリセツトマニュアルデータが取得されたことを確認する 

• プ IJ セツトマニュアルデータび取得されると、表示パネルに 
Good の文字び、ファインダー内表示に ごぃゴ の文字び、それ 
ぞれ約6秒間点滅し、プ IJ セツトマニュアル取得モードを終 
了します。 



ファインダー内表示 


• 被写体び極端に低輝度または高輝度の場合、カメラびプ U 
セット マニュアル データを取得でさないことびあります。こ 
の場合、表示パネルとファインダー内表示に,っ〇ごぃゴの文字 
び、それぞれ約6砂間点滅します。このとさ、シャッターボタ 
ンを半押しするとプ U セツト マニュアル 取得モード（手順 4) 
に戻ります。 



ファインダー内表示 


\ I / \ L / 一 

— n 〇 — U d - 

/ I \ / I \ 

PrE 

PRE 

表示パネル 



表示パネル 


&プリセットマニュアル取得モードの時 H 制限について（ファインダー撮影時） 

プリセットマニュアル取得モードは、何を操作しないままカスタムメニュー c 2 [半巧しタイマー](の 242) 
で設定した時間び過ざると解除されます。 

&プリセツトマニュアルデータ取得時の制限について（ファインダー撮影時） 

なの場合は、プ U セットマニュアルデータを取得でさません： 

• HDR (八イダイナミックレンジ）撮影時（の 114) 

• 多重露出撮影時（田 142) 

•ライブビューセレクターび1の場合にカスタムメニュー g 4 [シャッターボタンの機能]び[動画撮影] 
のとき（□リ 67) 






II ライブビュー撮影時にプリセットマニュアルデータを巧得する 
(スポツトホワイトバランス） 

ライブビュー撮影時（の 155) には、液晶モニターに表示中の被写体の一部分を選んでプ U 
セットマニュアルデータを取得できます（スポットホワイトバランス）。あらかじめプ IJ セッ 
トマニュアル取得用の被写体を用意する必要はなく、望遠レンズ装着時にち、レンズを交換 
せずにそのままプ U セットマニュアルデータを取得でさます。 

1圆ボタンを押す 

• ミラーアップしてライブビューを開始します。ファインダー内び 
暗くなり、液晶モニターに被写体び表示されます。 


回ボタン 



2 ?ん^ ( WB ) ボタンを巧しなび5メインコマンドダイヤルを回して、液晶モニ 
ターのホワイトバランス表示を PRE に合わせる 



3新規取得するプリセツトマニュアルデータの保存場所を選ぶ 

•?/〇^ ( WB ) ボタンを押しなびらサブコマンドダイヤルを回して、これから取得するプ IJ 
セツトマニュアルデータの保を場所を d -1 〜 d -6 の中から選びます。 


綠 

?/on ( WB ) ボタン サブコマンド 液晶 モニター 

ダイヤル 



































































4 プリセットマニュアル取得モードにする 

• いったん?/ゎ1 ( WB ) ボタンから指を放し、再度?/ゎ1 ( WB ) ボ 
タンを押し続けると、プ IJ セツトマニュアル取得モードになり、 
液晶モニターに PRE び点滅します。 



液晶 モニター 


5戸ぺの点滅中に、マルチセレクターを▲▼イ►または 
ななめ方向に巧して、□を被写体の白またはグレーの 
部分に重ねる 



6 ® ボタンを巧すか、シャッターボタンを全巧しして、 
プリセツトマニュアルデータを取得する 


.撮影メニューから [ホワイトバランス] の [プリセット マニ ュ 

アル] を選ぶと、ライブビュー撮影時に取得したプ IJ セットマ 
ニュアルデータには、ホワイトバランスを取得した範囲に枠び 
表示されます。 



&プリセットマニュアル取得モードの時 H 制限について（ライブビュー撮影時） 

ライブビュー撮影時のプ U セットマニュアル取得モードの時間制限は、カスタムメニュー c 4 [液晶モニター 
のパワーオフ時間]の[ライブビュー表示]で設定した時間になりますに□243)。 

&プリセットマニュアルデータ取得時の制限について（ライブビュー撮影時） 

• 次の場合は、プ U セットマニュアルデータを取得でさません： 

- HDR (八イダイナミックレンジ）撮影時（田 114) 

•ライブビューセレクターび1の場合にカスタムメニュー g 4 [シャッターボタンの機能]び[動画撮影]の 
とさ（田 267) は、シャッターボタンではプ U セットマニュアルデータ取得はできません。感)ボタンを押 
してプリセットマニュアルデータを取得してください。 
















■■撮影済み画像のホワイトバランスデータをコピーする 

選択したプ IJ セツトマニュアルデータの保存場所に、 SD 力ード内の画像で使用されたホワイ 
トバランスを、プ U セツトマニュアルデータとしてコピーできます。 


1撮影メニューの[ホワイトバランス]で 
[プリセットマニュアル]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、撮影メニューの [ホワイ 

トバランス] で [プリセットマニュアル] を選 

んでマルチセレクターの►を押します。 


輸 1 J 


獄 

©. 


1 


イトパランス 
を温度ぉ定 


| PRE フリセット7ニユアル 



MENU ボタン 


2コピー先を選ぶ 

• マルチセレクターで黄色い枠を移動して d -1 〜 
d -6 の中からコピー先を選びます。 

(ISO) ボタンを押すと設定画面び表示され 
ます。 



3 [使用する画像の選択]を選ぶ 

• [使用する画像の選択] を選んで►を押すと、 SD カー 
ド内の画像び一覽表示されます。 



4ホワイトバランスデータをコピーしたい画像 
を選ぶ 

• マルチセレクターで黄色い枠を移動して画像を選び 
ます。 



5 ® ボタンを巧す 

• SD カード内の画像のホワイトバランスデータびコピーされます。 
•選択した画像に画像コメント（の 275) びある場合、画像コメ 
ントちコピーされます。 



























M ホワイトバランスデータをコピーしたい画像について 


• 選んだ画像は、^ ( QUAD ボタンを押している間、拡大 
して確認でさます。 



夕 ( QUAL ) ボタン 


• BKT ボタンを押しなびら▲を押すと、[ス□ツト/フオル 
ダー指定メニュー]画面び表示され、ス□ツトやフオル 
ダーを切り換えられます（の188)。 



巳 KT ボタン 


M 設定画面でのプリセットマニュアルデータの切り換えについて 

設定画面で、マルチセレクターの▲を押してプ U セットマニュアルデータ （ d -1 
〜 d -6) を選び、►を押すと、プ U セットマニュアルデータび切り替わります。 


プリセットマニュアル 



►切0換え1 

微調整 
〕メント編集 
使用する画をの還巧 
ブ□テクト 

OFF 

d -1： 



M プリセツトマニュアルデータの微調整について 

設定画面で [微調整] を選ぶと、微調整画面び表示され、選択中のプリセット 
マニュアル データを微調整でさます（田89)。 




































II プリセツトマニュアルデータにコメントを乂力する 

選択したプ IJ セットマニュアルデータにコメント（最大36文宇）を入力します。 


1撮影メニューの[ホワイトバランス]で 
[プリセットマニュアル]を選ぶ 
•[プリセットマニュアル]を選んでマルチセレクター 
の►を押します。 




2プリセットマニュアルデータを選ぶ 

•マルチセレクタ ーで 黄色い枠を移動して、プ IJ 
セッ トマニュアルデータを 選びます。 

( ISO ) ボタンを押すと設定画面び表示され 
ます。 



(ISO ) ボタン 


3 [コメント編集]を選ぶ 

•[コメント編集]を選んで►を押します。 



4コメントを入力する 

•最大36文字入力でさます。コメントの入力ち法は、「カスタムピ 
クチャーコント□-ルを登録する」の手順6をご覧ください 
(の109)。 



100 





















■■プリセットマニュアルデータを保護する（プ□テクト） 

選択したプ IJ セットマニュアルデータにプ□テクト（保護）を設定できます。プ□テクト設 
定されたプ IJ セツトマニュアルデータは微調整やコメント編集びできなくなります。 


1撮影メニューの[ホワイトバランス]で[プ 
リセットマニュアル]を選ぶ 
•[プリセットマニュアル]を選んでマルチセレクター 
の►を押します。 




2プリセットマニュアルデータを選ぶ 

•マルチセレクターで黄色い枠を移動して、プ IJ 
セットマニュアルデータを選びます。 

( ISO ) ボタンを押すと設定画面び表示され 
ます。 



( ISO ) ボタン 


3 [プ□テクト]を選ぶ 

•[プ□テクト]を選んで►を押します。 



4 [する]を選ぶ 

•[する]を選んで®ボタンを押すと、選んだプ IJ セツ 
トマニュアルデータびプ□テクト設定されます。 

• プ IJ セツトマニュアルデータのプ□テクトを解除す 
るには、もう一度[プロテクト]を選んでから[し 
ない]を選びます。 
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画像処理 


画像の仕上び0を簡単に設定した0、 
思い通りに調整する（ピクチャ-コント□-ル） 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M のみ 

「ピクチャーコント□ールの icture Control ) システム」とは、対応するカメラまたはソフ 
トウエアで調整した画像調整の設定を相互に利用でさるニコン独自の画作りシステムです。 

ピクチャ~コントロ~ルを選ぶ 

このカメラには、被写体や撮影シーンに合わせて選ぶことのできる「ピクチャーコント□一 
ル」び搭載されています。 

• P 、 S 、 A、M 必外の撮影モードの場合、それぞれの撮影シーンに適したピクチャーコント 
□ールび自動的に選ばれます。 


回 SD スタンダード 

鮮やかでノ（ランスの取れた標準的な画像になります。 

• ほとんどの撮影状況に適しています。 

回 NL ニュートラル 

素材性を重視した自然な画像になります。 

•撮影した画像を調整、加工する場合に適しています。 

0 VI ビビッド 

メ U 八 IJ のある生さ生さとした色鮮やかな画像になります。 

•青、ホ、緑など、原色を強調したいとさに適しています。 

回 MC モノク□—ム 

白黒やセピアなど、単色の濃淡で表現した画像になります。 

回 PT ポートレート 

人物の肌び滑らかで自然な画像になります。 

回 LS 風景 

自然の風景や街並みび色鮮やかな画像になります。 




1 撮影メニユーの[ピクチャーコント □ — 
ル]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、撮影メニューの[ピクチヤー 
コント □ール] を選んでマルチセレクターの►を押 
します。 



MENU ボタン 



2設定したいピクチャーコント□ールを選ぶ 

• ® ボタンを押して設定します。 



0 [カスタムピクチャーコント□—ル]について 

撮影メニューで [カスタムピクチャーコント□ール] を選ぶと、調整したピクチャーコント□ールに名前を付 
けて登録したり（口108)、 SD 力ードを使って、同じ機種のカメラやピクチャーコント□-ルに対応するソフ 
トウエアと共用する（田111)ことびできます。 


M 撮影中のピクチヤーコント□—ルの巧認について 

使用しているピクチャーコント□ールは、面 a ボタンを押すと表示されるインフオ 
画面で確認でさます。 



ピクチャーコント□ール 
アイコン 
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ピクチャーコント□ールを調壁ずる 

ピクチャーコント□-ルやカスタムピクチャーコント□—ル ( mi 08) の設定は、撮影目的 
や好みに合わせて調整でさます。輪郭強調、コントラスト、色の濃さ（彩度）をバランス良 
く自動的に調整でさる「クイック調整」や各項目を手動で細かく調整する「手動調整」びあ 
ります。 


1調整したいピクチャーコント□ールを選ぶ 


•ピクチャーコント□-ルの一覽画面（口10 4) で、マ 
ルチセレクターの►を押します。 



2 


ピクチャーコント □ ールを調整する 

•▲または▼で調整する項目（田106)を選んで、イま 
たは►で値を設定します。 

• [クイック調整]を選ぶと、各項目のレベルを自動的に 
調整します（口106)。 



•1( f 。 画）ボタンを押すと初期設定の内容に戻ります。 


3 ® ボタンを押す 



M ピクチヤーコント□—ルを調整した場合の表示について 

ピクチャーコント□ールを調整すると、アイコンにアスタ U スク（木）び表示 
されます。 
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輪郭強調 

コントラスト 

明るさ 

色の濃さ 
(彩獻^2 

色合い 
饱相）※2 

フィルター 

効果 

調色※3 


クイック調整^1 


輪郭強調、コントラスト、色の濃さ（彩度）のレベルを自動的に調整します。 
[一 2] 〜 [+2] の調整びでさます。 

• 一側にするとそれぞれのピクチャーコント□ールの特徴を抑えた画像にな 
り、+側にするとそれぞれのピクチャーコント□ールの特徴を強調した画像 
になります。たとえば[ビビッド]を選んで+側にクイック調整すると、色 
の鮮やかさを強調します。 

輪郭の強弱を調整します。 [0] (輪郭強調しない）〜 [9] までの手動調整と、 
自動で調整する [ A ] (オート）びあります。 

• 数宇び大さいほどくっさりとした画像になり、小さいほどソフトな画像にな 
ります。 

画像のコントラストを調整します。[一 3] 〜 [+3] までの手動調整と、自動 
I で調整する [ A ] (オート）びあります。 

•一側にすると軟調な画像になり、+側にすると硬調な画像になります。晴天 
時の人物撮影や白とびび気になる場合などは一側び、霞んだ遠景の撮影など 
には+側び適しています。 

白とびや黒つぶれを抑えなびら画像の明るさを調整します。[一 1] 〜 [+1] の 
調整びでさます。 

• 一側にすると暗くなり、+側にすると明るくなります。 

画像の彩度（色の鮮やかさ）を調整します。[一 3] 〜 [+3] までの手動調整 
と、自動で調整する [ A ] (オート）びあります。 

• 一側にすると鮮やかさび抑えられ、+側にするとより鮮やかになります。 
画像の色合いを調整します。[一 3] 〜 [+3] までの調整びでさます。 

•肌色を基準にした場合、一側にするとホみび増し、+側にすると黄色みび増 
します。 

白黒写真用カラーフィルターを使って撮影したとさのよラな効果び得られま 
す。フィルター効果は [ OFF ]、[ Y ]、 [0]、 [ R ]、 に]から選べます（の107)。 
印画紙を調色したとさのように、画像全体の色調を調整でさます。調色は 
[ B & W ]、[ Sepia ]、 に yanotype ]、[ Red ]、[ Yellow ]、[ Green]s [ BlueGreen ]、 
[ Blue]、[Purple Blue]、[Red Purple ] から選べますに PI 07)。 


[ニュートラル]と[モノク□ーム]はクイック調整できません。カスタムピクチャーコント□-ル（田10 8) 
の場合を、クイック調整でさません。 

手動調整した後にクイック調整を行ラと、手動調整で設定した値は無効になります。 

^2 [モノク□ーム]や[モノク□ーム]を元にしたカスタムピクチャーコント□ールのときは、表示されません。 
^3 [モノク□ーム]や[モノク□ーム]を元にしたカスタムピクチャーコント□ールのときのみ表示されます。 


II レベル調整の設定頃目 


手動調整 


画 
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巧[輪郭強調]、[コントラスト]、店の濃を（彩度)]の [ A ] (才ート）についてのごま意 

• 同じよラな状況で撮影してを、被写体の位置や大ささ、露出によって、仕上びり具合は変化します。 

• 充分な効果を得るには、 G タイプまたは D タイプのレンズをお使いになることをおすすめします。 

巧ピクチャーコント□—ル調整時のグリッド表示 

• ピクチャーコント□-ル調整中に (ISO) ボタンを押している間、調整し 
ているピクチャーコント□ールのコントラストと彩度び座標で表示され、他の 
ピクチャーコント□ールとの関係びわかります。ボタンを放すと、調整画面に 
戻ります。 

• [モノク□ーム] の場合、グ U ッド表示はコントラストのみ表示されます。 

. [コントラスト] または [色の濃さ（彩度）] に [ A ] (オート）び設定された 
ピクチャーコント□ールは、グリッド表示時はアイコンび緑色で表示されま 
す。また、を軸に平行な上下または左ちの線び表示されます。 


M ピクチャーコント□—ル調整時のアンダーバーについて 

ピクチャーコント□ール調整中にを項目に表示されるアンダーバーは、調整する 
前の値を示しています。前回調整した値を参考にして調整するとさに便利です。 


M [モノク□—ム]の[フイルター効果]について 

[フィルター効果] には、次のよラな効果びあります。 


Y 馈叫 

コントラストを強調する効果びあり、風景撮影で空の明るさを抑えたい場合など 
に使います。 [ Y ] 一 [0] 一 [ R ] の順にコントラストび強くなります。 

0 (オレンジ※） 

R 啸※） 

G (緑※） 

月几の色や督などを落ち着いた感じに仕上げます。ポートレート撮影などに使いま 
す。 


※市販の白黒写真用カラーフィルターの色です。 [フィルター効果] で得られる効果は、市販の白黒写真用力 
ラーフイルターよりを強くなります。 


M [モノクローム]の[調ち]について 

關色] の項目 ([ B & W ] ツ外）を選んでマルチセレクターの▼を押すと、さらに 
色の濃淡を 7 段階から選べます。 ◄ または►を押して選んでください。 
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カスタムピクチャーコント□ールを登録ずる 

カメラに搭載された「ピクチャーコント□—ル」は、好みに合わせて調整して、「カスタムピ 
クチャーコント□ール」として登録できます。 

II カスタムピクチヤーコント□-ルの登録方法 


1撮影メニューの[カスタムピクチャーコ 
ント□ール]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、撮影メニューの[カスタ 
ムピクチャーコント□ール]を選んでマルチセ 

レクターの►を押します。 



2 [編集と登録]を選ぶ 

• [編集と登録]を選んで►を押すと、[編集-登録巧 
象を選択]画面び表示されます。 



3元にするピクチャーコント□ールを選ぶ 



•ピクチャーコント□ールを選んで►を押すと、編集 
画面び表示されます。 

• 編集を行わない場合は®ボタンを押します。障録先 
の選択]画面び表示されます（手順5へ)。 



4ピクチャーコント□ールを調整する 

•項目の内容や調整ち法は[ピクチャーコント□ール] 
と同じです。 

• ® ボタンを押すと[登録先の選択]画面び表示され 
ます。 

•1 0画）ボタンを押すと初期設定の内容に戻ります。 



5登録巧を選択する 

• C -1 〜9 (カスタム1〜 9) の中から登録先を選びます。 



^巧01末登録 ►! 


因02ホき録 
、 因03末き録 
d 因 C 4 モき録 
■ 巧05末登録 
因06未登縁 
因 C 7 ホ登録 
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6 登録名を編集する 


•登録先を選んで►を押すと、[登録名変更]画面び表示されます。 


• 初期状態では、「(元になったピクチャーコント□一 
ル名）- XX 」び名前ェ IJ アに入力されています 。XX 
には自動的に数値び設定されます。 



S ■名前ェ U ア 


• 登録名は19文字まで入力でさます。文字はカーソル位置に挿入されます。 

•登録名を変更しない場合は、手順7へ進みます。 

• 名前エ U アに新しい文字を入力する場合は、マルチセレクターを操作して入力するキー 
ボードエ IJ アの文字上にカーソルを移動させ、 ® ボタンを押します。 

•名前エ IJ アの力ーソルを左もに移動する場合は、与 H ( ISO ) ボタンを押しなびらマルチセ 
レクターの◄または►を押します。 

• 名前エ IJ アからあふれた文字は削除されます。 

•名前を1文字削除する場合は、与 H ( ISO ) ボタンを押しなびら◄または►を押して削除す 
る文字の上にカーソルを移動させ 、 ra (崎挪）ボタンを押します。 


7气 （QUAL) ボタンを巧す 

• 登録名の編集び終了します。 

•登録したピクチャーコント□ールは、ピク 
チヤーコント □ ールの一覧画面に表示されます。 
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圓登録名をちについて 

[カスタムピクチャーコント□ール] で [登録名変更] を選ぶと、登録したカス 
タムピクチャーコント□ールの名前を変更でさます。 



国登録したピクチャーコント□—ルを削除するには 

[カスタムピクチャーコント□ール] で 悄リ除] を選ぶと、登録したカスタムピクチャーコント□ールを削除 
でさます。 

国元になつたピクチャーコント□—ルの表巧について 

カスタムピクチャーコント□ールの調整画面では、元になったピクチャーコン 
卜□ールびアイコンで表示されます。 


兀 I しなった 

ピクチャーコント□ール 



M カスタム1〜9で調整でをる頃目について 

カスタム1〜9を選んだ場合は、元になったピクチャーコント□ールと同じ項目び調整でさます。 
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SD カードをほってピクチャーコント□ールを 

巧 r 庶ソフトウェアと共用ずる 

付属の ViewNX 2や別売の Capture NX 2のピクチャーコント□-ルユーテイ U テイー 
(Picture Control Utility ) で作成したカスタムピクチャーコント□—ルを、 SD 力ードから力 
メラに読み込んで登録したり、カメラで作成したカスタムピクチャーコント□ールを SD カー 
ドにコピーすることびでさます。また、 SD 力ード上の不要なカスタムピクチャーコント□一 
ルを削除することをでさます。 


1[カスタムピクチャーコント□ール]画面で 
[メモリーカードを使用]を選ぶ 
•[メモリーカードを使用] を選んでマルチセレクター 
の►を押すと、[メモ U —カードを使用]画面び表示 
されます。 
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[カメラに登録]、[メモリーカードか5削除] 

または[メモリーカードにコピー」を選ぶ 

[カメラに登録]: 

• SD カードにあるカスタムピクチャーコント□ールを力 
メラに登録できます。カメラに登録したいカスタムピ 
クチャーコント □ ールと登録先に-1〜9 (カスタム] 

〜9))を選んで名前を付けると、選んだカスタムピクチャーコント□ールびカメラに登録 
されます。 



[メモリーカードか5削除]: 

• SD カードにあるカスタムピクチャーコント□ールを 
選んで削除でさます。ちのよラな確認画面び表示さ 
れるので、 [はい] を選んで®ボタンを押すと、選ん 
だカスタムピクチャーコント□ールを削除でさます。 

[メモリーカードにコピ ー] : 




• カメラにあるカスタムピクチャーコント□ールを SD カードにコピーできます。 SD カードに 
コピーしたいカスタムピクチャーコント□ールとコピー先り〜 99) を選んで®ボタンを 
押すと、選んだカスタムピクチャーコント□ールび SD カードにコピーされます。 


国 SD 力ードへのコピー / SD 力ードか S の削除について 

•カメラに搭載されているピクチャーコント□-ル（スタンダード、ニュートラル、ビビッド、モノク □- 
ム、ポートレート、風景）は、コピーや削除びでさません。 

• カメラに SD カード内のカスタムピクチャーコント□ールを登録するときや、カメラ内のカスタムピクチャー 
コント□ールを SD カードにコピーするとさは、 SD カードをス□ット1に入れてください。ス□ット2に入つ 
ている SD カードは認識されません。 

• SD カードに保をできるカスタムピクチャーコント□ールは、99個までです。 
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白とびや黒つぶれを抑えて撮影する 

アクティブ D - ライティングで撮彰ずる 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M のみ 

撮影の前にあらかじめ [アクティブ D - ライティング] を設定しておくと、八イライト部の白 
とびを抑え、暗部の黒つぶれを軽減する効果びあります。見た目のコントラストに近い画像 
に仕上びります。暗い室内から外の風景を撮ったり、直射日光の強い海辺など明暗差の激し 
い景色を撮影するのに効果的です。アクティブ D - ライティングを設定したとさは、測光モー 
ドをマルチパターン測光に設定して撮影することをおすすめしますに081)。 



アクティブ D - ライティング 

[しない] 


アクティブ D - ライティング 

[巧 A 才ート] 




&撮影メニユー[アクティブ D - ライティング]と画像編集メニユー [ D - ライティング] 
の違い 

[アクティブ D - ライティング] を設定してから撮影すると、撮影シーンに応じて露出や階調を制御し、八イラ 
イト部やシャドー部および中間調を適切に調整して画像を記録します。一方、 [ D - ライティング] は、撮影済 
みの画像に対して階調を再調整してシャドー部を明る<補正します。 
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■■アクティブ D - ライテイングの設定方法 


撮影メニューの[アクティブ D - ライティン 
グ]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、撮影メニューの [アク 

ティブ D - ライティング] を選んでマルチセレク 

ターの►を押します。 



HDR ( M イダイナミックレンジ） 
自動ゆがみ補正 


MENU ボタン 


2効果の度合いを選び、 ® ボタンを巧す 

•瞄 A 才 ー ト]、瞄 H * より強め]、瞄 H 強め]、瞄 N 
標準]、瞄 L 弱め]、[しない] に設定できます。 
•[お A 才ート] に設定すると、撮影シーンに応じて自 
動的に効果の度合いを設定します。 




&アクティブ D - ライティングについてのごを 意 

•アクティブ D - ライティングを設定して撮影をするとさ、撮影シーンによっては、ノイズ（ざらつさ、むら、 
すじ）び強調される場合びあります。 

•アクティブ D - ライティングを設定していてち、 ISO 感度び Hi 0.3 しソ上の場合、アクティブ D - ライティングは 
機能しません。 

• 動画撮影時は、アクティブ D - ライティングは機能しません。 

• 次の場合はアクティブ D - ライティングの効果び出にくいことびあります。 

-測光モードび中央部重点測光またはスポット測光のとさ 
-撮影モードび M のとさ 

• 被写体によっては画像に階調とびび発生する場合びあります。 

国関連ぺ-ジ 

• アクティブ D - ライティングの効果の度合いを変えなびら撮影する 
一 「 ADL ブラケティングの撮影方法」（口 140) 

• Fn ボタンとコマンドダイヤルでアクティブ D - ライティングの効果の度合いを切り換える 

一 / f 2 [Fn ボタンの 機能] (口 261) 

• プレビューボタンとコマンドダイヤルでアクティブ D - ライティングの効果の度合いを切り換える 

一 / f 3 [プレビューボタンの 機能] (口％ 1) 


113 














HDR (八イダイナミックレンジ）合成を巧5 

撮影 モード P 、 S 、 A 、 M のみ 

1回の撮影で露出び異なる画像を2コマ撮影して合成することにより、輝度範囲の広いシーン 
でち白とびや黒つぶれの少ない画像を記録します。明暗差び著しい撮影シーンなどで、シャ 
ドー部から八イライト部まで幅広く再現された画像になります。 HDR モードを設定したとさ 
は、測光モードをマルチパターン測光に設定して撮影することをおすすめします（の81)。 



露出暗めで 露出明るめで HDR モードで 

撮影した画像 撮影した画像 合成された画像 


撮影メニューの [HDR (八イダイナミック 
レンジ)]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、撮影メニューの [HDR 

(八イダイナミックレンジ)] を選び、マルチセレ 

クターの►を押します。 


手赢 ((U 


© 

la 



MENU ボタン 
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[HDR モード]を設定する 

•[ HDR モード] を選んで►を押します。 


•▲または▼を押して HDR モードを設定し、@ボタン 
を押します。 



ON 二ずる （連続） 

HDR モードで続けて撮影します。 HDR モードを解除するには、をラー度 
[ HDR モード] を選んで [しない] を選択してください。 

ずる （1 回） 

撮影を終了すると、 HDR モードび解除されます。 

しない 

HDR モードを解除します。 

[する（連続)] または [する （1 回)] を選ぶと、 HDR モードの 
撮影待機状態になり、表示パネルに 四 マークび点灯します。 


^ に '5 fS.S 

図 因< 

气 i 品 

N0 叫 困 ~ 


RAW を含む画質モードについて 

RAW を含む画質モードの場合、 HDR 撮影はでをません。 
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[HDR 強度]を設定する 

• [ HDR 強度] を選んで►を押します。 


•▲または▼を押して HDR の強度を設定し、@ボタン 
を押します。 

•[ AUTO 才ート]、 [ HIGH + より強め ]、 [HIGH 強め ]、 [NORM 
標準]、 [ LOW 弱め] に設定でさます。 

•[ AUTO オート] に設定すると、撮影シーンに応じて自動 
的に HDR の強度を設定します。 



4構図を巧め、ピントを合わせて撮影する 


• シャッターボタンを全押しすると、2回連続してシャッターびきれます。 


•合成処理中は、表示パネルに Job 曲3 び、ファインダー内表示に 
Job 卜 (dr び点滅します。この表示び消えるまで撮影でさません。 
• [する（連続)] の場合、 [ HDR モード] で [しない] を選んで 
HDR モードを解除するまで 、 HDR モードで撮影できます。 
•HDR モードび [する （1 回)] の場合、 ] 回撮影すると 、 HDR 
モードび解除され、 四 マークび消灯します。 



Cd HDR 撮影時のごミ主意 

• 撮影した画像の画像周辺部は切り取られます。 

• 動いている被写体を撮影する場合や撮影時の手ブレの量び大さい場合は、正し<合成されないことびあります。 

• 撮影シーンによっては、明るい被写体の周辺に暗い影びでたり、暗い被写体の周辺び明るくなったりしま 
す。また、 HDR の効果び出にくいことびあります。 

• 被写体によっては画像に階調とびび発生する場合びあります。 

•測光モードび中央部重点測光またはスポット測光のときや、非 CPU レンズ装着時に [HDR 強度] を [才一 
卜] に設定すると、 HDR の強嵐ま [標準] 相当の度合いに固定されます。 

•内蔵フラッシュと別売のスピードライト（田 317) は発光しません。 

• レリーズモード（の55)び Cl または CH の場合にシャッターボタンを全押しし続けてを連続撮影しません。 
• シャッタースピードは 、 Bulb ( buLb ) または Time 卜 -) に設定できません（口引）。 

& HDR モードの制限について 

HDR モードは、次の機能とは同時に使用でさません： 

• 動画撮影（口 163) 

• オートブラケティング撮影（の 133) 

• 多重露出撮影（田 142) 

国 HDR モードとインターバルタイマー撮影の組み合わせについて 

• HDR モードを [する（連続）] に設定してからインターバルタイマー撮影（口146)を設定すると、 [イン 
ターバルタイマー撮影] で設定されたインターバルで HDR 撮影びでさます。 

• HDR モードび [ずる （1 回)] の場合は、1回だけ HDR モードで撮影した後、インターバルタイマーと HDR 
モードび解除されます。 
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M 関連ぺ-ジ 

• Fn ボタンとコマンドダイヤルで HDR モードと HDR 強度を切り換える 一/ f 2 [Fn ボタンの 機能](口％1 ) 
• プレビューボタンとコマンドダイヤルで HDR モードと HDR 強度を切り換える 一/ f 3 [プレビューボタン 
の 機制（田％ 1) 
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フラッシュ撮影 


内蔵フラッシュを使って撮影する 


このカメラは16 mm レンズの画角をカバーする、ガイドナンパー約12 ( ISO 100 ’ m 、20° C ) の 
フラッシュを内蔵しています。暗いところではもちろん、逆光時や被写体の陰影を弱めたいとき、 
人物の目にキャッチライトを入れたいときなどに、補助光としてち使えます。 

■ ■撮影モード A 居％ミ、•を、化、因、謀、•イ、颗の場合 


1フラッシュモードを設定する （ mii 8) 

2シャッターボタンを半巧しして、ピントを合わ 
せてか5撮影する 

暗いときや逆光のときなど、必要に応じて自動的に内蔵 
フラッシュび上びり、発光します※。フラッシュび不要 
な場合はフラッシュは上びらず、発光しません。 

フラッシュび自動的に上び5ないとき、手で無理に上げ 
ないでください。内蔵フラッシュび破損するおそれびあります。 

※内蔵フラッシュを発光させたくないときは、フラッシュモードを発光禁止にしてください（田118)。 

■■撮影モード P 、 S 、 A 、 M 、 T 1 の場合 


1ち（阻）ボタンを巧して、内蔵フラッシュを 
上げる※ 


2フラッシュモードを設定する （ mii 8) 

• 門の場合、フラッシュモードを設定する必要はありませ 

_ ち（阻）ボタン 

3シャッターボタンを半巧しして、ピントを合わ 
せてか5撮影する 

※内蔵フラッシュを上げているときは、周囲の明るさなどにかかわらず、フラッシュは常に発光します。 
発光させないよラにするには、内蔵フラッシュを収納してください。 




M 測化モードについて 

マルチパターン測光または中央部重点測光に設定すると、 i - TTL - BL 調光になり、スポット測光に設定すると、 
スタンダード i - TTL 調光になりますに[::^之〇)。 





















IIV (フラッシュモード）の設定方法 

ち（日 2) ボタンを巧しなび5、メインコマンドダイヤルを回す 


•フラッシュモードは、表 
示パネルに表示されま 
す。 



ち （02) ボタンメインコマンド 
ダイヤル 





C.C 


表示パネル 


iSf 、 ミ、•を、ん幾、•イ、嗯 


巧 



AUTOI 


通常発光オート（自動発光) 


犀ち 


赤目軽減オート（自動発光) 
+ス□—シャッター 


跨ち 

AUTOI 


⑤ 


赤目軽減オート（自動発光) 


発光禁止 


广も 

SUDw| 

~w~ 


通常発光オート（自動発光) 
+ス□—シャッター 

発光禁止 


P、A 


S、M 


—も 


通常発光 


—ち 


通常発光 


履ち 



否ち 

SLOwj 


ホ目軽減発光 


ホ目軽減発光 
+ス□—シャッター 


履ち 



赤目軽減発光 


後幕発光 



一な 

SLO 叫 

通常発光+ス□ーシャッター 


—ち※ 
rear ] 

後幕発光+ス□ーシャッター 

※フラッシュモードを設定すると、 SLOW の文字も 
表示されます。 



r ち 

I 

通常発光 


@を撮影モードの初期設定 

AiS ?、 ミ、•を、ん•ィ 、嗯 

通常発光オート 

幾 

赤目軽減オート 

巧 

通常発光オート+ 

ス □ー シャツ ター 

f し P 、 S 、 A、M 

通常発光 
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M 内蔵フラッシュを収納する 

内蔵フラッシュを収納するときは、カチッと音びするまで手で軽く押し下げま 
す。バッテ U —の消耗を防ぐため、使用しないとをは常に収納してください。 



0フラッシュモード表示について 

各フラッシュモードのアイコンの意味は次の通りです。 

• AUTO 通常発光才ート（自動発光）：暗いときや逆光のときに、自動的に内蔵フラッシュび上びり、必要に 
応じて発光します。 

• <§>赤目軽減発光：人物撮影に適しています。フラッシュび発光する前に、赤目軽減ランプび点なして、人 
物の目び赤く写る「赤目現象」を軽減します。 

•⑤発光禁止：暗いときや逆光のときでを、内蔵フラッシュは発光しません。 

• SLOW ス□ーシャッター：夜景や夕景をバックにした人物撮影などに適しています。背景をされいに写す 
ために、自動的にシャッタースピードび遅くなります。 

• REAR 後幕発光：通常発光時はシャッターび開くと同時にフラッシュび発光します（先幕発光）び、後幕 
発光ではシャッターび閉じる直前にフラッシュび発光します。動いている被写体の後方に流れる光や軌跡な 
どを表現したい場合などに適しています。 



先幕発光 後幕発光 


M インフォ画面のフラッシュモード表示について 

インフォ画面のフラッシュモードでは、内蔵フラッシュ使用時の発光方式び、次のよラに表示されます。内蔵 
フラッシュの発光方式は、カスタムメニュ ー e 3 [内蔵フラッシュ発光]で設定できます（口252)。 


通常発光 

FP 発光 四 251) 

卜 TTL - BL 調 光 
スタンダード i - TTL 調 光 

d 

\ 

1 

TTL 


— 

マニュアル発光 

i 

\ 

1 

M 


— 

リピーティング発光 

\ 

\ 

1 

RPT 


— 

コマンターモード 

\ 



1 

CMD 


1 





































圓内蔵フラッシュについて 

i-TTL モードでは次のよラな内蔵フラッシュ撮影びできます。 

12016分割 RGB センサーによる測光情報ををとに被写体と背景光のバランスを考慮した BL 
(バランス）調光を行います。シャッターボタンを押すと、内蔵フラッシュびモニター発光 
を行い、被写体と背景光のバランスを考慮した最適な発光量を決定します。 
i-TTL-BL 調光 • G または D タイプレンズ装着時は、レンズから得られた被写体までの距離情報を利用して 
最適な発光量を決定します。 

•非 CPU レンズ装着時は、レンズ情報（開放絞り値（開放 F 値)、焦点距離）を設定すること 
により、より精度び向上しますに QISI)。 

スタンダード 背景の明るさは考慮されず、撮影画面び基準露光量となるよラに調光します。主要被写体の 

i-TTL 調光 I みを強調する場合や、フラッシュ撮影で露出補正する場合に適しています。_ 

• 測光モードびスポット測光に設定されている場合、自動的にスタンダード i-TTL 調光になります。 

&フラッシュ撮影時のごを意 

• 内蔵フラッシュを使って撮影するとをは、被写体から 0.6m じ(上離れてください。 

• 内蔵フラッシュ撮影び可能なレンズについては田313をご覧ください。フラッシュの光びさえぎられるこ 
とびあるので、レンズフードは取り外してください。また、マク□付をズームレンズのマク□領域ではお使 
いになれません。 

•内蔵フラッシュ撮影時は、レリーズモードを Cl または CH に設定してち、連続撮影にはなりません。 

• 内蔵フラッシュを連続して使ラと、発光部を保護するため、一時的に発光び制限され、シャッターびされな 
くなる場合びあります。少し時間をおくと再び使えるよラになります。 

• i-TTL モード時の ISO 感度連動範囲は、100〜6400です。 ISO 感度を6400よりも高感度に設定した場合には、 
距離や絞り値によっては適正な発光量にならないことびあります。 

国内蔵フラッシュ撮影時のシャッタースピード制限について 

内蔵フラッシュ撮影時のシャッタースピード制限は、次のようになります。 

A 进、 P、A、 ミ、 I ん n I— 1/250〜1/125秒 S I— 1/250〜30秒 — 

•を、 深、 •イ 、嗯 / 、 囚 「 1/250〜1秒 M ^1/250〜30秒、 と化, Lb 
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0 内蔵フラッシュの調光節囲（光の届く節囲）と限界絞り値 

内蔵フラッシュは ISO 感度と絞り値によって調光範囲（光の届く範囲）び異なります。下表を参考にしてくだ 
さい。 


ISO 感度および絞り値 調光範囲 


100 

200 

400 

800 

1600 

3200 

6400 

(m) 

1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

約 0.7 〜 8.5 

2 

28 

4 

死 

京 

TT 

而 

約 0.6 〜6 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

16 

22 

約 0.6 〜 4.2 

4 

5.6 

8 

11 

16 

22 

32 

約 0.6 〜3 

5.6 

8 

11 

16 

22 

32 

- 

約 0.6 〜2.] 

8 

11 

16 

22 

32 

- 

- 

約 0.6 〜 1.5 

11 

16 

22 

32 

- 

- 

- 

約 0.6 〜 1.1 

16 

22 

32 

- 

- 

- 

- 

約 0.6 〜 0.8 


※内蔵フラッシュで調光でさる最短撮影距離は 0.6 m です。 


• 撮影モードドでは、内蔵フラッシュ使用時に下表の絞り値よりち絞りを開くことはでさません。 

ISO 感度と開放側を限界絞り~(り 


100 

200 

400 

800 

1600 

3200 

6400 

Z8 

1 お 

1 4 

1 5 

7 雨 

1 な 

1 を 


※制御される絞り値よりも開放絞りび暗い場合は、装着レンズの開放絞りによって制御されます。 


M 関連ぺ-ジ 

• 「才ート FP 八イスピードシンク□について」（口 251) 

•フラッシュの調光量を固定して撮影する 一「調光量を固定して撮影する （ FV □ック)」（田 123) 

• 内蔵フラッシュの同調速度を変更する 一/ el [フラッシュ撮影同調速度] (田 250) 

• フラッシュ時のシャッタースピードを制限するーク e 2 ロラッシュ時シャッタースピード制限] (口 251) 
• 内蔵フラッシュの発光方式を変更する 一 / e 3 [内蔵フラッシュ発光] (口 252) 

• 内蔵フラッシュをコマンダーモードで使用する 一 / e 3 [内蔵フラッシュ発光] (田 252) 

•別売スピードライト（フラッシュ）を使って撮影する 一「使用できるスピードライト」（の317) 



調光量を補正して撮影する（調光補正） 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M のみ 


調光補正とは、フラッシュの発光量を意図的に変えることで、背景に対する被写体の明るさ 
を調整したいとさなどに使います。発光量を多くしてメインの被写体をより明るく照らした 
り、発光量を少なくしてメインの被写体に光び強く当たりすざないよラにするなど、発光量 
の微妙な調整びでさます。 


■■調光補正の設定方法 


ち（日 2) ボタンを巧しなが5、サブコマンドダイヤルを回す 


•調光露出補正値は、表示パネルに表示されます。 
• 調光補正は、1/3段ステップで 一3段〜+1段の範 
囲で設定でさます。 



ち (02) ボタン サブコマンド 

ダイヤル 



•補正量を設定すると、表示パネルとファインダー内表示に 02 
(調光補正）マークび表示されます。 

•ち （日 2) ボタンを巧すと、表示パネルとファインダー内表示で 
設定した補正量を確認でさます。 

.被写体を明るく したいと きは+側に、暗くしたいときは一側に 
補正するのび基本です。 

•調光補正を解除するには、補正量を 0.0 にしてください。カメラ 
の電源を OFF にしてち、補正量の設定は解除されません。 



一 0.3 段補正 


F 弓ぶ 



+1段補正 


M 別売スピードライトの調光補正について 

•別売のスピードライト SB-910、SB- 900、 SB-800、SB-700、SB-600、SB-400、SB-R 200使用時も、調光補 
正びできます。 SB-910、SB- 900、 SB-800、SB-700、SB- 600使用時は、スピードライト側でも調光補正び 
でさます。 

• カメラ側とスピードライト側で同時に調光補正を行ラ場合、両方の補正値を加算します。 

M 関連ぺ-ジ 

•調光補正のステップ幅を変更する 一 / b2 [露出設定ステップ幅] (の240) 

• フラッシュ撮影時に露出補正した場合に調光量を補正するかどうかを設定する64 [フラッシュ使用時 
の露出補正] (口 257) 

• 調光補正値を変ぇなびら撮影する^ 「AE ブラケテイング、フラッシュブラケテイングの撮影方法」（田 133) 
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調光量を固定して撮影する （ FV □ック） 

フラッシュの調光量を□ック（固定）することにより、被写体に調光量を合わせたまま構図 
を変えたり、同じ調光量を維持したまま撮影でさます。被写体び画面の中央にない場合など、 
自由な構図で適切な調光量のフラッシュ撮影び可能です。 

FV □ック中にカメラの ISO 感度や絞り値を変更しても、フラッシュの発光量び補正されるこ 
とにより FV □ックは維持されます。 

1 カスタムメニュ ー f 2 [ Fn ボタンの機能](口259)の 
[巧し時の動作]を [ FV - L ] に設定する 



2内蔵フラッシュを上げる 


•撮影モード P 、 S 、 A 、 M 、 またはでも （日 2) ボタンを押すと、内蔵フラッシュび上びり、 
フラッシュの充電び開始されます。 


•撮影モード を、•を、 A 、 囚、幾、•イ、 嗯では、シャッター 
ボタンを半押しすると、撮影状況に応じて内蔵フラッシュび自 
動的に上びります。 



ち （02) ボタン 


3 被写体にピントを合わせる 

• 発光量を合わせたい被写体を画面の中央でとらえ、 
シャッターボタンを半押しして被写体にピントを合わ 
せます。 
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4 モニター 発光を行う 

• ファインダー内表示にみび点灯していることを確認し、 
Fn ボタンを押すと、フラッシュびモニター発光を行い、 
調光量を計算します。 

• FV □ックび行われ、ファインダー内表示に团 （ FV □ッ 
ク）マークび表示されます。 



Fn ボタン 



50 fIS [广 




6シャッターボタンを全押しして撮影する 

• FV □ック中は、被写体の露出を一定にしたまま複数のコマを撮影することびできます。必要 
に応じて手順5〜6を繰り返してください。 

7 FV □ックを解除する 

•もう一度 Fn ボタンを押すと、 FV □ックび解除され、ファインダー内表示の巧び消巧します。 



内蔵フラッシュの FV □ックについて 

内蔵フラッシュだけを発光させてフラッシュ撮影を行う場合、 FV □ックはカスタムメニュー e 3 [内蔵フラッ 
シュ発光] (口 252) び [ TTL モード] に設定されている場合のみ機能します。 
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M 別売スピードライトの FV □ックについて 

別売のスピードライト（田 317) の発光モードび TTL 、 「モニター発光あり」の AA または A のいずれかに設定さ 
れている場合ち、 FV □ックを行ラことびできます（別売スピードライトの発光モードについては、スピード 
ライトの使用説明書をご覧ください)。カスタムメニュ ー e 3 [内蔵フラッシュ発光] (口 252) を [コマンダー 
モー ド] にして撮影する場合は、主な（マスターフラッシュ）または補助な（リモート）グループのラち、少 
なくとを1グループの発光モードを [ TTL ] または [ AA ] に設定してください。 

M 別売スピードライトの FV □ック時の測光エリアについて 

別売スピードライトを使用した FV □ック時の測光エリアは次のようになります。 


撮影状態 

発光モード 

測光エリア 

1 な撮影時 

i-TTL モード 

画面中央 04 mm 相当 

絞り連動外部自動調光 

スピードライトの外部測光エリア 


i-TTL モード 

全画面 

アドバンストワイヤレスライティング 

絞り連動外部自動調光 


による増な時 

外部自動調光 
(マスタースピードライト） 

スピードライトの外部測光エリア 


因関連ぺージ 

•プレビューボタンを押して FV □ックをする 一 / f3 [プレビューボタンの機能] (田 261) 

• 鮮 AE/AF □ックボタンを押して FV □ックをする 一 / f4 [ AE/AF □ックボタンの機能] (口％ 2) 
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y モコン撮影 


別売のリモコン M し L 3 を使つて撮影する 


別売の IJ モコン ML - L 3 に 0325) を使って、カメラから離れた場所から静止画を撮影するこ 
とびでさます。記念写真など撮影者自身を一緒に写りたいとさや、シャッターボタンを押す 
とさの手ブレを軽減したいとさなどにお使いください。 IJ モコン撮影時は、王脚などを使つ 
てカメラを固定してください。 


1撮影メニューの[リモコンモード設定 
( ML - L 3)] を選ぶ 

•MENU ボタンを押して、撮影メニューの [リモコ 
ンモード設定 （ ML - L 3)] を選んでマルチセレ 
クターの►を押します。 [ IJ モコンモード設定 
( ML - じ)]画面び表示されます。 

2リモコンモードを設定する 

• 設定したい IJ モコンモー ドを選んで®ボタンを押すと 、 IJ モコンモー ドに切り替わります。 


i 2 s 2砂リモコン 

ML - L 3 の送信ボタンを押すと、2秒後にシャッターびされます。 

1 瞬時リモコン 

ML - L 3 の送信ボタンを押すと、すぐにシャッターびされます。 

§Mup ミラーアップ 

U モコン 

ML - L 3 の送信ボタンを押すと、ミラーアップします。をう一度 ML - L 3 の 
送信ボタンを押すと、撮影でさます。撮影時にミラーアップの振動によ 
るブレを防ぐことびでさます。 


•[しない] を選ぶと、 ML - じの送信ボタンを押しても、撮影を行いません。 


3 構図を巧める 

• オートフォーカスで撮影する場合、撮影を開始する前にカメラのシャッターボタンを半押し 
して、ピント合わせを行ってください（このとさ全押ししても、シャッターはされません)。 



&別売のリモコン ML-L3 をはじめておほいになるときのごミ 主意 

U モコンにはさんである透明の絶縁シートを引さ抜いてください。 

&リモコン ML-L3 ほ用時の制限について 

• U モコン ML-L3 使用時は、レ U- ズモードダイヤル（の 55) での設定は無効になり、撮影メニューの[リ 
モコンモード設定 （ ML - L 3)] の内容で撮影を行います。 

•ライブビューセレクターび1の場合にカスタムメニュー g4 [シャッターボタンの機能]び[動画撮影] 
(口％ 7) のときは、リモコン ML-L3 は使えません。 





















4 ML-L3 の送信ボタンを巧す 

• 5 mlU 内の距離から、 ML - L 3 の送信部をカメラの IJ モコン受光部 
に向け、送信ボタンを押してください （ IJ モコン受光部は、カメ 
ラ前面と背面の2力所にあります、田3、5)。 


5 撮影する 

• 2秒 U モコンモードではセルフタイマーランプび約2秒間点打してからシャッターびきれます。 
• 瞬時 IJ モコンモードではすぐにシャッターびされ、撮影後にセルフタイマーランプび一瞬 
点灯します。 

•ミラーアップ U モコンモードの場合、 ML - L 3 の送信ボタンを]回押すと、ミラーアップしま 
す。ちう一度送信ボタンを押すと、シャッターびされ、撮影後にセルフタイマーランプび 
一瞬点灯します。 


• 2秒リモコンモードと瞬時 IJ モコンモードでの撮影時のフオーカス動作は、ファインダー撮 
影時の AF モード（口 69) の設定によって、次のように異なります。 


AF-A 

AF-S 

ピントび合ってから約2砂後、または瞬時にシャッターびされます。ピントび合わな 
い場合は、待機状態に戻ります。ただし、すでにピントび合っているときはピント合 
わせを行わず、シャッターびされます。 

AF-C 

ピント合わせは行わず、 ML - L 3 の送信ボタンを押してから約2砂後、または瞬時に 

I シャッターびされます。 


•ライブビュー撮影時、2秒 IJ モコンモードでは、ピントび合ってから約2秒後に、瞬時 U モ 
コンモードでは瞬時にシャッターびされます（ピントび合わなくてもシャッターはされま 
す)。 

• ミラーアップ U モコンモードでの撮影時は、オートフオーカスと測光は行いません。 



M 5ラーアップ U モコンモードについて 

• ミラーアップ中は、ファインダーで構図を確認でさません。 

• ML - L 3 の送信ボタンを1回押してミラーアップした後約30秒経過すると、自動的にシャッターびきれます。 

M リモコンモード 設定 （ML-L3) の解除について 

次の場合、 U モコンモードを解除します。 

•撮影を行わないまま、カスタムメニュー c 5 [リモコン待機時間 （ ML - L 3)] (田 243) で設定したリモコン 
待機時間び過ざた場合 

• [リモコンモード設定 （ ML - L 3)] で[しない]を選んだ場合 

• ッーボタン U セットを行った場合（口 131) 

• [撮影メニューのリセット]を行った場合 
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M リモコン撮影時のフラッシュについて 

• 内蔵フラッシュび発光する撮影モード（口117、 P 、 S 、 A 、 M 、 を除く）では、リモコンの受信待機状態にな 
るとフラッシュの充電び始まり、充電完了後に ML - L 3 の送信ボタンを押すと、必要に応じて内蔵フラッシュ 
び自動的に上びり発光します。フラッシュの充電中に ML - L 3 の送信ボタンを押してを、カメラは反応しませ 
ん。しばらく待ってから送信ボタンを押してください。 

• 撮影モード P 、 S 、 A 、 M 、 でフラッシュを使って撮影したいときは、撮影を開始する前にみ （日 2) ボタンを 
押して内蔵フラッシュを上げ、ファインダー内表示のちび点なするまでお待ちください（田117)。 ML - L 3 
の送信ボタンを押した後にフラッシュを上げると、撮影は中止されます。 

• 瞬時 U モコンモード、三ラーアップ U モコンモードの場合、赤目軽減発光（田 119) を組み合わせたフラッ 
シュモードでは、赤目軽減ランプび約1秒間点なしてからシャッターびされます。2秒 U モコンモードの場 
合、セルフタイマーランプび約2秒間点なした後、赤目軽減のために赤目軽減ランプび約1秒間点なしてか 
らシャッターびされます。 

M 関連ぺ-ジ 

• リモコン撮影の受信待機時間を変更する 一 / C5 [リモコン待機時間 （ ML - L 3)] (口 243) 

• U モコン撮影時の電子音を設定する 一/ d 1 [電子音設定] (の 244) 

•付属のアイピースキヤップを使う 一「ファインダーから顔を離して撮影するとをは」（口 58) 
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別売のワイヤレスリモートコントローラーを 
使って撮影する 


別売のワイヤレス IJ モートコント□-ラー WR -] に 0325) や、ワイヤレス U モートコント 
□-ラー WR - R 10 と WR - T 10 に 0325) を使うと、ワイヤレス U モートコント□-ラーの 
シャッターボタンをカメラのシャッターボタンと同様に操作して撮影できます。連続撮影や 
セルフタイマー撮影ち無線での遠隔撮影で行えます。 


ワイヤレスリモートコント□-ラー WR -1 

WR -1 をカメラのアクセサ U —ターミナルに接続すると、別の WR -] からの操作で無線での 
遠隔撮影を行えます。 


dUUb 

© © 

戀 

一。一 

送信機のシャッター 
ボタンを押す 


のの说ぶリ3 



受信機を取り付けた 
カメラで撮影 


ワイヤレスリモートコント□-ラー WR - R 10/ WR - T 10 

WR - R 10 (送受信機）をカメラに取り付けると、 WR - T 10 (送信機）からの操作で無線での遠 
隔撮影を行えます。 




WR - T 10 (送信機）の 
シャッターボタンを押す 


WR - R 10 (送受信機）を 
取り付けたカメラで撮影 
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撮影の便利な機能 


がのな機能を初期設定に戻す（ツ-ポタンリセット) 


ツーボタン U セットにより、簡単にカメラの設定を初期 
状態に戻すことびでさます。 

( ISO ) ボタンと因ボタン（それぞれのボタンに緑 
色の•びついています）を同時に約2秒間押すと、一瞬 
表示 y (ネルの表示び消え、次の各機能び初期設定状態に 
戻ります。 


因 ボタン 



勺 H ( ISO ) ボタン 




画質 モード 

NORMAL 

64 

画像 サイズ 

サイズ L 

67 

ホワイトバランス 

AUT 01 標準 

87 

I 微調整値 

A-B : 0、 G-M : 0 

89 

HDR (八イダイナミックレ 
ンジ） 

解除^ 1 

114 

ISO 感度 

¥ 

撮影 

P 、 S 、 A、M む外 

才ート 

77 

モード 

P 、 S 、 A 、 M 

100 

感度自動制御 

しない 

79 

リモコンモード 設定 
( ML - L 3) 

しない 

127 

インターバルタイマー 撮影 

解除^ 2 

146 


ファインダー 撮影 時の AF 


AF モ- 




撮影 

因 

AF-S 

69 

モード 

固し:^外 

AF-A 

AF エリアモード 


ん2、 f し因、 違、 

シングルポイント 



画]、国 

AF 



も •ィ 

ダイナミック AF • 


撮影 

51点 

71 

モード 

4进、⑥、ミ、 圆、 を、 

因、固、深、蘇、童、 

由、 9、を、 颗\グ、 

P 、 S 、 A、M 

才ートエリア AF 




の 


ライブビュー/動画撮影時の AF 

AF モード 

1 シングル AF ヴーボ 

156 

AF エリアモード 


ス 、固、 W 、 固、嗯、 

グ、里、画、 国、 P 、 S 、 

ワイドエ U ァ AF 


撮影 

A、M 



モード 

ん " 

ノーマルエ U ア AF 

157 

A « S ?、 ⑥、を、 圆、を、 

因、 深、說、窒 、と、 

2、 みを 

顔認識 AF 




フ オー カスポイント※3 

中央 

73 

測光モード 

マルチパターン測光 

81 

AE-L (ホールド） 

解除 

74' 

83 

オートブラケティング 

解除 

133 

[ピクチャーコント □ —ル] 

の 調整値^ 4 

解除 

105 

フラッシュ調光補正 

解除の. 0) 

122 

露出捕正 

解除の. 0) 

85 

露出ディレーモード 

しない 

247 

フラッシュモード 


A « S ?、 ミ、 を、ん •ん 

通常発光オート 


撮影 

深 

赤目軽減オート 

118 

モード 

因 

通常発光オート+ 
ス□—シャッター 



f し P 、 S 、 A、M 

通常発光 
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m 


FV □ック 

解除 

123 

を重露出 ~ 

解除^ 5 

142 

プ□グラムシフト 

解除 

46 

プラス RAW 記録 ^ 

解除 

259 

カラー スケッチ嗯 

色の濃さ 

0 

182 

線の濃さ 

0 

ミニチュア効果が？ 

効果をかける方向 

横方向 

183 

効果をかける幅 I 

標準 

セレクト カラー グ 

抽出した色 

リセット 

184 

色の感度 

3 


HDR モードび[ずる（連続)]または[ずる （1 回)] 
の場合は[しない]に設定されます。 HDR 強度は 
初期設定には戻りません。 

《2インターバルタイマー撮影び中断されます。開始 
時刻、撮影間隔、撮影回数 X コマ数は初期設定に 
は戻りません。 

《3 AF エ U アモードび才ートエ U ア AF のときは、フオー 
カスポイントは表示されません。 

《4現在選択中のピクチャーコント□ールのみ解除さ 
れます。 

《5多重露出撮影び中断され、その時点までの露光結 
果だけを重ね合わせた画像び記録されます。また、 
多重露出モードび[する（連続)]または[ずる （1 
回)]の場合は[しない]に設定されます。コマ数 
と自動ゲイン補正は初期設定には戻りません。 
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露出や調光、ホワイトバランス、 

アクティブ D - ライティングを巧えなが6 

撮影するけートブラケテイング撮影） 撮影モ-ドい、 A 、 M のみ 


明るさ（露出）、フラッシュの発光量、ホワイトバランス、アクティブ D - ライティング (ADD 
の設定をカメラび自動的に変えなびら撮影します。画像の明るさやフラッシュの発光量の調 
整び難しい場合や複数の光源び混在していてホワイトバランスを決めに<い場合の撮影に効 
果的です。 

■■AE ブラケティング、フラッシュブラケティングの撮影方法 

露出値 ( AE ) とフラッシュの発光量を変えなびら撮影します。 


1カスタムメニュー e 6 [オートブラケティ 
ングのセット]で [AE •フラッシュブラ 
ケティング]を選ぶ 


•MENU ボタンを押して、カスタムメニュ ー e 6 

[オートブラケティングのセット] で [AE •フ 
ラッシュブラケティング] を選んで®ボタンを 
押します。 

• [ AE ブラケティング]、[フラッシュブラケティ 

ング] を選んだ場合ち操作は同じです。 



MENU ボタン 



e 6 トトフうケティングのセット 


〇 



Y AE AE ブラケティンブ 


^ %フラッシュフラケテインブ 

I WB WB フラケテインブ 
巧 ADL フラケティング 



圓 AE ブラケティング、フラッシュブラケティングについて 

[AE • フラッシュブラケティング]では、 AE ブラケティングとフラッシュブラケティングを同時に行います。 
AE ブラケティングだけを行いたいとさは [AE ブラケティング]を、フラッシュブラケティングだけを行いた 
いときは[フラッシュブラケティング]を選びます。フラッシュブラケティングは、 i - TTL 調光時および絞り 
連動外部自動調光時（別売の絞り連動外部自動調光対応スピードライト使用時のみ）に使用でさます（田120、 
319)。 
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2 撮影コマ数を設定する 

• BKT ボタンを押しなびらメインコマンドダイヤルを回すと、表示パネルの撮影コマ数とブ 
ラケティングバーグラフの表示び変化します。設定したい撮影コマ数に合わせてください。 


撮影コマ数 


ブラケテイング 
バーグラフ 


BKT ボタン メインコマンド 表示パネル 

ダイヤル 



•表示パネルに皿マークび、ファインダー内 
表示に BKT び点灯します。 



ファインダー内表示 


3 補正ステップ （0.3 段〜3段）を設定する 

• BKT ボタンを押しなびらサブコマンドダイヤルを回すと、表示パネルの補正ステップ表示 
び変化します。設定したい補正ステップに合わせてください。 

111 uuiiim 

麵 

巳 KT ボタン サブコマンドダイヤル 表示パネル 


3F IJJ 

皿 - ||P — 


-補正ステップ 



•補正ステップび 0.3 段のとさの撮影コマ数と撮影順序は次の表の通りです。 


表示パネル 

ブラケティングバーグラフ 

撮影コマ数 

撮影順序 

-卜が 

〇ご 

Li.n 

が 

3 

0/ + 0.3/ + 0.7 

--が 

〇ご 

u.r< 

-川 

3 

0/-0.7/- 0.3 

ィぶ 

m ご 

U.Zl 

い 

2 

0/ + 0.3 

〜が 

〇ご 
U.JI 

— 1| 

2 

0/-0.3 

が 

〇ご 

u.n 

"■ + 

3 

0/- 0.3/+ 0.3 

5 F 

»つご 

u.n 

-川 ■►+ 

5 

0/- 0.7/-0.3/+ 0.3/+ 0.7 
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4 撮影する 


為 


1設定した撮影コマ数を撮影してください。 

1シャッタースピードと絞り値は補正された値び表示されます。 

1撮影するたびに、表示パネルのブラケティングバーグラフから、コマ数を示す表示び消え 
ます。 



• AE ブラケティングと露出補正（の 85) を同時に設定すると、両方の補正値び加算された 
AE ブラケティング撮影び行えます。+4段を超える AE ブラケティング撮影を行うとさに便 
利です。 


因関連ぺ-ジ 

•オートブラケティングの補正ステップ幅を変更する 一 / b 2 [露出設定ステップ幅](田 240) 
•才ートブラケテイングの撮影順を変更する 一 / e 7 [ BKT の順風（口 257) 
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0AE ブラケテイング、フラッシュブラケテイング撮影をやめるには 

BKT ボタンを押しなびらメインコマンドダイヤルを回して、表示パネルのブラケティングバーグラフを消して 
ください（皿アイコンび消なします)。 

圓 AE •フラッシュブラケテイング、 AE ブラケテイング、フラッシュブラケテイング撮 
影について 

• レリーズモード（の55)を CL または CH にセットして連続撮影する場合、シャッターボタンを押し続ける 
と、セットしたコマ数の撮影び終了した時点でいったん停止し、シャッターボタンを押し直すと次の連続撮 
影び巧能になります。 

•セルフタイマー撮影時（田 57) には、シャッターボタンを全押しすると、カスタムメニュー c 3 [セルフタ 
イマー](田 242) の[連続撮影間隔]で設定した撮影間隔で撮影します。ただし、 C 3 の[撮影コマ数]で 
設定した撮影コマ数にかかわらず、田134の手順2で設定した撮影コマ数び1コマずつ撮影されます。 

• 撮影中に電源を OFF にしてを、再び ON にすれば撮影を再開できます。 

• 撮影中に SD 力ードの残量びなくなっても、残量のある他の SD 力ードに交換すれば残りを撮影でさます。 

@ AE ブラケテイング 

AE ブラケティングでは、撮影モードによって補正される内容（シャッタースピード、絞り値）び異なります。 


撮影モード 

変化ずる内容 

P 

シャッタースピードと絞り値※1 

S 

絞り値^1 

A 

シャッタ—スピード※1 

M 

シャッタースピード※2 


撮影メニユー [ISO 感度設定]の[感度自動制御](口 79) び[する]のときは、シャツタースピードや 
絞り値び制御範囲を超えると、自動的に ISO 感度び変化します。 

《2撮影メニユー [ISO 感度設定]の[感度自動制御](口 79) び[ずる]のときは、まず ISO 感度を変化さ 
せて基準となる露出を適正露出に近づけてから、オートブラケティングでシヤツタースピードを変化させ 
ます。 
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IIWB ブラケティングの撮影方法 

ホワイトバランスの色温度を変えなびら撮影します。ホワイトバランスについての説明は、 
田87をご覧ください。 


1カスタムメニュー e 6 [オートブラケティングのセツ 
卜]で [ WB ブラケティング]を選ぶ 



2撮影コマ数を設定する 

• BKT ボタンを押しなびらメインコマンドダイヤルを回すと、表示パネルの撮影コマ数とブ 
ラケティングバーグラフの表示び変化します。設定したい撮影コマ数に合わせてください。 



巳 KT ボタン メインコマンド 

ダイヤル 



撮影コマ数 

ブラケテイング 
バーグラフ 


表示パネル 


•表示パネルに晒 H 皿マークび、ファインダー 
内表示に BKT び点灯します。 



ファインダー内表示 


& WB ブラケテイングの制限について 

WB ブラケティングは、 RAW を含む画質モードでは使用できません。 
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3 補正ステップを設定する 

• BKT ボタンを押しなびらサブコマンドダイヤルを回すと、表示パネルの補正ステップ表示 
び変化します。設定したい補正ステップに合わせてください。 



•補正ステップは、] (1 段)、2 (2 段)、3 (3 段）から選ぶことびでさます。 

•ホワイトバランス補正ステップの1段は、約5ミレッドに相当します（口90)。 A ち向に数 
び大さくなるごとにアンバーび強くなります。目ち向に数び大さくなるごとにブルーび強く 
なります （ msg )。 

• 補正ステップび1のとさの撮影コマ数と撮影順序は次の表の通りです。 


表示パネル 

ブラケティングバーグラフ 

撮影コマ数 

補正ステップ 

撮影順序 

b が 1 

+ 川 

3 

B 方向 1 段 

0/ B 1/ B 2 

巧が ； 

ぃ + 

3 

A 方向 1 段 

0/ A 2/ A 1 

b が 1 

+ U 

2 

B 方向 1 段 

0/ B 1 

巧が j 

い 

2 

A 方向 1 段 

0/ A 1 

が 1 

+ "■ + 

3 

各方向 1 段 

0/ A 1/ B 1 

SF 1 

+ 川 

5 

各方向 1 段 

0/ A 2/ A 1/ B 1/ B 2 


4撮影する 



• シャッターボタンを]回全押しすると、設定した全てのコマ 
数の画像び記録されます。 

• ホワイトバランスを微調整している場合は、微調整値に WB 
ブラケティングの補正ステップび加算されます。 

• WB ブラケティングの撮影コマ数び記録可能コマ数より多い 
場合、表示パネルに？ uLL び、ファインダー内表示に fuL 
びち図のように点滅し、シャッターびされません（表示パネ 
ルの残量のないメモ U —カードのアイコンち点滅します）。 
新しい SD カードに交換すると撮影でさます。 
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M WB ブラケティング撮影をやめるには 

BKT ボタンを押しなびらメイン〕マンドダイヤルを回して、表示パネルのブラケティングバーグラフを消して 
ください（画皿アイコンび消なします)。 

。 WB ブラケテイング撮影について 

• WB ブラケティングでは、色温度 （A (アンバー）から目（ブルー）への横方向）の補正のみを行います（口89)。 

G (グリーン）から M (マゼンタ）への縦方向の補正は行いません。 

• 撮影中に電源を OFF にした場合、全てのコマの記録び終了してから電源び切れます。 

•セルフタイマー撮影時（田 57) には、シャッターボタンを全押しすると、カスタムメニュー c 3 [セルフタ 
イマー]の[撮影コマ数](田 242) で設定した撮影コマ数にかかわらず、田137の手順2で設定した撮影 
コマ数び全て記録されます。 

M 関連ぺ-ジ 

「ミレッド ( MIRED ) について」（口 90) 
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IIADL ブラケティングの撮影方法 

アクティブ D - ライティングの効果の度合いを変えなびら撮影します。アクティブ D - ライティ 
ングについての説明は、 mi 12をご覧ください。 


1カスタムメニュー e 6 [オートブラケティングのセツ 
卜]で [ ADL ブラケティング]を選ぶ 



2 撮影コマ数 （2 コマまたは3コマ）を設定する 

• BKT ボタンを押しなびらメインコマンドダイヤルを回すと、表示パネルの撮影コマ数とブ 
ラケティングバーグラフの表示び変化します。設定したい撮影コマ数に合わせてください。 



巳 KT ボタン メインコマンド 

ダイヤル 


FIdi 

圆 B 皿 


'霞 


撮影コマ数 

ブラケテイング 
バーグラフ 


表示パネル 


•表示パネルに晒®皿1マークび、ファインダー 
内表示に BKT び点なします。 



ファインダー内表示 



•設定した撮影コマ数により、ブラケティングの内容び次のように異なります。 


撮影コマ数 

ブラケティング 
バーグラフ 

ブラケティングの内容 

が 

|| 

[しない]一（撮影メニュー[アクティブ D - ライティング]で 

設定されている効果の度合い）^の順に撮影 

が 

い 

[しない] 

-[標準] ^ [強め]の順に撮影 


※撮影メニュー[アクティブ D - ライティング]で[しない]び選ばれている場合は、[才ート]で撮影します。 
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3 撮影する 

• 設定した撮影コマ数を撮影してください。 

• 撮影するたびに、表示パネルのブラケティングバーグラフから 
アイコンび消えます。 

-撮影 コマ 数び 2コマの 場合： I ■一 ■ (補正なし 一 補正あり） 

-撮影 コマ 数び 3コマの 場合： I ■►一 ■►一 ►(補正なし 一 標準 一 

強め） 


お 
I C* 5 F 弓 .5 



個 に , 5 

fS.S 

図 曲 iB 团 ( 

3— 马 

□ R r 

I AF-A 1 

己 

組 ] K 

NORM 咖 A 


M ADL ブラケティング撮影をやめるには 

BKT ボタンを押しなびらメインコマンドダイヤルを回して、表示パネルのブラケティングバーグラフを消して 
ください（曲 B 皿アイコンび消なします)。 

M ADL ブラケティング撮影について 

• レ U —ズモード（の 55) を CL または CH にセットして連続撮影する場合、シャッターボタンを押し続けると、 
セットしたコマ数の撮影び終了した時点でいったん停止し、シャッターボタンを押し直すと次の連続撮影び 
巧能になります。 

•セルフタイマー撮影時（田 57) には、シャッターボタンを全押しすると、カスタムメニュー c 3 [セルフタ 
イマー](田 242) の[連続撮影間隔]で設定した撮影間隔で撮影します。ただし、 C 3 の[撮影コマ数]で 
設定した撮影コマ数にかかわらず、田140の手順2で設定した撮影コマ数び1コマずつ撮影されます。 

• 撮影中に電源を OFF にしても、もう一度 ON にすれば撮影を再開できます。 

• 撮影中に SD カードの残量びなくなってを、残量のある他の SD カードに交換すれば残りを撮影でさます。 
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1 つの画像に重ねて写し込む（ミ重露出撮影） 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M のみ 

多重露出撮影は2〜3コマまで重ねて写し込み、 ] つの画像として記録します。通常のアプ IJ 
ケーシヨンソフトウエアなどで後から画像を合成する場合と比べ、階調特性に優れた画像に 
なります。 

■■を重露出の撮影方法 


1撮影メニューの[多重露出]を選ぶ 

•MENU ボタンを押して、撮影メニューの 该重露 
出] を選んで、マルチセレクターの►を押しま 
す。 



2 [多重露出モード]を設定する 

•[多重露出モード] を選んで、►を押します。 


• ▲または▼を押して多重露出モードを設定し、@ボ 
タンを押します。 




ON 二ずる（連続） 

同じ設定で続けて多重露出撮影します。多重露出撮影を解除するには、を 
う一度 [多重露出モード] を選んで [しない] を選択してください。 

ずる （1 回） 

多重露出撮影を終了すると、多重露出び解除されます。 

しない 

多重露出撮影を解除します。 


• [する（連続)] または [する （1 回)] を選ぶと、多重露出の撮影 
待機状態になり、表示パネルに因マークび点なします。 


極 に ' 5 

fS.S 

図 

叫瓦 rai 

因 < 

い—り K 

… J 

NORM| 四回 A ' • 
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3 [コマ数](露光回数）を設定する 

• [コマ数] を選んで、►を押します。 



• ▲または▼を押して露光回数を設定し、©ボタンを 
押します。 




4 [自動ゲイン補正]を設定する 

• [自動ゲイン補正] を選んで、►を押します。 



•自動ゲイン補正の設定後、 ® ボタンを押します。 




ずる 

重ね合わせた画像の露出び適正になるよラに、露光回数に合わせて自動的にゲイ 
ン（出力）を補正します。ただし、背景び暗いとさは [しない] にすることをお 
すすめします。 

•各コマのゲインは、「1-露光回数」となります。たとえば、露光回数び「2コ 
マ」の場合は1/2、「3コマ」の場合は1/3になります。 

しない 

ゲインを補正せず、全ての露光結果をそのまま重ね合わせます。 


51回目の撮影をする 

•撮影を始めると、画マークび点滅します。 



6 2 回目 1U 降の撮影をする 

• [する（連続)] の場合、 [多重露出モード] で [しな 

し、] を選んで多重露出モードを解除するまで、多重 
露出撮影でさます。 



4^^ 

•'?5 fS.S 


園 留 

f 曲 1 □ 

L _ 

思 n ぶ ] K 

NORM 

m A 


•多重露出モードび [する （1 回)] の場合、手順3で設定したコマ数分の撮影をすると、多 
重露出撮影び解除され、画マークび消灯します。 
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を重露出撮影時のごを意 

• 多重露出撮影中にカメラを操作しない状態び続いた場合、カスタムメニュ ー c 2 [半巧しタイマー](口 242) 
で設定した時間に30秒を加えた時間び過ざると、自動的に撮影を終了します（終了する前に撮影した画像 
は記録されます）。撮影間隔び長くなる場合は、 C2 [半巧しタイマー]を長めに設定することをおすすめし 
ます。 

• 多重露出撮影中は、ライブビュー撮影びでさません。 

• 多重露出モードを[ずる（連続)]または[ずる （1 回)]に設定していてを、ライブビュー表示にすると[し 
ない]になります。 

• 自動ゲイン補正（口 143) を[しない]に設定した場合、ノイズ（ざらつき、むら、すじ）び発生しやすく 
なります。 

• 多重露出による撮影中は、 SD カードを交換しないでください。 

• レリーズモード（口 55) を CL または CH に設定して撮影する場合、多重露出モードび[ずる （1 回)]のとき 
は、シャッターボタンを押し続けると、多重露出で設定された撮影コマ数の撮影後、多重露出撮影を解除し 
ます。[する（連続)]のとさは、シャッターボタンを押し続けている間、多重露出で設定された撮影コマ数 
で多重露出撮影を繰り返します。 

•セルフタイマー撮影時（田 57) には、シャッターボタンを全押しすると、カスタムメニュー c 3 [セルフタ 
イマー](田 242) の[連続撮影間隔]で設定した撮影間隔で撮影します。ただし、 C 3 の[撮影コマ数]で 
設定した撮影コマ数にかかわらず、多重露出で設定した撮影コマ数の撮影び終了した時点で画像び記録され 
ます。 

•多重露出の撮影データ（撮影曰時、測光モード、シャッタースピード、絞り値、撮影モード、露出補正値、 
焦点距離、縦横位置情報など）は、1コマ目の内容になります。 



144 



II 多重露出撮影を中断するには 


設定したコマ数分を撮影する前に多重露出撮影を中断するには、多 
重露出モードを [しない] に設定します。多重露出撮影を中断する 
と、その時点までの露光結果だけを重ね合わせた画像び記録されま 
す （ [自動ゲイン補正] を [する] にしていたときは、露光回数に 
合わせてゲイン補正び行われます）。 

このほか、次の場合を、多重露出は中断されます。 

•ツーボタン IJ セット（口 131) を行ったとき 
• カメラの電源を OFF にしたとき 
•パ' ッテ U —の残量びなくなったとき 
• 多重露出中に撮影した画像を削除したとさ 




0を重露出とインターバルタイマー撮影の組み合わせについて 

多重露出を設定してから1コマ目を撮影する前にインターバルタイマー撮影（田146)を設定すると、設定さ 
れたインターバルで多重露出撮影びでさます。この場合、[インターバルタイマー撮影]で設定されたインター 
バルで1コマずつ撮影され、[を重露出]で設定されたコマ数の撮影び終了すると、インターバルタイマー撮 
影を解除します。多重露出び[する （1 回)]の場合は、多重露出を解除されます。 

M 多重露出撮影時に利用でをない機能について 

多重露出撮影中は SD カードの初期化はでさません。また、一部のメニュー項目びグレーで表示されて選べま 
せん。 
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設定した巧搞で撮影する（インターバルタイマー撮影） 

このカメラは、設定した開始ち法側時または設定時刻）と時間間隔で自動的に撮影を行う、 
インターバルタイマー撮影び可能です。つぼみびゆっくりと開<様テや、蝶び羽化する様テ 
などを記録したい場合などに便利です。インターバルタイマー撮影は、レ IJ ーズモードを S 、 
Cl 、 Ch または Q に設定して撮影してください(口55)。 

II インターバルタイマー撮影の開始 


1撮影メニューの[インターバルタイマー 
撮影]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、撮影メニューの [イン 
ターバルタイマー撮影] を選んでマルチセレク 
ターの►を押します。[インターバルタイマー 
撮影]画面び表示されます。 



MENU ボタン 


2 [開始トリガー](開始方法）を設定する 

•すぐに撮影する場合、[即時スタート] を選んで►を 

押します（手順4へ)。 

•開始時間をミ夫めて撮影する場合、[開始時刻設定] を 

選んで►を押します（手順3へ)。 



3 [開始時刻]を設定する 

• ◄または►を押して時間、分を選び、▲または▼を 
押して数値を設定後、►を押します。 

• [開始トリガー] で [即時スタート] を選んだ場合、 

この画面は表示されません。 



I インターバルタイマー撮影 I 

E ち 開始時刻 


' I ◄ の:を 

Y ’ 

► 

d I 四 

偏[ち10:05 〜 ] 

■ 000 ： or 00" 

6001 XI =0001 

©09:30 

1 巧移動 1 


4 [撮影間隔](インターバル）を設定する 



• ◄または►を押して時間、分、秒を選び、▲または 
▼を押して数値を設定後、►を押します。 

• 撮影間隔は、想定されるシャッタースピードに]回の 
コマ数（手順 5) を掛けた値よりち長い時間を設定し 
て < ださい。 



1,,インターパルタイマー撮影 1 

S 父 •損お 間隔 


◄ 四；の' 

Y 

面" ► 

d '- 四 
偏ち)10:05 〜 
■[散 00:01 00” ] 

©001 XI =0001 

毎 09:30 

1 巧移動 1 


•撮影間隔び充分な長さに設定されていない場合は、設定した [撮影回数 X コマ数] (手順 5) 
で撮影でさないことびあります。 


&インターバルタイマー撮影を開始する前に 

• 試し撮りをすることをおすすめします。 

•あらかじめセットアップメニューの [地域と日時] (の272)で日時び正確に設定されていることを確認し 
て < ださい。 

• カメラを王脚に固定することをおすすめします。 

• 撮影中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー EN - EL 15、 または別売のパワーコネク 
ター EP -5 目と AC アダプター EH -5 b をお使いください。 
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5 [撮影回数 X コマ数]を設定する 

• ◄ または►を押して撮影回数と]回のコマ数を1巧ず 
つ選び、▲または▼を押して数値を設定後、►を押 
します。 



6インターバルタイマー撮影を開始する 

•[開始] を選んで®ボタンを押します。 欄始トリ 
ガー] で [即時スタート] を選んだ場合は、約3秒後 
に撮影を開始します。 [開始時刻設定] を選んだ場合 
は、設定した時刻に撮影を開始します。 

• 設定した撮影間隔とコマ数で撮影を繰り返します。 





•設定のみを行いたいときは、 [終了] を選んで®ボタンを押すと、撮影メニューに戻ります。 
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インターパルタイマー撮影についてのごを意 

• 実際のインターバルタイマー撮影には、インターバル時間の他、シャッタースピードやカメラび処理を行ラ 
時間などび含まれます。撮影間隔び充分な長さに設定されていない場合は、設定した撮影間隔で撮影でさ 
ず、その回の撮影びキャンセルされることびあります（田150)。 

• 設定した [開始時刻] び現在時刻後1分!; I 内の場合や、シャッタースピードび Bulb ( buLb ) や Time (--) 
の場合など、インターバルタイマー撮影を開始でさないとさには警告メッセージを表示します。 

• SD カードのメモ U —残量びない場合、撮影時刻ごとにカウントは進みますび、実際の撮影は行われません。 
メモ U —残量のある SD カードに交換し、インターバルタイマー撮影を再開してください（田149)。 

• ファインダーから顔を離して撮影するとさは、ファインダーからの光び適正露出や画像に影響を与えること 
を防ぐため、付属のアイピースキャップ DK -5 を取り付けることをおすすめします（田58)。 

M 才ートブラケティングとインターバルタイマー撮影の組み合わせについて 

• インターバルタイマー撮影とオートブラケティングを同時に行ラ場合は、オートブラケティングを先にセッ 
卜してからインターバルタイマーを設定してください。 

• インターバルタイマー撮影時に AE •フラッシュブラケティング、 AE ブラケティング、フラッシュブラケティ 
ングまたは ADL ブラケティングを行う場合は、撮影時間ごとにオートブラケティングで設定したコマ数び撮 
影されます。 

• インターバルタイマー撮影時に WB ブラケティングを行う場合は、撮影時間ごとに1コマ撮影し、オートブラ 
ケティングで設定したコマ数び記録されます。 


M インターパルタイマー撮影の待機が態について 

インターバルタイマー撮影の待機状態では、表示パネルに四四マークび点滅し 
ます。撮影直前になるとシャッタースピード表示部に残りの撮影回数を、絞り 
値表示部にその回の残りの撮影コマ数を、それぞれ表示します。 

• 待機状態でシャッターボタンを半押しすると、残りの撮影回数と撮影コマ数 
を表术します。 

. 撮影メニューから [インターバルタイマー撮影] を選ぶと、液晶モニターの 
インターバル設定画面に撮影動作、開始時刻、撮影間隔、残りの撮影回数と 
撮影コマ数び表示されます。ただし、 [撮影動作] (なページ参照）外の設 
定変更はでさません。 




148 













II インターバルタイマー撮影の一時停止と再開 

次の場合はインターバルタイマー撮影び一時停止状態になります。 

• 撮影待機中に®ボタンを押したとき 

•[撮影動作] で [一時停止] を選んで、 感) ボタンを押したとき 

•電源を OFF にして、再度 ON にしたとき情源び OFF の間にバッテ U — や SD 力ードを交換し 
てを、一時停止状態び持続します。） 

• レ U —ズモードをのまたは MUP に切り換えたとさ 

インターバルタイマー撮影を再開する手順は次の通りです。 


1 [開始トリガー] ( mi 46) を設定する 

•[開始トリガー] を選んですぐに撮影する場合は旧 P 
時スタート] を、開始時刻を設定する場合は [開始 
時刻設定] を選んで►を押します。 

• [開始時刻設定] を選んだときは、開始時刻を設定し 
ます。 



2 インターバルタイマー撮影を再開する 

• 属亂を選んで®ボタンを押すと撮影を再開します。 
•撮影途中の回で停止状態になった場合、その回の残 
りのコマはキャンセルされます。再開した場合は、 
次の回の]コマ目から撮影されます。 
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II インターバルタイマー撮影の終了 

次の場合はインターバルタイマー撮影び終了します。 

•[撮影動作]で騰了]を選び、 ® ボタンを押したとき 
•ツーボタン IJ セット ( mi 3 i ) を行ったとき 
•[撮影メニューのリセット]にの含〇)を[ずる]にしたとき 
•オートブラケティング（田133)を設定、または解除したとき 
•HDR (八イダイナミックレンジ）モードを解除したとき ( Cail 4) 

•多重露出を解除したときに01 45) 

•バッテ U —の残量びなくなったとき 

インターバルタイマー撮影終了後は通常の撮影待機状態に戻ります。 

II 撮影のキヤンセル 

撮影開始予定時刻を8秒過ぎてわ次の状態にある場合は、その回の撮影をキャンセルし、次 
の回の撮影時刻から撮影を再開します。 

• 前の回のコマを撮影中 
• 連続撮影可能コマ数び0のとさ 

• SD 力ードに空さびないとさ 

• AF モードび A 卜 S 、 または AF - A で自動的に AF - S び選ばれていて、被写体にピントび合わな 
いとき（撮影ごとにピントを合わせます。） 



[!!^ レリーズモー ドについて 

• レ U —ズモード（田 55) に関係なく、1回の撮影ごとに設定された撮影コマ数び撮影されます。 

•連続撮影時は、田56に記載されている連続撮影速度で撮影します。レ U —ズモードび S のとさは、なのと 
さと同じ連続撮影速度で撮影します。 

• Q の場合、撮影時の動作音を抑えて撮影します。 

&インターバルタイマー撮影待機中の各種設定について 

インターバルタイマー撮影の待機中は、各種設定やメニュー画面の操作や、画像を再生することびでさます。 
ただし、メニュー画面や再生画面を表示している場合、撮影時刻の約4秒前に液晶モニターを消なして、撮影 
に入ります。 

&インターバルタイマー撮影の制限について 

インターバルタイマー撮影は、次の機能とは同時に使用でさません： 

•静止画ライブビューと動画ライブビュー(口155、 163) 

• 別売のリモコン ML - L 3 を使ったリモコン撮影に 0127) 
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巧 CPU レンズを使う（レンズ情報手動設定） 

レンズの情報をカメラに登録することにより、非 CPU レンズを使って撮影するときに、次の 
機能び使えます。 

• 焦点距離を設定して使用でをる機能： 

-別売のスピードライト SB -910、 SB - 900、 SB -800、 SB -700、 SB - 600のオートパワーズーム 
-再生画面での焦点距離表示（焦点距離に*印び付さます） 

•開放絞り値（開放 F 値）を設定して使用できる機能： 

-レンズで設定した絞り値表示（表示パネル、ファインダー内表示） 

-スピードライトの絞り連動外部自動調光 
-再生画面での絞り値表示（絞り値に*印び付きます） 

• 焦点距離と開放絞り値の両方を設定して使用できる機能： 

- RGB マルチパターン測光※ 

《レフレックスニッコールなど一部のレンズでは、焦点距離と開放絞り値を設定してを RGB マルチ 
パターン測光では充分な精度び得られない場合びあります。中央部重点測光またはスポット測光 
に設定して撮影してください。 

• 焦点距離と開放絞り値の両方を設定ずると精度び向上ずる機能： 

一 中央部重点測光 
-スポット測光 
- i - TTL 調光 


&ズームレンズまたはテレコンバーターほ用時のご注意 

• ズームレンズ使用時やテレコンバーター使用時など、一致する焦点距離び選択項目にないとさは、装着レン 
ズの 焦点距離に最を近く、かつ大さい値を選んでください。 

• テレコンバーターを使用した際の開放絞り値は、合成絞り値を設定してください。 


151 



II レンズ情報の登録方法 


1セットアップメニューの[レンズ情報手 
動設定]を選ぶ 

•MENU ボタンを押して、セットアップメニューの 
[レンズ情報手動設定] を選んで、マルチセレ 
クターの►を押します。 



2 [レンズ No .] を選ぶ 

•◄または►を押して、登録したいレンズ No .(1 〜 9) 
を選びます。 



3 [焦点距離 （ mm )] を選ぶ 

•◄または►を押して、レンズの焦点距離 (6-4000) 
を選びます。 



4 [開放絞り値]を選ぶ 

•◄または►を押して、レンズの開放絞り値 （ F 1.2 〜 
F 22) を選びます。 





設定を終了する 

•® ボタンを押すと、レンズの設定び保をされて、セットアップ 
メニュー画面に戻ります。 
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II 手動設定済みレンズ情報の選択方法 

1 カスタムメニュー f 2 [ Fn ボタンの機能]の[コマンドダイヤル併用時の動 
作](口 261) を[手動設定済みレンズの選択]に設定する 

• Fn ボタンにレンズの選択機能び割り当てられます。 


2 Fn ボタンを巧しなが5メインコマン 
ドダイヤルを回す 




ダイヤル 


• レンズ No . は表示パネルに表示されます。 

使用したいレンズの番号び表示されるまでメインコマンドダイヤ 
ルを回します。 


開放絞り値 
焦点距離 （開放 F 値） 



ら - 0 

レンズ No . 


M ズームレンズ装着時について 

非 CPU ズームレンズを装着してズー三ングをした場合、変化するレンズの焦点距離や開放絞り値とカメラで設定さ 
れているレンズ情報は連動しません。ズーミングを行った場合は、ちラー度レンズ情報を設定してください。 

M 関連ぺージ 

• プレビューボタンとコマンドダイヤルで手動設定済みレンズ情報を切り換える f3 [プレビューボタン 
の 機能]仰 W ) 

• 齡 AE/AF □ックボタンとコマンドダイヤルで手動設定済みレンズ情報を切り換える 一 / f4 [ AE/AF □ッ 

クボタンの 機能](口％ 2) 
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GPS 情報を画像に記録する 

このカメラは、アクセヴ U - 夕ーミナル（口3)に接続した別売の GPS ユニット GP - 1と通信 
し、画像データに撮影時の緯度、経度、標高 、 UTC (協定世界時）を記録でさます。 

■■ GPS ユニットとの接続について 

•カメラの電源を OFF にしてから、 GPS ユニットに付属のケーブルをアクセサ IJ - 夕ーミナ 
ルに接続しますに0326)。詳しくは GPS ユニットの使用説明書をご覧ください。 

• GPS ユニットと通信して撮影した画像には、再生時の画像情報に GPS データのページ 
(の 195) び追加されます。 

■■ GPS ユニットと接続中のカメラの設定について 

MENU ボタンを押して、セットアップメニューの [ GPS ] を選んでマルチセレクターの►を押 
すと、 GPS 機器と接続時の半押しタイマー、取得した GPS データの表示、 GPS による日時合 
わせを設定でさます。 

• [半巧しタイマー] では、カメラと GPS ユニットを接続しているときの半押しタイマーを設 
定でさます。 


有効 

カメラを操作していないときは、カスタムメニュ ー c 2 [半押しタイマー] (口 242) で設定 
された時間でオフになります。 

•カメラのバッテ IJ 一の消詩を少なくすることびでさます。 

• GPS ユニットとの接続時、電源を ON にした直後または半押しタイマーびオンになった直後 
は、カメラび GPS データを取得できるまで半押しタイマーびさらに最大]分間延長されます。 

無効 i 

GPS ユニットと接続中は、半押しタイマーびオフになりません。 

[情報表示] では、 GPS ユニット接続時に取得した情報を表示します。 

緯度 

緯度を表示 

経度 

経度を表示 

標高 

標高を表示 

UTC 

UTC (協定世界時）を表示。 UTC に oordinated Universal Time 二協定世界時）は、 GPS 機 
器と接続して取得された世界標準時で、カメラで設定されている時刻とは別に記録されます。 


• [ GPS による日時合わせ] び [ずる] の場合、 GPS ユニット接続時に取得した日時の情報で 
カメラの内蔵時計を合わせます。 GPS ユニットを使用して日時を合わせないときは、 [しな 
し、] を選んでください。 



M GPS ユニットほ用時の表示について 

GPS ユニットとの通信状態は、インフォ画面の GPS 通信マーク函で確認でさます。 
.函（点口）： GPS ユニットとの通信中です。 

•函（点滅）： GPS ユニットび取得している情報び確定していないため、 GPS デー 
夕は記録されません。皿び点なするまでお待ちください。 

•函（消な）： GPS ユニットとの通信び2秒じ(上途絶えると、函び消なします。こ 
の状態で撮影した画像データには GPS データは記録されません。 


P 1/125 ふ 6 


岛 AUTO っ爲 

固し.闻画 

□ ^じ〇100 [1.0]' 
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液晶モニターを見なが 6 

撮影ずる (静止画ライブビュー撮露) 

液晶モニターで被写体を見なびら静止画を撮影でさます。 


1ライブビューセレクターを〇 (静止画ライブビュー) 
に合わせる 



セレクター 


2圆ボタンを巧す 

• ミラーアップしてライブビューを開始します。ファインダー内び 
暗くなり、液晶モニターに被写体び表示されます。 



3フォーカスポイントを被写体に重ねる 

• フオーカスポイントの形状は AF ェ IJ アモードによって異なります（口157)。 


4シャッターボタンを半巧しして、ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押ししている間のフオーカスポイントは、 
オートフオーカス作動中は緑色で点滅し、ピントび合うと緑色で 
点巧します。ピントび合わないと赤色で点滅します。 

• シャッターボタンを半押しすると、ピントび合った時点でフオー 
カスび□ックされます。 

•露出を固定 （ AE □ック）するには、$封 AE / AF □ックボタンを押 
し続けます（口83)。 


担 


粗 AE/AF □ックボタン 



•撮影モードび M の場合は、露出インジケーター（の 50) を確認して、適正露出になるよう 
設定でさます。 

































5 シャッターボタンを全押しして撮影する 

• 撮影時は液晶モニターび消灯します。 


6圆ボタンを巧してライブビューを終了する 



M 



AF モードを巧ちずる 

フ オー カス モードセレクターび AF の場合、ライブ ビュー 
時のオートフ オー カスでのピントの合わせちを選べます。 


フオーカスモード 
セレクター 



AF-S シングル AF ヴーボ 

静止している被写体の撮影に適しています。シャッターボタンを半押しす 
ると、ピントび合った時点でフォーカスび□ックされます。 

AF-F 常時 AF ヴーボ※ 

動いている被写体の撮影に適しています。シャッターボタンを半押しする 
まで、カメラは被写体の動さに合わせてピントを合わせ続けます。半押し 
すると、ピントび合った時点でフォーカスび□ックされます。 


※撮影モードび嗯、が i のとさは、選べません。 


II ライブビユー撮影時の AF モードの変更方法 

AF モードボタンを巧しなが5、メインコマンドダイヤルを回す 


• AF モードは液晶モニターに 
表 7 J \ されます。 




ダイヤル 
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AF エ U アモードを巧ちずる 

ライブビュー時にオートフォーカスでピントを合わせるフォーカスポイントをカメラびどの 
ように選択するかを設定できます 。 AF エ IJ アモードは、フォーカスモードセレクター 
(田 156) び AF の場合のみ設定でさます。撮影モード®?の場合は AF ェ U アモードを設定で 
さません。 


[笠顔認識 AF 

記念写真など、人物の顔にピントを合わせたい場合に適しています。カメラび人物 
の顔を自動的に認識し、フオーカスポイントび黄色の二重枠に変わります。複数の 
顔を認識した場合（最大 35 人まで）は、カメラび最を近いと判断した人物の顔を二 
重枠で表示します。このとさ、マルチセレクターで二重枠を移動して他の顔を選ぶ 
ことをでさます。途中で顔び後ろを向くなどしてカメラび顔を認識でさなくなると、 
枠び消えます。 

E 3 ワイド' 

匿 エリア AF 

風景などを手持ちで撮影する場合に適しています。フオーカスポイントは、マルチ 
セレクターで任意の位置に移動でさます。 ® ボタンを押すと、フオーカスポイント 
は中央に移動します。 

M ノ—マル 
圓エリア AF 

画面の任意の位置にピンポイントでピントを合わせたい場合に適しています。 
フオーカスポイントは、マルチセレクターで任意の位置に移動でさます。 ® ボタン 
を押すと、フオーカスポイントは中央に移動します。兰脚の使用をおすすめします。 

航夕—ゲット 
が追尾 AF 《 

指定した被写体に追尾させてフオーカスポイントを動かしたい場合に適していま 
す。フオーカスポイントを被写体に重ねて®ボタンを押すと、被写体の追尾を開始 
し、被写体の動さに合わせてフオーカスポイントび移動します。をラー度®ボタン 
を押すと、追尾を終了します。 


※撮影モードび因、嗯、グのときは、選べません。 


II ライブビュー撮影時の AF エリアモードの変更方法 


AF モードボタンを巧しなが5、サブコマンドダイヤルを回す 


• AF ェ U アモードは液晶モニター 
に表示されます。 



AF モードボタン サブコマンド 液晶モニター 

ダイヤル 


じ!夕ーゲット追尾 AF についてのご注意 

次のよラな場合は、追尾動作び正常に行われないことびありますので、ごま意ください。 

• 被写体の色、明るさび背景と似ている場合 

•被写体の大ささ、色、明るさび著しく変わる場合 

• 被写体び大さすざる/ルさすざる場合 

• 被写体び明るすざる/暗すざる場合 

• 被写体の動さび速すざる場合 

•被写体び隠れたり、画面から外れた場合 
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i ボタンをほ 5 

静止画ライブビユー時に i ボタンを押すと、次の機 
能の設定を変更でさます。項目を選んでマルチセレ 
クターの►を押すと、選んだ項目の設定画面び表示 
されます。 

•設定終了後、 ® ボタンを押して決定します。 

i ボタン 


撮像節囲 


撮像範囲 [ DX (24 X 16)] と [1.3 X (18 X 12)] 

から選べます（口61)。 



画質モード 
画像サイズ 


画像を記録する際の画質モードを選べます（田64)。 
画像を記録する際の画像サイズを選べます（田67)。 


ピクチャーコント□ールを設定でさます 
脚03)。 


ピクチャーコント Cl — J レ 



アクティブ D - ライティング 


八イライト部の白とびを抑え、暗部の黒つぶれを軽減する効果のある、ア 
クティブ D - ライティングの設定を変えられます（の112)。 


リモコンモード設定 

( ML - L 3) 


別売の IJ モコン ML - L 3 を使って、口秒リモコ 

ン]、[瞬時リモコン]、[ミラーアツプリモコン] 

の3種類の方法で、 IJ モコン撮影を行えます 
仰127)。 



液晶 モニター の明るさ 


ライブビュー撮影時の液晶モニターの明るさ 
を、▲または▼を押して調整でさます。液晶モ 
ニターの明るさを調整してを、撮影した画像に 
は反映されません。 
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静止画ライブビユー撮影中の情報表示 

(説明のため、全ての表示を点なさせています) 





(D 


①ライブビュー残り時間 

ライブビューび自動的に終了する30秒前から、ライブビュー 
残り時間のカウントダウンを表示します。 

mi 6] 

③ AF モード 

ライブビュー撮影時の AF モードを表示します。 

mi 56 

③ AF エリアモード 

ライブビュー撮影時の AF エ U アモードを表示します。 

mis ? 

( 4 ) フォーカスポイント 

枠内の被写体にピントび合います。フォーカスポイントの形 
状は、選んだ AF エ IJ アモード№157)により異なります。 

mi 55 

( 5 ) 露出インジケーター 

自分で設定した露出値と、カメラび測光した露出値との差び 
表示されます（撮影モードび M の場合のみ)。 

の50 
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静止画ライブビュー時の表示切り換え 

静止画ライブビュー中は、00ボタンを押すたびに、次のように画面の表示び切り替わります。 


情報表示 


情報表示なし 






格テ線表示 


水準器表示（田 278) 


マニュアルフォーカスで撮影ずるとをのピント合わせ 

フォーカスモードセレクターを M に合わせて、マニュアルフォーカス（の 76) で撮影すると 
さは、次のち法で被写体にピントを合わせます。 

• レンズのフオーカス U ングを回して、被写体にピントを合わせます。 


•夕 (QUAD ボタンを押すと、被写体び拡大表示され、ピントの状 
態を細部まで確認できます（最大約 19 倍)。 

-夕 (QUAD ボタンを押すごとに拡大率び上びり、 (ISO) ボタ 
ンを押すごとに拡大率び下びります。 


-拡大表示中は、画面のち下に構図のどの部分を拡大しているかを 
表すナビゲーションウインドウ（グレーの枠）び表示されます。 

-ライブビュー撮影時の AF エ U アモードびワイドエ IJ ア AF または 
ノーマルエ U ア AF の場合、拡大表示中にマルチセレクターを操作 
して画面をスク□ールさせて、見たい部分に移動でさます。 

ナビゲーシヨン 
ウインドウ 
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M 巧 CPU レンズをほ用する場合は 

•非 CPU レンズ使用時は、セットアップメニューの[レンズ情報手動設定](口 151) で焦点距離と開 
放絞り値（開放 F 値）を設定してください。 

•非 CPU レンズ（の 312) は、撮影モードび A 、 M のとさのみ使用でさます（の48、49)。 

• 絞り値の設定は、レンズの絞り IJ ングで行ってください。 

M ライブビュー撮影時の露出について 

• ファインダー撮影時とライブビュー撮影時では、シーンによっては、露出び異なる場合びあります。ライブ 
ビュー撮影時は、ライブビュー表示に適した測光を行ラため、液晶モニターに表示された明るさに近い露出 
で撮影されます。 

•撮影モード P 、 S 、 A 、 M 、 因の場合、因ボタンを押しなびらメインコマンドダイヤルを回すと、露出補正の 
設定びでさます （±5 段の範囲）（田85)。ただし、画面で露出を確認でさるのは±3段の範囲に限られます。 

&ライブビュー撮影時のご注意 

• 静止画ライブビュー中は、液晶モニターの表示に次のよラな現象び発生することびありますび、実際に記録 
される画像に影響はありません。 

-電車や自動車など、高速で画面を横切る被写体び歪んで表示される 
-カメラを左ちに動かした場合、画面全体び歪んで見える 
-ジャギー、偽色、モアレ、輝点び発生する 

-周囲でスピードライトやフラッシュなどび発光されたり、イル三ネーシヨンなどの点滅する光源びある場 
合、画面の一部び明るくなったり、明るい横帯び発生する 
•堂光な、水銀な、ナト U ウムななどの照明下で、ライブビュー表示中に画面にちらつさや横搞び生じる「フ 
リッカー現象」は、セットアップメニューの[フリッカー做威](口 271) で低減できますび、設定してい 
るシャッタースピードによっては、撮影した静止画に記録されることびあります。 

• レンズを取り外すと、ライブビュー撮影は終了します。 

•長時間ライブビューで撮影すると、カメラ内部の温度び上昇することびあるため、ノイズ（ざらつさ、む 
ら、輝点）び発生する場合びあります。撮影時しツ外は、ライブビューを終了してください。 

• 次のような場合は、高温によるカメラへの損傷を抑えるために、ライブビューの開始を制限したり自動的に 
終了したりすることびあります。 

-撮影時の気温び高い場合 

-ライブビュー撮影や動画撮影を長時間行った場合 
-連写（連続撮影）を行った直後など 

カメラび熱くなってライブビューを開始でさない場合は、カメラ内部の温度び下びるまでライブビューを一 
時休止してください。このとさ、カメラボディー表面び熱くなることびありますび故障ではありません。 

• 適正露出に影響を与える接眼部からの逆入射光を防ぐため、シャッターボタンを押す前に付属のアイピース 
キャップ DK -5 を取り付けてください（田58)。 

• ライブビュー表示中は、太陽など強い光源にカメラを向けないでください。内部の部品び破損するおそれび 
あります。 

• 静止画ライブビュー時に動画撮影ボタンを押してを動画撮影はでさません。ライブビューセレクターを1に 
合わせて動画ライブビューに切り換えてください（田1 63) 。 

&ライブビュー残り時 H のカウントダウンについて 

• 自動的にライブビューを終了する30秒前から、液晶モニターの左上にカウントダウンを表示します(田159)。 
-カスタムメニュー c 4 [液晶モニターのパワーオフ時間](田 243) の設定により終了する場合は、終了30 
秒前から黒字で表示し、終了5秒前から赤字で表示します。 

-頗晶モニターのパワーオフ時亂の[ライブビュー表示]を[制限なし]に設定している場合も、カメラ 
内部の温度上昇などによりライブビューび終了する場合びあり、この場合は終了30秒前から赤字で表示し 
ます。撮影条件によっては、ライブビュー開始後すぐにカウントダウンび始まることびあります。 

• 画像再生時はカウントダウンを表示しませんび、カウントダウン時間でライブビューを自動的に終了します。 



[5 ライブビユー撮影時の才ートフォーカスについてのごを意 

• ライブビュー撮影時のオートフォーカスは、通常のオートフォーカスより、ピント合わせに時間びかかりま 
す。また、次の被写体はピントび合わない場合びありますので、ご注意ください。 

-画面の長辺側と平行な線の被写体 
-明暗差の少ない被写体 

-フォーカスポイント内の被写体の輝度び著しく異なる場合 

-イル三ネーシヨン、夜景などの点光源や、ネオンなど明るさび変化する被写体 

-董光な、水銀な、ナト IJ ウムななどの照明下で、画面にちらつさや横搞び見える場合 

-ク□スフィルターなど、特殊なフィルターを使用した場合 

-フォーカスポイントに対して被写体びルさい場合 

-連続した繰り返しパターンの被写体（ビルの窓やブラインドなど） 

-動<被写体 

• オートフォーカス作動中は、画面の明るさび変わることびあります。 

•フォーカスポイントび緑色に点滅しているとき（オートフォーカス作動中）は、シャッターはきれません。 
ただし、赤色に点滅しているとき（ピントびあっていないとカメラび判断したとき）でをシャッターはきれ 
ます。 

• ピントび合わなくてをピント表示（緑枠）び点なする場合びあります。 

• AF - S じ(外のレンズやテレコンバーターを使用した撮影では、充分なピント精度び出ない場合びあります。 

M HDM 階続時の撮影について 

• HDMI 対応機器との接続時には、接続した機器とカメラのモニターに被写体び表示されます。 

• HDMI - CEC 対応機器との接続時にライブビュー撮影を行うには、セットアップメニューの [ HDMI ] の[機 
器制御]を[しない]に設定してください（口220)。 

国関連ぺ-ジ 

•ライブビュー表示中や動画撮影時のフ U ッカー現象を低減する一 y [フリッカー低減](田271) 

•「ライブビュー撮影時にプ U セットマニュアルデータを取得する（スポットホワイトバランス)」（の96) 
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動画の撮影と再生 

(動画ライブビュー撮影） 


動画ライブビューで撮影する 

液晶モニターを見なびら音声付さの動画を撮影でさます。 


1ライブ ビュー セレクターを W (動画ライブ ビュ ー） に 
合わせる 



ライブビュー 
セレクター 


2圆ボタンを巧す 

• ミラーアップしてライブビューを開始します。ファインダー内び 
暗くなり、液晶モニターに被写体び表示されます。 

•動画ライブビュー中は、実際に撮影される動画の露出（明るさ） 
を液晶 モニターで 確認でさます。 

• 撮影モードび A または M の場合は、ライブビューを開始する前に 
絞り値を設定します ( m 48. 49)。 



3ライブビュー撮影時の AF モードを設定する 

• ライブビュー撮影時の AF モードの設定ち法については、 「 AF モー 
ドを変更する」（の 156) をご覽ください。 


4ライブビュー撮影時の AF エリアモードを設定する 

• ライブビュー撮影時の AF エ IJ アモードの設定ち法については、 
「 AF エ IJ アモードを変更する」 （ mi 57) をご覽ください。 




























5 シャッターボタンを半押しして、ピントを合わせる 

•動画撮影を開始する前に、「静止画ライブビュー撮影」の 
手順3と4 ( mi 55) と同じ手順で被写体にピントを合わせます。 



6動画撮影ボタンを巧して、撮影を始める 

• オートフォーカスでの撮影時は、シャッターボタンを半押しす 
ると、ピントび合った時点でフォーカスび□ックされます。 
• SAE / AF □ックボタンを押し続けている間、露出を固定 （AE 
□ック）でさます。 

•撮影モード P 、 S 、 A 、 因の場合、因ボタンを押しなびらメインコ 
マンドダイヤルを回すと、]/3段ステップで+ 3段の範囲で露出 
補正びでさますの::185)。 

• 録画中は録画中 マークび 液晶 モニターに 表示されます 。 SD カー 
ドに記録でさる残り時間の目安ち液晶 モニターで 確認でさます。 



録画中 マーク 



残り時間 
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i ボタンをほ 5 

動画ライブビユー時に i ボタンを押すと、動画撮影 
前に次の機能の設定を変更でさます。項目を選んで 
マルチセレクターの►を押すと、選んだ項目の設定 
画面び表示されます。 

•設定終了後、 ® ボタンを押して決定します。 
•動画撮影中は、 i ボタンは使えません。 


0 

獄 

©. 




i ボタン 



撮像範囲 [DX (24 XI 6)] と [1.3 X (18 X 12)] 

から選べます（口61)。 


撮像節囲 


ピクチャーコント□ールを設定でさます 
抑103)。 


ピクチャーコント□—ル 


液晶 モニターの 明るさ 


ライブビュー撮影時の液晶モニターの明るさ 
を、▲または▼を押して調整できます。 

•液晶モニターの明るさを調整してを、撮影し 
た画像には反映されません。 



液晶モニターの 明るさ 


画像サイズ/フレームレート 


動画を記録するとさの画像サイズ（ピクセル）/フレームレートを設定し 
ます（口171)。 


動画の画質 動画の画質を高画質と標準から選べます（田171)。 


録音設定 


動画記録先 


内蔵マイクまたは別売のステレオマイク□ホン 
ME -1 の感度を、▲または▼を押して調整でき 
ますに0171)。 



録音設定 


SD カードを2枚使用している場合に動画を記録するス□ットを設定でさ 


ます（の172)。 



市販のヘッドホンをヘッドホン端テに接続した 



とさのみ表示されます。動画撮影時のヘッドホ 


へッドホン音量 

ン音量に 0166) を、▲または▼を押して調整 
でさます。 

■■Mm 


1 
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動画ライブビュー中の情報表示 



①動画記録禁止マーク 

動画び撮影でさない状態のとさ表示します。 

— 

③へッドホン音量設定 

市販のへッドホン接続時に表示されます。動画撮影時のヘッドホ 
ン出力の音量を調整でさます。 

mi 65 

③マイク感度設定 

動画撮影時のマイク感度を調整でさます。 

mi 65 

(4) 音声レベル 
インジケーター 

音声を記録するとさの音量レベルを表示します。インジケーター 
の色びホで表示される場合、音量び大さすざることを示していま 
す。マイク感度を調節してください。 

脚65、 
171 

® 動画記録残り時間 

動画撮影時に、 SD カードに記録でさる残り時間を表示します。 

mi 64 

( D 動画の画像サイズ 

動画の画像サイズを表示します。 

mi 7] 



M 別売ステレオマイク□ホンについて 

別売ステレオマイク□ホン ME -1 を外部マイク入力端テに接続すると、動画撮影中にオートフォーカスでピン 
卜合わせをしたとさに生じるレンズの振動ノイズび録音されるのを低減でさます（田326)。 

M へッドホンについて 

• 市販のへッドホンをへッドホン端テに接続すると、音声はへッドホンから再生されます。 

• マイク感度を最大にして撮影した動画を再生すると、大音量で再生される場合びありますので、へッドホン 
使用時は特にごを意ください。 


166 



















動画ライブビユー時の表示切り換え 

動画ライブビュー中は、而！ I ボタンを押すたびに、次のよラに画面の表示び切り替わります。 


情報表示 


情報表示なし 



水準器表示（田278) 


格テ線表示 


M 動画ライブビュー中の静止画撮影について 

• 動画ライブビュー中にシャッターびされるまでシャッターボタンを全押しし続けると、動画と同じ撮像範囲 
(アスペクト比（横：縦） 16:9) の静止画（田 168) を撮影します。動画撮影中にシャッターボタンを全 
押しした場合は、動画撮影を終了し、その時点までの動画を記録します。 

•動画ライブビュー中に静止画撮影を行ラ場合、露出補正（の 85) は、通甫と同じ± 5段まで設定でさます 
び、液晶モニターで確認でさるのは±3段までになります（撮影モード P 、 S 、 A 、 因のみ)。 

•カスタムメニュ ー g 1[ Fn ボタンの機能]、 g 2 [プレビューボタンの機能]または g 3 [ AE / AF □ックボタン 
の機能](田 266) に[静止画撮影情報の表示]を設定した場合、設定したボタンを押すと、静止画を撮影 
するとさの撮影情報び表示されます。 

•動画ライブビュー中の静止画撮影の露出は液晶モニターでは確認でさません。撮影モード P 、 S 、 A での撮影 
をおすすめします。撮影モード M で撮影する場合は、カスタムメニュー g 1[ Fn ボタンの機能]、 g 2 [プレ 
ビューボタンの機能]または g 3 [ AE / AF □ックボタンの機能](口％ 6) で[静止画撮影情報の表示]を設 
定し、静止画撮影情報で露出インジケーターを表示して適正露出に合わせて<ださい。 

•内蔵フラッシュと別売のスピードライト（田 317) は発光しません。 

圓動画ライブビュー時のワイヤレスリモートコント□—ラーとリモートコードのほ用に 
ごいて 

動画撮影時に別売のワイヤレス U モートコント□-ラーまたは U モートコード（の 326) を使用する場合は、 

カスタムメニュ ー g 4 [シャツターボタンの機能](口 267) を[動画撮影]に設定すると、これらの機器の 

シャッターボタンを半押しして動画ライブビューを開始したり、全押しして動画撮影の開始と終了を行えます。 
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動画ライブビュー時の握像節囲 

動画ライブビューで撮影する動画や静止画のアスペクト比（横：縦）は、]6: 9になります。 
撮影メニューの[撮像節囲] (の61)で [1.3 X (18 X 12)] を選ぶと、記録される撮像範囲 
は狭くなり、レンズを交換しなくてち望遠レンズで撮影したときと同様の効果びあります 
(國び表示されます)。 





DX に 4 x ]6) 


1.3 X (18 X 12) 


M 動画ライブビュー時に 撮影で をる静止画の画像サイズと画質モードについて 

動画ライブビュー時に撮影でさる静止画の画像サイズは、次の通りです（画質モードは、撮影メニュー [画質 
モード] (口 64) で設定した内容になります)。 

撮像節囲 

画像サイズ 

プリント時の大きさ 
(出力解像度 300 dpi の場合）※ 


L (6000 X 3368 ピクセル） 

約 50.8 X 28.5 cm 

DX (24 X 16) 

M (4496 X 2528 ピクセル） 

約 38.1 X 21. 4 cm 


S (2992 X ] 680 ピクセル） 

約 25.3 XM .2 cm 


L (4800 x %96 ピクセル） 

約 40.6 X 22.8 cm 

1.3 X (18 X 12) 

M (3600 X 2024 ピクセル） 

約 30.5 X ] 7.1 cm 


S (2400 XI 344 ピクセル） 

約 20.3 X 1 1.4 cm 

※ピクセル数-出力解像度 

( dpi ) X 2.54 cm で計算しています。 
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M 動画撮影について 

• 使用している SD カードの書さ込み速度によっては、最長記録時間に満たないで撮影び自動的に終了する場 
合びありますに QSSS )。 

• 動画ライブビュー時は、 AF エ U アモードび顔認識 AF の場合に認識でさる人数び少なくなります。 

• (動画記録禁止）マーク（の 166) び表示されているとさは、動画撮影でさません。 

• 1つの動画ファイルで記録巧能な最大ファイルサイズは 4 GB です。 

• 動画ライブビュー時は測光モードびマルチパターン測光に固定されます。 

• 動画撮影を開始する前に [色空間] (田 232) を設定すると、設定した内容で動画撮影でさます。 

•動画ライブビュー時は、内蔵フラッシュと別売のスピードライト（の317)は発光しません。 

•画像び明るくなりすざたり、暗くなりすざたりする場合は、ライブビューを終了してからをう一度動画ライ 
ブビューを開始してください。 

• 各撮影モードで動画ライブビュー時に設定でさる機能は、次の通りです。 



絞り値 

シャツター 
スピード 

ISO 感度 

露出補正 

P 、 S 、 A 、 因 

— 

— 

— 

〇 

M 

— 

〇 

〇 

— 

その他の撮影モード 

— 

— 

— 

— 


M マニュアル露出での動画撮影について 

撮影モード M で動画撮影する場合、シャッタースピードと ISO 感度を次の範囲で設定でさます。 

• ISO 感度：100 〜 Hi 2 

• シャッタースピード：1/25〜1/8000秒（動画のフレームレートに Qiyi ) によって、低速側の制限び異な 
ります。） 

ライブビュー残り時 H のカウントダウンについて 

• 自動的に動画撮影を終了する30秒前から、液晶モニターの左上にカウントダウンを表示します（田166)。 
• 撮影条件によっては、動画撮影を開始後すぐにカウントダウンび始まることびあります。 

• 動画記録中にカウントダウンび始まった場合は、液晶モニターのち上に表示されている動画残り記録時間に 
かかわらず、ライブビュー残り時間のカウントダウン時間で動画撮影を自動的に終了します。 

M HDIVI 階続時の撮影について 

• HDMI 対応機器との接続時には、接続した機器とカメラのモニターに被写体び表示されます。ただし、 [画像 

サイズ/フレームレート] (口 171) び [1920 X 1080 601]、[1920 X 1080 501]、 [1280 X 720 60 p ] 、 
[1280 X 720 50 p ] のいずれかの場合、カメラの液晶モニターは消なします。 

• 耐ボタンを押すたびに、画面の表示び切り替わります。 

• HDMI - CEC 対応機器との接続時にライブビュー撮影を行うには、セットアップメニューの [ HDMI ] の [機 
器制御] を [しない] に設定してくださいに0220)。 
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動画撮影時のごを意 

• 動画撮影中の液晶モニターの表示に、次のよラな現象び発生する場合びあります。これらの現象は撮影した 
動画にち記録されます。 

-堂光な、水銀な、ナト U ウムななどの照明下で、画面にちらつさや横搞び発生する 
-電車や自動車など、高速で画面を横切る被写体び歪む 
-カメラを左ちに動かした場合、画面全体び歪む 
-ジャギー、偽色、モアレ、輝点び発生する 

-周囲でスピードライトやフラッシュなどび発光されたり、イルミネーションなどの点滅する光源びある場 
合、画面の一部び明るくなったり、明るい横帯び発生する 
• 動画ライブビュー時に、9 (QUAD ボタンで画面を拡大した場合（口160)、ノイズ（ざらつき、むら、す 
じ）、色の変化び発生しやす<なります。 

• 次のような場合は、動画撮影は自動的に終了します。 

-最長記録時間に達した場合 
- SD カードの残量びな<なった場合 
-レンズを取り外した場合 
-撮影モードを切り換えた場合 

•長時間ライブビューで撮影すると、カメラ内部の温度び上昇することびあるため、ノイズ（ざらつさ、む 
ら、輝点）び発生する場合びあります。撮影時しツ外は、ライブビューを終了してください。 

• 次のような場合は、高温によるカメラへの損傷を抑えるために、カメラは自動的に動画撮影を終了すること 
びあります。 

-撮影時の気温び高い場合 

-ライブビュー撮影や動画撮影を長時間行った場合 
-連写（連続撮影）を行った直後など 

カメラび熱くなってライブビューまたは動画撮影を開始でさない場合は、カメラ内部の温度び下びるまでラ 
イブビューおよび動画撮影を一時休止してください。このとさ、カメラボディー表面び熱くなることびあり 
ますび故障ではありません。 

• 動画撮影時、太陽など強い光源にカメラを向けないでください。内部の部品び破損するおそれびあります。 
.マイク（田 2) を指などでふさびないよラにしてください。音声び記録でさない場合びあります。 

• 次のよラな場合は、レンズの動作音び録音されることびあります。 

-オートフォーカス作動中 

- VR レンズ使用時に VR (手ブレ補正）を ON にした場合 

M 関連ぺ-ジ 

• 動画撮影時のオートフォーカスについてのご注意一「ライブビュー撮影時のオートフォーカスについてのご 
ミ主意」（口162) 

• レンズのフ ォー カス U ングを使って （マニュアル フ ォー カスで）ピントを合わせる一 「マニュアル フ ォーカ 
スで撮影するとさのピント合わせ」（田 160) 

.動画の画像サイズや画質、マイク感度、記録先のスロットを撮影メニューで設定する^ 〇 [動画の設定] 
晒 171) 

• ® ボタンを押して、画面中央にフォーカスポイントを移動したり、ホ広大表示に切り換えられるよラにする^ 
/ f 1 [OK ボタンの機能](口 258 ) 

• 動画ライブビュー時の Fn ボタン、プレビューボタン、粗 AE / AF □ックボタン、シャッターボタンの機能を設 
定する一/ g 1 [Fn ボタンの機能](口％ 6 )、 / g 2 [プレビューボタンの機能](口％ 6 )、/が [ AE / 
AF □ックボタンの機能](口％6)、 / g 4 [シャッターボタンの機能](口％ 7) 

• 粗 AE / AF □ックボタンを押し続けなくても AE □ック状態を維持できるようにする一/ g 1 [Fn ボタンの機 
能](口％ 6 )、 / g 2 ロレビューボタンの機能](口％ 6 )、 / g 3 [ AE/AF □ックボタンの機能](口％ 6 ) 
• シャッターボタンを半押しして動画ライブビューを開始したり、全押しして動画撮影を開始、終了でさるよ 
うにする一 / g 4 [シャッターボタンの機能](口 267) 

•ライブビュー表示中や動画撮影時のフ U ツカー現象を低減する一 V [フリッカー低減] (の271) 
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動画の設定 

撮影メニューの [動画の設定] では、動画を記録するときの [画像サイズ/フレームレート]、 
[動画の画質]、[録音設定]、[動画記録先] を設定でさます。 

■■画像サイズ/フレームレート、動画の画質 


[画像サイズ/フレームレート] では、動画を記録するとさの画像サイズ（ピクセル）/フレー 
ムレートを設定します。 [動画の画質] では、動画の画質を高画質と標準から選べます。 


画像サイズ/フレームレート 

動画の画質 

最長記録時間 
(★高画質/標準） 

解像度（ピクセル） 

フレームレート※1 

最大ビットレート 
(★高画質^ 2 /標準） 

M^/Mk 1920 X 1080 

60 i 

24 Mbps /1 2 Mbps 

20分/29分59秒 

Mi/Mk 1920 X 1080 

50 i 

Mi/MlE 1920 X 1080 

30 p 一 

Mi / M ^ 1920 X 1080 

25 p 

Mi/Ms 1920 X 1080 

24 p 一 

理窗 / 理^ 1280 X 720 

60 p 

理窗 / 理^ 1280 X 720 

50 p 


60 p : 59.94〕マ/秒、 50 p : 50コマ/秒、 30 p : 29.97コマ/秒、 25 p : 25コマ/秒、 24 p : 23.9；^6〕マ/秒 
《2 [動画の画質]び高画質の場合は、アイコンに★び表示されます。 


圓画像サイズ/フレームレート[1920 X 1080 601]、 [1920 X 1080 501] について 

• [画像サイズ/フレームレート]の [1920 X 1080 601] または [1920 X 1080 50 i ] は、撮影メニユーの 

[撮像節囲](口 61) び [DX (24 X 16)] のときは設定できません。[撮像節囲]を [1.3 X (18 X 12)] に 
設定してください。 

• [画像サイズ/フレームレート]の設定で [1920 X 1080601] または [1920 X 1080501] び選ばれている 
ときに、撮像範囲を [DX (24 X 16)] に変えると、 [1920 X 1080 601] のときは [1920 XI 080 30 p ] に、 
[1920 X 1080 501] のときは [1920 XI 080 25 p ] に、設定びそれぞれ切り替わります。 

& [画像サイズ/フレームレート]について 

[画像サイズ/フレームレート]の設定によっては、撮影した動画のノイズ（ざらつさ、むら、輝点）の見え方 
び異なります。 


■■録音設定 

内蔵マイクまたは別売のステレオマイク□ホン ME -] (田 166) の感度の程度を設定します。 



マイク感度オート 

カメラび自動的にマイク感度を調整します。 

マイク感度マニュアル 

マイク感度を手動調整します。 [1] 〜 [20] の調整びでさます。数字び大さ 
いほど感度び高く、小さいほど低くなります。 

録音しない 

音声は記録しません。 
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■■動画記録巧 


SD カードを2枚使用している場合に動画を記録するス□ットを設定 
します。 

• それぞれのカードで動画を記録でさる残り時間び表示されます。 

• 選んだ動画記録先の SD カードの残量びな<なると、撮影は自動的 
に終了します。 



■■動画の設定の変更方法 


1撮影メニューの[動画の設定]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、撮影メニューの[動画の設 
定]を選んでマルチセレクターの►を押します。 



2動画の設定項目を選ぶ 

•[画像サイズ/フレームレート]、[動画の画質]、[録音 

設迫、[動画記録先]のうちいずれかを選んでマルチ 
セレクターの►を押すと、設定画面び表示されます。 



3設定したい項目を選ぶ 

• ® ボタンを押して設定します。 



M 音声び記録されていない動画の表巧について 

撮影メニュー[動画の設定]の[録音設定]を[録音しない]にして撮影した 
動画の場合、1コマ表示モード時と再生中に鞠（音声なしマーク）び表示され 
ます。 
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動画の再生 

] コマ表示モード（田 187) で1マークび表示されている画像び動画です。 ® ボタンを押す 
と動画を再生します。 



■■動画再生中の操作方法 


一時停止ずる 

遂) 

マルチセレクターの▼を押すと、一時停止します。 

再生を再開ずる 


一時停止中または早送り/巻さ戻し中に®ボタンを押すと、動画 
再生を再開します。 

巻き戻しずる/ 
早送りずる 

錢 

• 動画の再生中にイを押すと巻さ戻 
し、►を押すと早送りします。同1 
じ方向のボタンを押すごとに、巻 

き戻し/早送りの速度び2倍、4倍、8倍、16倍に切り替わります。 
•◄ボタンを押し続けると、最初のコマに移動し、►ボタンを押 
し続けると、最後のコマに移動します。 

• 先互頁フレームにはがアづ」ンか、 

最終フレームには a アイコンび 、 r ノ •' r べクつ 
画面ち上に表示されます。 

コマ戻しずる/ 
コマ送りずる 

錢 

• 一時停止中に◄または►を押すと、コマ戻し/コマ送りします。 
• ◄または►を押し続けると、連続でコマ戻し/コマ送りします。 

10秒進める/ 

10秒戻ず 


像 


メインコマンドダイヤルを回すと、10砂前または後に移動します。 

先頭フレームに 
移動ずる/ 

最終フレームに 
移動ずる 




サブコマンドダイヤルを回すと、先頭フレームまたは最終フレー 
ムに移動します。 
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音量を調節ずる 

% (QUAL) / 
卿 (ISO) 

夕 ( QUAL ) ボタンを押すと音量び大きくなり、勺 H ( ISO ) ボタ 
ンを押すとルさくなります。 

動画を編集ずる 

i 

一時停止中に i ボタンを押すと、[動画編集]画面を表示します 
(の175)。 

再生終了 

(< (0) H 

▲または囚ボタンを押すと1コマ表示モードに戻ります。 

撮影に戻る 




シャッターボタンを半押しすると液晶モニターび消なし、すぐに 
撮影でさます。 











動画の編集 


撮影した動画を編集でさます。 


圓始点/終点の設定 

選択した範囲を残します。 

台選択 フレームの 保存 

選択した1フレームを切り出して、 」 PEG 画像として保をします。 


動画の化要な部分を巧ず 


1編集したい動画を表示する 

• 囚ボタンを押して液晶モニターに画像を表示し 
てから、マルチセレクターの◄または►で編集 
したい動画を選びます。 




2編集したい部分で動画を一時停止する 

• ® ボタンを押すと、動画び再生されます。再生中に 
▼を押すと、一時停止します。 

• プ□グレスバーで再生中の位置の目安を確認でさます。 

• ◄または►、メインコマンドダイヤル、サブコマン 
ドダイヤルで再生中の位置を調整でさます。 



3 i ボタンを巧して、[動画編集]画面で 
[始点/終点の設定]を選ぶ 

• [始点/終点の設定]を選んで®を押します。 




i ボタン 



4始点または終点を選ぶ 

• ちの画面で現在の位置を始点とするか終点とするかを選んで® 
ボタンを押すと、始点/終点の設定画面び表示されます。 





































5 始点または終点を調整する 

•◄または►を押して、手順 4 で選んだ始点また 
は終点の位置を調整します。 

• ?/ ot , ( WB ) ボタンを押すと、調整する i (始 
点）または r (終点）を切り換えられます。 

• メインコマンドダイヤルを回すと、]〇秒前また 
は後に移動します。 

• サブコマンドダイヤルを回すと、先頭フレームまたは最終フレームに移動します。 

6 ▲を押して始点と終点をミ夫定する 


7動画ファイルを作成する 

• 揉斤規保を] を選んで®ボタンを押すと、編集前の動 
画とは別に、新しい動画として保をします。 

• [上書き保を] を選んで®ボタンを押すと、編集前の 
動画を上書さして動画を保をします。 

• [キャンセル] を選んで®ボタンを押すと、手順 5 の 
画面に戻ります。 

• [プレビュー] を選んで®ボタンを押すと、設定した始点から終点の範囲の動画び再生さ 
れます。 

•編集した動画には、]コマ表示時に固び表示されます。 





動画編集時のごを意 

• SD カードに充分な空を容量びない場合、動画編集でさません。 

• [始点/終点の設定] では、2秒未満の動画は編集でさません。手順6で始点と終点をまめるときに、動画ファ 
イルを作成でさない位置では、再生時間の表示び赤色に変わり、手順7に進めません。 

• 動画編集で作成した動画の曰時情報は、撮影時の曰時になります。 

@画像編集メニュー[動画編集] 

動画編集は、メニュー操作でち行えます（田282)。 
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2 i ボタンを巧して、[動画編集]画面で[選択 
フレームの 保存]を選ぶ 
• [選択 フレームの 保を] を選んで、 ® を押します。 


i ボタン 




3 ▲を巧して、切り出すフレームを決定する 



4 JPEG 画像を作成する 

• [はい] を選んで®ボタンを押すと、 JPEG の画像と 
して保をします。 

• 作成した」 PEG 画像には、]コマ表示時に圏び表示さ 
れます。 


0 





M [選択フレームの保巧]で作成した画像について 

•画質モード [ FINE ] (口 64) の」 PEG 画像を作成します。 

• 動画から作成した」 PEG 画像に対して、画像編集することはでさません。 
• 再生時の画像情報で表示されない項目びあります。 


動画の 1 フレームを JPEG 画像としてなちずる 

1編集したいフレームで動画を一時停止する 

• ® ボタンを押すと、動画び再生されます。再生中に 
マルチセレクターの▼を押すと、一時停止します。 

•プ□グレスバーで、再生中の位置の目安を確認でさ 
ます。 

• マルチセレクターの◄または►でフレームを調整で 
さます。 



回)キャンセル 


動画編集 
巧お点/終点の設定 
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特殊効果をつけて撮影ずる 

(スペシャルエフェクトモード） 


スペシャルエフェクトモードを使う 

特殊な効果のついた画像を撮影でさます。 


現在選択されているスペシャルエフェクトモードは、撮影モードダイヤルを EFFECTS に合わせ 
た後、 ora ボタンを押して確認でさます。メインコマンドダイヤルを回すと、設定を変更でさ 
ます。 




撮影 モー ドダイヤル 


メインコマンド 液晶 モニター 


ダイヤル 


スペシャルエフェクトモードについて 

• RAW を含む画質モード（田 64) の場合、撮影モードを因、嗯、が i 、 グに切り換えると画質モードは FINE 、 
NORMAL または BAS にに変更されます。 

• 撮影モードび嗯またはが i のとさにレ U —ズモードを CH または CL に設定した場合、連続撮影速度び遅くな 
ります。画像の記録中は、シャッターボタンを押し続けてを次の撮影はでさません。 

• 撮影モードび嗯またはが i のときは、ライブビュー時の表示の更新は遅くなります。 

圍画像編集メニユ ー 

効果をつけずに撮影した画像を画像編集メニューの [カラースケッチ]、[三ニチュア効果]、[セレクトカラー] 
で効果のついた画像に編集することをでさます（田282)。 
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图けイトビジョン) 



意図的に高感度で撮影して、モノ!-ーン（白黒）で表現し 
ます。暗闇での撮影に適しています。 

• 才ートフォーカスでピントび合いにくい場合は、マニュア 
ルフォーカスで撮影してください。 

•撮影した画像にノイズ（ざらつき、むら、すじ）び発生す 
る場合びあります。 

• 内蔵フラッシュは光りません。 

• ファインダー撮影時には、 AF 補助光ランプび光ります 。 AF 
補助光ランプを光らせたくない場合は、ライブビュー撮影 
するか、カスタムメニュー a 7 [内蔵 AF 補助光の照射設定] 
(口 239) を[しない]に設定してください。 

• 手ブレび気になる場合は、兰脚の使用をおすすめします。 


^ (カラースケッチ) 


fiPS (ミこチユア効^) 遠景写真として撮影する被写体を、ミニチュア（模型）を 

接写したよラに表現します。 

• 効果はライブビュー表示中に設定できます（の183)。 

• 内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは光りません。 

• 暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使用をおすす 
めします。 

• オートフォーカス中は効果び一時解除されます。 

•動画撮影の場合は、早送り動画として記録されます。 

• 動画撮影に音声は記録されません。 

• 動画撮影中はオートフオーカスは作動しません。 




輪郭を抽出して色をつけることで、スケッチ風に表現します。 

• 効果はライブビュー表示中に設定できます（の182)。 

• オートフォーカス中は効果び一時解除されます。 

• 動画撮影の場合は、コマ送りのような動画として記録され 
ます。 

• 動画撮影中はオートフオーカスは作動しません。 
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夕 (セレクトカラー) 



選択した色のみを残し、それ似外の色をモノトーン（白黒） 
で表現します。 

• 効果はライブビュー表示中に設定できます（の184)。 

• 内蔵フラッシュは光りません。 

• 暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使用をおすす 
めします。 


^ (シ^レ王ツト) 背景び明るいシーンで、被写体を意図的にシルエットで表 



丽] (ノ、ィ夺一 ) 全体的に明るめの被写体の撮影に適しています。画像全体 

を意図的に明るい I -ーンで表現します。光に満ちた華やい 
だ雰囲気になります。 

• 内蔵フラッシュは光りません。 



画（□—キ ー) 



全体的に暗めの被写体の撮影に適しています。画像全体を 
意図的に暗い!-ーンで表現します。深く落ち着さ、八イラ 
イト部分び引さ立った雰囲気になります。 

• 内蔵フラッシュは光りません。 

• 暗いところでは手ブレしやすいので、兰脚の使用をおすす 
めします。 



11^ (カラースケッチ）の効果の設定方法 

スペシャルエフェクトモードで吩を選んだ後、効果を設定します。 


1固ボタンを巧す 

• ミラーアップしてライブビューを開始します。ファインダー内び 
暗くなり、液晶モニターに被写体び表示されます。 



2 ® ボタンを押す 

• カラースケッチの設定画面び表示されます。 



3色の濃さを設定する 

•マルチセレクターの▲または▼を押して[色の濃さ] 
を選びます。►を押すと濃くなり、◄を押すと薄くな 
ります。 



4線の濃さを設定する 

• ▲または▼を押して[線の濃さ]を選びます。►を押 
すと濃<なり、◄を押すと薄くなります。 

• [線の濃さ]を濃くすると、画像全体の色も濃くなり 
ます。 



5決定する 

• ® ボタンを押してミ夫定します。 

•ライブビューを終了する場合は、回ボタンを押します。ライブビューを終了しても、設定 
した効果は維持されます。設定した効果は、ファインダー撮影でち適用されます。 
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■■が？（ミニチュア効果）の効果の設定方法 

スペシャルエフェクトモードで®?を選んだ後、効果を設定します。 


1圆ボタンを巧す 

• ミラーアップしてライブビューを開始します。ファインダー内び 
暗くなり、液晶モニターに被写体び表示されます。 



2 


フオーカスポイントを被写体に重ねる 


• マルチセレクターを▲▼イ►またはななめち向に押 
して、ぼかさないではっさりと見せたい部分にフオー 
カスポイントを移動します。 

•シャッターボタンを半押しして、ピントを合わせます。 



•夕 （ QUAL ) ボタンを押すと、被写体び拡大表示され、 

ピントを細部まで確認できます。与 H ( ISO ) ボタンを押すと画像を縮ル表示します。 


• 拡大表示中は効果び一時解除されます。 



4効果をかける方向と幅を設定する 

• ◄または►を押すと、効果をかける方向を縦と横から 
選べます。 

• ▲または▼を押すと、効果をかける幅を設定でさます。 



5決定する 


• ® ボタンを押してミ夫定します。 

•ライブビューを終了する場合は、回ボタンを押します。ライブビューを終了しても、設定 
した効果は維持されます。設定した効果は、ファインダー撮影でち適用されます。 



•記録される動画の長さは撮影にかかる時間よりも短くなります。たとえば、[画像サイズ/ 
フレームレート] び1920 X ]080、 30 p の場合（口171)、約3分の動画ファイルを作成す 
るためには、約30〜45分の撮影時間び必要です。 
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n ク (セレクトカラー)の効果の設定方法 

スペシャルエフェクトモードでクを選んだ後、効果を設定します。 


1固ボタンを巧す 

• ミラーアップしてライブビューを開始します。ファインダー内び 
暗くなり、液晶モニターに被写体び表示されます。 




3残したい色を抽出する 

• カメラを動かして画面中央の枠を残したい色の被写体 
に重ねます。 

•夕 ( QUAL ) ボタンを押すと、被写体び拡大表示され、 

残したい色を細部まで確認でさます。 ( ISO ) ボタ 
ンを押すと画像を縮ル表示します。 

•マルチセレクターの▲を押すと、画面中央の枠に重ね 
た被写体の色び抽出され、色の枠に表示されます。 

•抽出した色1^(外の色は、モノ!-ーン（白黒）で表示されます。 

•残したい色の彩度によっては、抽出しにくい場合びあります。彩度の高い色の抽出をおす 
すめします。 

• 色の抽出後、色の感度の枠び選ばれます。 

4抽出する色の感度を設定する 色の感度 

• ▲または▼を押して、抽出する色の感度を [ 1 ] 〜 

[7] から設定します。数値び大さいほど抽出する色の 
色相び広くなり、ルさいほど狭くなります。 

•色の感度を高く設定しすざると、選択した色に近い色 
相の色ち抽出されます。 
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5 抽出する色を追加する 

• メインコマンドダイヤルを回して別の色の枠を選び、 
手順3〜4と同じ手順で色を抽出し、色の感度を設定 
します。 

• 最大3色まで設定でさます。 

•抽出した色を選んで ra 0画）ボタンを押すと、抽出 
した色を IJ セツトします。 


塚 



•抽出した全ての色を削除したい場合は 、 ra 0画）ボタンを押し続けます。確認画面で [は 
し、] を選んで®ボタンを押すと、全ての色を U セットします。 


6決定する 

• ® ボタンを押してミ夫定します。 

•ライブビューを終了する場合は、回ボタンを押します。ライブビューを終了しても、設定 
した効果は維持されます。設定した効果は、ファインダー撮影でち適用されます。 
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画像の再生 


画像を1コマずつ再生する （1 コマ表示モ-ド) 


囚ボタンを押すと、最後に撮影した画像び液晶モニ 
夕一に表示されます。 



囚ボタン 


7ルチセレクター 



サブコマンドダイヤル 



メインコマンドダイヤル 


M 縦位置で撮影した画像の場合 

再生メニユーの[縦位置自動回乾](口227)を[ずる]に設定すると、縦位置 
で撮影された画像を、ちのよラに縦位置で再生します。 


M 撮影直をの画像確認について 

• 再生メニューの[撮影直後の画像確認](の226)を[する]に設定すると、囚ボタンを押さなくても、撮 
影した画像を自動的に約4秒間液晶モニターに表示します。 

• レ U —ズモードび CH や CL のとさは、撮影終了後に、最初のコマから順次画像を表示します。 

•縦位置で撮影した状態のまま画像確認びしやすいように、再生メニューの[縦位置自動回乾]を[ずる]に 
設定してを、撮影直後の画像確認時は自動回転しません。 








































































111 コマ 表示 モー ドでの操作方法 


前後の画像を見る 


マルチセレクターの◄を押すと前の画像び、►を 
押すと次の画像び表示されます。 

画像情報を切り換える 

感 

▲または▼を押すと、静止画再生時に画像情報の 
切り換えびできますの: )1 89)。 

複数画像を一覧表示ずる 

卿 ( ISO ) 

サムネイル表示モード(の1 97) に切り替わります。 

画像を拡大ずる 

气 （ QUAL ) 

表示中の画像を拡大表示します（田199)。 

画像を削除ずる 

师 い@) 

表示中の画像を削除します（田201)。 

画像を保護ずる 

?ん^ ( WB ) 

表示中の画像にプ□テクト（保護）を設定します 
にの〇〇)。 

撮影に戻る 



/囚 

液晶モニターび消なし、すぐに撮影でさます。 

画像編集メニューを 
表示ずる 

i 

画像編集メニュー（口175、 282) び表示されます。 

動画を再生ずる 


1 マークび表示されている画像の場合、動画を再 
生します（口173)。 



国 SD 力ードス□ットの切り換えについて 

1コマ表示モードまたはサムネイル表示モードで BKT ボタンを押しなびらマ 
ルチセレクターの▲を押すと、[ス□ット/フォルタ'一指定メニュー]画面び 
表示されます。 

• ス□ットを選んで►を押すと、選んだス□ット内のフォルダーの一覧び表 
示されます。フォルダーを選んで®ボタンを押すと、フォルダー内の画像 
び表示されます。 

• すでに撮影した画像のホワイトバランスデータをコピーするとさ（の 99) 
や、再生メニュー№221)または画像編集メニュー(田 282) で画像を 
選択するとさを、同様の操作でス□ットを切り換えられます。 



巳 KT ボタン 




M 関連ぺ-ジ 

.液晶モニターの表示時間を変更する 一/ c 4 [液晶モニターのパワーオフ時間](口 243) 

• マルチセレクターの代わりにメインコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤルで、画像をコマ送りしたり、 
画像情報を切り換える 一/传[コマンドダイヤルの設定]の[再生/メニュー画面で使用](の 264) 
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画像情巧を表示する 

1コマ表示モードでは、画像についての詳しい情報を見ることびできます。マルチセレクター 
の ▲または ▼を巧すと、 次のよラに撮影情報の表示び切り替わります。 






GPS データ※2 



八イライト表示※1 



RGB ヒストグラム※1 


再生メニューの [再生画面設定] (田 223) で設定している場合のみ表示します。 
《2 GPS (田 154) を使用して撮影した画像の場合のみ表示します。 




撮影情報^1 
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■■標準表お 


12 3 4 5 




プ□テクト設定の有無 . 200 

画像編集の有無 . 282 

フオー カスポイント※ 1、2 . 73 

AF エリアフレーム※1 . 35 

コマ番号/フォルダー内全画像数 

画質モード . 64 

画像サイズ . 67 

撮像範囲 . 61 

撮影時刻 . 28、272 

撮影日付 . 28、272 

ス□ット . 68、188 

フオルダー名 . 230 

ファイル名 . 232 


再生メニューの [再生画面設定] (の223)で [フオーカスポイント] を設定している場合のみ表示します。 
《2表示されるフオーカスポイントは、撮影時の設定により、次のよラに異なります。 

-ファインダー撮影時の AF モードび AF - S 、 または AF - A で自動的に AF - S び選ばれた場合、 最初に□ック 

したフオーカスポイントを赤く表示します。 

-ファインダー撮影時の AF モードび A 卜 C または AF - A で自動的に AF - C び選ばれていて、 AF エリアモー 
ド (田 71) びシングルポイント AF 、 ダイナミック AF または 3 D - トラッキングの場合、 ピントび合った 
とさはフオーカスポイントをホく表示し、ピントび合っていないとさは表示しません。 

-ファインダー撮影時の AF モードび A 卜 C または AF - A で自動的に AF - C び選ばれていて、才ートエリア 

AF の場合、 フオーカスポイントを表示しません。 
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■■八イライト表示 



2 


3 



画像の八イライト部分（画像の中の非常に明る 
い部分）を各色ごとに点滅表示します※ 

フォルダー番号-コマ番号 . 230 

八イライト部分び点滅表示している色^ 


※马^ (ISO) ボタンを押しなびらマルチセレクターのイまたは►を押すと、 
次のよラに点滅表示するノ\ィライト部分び切り替わります。 


©WB 



(ISO) ボタン 


r ノ、イライト 

部分 ( RGB ) 


ホ色の 緑色の 青色の 

^ ^八ィづイト^^八イライト^^八イライト 
部分 （ R ) 部分に） 部分 （ B ) 
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II RGB ヒストグラム 



■ 画像の八イライト部分を 

各色ごとに点滅表示します^ . 

B フオルタ'一番号-コマ番号 . 

D ホワイトバランス . 

I ホワイトパランス色温度 . 

I ホワイトパランス微11整 . 

I プリセット7こユアル . 

■ I 八イライト部分び点滅表示している色※ 
B RGB のヒストグラム 
〇赤色 （ R ) のヒストグラム 
〇緑色に）のヒストグラム 
D 青色巧）のヒストグラム 
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230 

...87 

...92 

...89 

...93 


※与 H ( ISO ) ボタンを押しなびらマルチセレクターの◄または►を押すと、 
次のよラに点滅表示する八イライト部分び切り替わります。 


WI 

© 



( ISO ) ボタン 


r ノ、イライト 

部分 （ RGB ) 


ホ色の 

ィ~ ► ノ、イフイト 

部分 （ R ) 


緑色の 
八イライト 
部分に） 


点滅表示な し 


青色の 
ノ、イライト 
部分 （ B ) 



M 拡大ヒストグラム表示について 

RGB ヒストグラム表示で马 ( QUAL ) ボタンを押すと、ヒストグラム表示のまま 
拡大画面になります。拡大ヒストグラム表示では、拡大領域のヒストグラムを 
表示することびでさます。また、拡大表示中にマルチセレクターを操作すると 
画面をスク□-ルして見たい部分に移動できます。 ( iso ) ボタンを押すと 
画像を縮ル表示します。 
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0 ヒストグラムについて 

ヒストグラムとは、画像の明るさ（輝度）の分布を表すグラフのことです。横軸は明るさ、縦軸は明るさごと 
のピクセル数を示しています。 

• いろいろな明るさの被写体び写っている画像では、グラフの山び 
全体的に分布したヒストグラムになります。 


• 暗い画像はヒストグラムの分布び左側に寄った形になります。 


• 明るい画像はヒストグラムの分布びち側に寄った形になります。 


露出補正を+側にすれば山びち側に寄り、一側にすれば山び左側に寄ります。 

屋外などで周りび明るすざて液晶モニターでは画像の明るさび確認しにくいとをでち、ヒストグラムから画像 
全体の露出傾向を確認することびでさます。 

M ヒストグラム表示について 

• RGB ヒストグラムは明るさ（輝度）を表示しています。 

• ヒストグラム表示は、画像加エアプ U ケーシヨンで表示されるヒストグラムと異なることびあります。目安 
としてお使いください。 
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■■撮影情報 

撮影時の設定の詳細を表示します。 


国国 


MTR, SPD, AP. 
EXP. MODE, ISO 

因 

FOCAL LENGTH 
LENS 
AF / VR 
FLASH TYPE 
SYNC MODE 



國 ， 1/4000 , F2. 8 
P, HiO. 3, 

+1.3, 图 +5/6 
85mm 

85a /1.4 

S rVR-On 
Built-in, CMD 
ち SLOW の 


国国 

WHITE BALANCE 

AUT01, 0, 0 

COLOR SPACE 

sRGB 

PICTURE CTRL 
QUICK ADJUST 

STANDARD 

0 

SHARPENING 

3 

CONTRAST 

0 

BRIGHTNESS 

0 

SATURATION 

0 

HUE 

0 



22 - 

23 - 

24 - 

25 - 


◎国 


26 - 


NOISE REDUC. 

: HI ISO, NORM 

a 

ACT. D-LIGHT. 

: NORMAL 

B 

RETOUCH 

: AUTO 

: D-LIGHTING 

WARM FILTER 

1 


CYANOTYPE 

TRIM 

1 

CO 圍 ENT 

: SPRING HAS COME. 

1 



12 



測光モード . 81 

シャッタースピード . 4人49 

絞り値 . 48、49 

撮影モード . 34、40、45、179 

ISO 感度※1 . 77 

露出補正値 . 85 

基準露出レベルの調節値※2 . 241 

焦点距離 . 151、316 

レンズ情報 . 151 

フオーカスモード . 69、76 

レンズの VR (手ブレ補正）機能の ON/OFF《 3 

フラッシュの種類 . 117、317 

コマンダーモードの有無 . 254 

フラッシュモード . 118 

フラッシュ発光方式 . 252、319、320 

フラッシュ調光補正値 . 122 

カメラ名 

撮像範囲 . 61 

フオ J レダー番号-コマ番号 . 230 

ホワイトバランス . 87 

ホワイトバランス色温度 . 92 

ホワイトバランス微調整 . 89 

プ U セットマニュアル . 93 

色空間 . 232 

ピクチャーコント□-ル . 103 

クイック調整※4 . 106 

元になったピクチャーコント□-ル※5 . 103 

輪郭強調 . 106 

コントラスト . 106 

明るさ . 106 

色の濃さ（彩度)※6 . 106 

フィルター効果※7 . 106 

色合い（色相）※6 . 106 

調色※7 . 106 

高感度ノイズ低減 . 234 

長秒時ノイズ低減 . 233 

アクティブ D- ライティング . 112 

HDR 強度 . 115 


画像編集メニュー（口 282) で行われた画像編集 
の内容び一覧表示されます。 

複数の画像編集び行われた場合は、順番に表示 


されます。 

画像コメント . 275 

撮影者名※8 . 276 

著作権者名※8 . 276 
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感度自動制御した画像の場合、 ISO 感度を赤く表示します。 

《2カスタムメニュー b5 [ 基準露出レベルの調節 ] (の 241) を0じ(外に設定している場合のみ表示します。 
《3 VR レンズ装着時のみ表示します。 

《4 [ スタンダード ] 、 [ ビビッド ] 、 [ ポートレート ] 、颇景 ] のとき表示します。 

《5 [ ニュートラル ] 、 [ モノク □ ーム]、カスタムピクチャーコント□ールのとき表示します。 

※ら [ モノク □ ーム ] や [ モノク □ ーム ] を元にしたカスタムピクチャーコント□ールの場合、表示しません。 
《7 [ モノク □ ーム ] や [ モノク □ ーム ] を元にしたカスタムピクチャーコント□ールのとさのみ表示します。 
《8セットアップメニューの [ 著作権情報 ] (田 276) を設定して撮影した画像の場合のみ表示します。 

■■ GPS データ※ 


1 

2 

3 

4 


国国 


LATITUDE 

N 

LONGITUDE 

35 。 35. 971' 

E 


139° 43. 696* 

ALTITUDE 

35m - 

TIME (UTC) 

2012/10/15 


01:15:00 




緯度 

経度 

標局 

UTC (協定世界時) 


《動画の場合は、動画撮影開始時に取得した情報を表示します。 
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■■統合表示 


2 3 


13 - 


12 1110 9 8 7 


コマ番号/フォ>1レダー内全画像数 

プ□テクト設定の有無 . 200 

カメラ名 

画像編集の有無 . 282 

画像のヒストグラムを表示します（口193)。 
横軸は明るさ、縦軸は明るさごとのピクセル数 
么表します。 

画質モード . 64 

画像サイズ . 67 

撮像重晒 . 61 

ファイル名 . 232 


撮影時刻 ......... 

フオルダー名. 
撮影曰付. 

ス□ット. 

測光 モー 
撮景 ジモー 


.28、 272 
. 230 


. 28、272 

. 68、188 

. 81 

.34、40、45、179 


シャッタースピード . 

絞り値 . 

ISO 感度※ . 

焦点距離 . 

GPS データの 有無 . 

画像コメントの有無 . 

アクティブ D - ライティングの強度 

ピクチャーコント□ール . 

色空間 . 

フラッシュモード . 

ホワイトバランス . 

ホワイトバランス色温度 . 

ホワイトバランス微調整 . 

プ U セットマニュアル . 

フラッシュ調光補正値 . 

コマンダーモードの有無 . 

露出補正値 . 


《感度自動制御された画像の場合、 ISO 感度をホく表示します。 




.….47、49 
.….48、49 

. 77 

151、 316 

. 154 

. 275 

. 113 

. 103 

. 232 

. 118 

. 87 

. 92 

. 89 

. 93 

. 122 

. 254 

. 85 



27 


26 


國 P 1/4000 F2. 8 匹 ] Hi 0.3 85mm 
因 - 1.3 阻 +1.0 ち <§>SL0W 【み】 iWiI が H 晒 
哑 1AUT01 0, 0 sR 郎回孤が N 


85 mr 


因固团四园四； 
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複数の画像を一實表巧する（サムネイル表巧モード） 

] コマ 表示モードの とさに ( ISO ) ボタンを押すと、複数の縮小画像（サムネイル画像) 
を表示する「サムネイル表示モード」に切り替わります。 



1コマ表示 
モード 


サムネイル表示モード 


カレンダー 
表示モード 


II サムネイル表示モードでの操作方法 


表示コマ数を増やず 

卿 ( ISO ) 

1コマ表示時にボタンを押すと4コマ表示に、4コマ表示 
時にボタンを押すと9コマ表示に、9コマ表示時にボタ 
ンを押すと72コマ表示に切り替わります。 

表示コマ数を減 5 ず 

气 （ QUAL ) 

72コマ表示時にボタンを押すと9コマ表示に、9コマ表 
示時にボタンを押すと4コマ表示に、4コマ表示時にボ 
タンを押すと1コマ表示に切り替わります。 

画像を選ぶ 

鐵 

マルチセレクターを操作すると、黄色の枠（カーソル） 
び動いて、拡大表示（口 199) や削除にの〇リ、プロ 
テクト（田 200) の対象となる画像を選べます。 

1 コマ表示ずる 

0 

サムネイル表示モードを終了して、]コマ表示モードに 
戻ります。 

画像を削除ずる 

师 （的 

選んだ画像を削除します（田201)。 

画像を保護ずる 

?/ot, ( WB ) 

選んだ画像にプ□テクト（保載を設定します（口200)。 

撮影に戻る 



/ 囚 

液晶モニターび消なし、すぐに撮影でさます。 

画像編集メニユーを 
表示ずる 

i 

画像編集メニュー(口175、 282) び表示されます。 
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撮影した曰付ごとに画像を表示する 

(カレンダー表巧モード） 


72コマ表示時に 0197) に qsi (ISO) ボタンを押すと、撮影した日付ごとに縮小画像を表 
示する「カレンダー表示モード」に切り替わります。 



1コマ表示 サムネイル表示モード 

モード 


カレンダー表示モード 


■■カレンダー表おモードでの操作方法 


表示を 

切り換える 

卿 (ISO) / 
0 

•カレンダー表示時に与 H (に〇)ボタンまたは®ボタンを押す 
と、黄色い枠び撮影曰サムネイル表示に移動し、選択中の曰付 
に撮影した画像び選べます。 

•撮影日サムネイル表示時に与 H ( ISO ) ボタンを押すと、カレン 
ダー表示に戻り、日付を選べます。 

72コマ表示に 
戻る/ 

画像を拡大ずる 

气 (QUAD 

• カレンダー表示時は72コマ表示に切り替わります。 

•撮影曰サムネイル表示時は、夕 (QUAD ボタンを押している 
間、拡大表示をします。 

日付を 選ぶ / 
画像を 選ぶ 

鑛 

• カレンダー表示時は、マルチセレクターを操作すると黄色の枠 
(カーソル）び動いて、撮影した曰付を選べます。 

• 撮影曰サムネイル表示時は、マルチセレクターの▲または▼を 
押して1コマ表示に 0187) や拡大表示（口199)、プ□テクト 
(口200)、削除（口 201) の対象となる画像を選べます。 

1コマ表示ずる 


撮影曰サムネイル表示時に®ボタンを押すと、選択した画像を 

1コマ表示します。 

画像を削除ずる 

师 （ FOfe) 

• カレンダー表示時にボタンを押すと、選んだ曰付の画像を全て 
削除します。 

• 撮影曰サムネイル表示時にボタンを押すと、選んだ画像を個別 
に削除します（の201)。 

画像を保護ずる 

?/cH, (WB) 

撮影曰サムネイル表示時にボタンを押すと、選んだ画像を個別に 
プ□テクトします（の200)。 

撮影に戻る 


/ 囚 

液晶モニターび消なし、すぐに撮影でさます。 

画像編集メニュー 
を表示ずる 

i 

撮影曰サムネイル表示時は、画像編集メニュー（田175、 282) 
び表示されます。 
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画像を拡大表示する 

] コマ表示モードのとさに夕 (QUAD ボタンを押すと、拡大表示されます。拡大でさる最大 
の大きさ（長さ比）は、画像サイズび L の場合は約38倍、 M では約28倍、 S では約19倍です 
(撮像範囲び [DX に 4X16)] の場合)。拡大表示中に人物の顔を認識した場合、最大35人ま 
での顔を白枠で囲み、サブコマンドダイヤルを回して順次移動することびでさます。 

■■拡大表示中の操作方法 


拡大率を上げる 


拡大率を下げる 


画面をスク□ール 
(移動）させる 


气 （ QUAL) 


卿 (ISO) 


變 


ボタンを押すごとに拡大率び 
上びります。 


ボタンを押すごとに拡大率び 
下びります。 

画面をスク□ールさせて、見た 
い部分に移動でさます。マルチ 
セレクターを押し続けると、高 
速で移動します。 



拡大表示中に拡大率を操作 
すると、画面のち下にナビ 
ゲー シヨ ンウインドウび表 
示され、拡大表示中の部分び 
黄色い枠で囲んで示されま 
す。数砂すると消えます。 


人物の顔へ 
移動させる 




拡大表示中に人物の顔を認識 
すると、画面ち下のナビゲー 
シヨンウインドウに白枠び表 
示されます。サブコマンドダイ 
ヤルを回すと、認識した顔に順 
次移動します。 



前後の画像を見る 


メインコマンドダイヤルを回すと、そのままの拡大率と表示範 
囲で、前後の静止画を表示します（動画を選ぶと、拡大表示を 
終了します)。 


画像を保護ずる 


? ん ^ (WB) 


表示中の画像にプ□テクト（保護）を設定します（の200)。 


撮影に戻る 


/囚 


液晶モニターび消なし、すぐに撮影でさます。 


画像編集メニューを 
表ルずる 


画像編集メニュー№282)び表示されます。 
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画像を巧護する（プロテクト） 

大切な画像を誤って削除しないために、画像にプ□テクト（保護）を設定でさます。ただし、 
SD カードを初期化（フオーマット：の31、 269) すると、プ□テクトを設定した画像ち削 
除されますのでごを意ください。 


1プ□テクトする画像を選ぶ 

• 1コマ表示モード/拡大表示の場合は、プ□テクトする画像を表 
术します。 


• サムネイル表示モード/カレンダー表示モードの場合は、 
プ□テクトする画像をマルチセレクターで選びます。 



2 ?/cH, (WB) ボタンを巧す 

• 囚アイコンび表示されます。 

• 画像のプ□テクトを解除するには、解除する画 
像を表示（選択）して、？ん^ (WB) ボタンを 
押します。 



M プ□テクトの一巧解除について 

画像の再生中に、？ ん^ ( WB ) ボタンと ra (。極）ボタンを同時に2秒!; LL 押し続けると、再生メニューの [再 
生フォルダー設定] で設定されているフォルダー内の全ての画像のプ□テクトを一括で解除でさます。 
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画像を削除する 

SD カードに記録された画像を削除します。削除した画像は元には戻せないのでごを意くださ 
い。ただし、プ□テクトおよび非表示設定されている画像は削除でさません。 

巧生中の画像を削除ずる 

f (™ S ) ボタンを巧すと、表示中の画像を1コマ削除でさます。 

1削除する画像を選ぶ 

• 1コマ表示モードのとさは、削除する画像を表示します。 

• サムネイル表示モードまたはカレンダー表示モードのとさは、削除する画像を選択します。 


21〇°画3)ボタンを巧す 

• 削除確認の画面び表示されます。 

• 囚ボタンを押すと、画像の削除はキャンセルされます。 




© 




M (™ S ) ボタン 





カレソター表のモート 
(撮影曰サムネイル表示) 


3もう一度1 ( fos ) ボタンを巧す 

• 表示中の画像び削除されます。 



m ( foS ) ボタン 


M 選んだ曰付の画像を削除するには 

カレンダー表示モードのカレンダー表示時に、曰付を選んで ra ( foS ) ボタンを押すと、選んだ曰付の画像を 
全て削除します。 

国関連ぺ-ジ 

画像の削除後に表示される画像を変更する^ 囚消 Ij 除後の次再生画像] (田 226) 
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複数の画像をまとゆて削除ずる 

再生メニューの消 y 除]では、複数の画像を一括して削除でさます。た<さんの画像を削除 
するとさは、時間びかかることびあります。 


国 □□ 
□□国 


ALL 


選択画像削除 選択した画像を削除します。 

日付選択 選択した日付に撮影した画像を一括で削除します（口203)。 


全画像削除 


[再生フオルダー設定] (口 221) で設定したフオル 
ダー内の全ての画像を削除します。 

• SD カードを2枚使用している場合は、画像を削除す 
るス□ットを選べます。 



■■選択画像削除 


1再生メニューの梢 Ij 除]で[選択画像削 
除]を選ぶ 


•MENU ボタンを押して再生メニューの梢 IJ 除]で 
[選択画像削除]を選びます。マルチセレク 
ターの►を押すと、削除画像の選択画面び表示 
されます。 



2削除する画像を選ぶ 

• マルチセレクターで画像を選びます。 

• ( ISO ) ボタンを押して設定します。 

設定すると ra アイコンび表示され、ちう一度 
( ISO ) ボタンを押すと解除されます。 

• 削除する画像全てに設定してください。 

•夕 (quad ボタンを押している間、選択中の 
画像を拡大表示します。 

•BKT ボタンを押しなびら▲を押すと、 [ス□ッ 

卜/フォルダー指定メニュー] 画面び表示され、 
ス□ットやフォルダーを切り換えられます 
抑188)。 




( ISO ) ボタン 



^ ( QUAL ) ボタン 


3設定を完了する 

• ® ボタンを押して、設定を終了します。 

•確認画面で [はい] を選んで®ボタンを押すと、選 
択した画像び全て削除されます。 


削餘 

進巧画像削除 


■ I I 川 ||| I I I H 

■ み枚 _ ■ 

A ■ は い 孤 ,田 

C 感ク tessi 
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II 日付選択 


1梢 Ij 除]画面で[日付選択]を選ぶ 

• [日付選択]を選んでマルチセレクターの►を押します。 



2曰付を選ぶ 


•日付を選んで►を押すと、日付の横にチェック因び 


入ります。ちう一度►を押すと解除されます。 
• 削除する曰付全てに設定してください。 


( ISO ) ボタンを押すと、選択している日付 
に撮影した画像をサムネイル表示して確認でさ 
ます。もう一度与 H ( ISO ) ボタンを押すと、曰 
付選択画面に戻ります。 

•サムネイル表示中に夕 （ QUAL ) ボタンを押す 




と、ボタンを押している間、選んだ画像を拡大 Qh ( iso ) ボタン 


お术します。 


3設定を完了する 

• ® ボタンを押して、設定を終了します。 

•確認画面で[はい]を選択し、 ® ボタンを押すと、 
選択した曰付の画像び全て削除されます。 
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パソコン、プリンター、 
テレビとの接続 


ViewNX 2をインス I ルする 


付属のソフトウェアをインス!ールして、画像 
をパソコンに取り込めば、静止画や動画の表示、 

編集びでさます。インストールを始める前に、お 
使いのパソコンの環境び田207の動作環境に 
合っているか確認してください。 

• お使いのカメラに対応していない八'—ジョン 
のソフトウェアを使用すると、 RAW 画像を力 
メラからパソコンへ正常に転送できないことびあります。必ず最新のバージョンの 
ViewNX 2をお使いください。 

•最新版の ViewNX 2は、当社ホームぺージ （ mxxv ) からダウン□—ドしてインス!ルす 
ることちでさます。 



1 パソコンを起動し 、 ViewNX 2 CD - ROM を 
CD - ROM ドライブに入れてインストーラーを 
起動する 
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4 インストールを終了する 


Windows Mac OS 



[はい] をク iJ ック [ OK ] をクリック 


次のソフトウエアびインス I -ールされます。 

• ViewNX 2 

• Apple QuickTime ( Windows のみ） 

5 CD - ROM を CD - ROM ドライブか 5 取り出す 



M インストールガイドについて 

手順3の画面で[インストールガイド]をク U ックすると 、 ViewNX 2のインストール方法のヘルプを表示し 
ます。 
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M ViewNX 2 の動作環境について 


Windows Mac OS 


プ□セツヴー 
に PU ) 

•静止画、動画 （ MotionJPEG 圧縮方式 ）： Intel 
〔 eleron / Pentium 4 /Core シリーズ1 .6 GHzi ^ ツ上 

• 動画 （ H .264 圧縮方式）： 

-再生時 ： Pentium D 3.0 GHzJ ^ ソ上 

-編集時 ： 〔ore 2 Duo 2.6 GHzJ；l 上 

• 1280 X 720ピクセルじ Lb でフレームレート 

30 fps じ(上、または1920 X 1080ピクセルじ(上で 
動画再生をする場合 ： Intel Core i 5 J ； LL を推奨 

• 静止画、動画 （ Motion 」 PEG 圧縮 
方式 ）： Intel Core シ U — ズ /Xeon 
シリーズ 

• 動画 （ H .264 圧縮方式）： 

-再生時 ： Core Duo 2 GHzl；LL 

-編集時 ： Core 2 Duo 2.6 GHz しツ上 

• 1280 X 720ピクセルじ(上でフレーム 
レート 30 fps じ(上、または192 0 X 

1080ピクセルじ(上で動画再生をする 
場合 ： Intel Core i 5 じ LL を推奨 

0 S 

Windows XP、Windows Vista、Windows 7、 
Windows 8 

• すべてプリインストールされているモデルに対応 

• Windows XP は 32 bit 版のみ対応します。 

Mac OS XI 0.6、 10.7. 10.8 

メモリー 

( RAM ) 

• Windows 8 、 Windows 7 、 Windows Vista : 
1 GB しツ上実装 （2 GB 1； I 上実装を推奨） 

• Windows XP :引 2 MBJ ^ ソ上実装 （2 GB 政上実装 
を推奨） 

引 2 MBJ ^ ツ上実装 （2 GBJ ^ ソ上実装を推奨） 

八ードディスク 

| OS 起動ディスクの空き容量び 500 MBJ ^ ソ上 （ IGBl ^ LL 推奨） 

モニター 

解像度：1024 X 768ピクセル ( XGA ) じ(上 
(1280 XI 024ピクセル ( SXGA ) ソ上推奨） 

表示色数： 24 bit カラー]^ソ上 

解像度：1024 X 768ピクセル ( XGA ) 

じ(上 （1280 XI 024ピクセル （ SXGA ) 
しツ上推奨） 

表示色数：1670万色]^ツ上 


※対応 OS に関する最新情報は、当社ホームぺージのヴポート情報（口 XXV) でご確認ください。 


国 Windows をおほいの場合 

ViewNX 2をインストールした歡 [ スタート ] から [ ずべてのプ □ グラム ] 一 [Link to Nikon] の順にク 
リックすると、当社のホームページにアクセスでをます（インターネットに接続でさる環境び必要です）。 
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ViewNX 2 を使う 

パソコンに画像を巧り込む 

1 画像の入った SD カードを用意する 

SD カード内の画像は、次の方法でパソコンに取り込めます。 

• SD 力ードを入れたカメラの電源を OFF にしてから、付属の USB ケーブル UC - E 6 でカメラと 
パソコンを接続し、カメラの電源を ON にする。 



•パソコンに装備されているカードス□ットに直接 SD カードを差し込む。 
•市販のカード U —ダーをパソコンに接続して、 SD カードをセツトする。 


2 ViewNX 2の Nikon Transfer 2が起動する 

起動するプ□グラム（ソフトウェア）を選ぶ画面びパソコンに表示されたとさは、 
Nikon Transfer 2を選びます。 


3画像をパソコンに取り込む 

[転送開始]をク IJ ックすると、記録されている全ての 
画像びパソコンに取り込まれます (ViewNX 2の初期設 
定)。 



因 Windows 7をおほいの場合 

ちの画面び表示されたときは、次の手順で Nikon Transfer 2を選び 
ます。 

1[画像とビデオのインポート] で使用するプ□グラムに 
Nikon Transfer 2を選ぶ 

• [画像とビデオのインポート]の[プ□グラムの変更]をク 
U ックすると表示される画面で、[画像ファイルを取り込む- 
NikonTransfer 2使用]を選んで、 [0 K ] をクリックします。 
2陋像ファイルを取り込む]をダブルクリックする 
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4 接続を解除する 

•カメラを接続している場合は、カメラの電源を OFF にして、 USB ケーブルを抜きます。 

• カード IJ ーダーやカードス□ットをお使いの場合は、パソコン上で IJ ムーバブルディスク 
の取り外しを行ってから、 力ー ド IJ ーダーまたは SD カードを取り外してください。 


画像を見る 


画像の取り込みび終わると、 ViewNX 2 び自動的に起動 
し、取り込んだ画像び表示されます。 



■■静止画を編集する 


ViewNX 2 のツールバーで [エディット] をク U ックします。 

階調の補正、シャープネスの調整、画像の切り抜さ（ク□ップ）など 
の編集びでさます。 

■■動画を編集する 

ViewNX 2のツールバーで [Movie Editor ] をク U ックします。 

このカメラで撮影した動画の不要な部分を削除するなどの編集びで 
さます。 

■■画像をプリントする 

ViewNX 2のツールバーで[印刷]をク U ックします。 

ダイア□グび表示され、パソコンにつないだプリンターから、画像を 
プ U ントでさます。 



M ViewNX 2を手動で起動するには 

• Windows :デスクトップの [ViewNX 2] のシヨートカットアイコンをダブルクリックする 

• MacOS : Dock の [ ViewNX 2] アイコンをクリックする 


M ViewNX 2の詳しいほい方は 

ViewNX 2のヘルプを参照してくださし、。 


(W)[ 

t 


ViewNX 2〜レプ (H) 


TF^ ェで巧歹ップテー h(U)... 

Capture NX 2 巧恒試用ダウン□-ド (N)". 

Camera Control Pro 2 無慎試用ダウンロードに)... 
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[5 パソコンとの接続時のごを意 

• カメラとパソコンび通信している間は、カメラの電源を OFF にしたり、 USB ケーブルを抜いたりしないでく 
ださい。 

• カメラとパソコンを接続するときは、充分に充電されたバッテリー EN - EL 15、 または別売のパワーコネク 
ター EP -5 B と AC アダプター EH -5 b を組み合わせてお使いになることをおすすめします。 

• ケーブルを接続するとさは、端子の挿入方向を確認して無理な力を加えずに、まっすぐに差し込んでくださ 
し、。端子を引さ抜くときを、まっすぐに引さ抜いてください。 

• ケーブルを抜き差しするときは、必ずカメラの電源び OFF になっていることを確認してください。 

b USB 八ブについて 

USB 八ブに接続した場合の動作は保証しておりません。 

国端子カバーについて 

使用しないとさは、カメラの端子カバーを必ず閉じてください。ゴ三などび入ると、誤作動の原因となること 
びあります。 
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有線 LAN/ 巧線 LAN をほってパソコンに画像をお送ずる 

このカメラは、別売の通信ユニット UT -] に 0325) をカメラに付属の USB ケーブルで接続す 
ることにより、有線 LAN でパソコンや FTP サーバーと通信できます。さらに、 UT - 1にワイヤ 
レストランスミッター V \ Ar -5 (の 325) を取り付けると、無線 LAN で通信を行えます。 

• D 7100で UT -] を使用するには、 UT -1 のファームウェアのパ'-ジョンび 1.1 じ(降になってい 
る必要びあります。お使いの UT -1 のファームウェアのパ'—ジョンは、 UT -1 を接続したカメ 
ラのセットアップメニュー（田 268) の[ネットワーク]一[オプション]一[ファーム 
ウェアバージョン]で確認できます。 

• UT -1 の付属ソフトウェア Wireless Transmitter Utility (ワイヤレストランスミッターユー 
ティ IJ ティー）は、バージョンび 1.4.0 じ(降になっている必要びあります。 

• 上記のファームウェアとソフトウェアの最新ノ（ージョンを当社ホームぺージのサポート情 
報に Qxxv ) からダウン□-ドしてください。 


II ち線 LAN / 無線 LAN 接続時に f まえる機能 


FTP 画像送信モード 

メモ U —力ードに記録した静止画および動画や、撮影直後の静止画をパソ 

PC 画像送信モード 

コンや FTP サーバーに保をでさます。 

カメラコント □ —ルモード 

別売の Camera Control Pro 2で、カメラをコント□—ルしたり、撮影し 
た静止画および動画をパソコンに保をでさます。 


• UT -1 および V \ AT -5 の使用ち法については、各製品の使用説明書をよくお読みください。 


M 画像送信モ-ド 

FTP 画像送信モードや PC 画像送信モードで UT -1 を接続しているとさは、画像再生時に i ボタンを押して、選 
択画像を転送でさます（接続していないとさは、転送設定のみを行います）。このため、[編集前後の画像表 
示、](田 304) など、画像再生時に i ボタンを押して操作する画像編集メニュー（田 282) は使えなくなりま 
す。[編集前後の画像表示]を使ラには、動作モードを画像送信モード]^ツ外に設定してください。 

&画像面送が態でのご注意 

画像転送状態のとさは、動画の記録および再生はでさません。（画像転送状態とは、 UT -1 び接続されており、 
画像を転送中、または、転送予定の画像び残っている状態のことです)。 

M 動画の拓送について 

動画は画像送信モードでパソコンに転送できます。ただし、[オプション]の[撮影後自動送信]および[フォ 
ルタ’一送信]で動画を転送することはでさません。 

@別売の Camera Control Pro 2について 

別売の Camera Control Pro 2 (田 324) で、パソコンからカメラをコント□ールして静止画や動画を撮影で 
さます。 Camera Control Pro 2で画像の記録先の設定び [ PC ] になっている場合、カメラとパソコンを接続 
して Camera Control Pro 2を起動すると、表示パネルに PC 接続中マーク P 〔び表示されます。 
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画像をプリンターで印刷する 

PictBridge (ピクトブ U ッジ：の 367) 対応プ U ンターをお使いの場合、パソコンを使わず 
に、カメラとプ IJ ンターを付属の USB ケーブル UC - E 6 で直接接続して SD カード内の画像を 
プ U ントでさます（ダイレクトプ IJ ント）。 

カメラとプ IJ ンターを接続ずる 

1カメラの電源を OFF 、 プリンターの電源を ON にする 

2カメラとプリンターを接続する 

• USB ケーブルは、無理な力を加えず、端テにまっすぐ差し込んでください。 



3カメラの電源を ON にする 

• 正しく接続されると、液晶モニターにちの画面び表示された後、 
撮影された画像び表示されます。 


r( 

PictBridge 


&ダイレクトプリントの前に 

• ダイレクトプリント時は、充分に充電されたバッテリー EN - EL 15、 または別売のパワーコネクタ ー EP -5 目と 
AC アダプター EH -5 b を組み合わせてお使いになることをおすすめします。 

• ダイレクトプリントする画像を撮影する場合は、撮影メニユーの[色空間](口 232) を [ sRGB ] にするこ 
とをおすすめします。 

[シ USB 八ブについて 

USB 八ブに接続した場合の動作は保証しておりません。 
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1 コ 7 だけプ U ントずる 

1プリントしたい画像を選ぶ 

• マルチセレクターの◄または►を押してプ IJ ントしたい画像を 
選びます。 

• 1コマ表示中に 气 ( QUAL ) を押すと、表示中の画像を拡大表示 
します（口199)。囚ボタンを押すと、 ] コマ表示に戻ります。 

( ISO ) ボタンを押して6〕マ表示に切り換えて、画像を選ぶことびできます。 

气 （ QUAL ) ボタンを押すと、 ] コマ表示に戻ります。 

• 6コマ表示中に BKT ボタンを押しなびら▲を押すと、[ス□ット/フォルダー指定メニュ ー] 
画面び表示され、ス □ッ トやフォルダーを切り換えられます（の 188)。 

2プリント設定画面を表示する 

• ® ボタンを押すとプ IJ ント設定画面び表示されます。 




3プリント設定の項目を設定する 

• ▼または▲を押して設定したい項目を選んで►を押すと、それぞれの設定画面び表示され 
ます。 


用紙設定 

▼または▲を押してプ IJ ントする用紙のサイズまたは [プリンターの設定] (プ U ン 
ターの設定を優先）を選んで®ボタンを押します。プ U ンターび対応する用紙サイズ 
のみび表示されます。 

枚数指定 

▼または▲を押して、プ U ントする枚数り〜 99 枚）を設定して®ボタンを押します。 

フチ設定 

▼または▲を押して、 [プリンターの設定] (プ U ンターの設定を優先)、 [あり] (フ 
チありプリント）または [なし] (フチなしプ IJ ント）を選んで®ボタンを押します。 

曰 荷 I 

▼または▲を押して、 [プリンターの設定] (プリンターの設定を優先)、 [あり] (日 

プリント 

付を印刷する）または [なし] (曰付を印刷しない）を選んで®ボタンを押します。 

I 

節囲指定 

[する] を選んで、►を押すと、[範囲指定]画面び表示されます。黄色の枠は、プ U 
ントされる範囲を示しています。 

•勺 H ( ISO ) ボタンを押すと枠びルさく（プ U ント範囲び狭く）なり、夕 （ QUAL ) ボ 
タンを押すと枠び大さく（プ IJ ント範囲び広く）なります。 

• マルチセレクターを操作すると、プ IJ ント範囲び移動します。 

•® ボタンを押すと、プ U ント範囲び決定します。 


4プリントを開始する 

•[プリント実行] を選んで、 ® ボタンを押すとプ IJ ントび始まり 
ます。 

• プ IJ ントを中断したいとさは、もう一度®ボタンを押してくださ 
い。 
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複数の画像をプリントずる 

あらかじめカメラとプ IJ ンターを正しく接続してからに□212)、次の手順でプ IJ ントして 
ください。 


1 「カメラとプリンターを接続する」の手順3 (田 21 2) 
で、撮影した画像が表示された!5、 MENU ボタンを押す 


2 プリント方法を選んでマルチセレクターの►を巧す 



プ U ント 
画像選択 

プリントする画像と枚数を選んでプ U ントします。 

曰付選択 

指定した曰付に撮影した画像を全てプ IJ ントします。 

DPOF 

プ U ント 

再生メニューの[プリント指定 ( DPOF )] (口 217) で、事前に設定した画像をプ IJ 
ントします。プ U ント指定した画像と枚数は、手順3の画面に反映されます。 

INDEX 

プ U ント 

SD カードの中の」 PEG 画像№64)を一覧でさる「インデックス」をプ U ントします。 

• インデックスプ U ントできるのは256コマまでです。 SD 力ード内に257コマ上の 
画像びある場合は、印刷されない画像びあります（確認画面び表示されます)。 



&ダイレクトプリントについてのご注意 

• RAW 画像（田 64) はダイレクトプ U ントできません。 RAW 画像の場合は画像編集メニューの [RAW 現像] 
(口 293) で作成した JPEG 画像をプリントしてください。 

• [フチ設定]と[節囲指定]は、接続したプ U ンターびそれぞれの機能に対応していない場合は、選べませ 
ん。なお、 離 囲指赶で狭い範囲を大きくプリントした場合は、画像び粗くプリントされる場合びあります。 

M プリンターの設定を優巧してプリントしたいとをは 

[用紙設定]、[フチ設定]、[日付プリント]の設定について、プ U ンターの設定を優先したいときは、それぞ 
れの設定時に[プリンターの設定]を選んでください。 
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3 プリントする画像と枚数を設定する 

[プリント画像選択]または [DPOF プリント]の場合： 

• ◄または►を押してプ IJ ントする画像を選び、▲または▼を押 
して、プリント枚数 （99 枚まで）を設定します。 


•プ IJ ントされる画像には、アイコンとプ IJ ント枚数び表示されます。枚数を0にすると、 
呂アイコンび消え、その画像はプ U ントされません。 

•气 ( quad ボタンを押している間は、選択中の画像び拡大表示 
されます。 

• BKT ボタンを押しなびら▲を押すと、[ス□ット/フォルダー指 
定メニュー]画面び表示され、ス□ットやフォルダーを切り換 
えられます （[ miss )。 

•画像と枚数を設定したら、 ® ボタンを押します。 

[日付選択]の場合： 

• ▲または▼を押してプ IJ ントする日付を選び、►を押して設定します。 

• プ IJ ントする枚数は設定でさません。選択した曰付の画像の全てび1枚ずつプ IJ ントされま 
す。 

( ISO ) ボタンを押すと、選択している日付に撮影した画像 
をサムネイル表示して確認でさます。ちう一度 ( ISO ) ボタ 
ンを押すと、曰付選択画面に戻ります。 

•サムネイル表示中に气 （ QUAL ) ボタンを押すと、ボタンを押し 
ている間、選んだ画像を拡大表示します。 


•日付を設定したら、 ® ボタンを押します。 

[INDEX プリント]の場合： 

•[INDEX プリント] 画面び表示されたら、 ® ボタンを押します。 


夕 ( QUAL ) ボタン 


u 

n 

fail) 

WB 
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① 


[ 


Nikon 





( ISO ) ボタン 
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心 

Nikon 


夕 (QUAD ボタン 
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4 プリント設定の項目を設定する 

• ▼または▲を押して設定したい項目を選んで►を押すと、それ 
ぞれの設定画面び表示されます。 

• 「1〕マだけプリントする」の手順3 (口 213) と同様に、 拥紙 
設赶、[フチ設定]、[日付プリント] を設定してください。 

•[ INDEX プリント] の場合、用紙サイズによっては、プ IJ ントでさないことびあります 
(警告画面び表示されます)。 

5プリントを開始する 

•[プリント実^ 5] を選んで®ボタンを押すと、プ U ントび始まり 
ます。プ IJ ントび終わると、手順2の画面に戻ります。 

• プ IJ ントを中断したいとさは、ちラー度®ボタンを押して<ださい。 




M 関連ぺージ 

プ U ント時のエラーについては、「警告メッセージ」（口 356) をご覧ください。 
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プリントしたい画像をおちずる（プリント指定） 

SD カードをプ IJ ンターのカードス□ットに挿入して印刷するときや、プ U ントサービス店に 
持ち込んでプ U ントを依頼するとき、またはカメラとプ IJ ンターを直接接続してダイレクト 
プ U ントするとき（田 212) に、どの画像を何枚プ IJ ントするかをあらかじめ指定でさます 
(プ U ンターやプ U ントサービス店び DPOF 規格に対応している必要びあります）。プリント 
指定の方法は次の通りです。 


1再生メニューの[プリント指定 ( DPOF )] 

で[設定]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、再生メニューの [プリント 
指定 （ DPOF )] で [設定] を選びます。マルチ 
セレクターの►を押すと、プ IJ ント画像の選択画 
面び表示されます。 


2プリントする画像と枚数を設定する 

• ◄または►を押してプ U ントする画像を選び、▲または▼を押 
して、プ IJ ント枚数 （99 枚まで）を設定します。 

• 設定した画像には、アイコンとプ IJ ント枚数び表示されます。 

枚数を0にするとアイコンび消え、その画像はプ U ントされま 
せん。 

•夕 (quad ボタンを押している間は、選択中の画像を拡大表示しま 
す。 

•BKT ボタンを押しなびら▲を押すと、 [ス□ット/フォルダー指定 

メニュー] 画面び表示され、ス□ットやフォルダーを切り換えられます（の188)。 
•画像と枚数を設定したら、 ® ボタンを押します。 

3プリント指定の項目を設定する 

• 撮影情報や日付を画像に写し込まない場合は、手順4へ進みます。 

• 指定した画像全てに撮影情報や曰付をプ IJ ントしたい場合は、 

[撮影情報] または [日付] を選んで►を押して□にゾを入れて 
ください。 





4 ® ボタンを巧して、プリント指定を終了する 
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巧プリント指定についてのご注意 

•ダイレクトプ U ント時には、[プリント指定 （ DPOF )] の[撮影 情報]、[日优の設定は無効になります。 
ダイレクトプリントで日付をプリントしたい場合は、ダイレクトプリントの[日付プリント]を饭り]に 
して < ださい。 

• SD カードの残量び充分にないとさは、プリント指定びでさない場合びあります。 

• RAW 画像（口 64) は、プリント指定びできません。 RAW 画像は画像編集メニューの [ RAW 現像](口 293) 
で作成した JPEG 画像をプ U ントしてください。 

• プ U ント指定を行った SD カード内のデータを、このカメラじ(外で削除しないでください。正しくプリント 
でさなくなる場合びあります。 

M 設定したプリント指定を一巧で解除したいとまは 

前ぺージの手順1の画面で[—括解除]を選ぶと、ロリント指定 （ DPOF )] で設定した内容を全て解除します。 
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画像をテレビで見る 

HDMI ケーブルをほって八イビジョンテレビと巧続ずる 

カメラを HDMI 端テのある八イビジョンテレビなどと接続できます。接続には市販の HDMI 
ミニ端テ用ケーブル (Type C ) び必要です。別途お買い求め<ださい。 

1カメラの電源を OFF にする 

• HDMI ケーブルを抜き差しするときは、必ずカメラの電源を OFF にしてください。 



※使用する外部機器の端子に合ったケーブルをお使いください。 


3テレビの入力を HDMI 入力に切り換える 
4カメラの電源を ON にして、囚ボタンを巧す 

• 撮影した画像びテレビの画面に表示されます。 


M 動画の音声について 

• テレビで動画を再生するとさは、音量をテレビ側で調節してください。カメラ側では音量調節でさません。 

• HDMI 対応機器接続時には、動画再生時の音声は、カメラに接続したへッドホンから再生でさません。 

国 HDMI ケーブル接続時のライブビュー撮影と動画撮影について 

• HDMI ケーブルでカメラとテレビをつなぐと、テレビ画面を見なびら静止画ライブビュー撮影や動画ライブ 
ビュー撮影を行えます（口162、169)。 

•動画ライブビュー中または動画の撮影時、セットアップメニュー [ HDMI ] の[出力解像度](田 220) び 
[オート]外の設定の場合は、設定した出力解像度で HDMI 出力を行います。[出力解像度]び[オート] 
の場合は、撮影した動画の[画像サイズ/フレームレート](の 171) の設定に合わせて HDMI 出力します。 
HDMI 対応機器によっては、[画像サイズ/フレームレート]の内容では HDMI 出力できないことびあります。 
その場合は、[出力解像度]を[オート]し：^外に設定してください。 

•動画記録中は、[画像サイズ/フレームレート](田 171) の設定よりルさい画像サイズで HDMI 出力される 
ことびあります。 

圓端子カバーについて 

使用しないとさは、カメラの端子カバーを必ず閉じてください。ゴ三などび入ると、誤作動の原因となること 
びあります。 
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HDMI 巧庶機器との接続時の設定を巧ちずる 

セットアップメニユー ( m %8) の [HDMI] で、 HDMI 対応機器への出力解像度を設定し 
たり、 HDMI - CEC 対応テレビの U モコンから制御できるように設定できます。 


■■出力解像度 


HDMI 対応機器への出力解像度を設定でさます。 

• [出力解像度] び [オート] の場合、出力先の映像信号形式を自動 
的に検出します。 



II 機器制御 


HDMI - CEC 対応テレビのリモコンを使って、]コマ表示とスライドシヨー再生のカメラ操作 
を行えます。 


1カメラと HDMI - CEC 対応テレビを接続する 


2 HDMI - CEC 対応テレビとカメラの電源を ON にする 


• [機器制御] び [する] の場合、 HDMI - CEC 対応テレビに 
ちの画面び表示され、カメラのマルチセレクターや®ボ 
タンの代わりに HDMI - CEC 対応テレビの U モコンを使つ 
てカメラを操作でさるようになります。 

• [機器制御] び [しない] の場合は、 HDMI - CEC 対応テレ 
ビの IJ モコンでカメラは動作しません。 



M HDMI 、 HDIVII - CEC とは 

「 HDMI 」 とは、 High-Definition Multimedia Interface の略で、マルチメディアインターフエースのひとつで 
す。 「 HDMI - CEC 」 とは、 HDMI-Consumer Electronics Control の略で、対応機器間での連携動作を可能にし 
ます。 

M HDIVII - CEC 巧応テレビとの接続時の表示 

HDMI - CEC 対応テレビとの接続時には、表示パネルの記録可能コマ数表示部にし5〔び表示されます。 

@機器制御について 

詳しくは、テレビの使用説明書などをご覽ください。 

E m テレビでの画像の再生について 

• 画像の再生方法は、液晶モニターで再生するとさと同じです。 

• 1コマ表示モードで画像のみ表示に切り換えると（田189)、テレビ画面ではフル表示になります。 

• テレビ画面では、画像の周辺部び一部ケラレて表示される場合びあります。 

• テレビでの再生などでカメラを長時間使うときは、別売のパワーコネクター EP -5 B と AC アダプター EH -5 b 
をお使いになることをおすすめします。 
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メニューガイド 

山再生メニユ ー ：再生で使える便利な機能 

k _ 

MENU ボタンを押して、タブの囚アイコンを選ぶと、再生メニューび表示されます。 



MENU ボタン 


► 



再生メニユー 


除 巧1 

再生フォルダ-設定 

D 7100 

巧表示設定 


再生画面設定 

— 

画像 コピー 

— 

巧[影直後の画をお認 

OFF 

削除後の巧再生画を 

骑 

縦の贾自動回転 

ON 




:再生フが修-設定 

D 7100 

, 非表示設定 


' 再生画面設定 

— 

■ 画像 コピー 

- 

■ 括! 影直後の画像お認 

OFF 

削除後のな再生画像 


ブ縦位 畳 自動回乾 

ON 


再生メニューの項目は、次の通りです。 


メニユー項目 

の 

削除 

202 

再生フォルダー設定 

221 

非表示設定 

222 

再生画面設定 

223 

画像コピー 

223 


メニユー項目 

の 

撮影直後の画像確認 

226 

削除後の次再生画像 

226 

縦位置自動回転 

227 

スライドシヨー 

228 

プリント指定 ( DPOF ) 
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E 関連ページ 

「再生メニューの初期設定」（田 342) 


再生フォルダー設定 MENU ボタンイ囚再生メニュ ー I 


画像は SD カード内のフオルダーに保存されます。 

画像の再生に 0187) 時に表示するフオルダーを設定します。 


D 7100 

D 7100で作成された全てのフォルタ'一内の画像を再生します。 

全てのフオルタ’一 

SD カード内の全てのフォルダーの画像を再生します。 

記録中のフォルダー 

画像の記録に実際に使われているフォルタ'一の画像を再生します。 





































巧表示設定 MENU ボタンィ囚再生メニユ ー I 

非表示設定した画像は、非表示設定画面外では表示されません。 


設定 画像ごとに非表示設定します。 


選択した日付に撮影した画像を一括で非表示設定します。 

• 非表示設定したい日付を選択し、マルチセレクターの►を押す 
と、日付の左側のチエックボックスびオン囚になります。 

• をう一度►を押すと、チェックボックスびオフ□になります。 


•® ボタンを押すと、設定を完了します。 


一括解除 非表示設定を一括で解除します。 



II 画像ごとにが表示設定する 


[設定]を選ぶ 


• [設定] を選んでマルチセレクターの►を押すと、画像 
の選択画面び表示されます。 




2非表示する画像を選ぶ 

•マルチセレクターを操作して画像を選び、 

( ISO ) ボタンを押して設定します。設定すると 
rsi び表示されます。もう一度与 H ( ISO ) ボタン 
を押すと、^5；1び消えます。 

• 非表示にする画像全てに設定してください。 

•夕 (quad ボタンを押している間、選んだ画 
像を拡大表示します。 

•BKT ボタンを押しなびら▲を押すと、[ス□ット/フォルダー指定メニュー]画面び表示さ 
れ、ス□ットやフオルダーを切り換えられます（の188)。 


3設定を完了する 

• ® ボタンを押して、設定を終了します。 




凸非表示設定についてのご注意 

• SD カードを初期化すると、非表示設定した画像を削除されますのでごま意ください。 

• プ□テクトと非表示の両方を設定した画像の非表示設定を解除すると、プ□テクト設定を解除されます。 
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再生画面設定 MENU ボタンィ囚再生メニユ ー I 

標準表示画面に □190) で、選択したフオーカスポイントまたはピント合わせに使用した 
フオーカスポイントを表示するかどラかを設定でさます。また、 ] コマ表示時の画像情報表 
示に、画像のみ表示、八イライト表示、 RGB ヒストグラム表示、撮影情報表示、統合表示を 
表示するかどラかち設定でさます。 


• 画像情報に表示したい項目を選択し、マルチセレクターの►を押 
すと、項目の左側のチェックボックスびオン囚になります。ちラ 
一度►を押すと、チェックボックスびオフ□になります。 

•® ボタンを巧すと、設定を完了します。 




再生画面の追加 


Y 

囚画をのみ 

1 

d 

囚りイライト 


■ 

因 RGB ヒストグラム 



囚巧おち報 


ブ 


脚決定 


画像 コピー 

MENU ボタン ィ囚 再生メニユ ー 1 

SD カードを2枚使用しているときに、 SD カード内の画像ををう一方の SD カードにコピーで 
さます。 

コピー元の選択 

コピーしたい画像びあるス□ットを選びます。 

コピー元画像の選択 

コピーしたい画像を選択します。 

コピー先フオルタ’ 一の 選択 

[コピー元の選択] で選ばなかったス□ットにあるフォルタ'一を画像 
のコピー先として選択します。 

コピー実行 

コピーを実行します。 


■■画像のコピー方法 


1[コピー元の選択]を選ぶ 

• [コピー元の選択] を選んでマルチセレクターの►を 
押すと、[コピー元の選択]画面び表示されます。 



2コピーしたい画像があるス□ットを選ぶ 


• コピーしたい画像び入っているカードのス□ットを 
選んで®ボタンを押すと、[画像コピー]画面に戻り 
ます。 



3 [コピー元画像の選択]を選ぶ 


•[コピー元画像の選択] を選んでマルチセレクターの 
►を押すと、[コピー元画像の選択]画面び表示され 
ます。 



223 




















4 コピー元画像があるフオルダーを選ぶ 


• コピー元画像のあるフォルダーを選んで►を押すと、 
[画像選択の初期状態]画面び表示されます。 



5画像の選択方式を選ぶ 

•コピー画像の選びちは、次の 3 通りびあります。 



全画像非選択1 

1 

フオルタ'一内全ての画像び選ばれていない状態で表示されます。 

•コピーする画像を 1 枚ずつ自分で選びたい場合に適しています。 

全画像選択1 

i 

フオルタ'一内の全ての画像び選ばれた状態で表示されます。 

• フオルタ'一内の全画像をコピーしたい場合に適しています。 

プ□テクト1 
画像選択1 

フオルタ'一内のプ□テクトされている画像だけび選ばれた状態で表示されます。 


6コピーする画像を選ぶ 


•マルチ セレクターで 画像を 選んで (ほ 0) ボ 
タンを押すと、ゾび表示されます。ちう一度 
(ISO) ボタンを押すと、ゾび消えます。 

•夕 ( quad ボタンを押している間、選択中の 
画像を拡大表示します。 

• コピーしたい全ての画像にゾを入れてから®ボ 
タンを押すと、[画像コピー]画面に戻ります。 



(ISO ) ボタン 


7 [コピー巧フオルダーの選択]を選ぶ 

• ロピー先フオルダーの選択] を選んで►を押すと、 

[コピー先フォルダーの選択]画面び表示されます。 
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8 コピー先フオルダーの選択方法を選ぶ 

• コピー先フォルダーの選択ち法を選んで►を押しま 
す。 



コピー先のフォルダー番号を入力して指定します 
(田230)。指定したフォルダー番号のフォルダーびない 
フオルタ’一 場合は、フォルダーを新規作成します。 

番号指定 


既をフォルダーの一覧表示から、コピー先フォルダーを 
選択します（口231)。 


既存フォルダー 


か5選択 


画像コピ- 

フ如 1/5^— を号指定 の。 


こ a 口自 

■ 

100〜999 


巧移動©設定励決定 



9コピー先フォルダ ーを 選ぶ 

•それぞれの画面で、フォルダー番号を指定または選択して®ボタンを押すと、コピー先 
フォルダーを設定して[画像コピー]画面に戻ります。 

10 [コピー実行]を選ぶ 

• [コピー実行] を選んで®ボタンを押すと、コピーの 
確認画面び表示されます。 



11[はい]を選ぶ 

•[コピーしますか？]といラメッセージと、コピーす 
る枚数び表示されます。 

• [はい] を選んで®ボタンを押すと、コピーを実行し 
ます。 

•コピーび終了したら、もう一度®ボタンを押してコ 
ピーを完了します。 
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® 同じファイル番号が 
を在しま す。_ 


[5 画像コピーについてのごを意 

• コピー先 SD カードの残量びない場合、コピーでさません。 

• コピー先フォルダーに同じファイル番号びを在する場合、ちのよ 
うな画面び表示されます。このとき、 [上書き] または [全て上 
書を] を選択すると、コピー元の画像に上書さされますのでごを 
意ください。ただし、コピー先の画像にプ□テクトまたは非表示 
び設定されている場合は、上書さでさません。 [スキップ] を選 

択すると、上書させずに残りの画像のコピーを続けます。 [キャンセル] を選択すると、コピーを中止します。 
. プ□テクト設定はコピー先の画像に引さ継びれます。 

• [プリント指定 (DPOF)] (口 217) で設定した情報は、コピー先画像には引き継びれません。 

• 非表示設定した画像はコピーでさません。 

• 動画をコピーするとさは、バッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテ U —をお使いください。 


撮影直をの画像確認 _ _ MENU ボタンイ囚再生メニュ ー I 


撮影直後に画像を自動的に表示するかどラかを設定します。 [しな 
い] を選択した場合に撮影画像を表示確認するには、囚ボタンを巧 
してください。 





削除をの巧再生画像 

MENU ボタンィ囚再生メニユ ー 1 

画像を削除した後に表示する画像を設定でさます。 




後ろのコマ 

削除した画像の次に撮影した画像を表示します。 

最後の画像を削除した場合は、]つ前の画像を表示します。 


前のコマ 

削除した画像の前に撮影した画像を表示します。 

最初の画像を削除した場合は、次に撮影した画像を表示します。 


直前コマ送り 
方向に従ラ 

.直前のコマ送りび前の画像から後の画像の順番のとさは、 [後ろのコマ] と同じ 
動作になります。 

•直前のコマ送りび後の画像から前の画像の順番のとさは、 [前のコマ] と同じ動 
作になります。 
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縦位置自動回面 MENU ボタンィ囚再生メニユ ー I 

縦位置で撮影した画像を、自動的に回転して表示します。 


&縦位置自動回拓についてのご注意 

• [縦位置自動回お] を [ずる] に設定しても、セットアップメニューの [縦横位置情報の記録] (口 273) を 
[しない]にして撮影した画像は、全て横位置で表示されます。 

•縦位置で撮影した状態のまま画像確認びしやすいように、 [縦位置自動回き 员を [する] に設定してを、撮 
影直後の画像確認時は自動回転しません。 
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スライドシヨー MENU ボタンィ囚再生メニユ ー I 

撮影した画像を記録された順番に]コマずつ連続再生します。 [再生フォルダー設定] 
(田 221) で設定されたフオルダー内の画像び記録された順番で再生されます。ただし、 [非 


表示設定] (田 222) 

されている画像は再生されません。 

開始 

スライドショーを開始します。 

再生画像の種類 

スライドショーで再生する画像の種類を [静止画と動画]、[静止画のみ]、[動 
画のみ] から選べます。 

インターバル設定 

1コマの画像を表示する時間を設定します。 


■■スライド シヨーを 再生する 

[開始] を選んで®ボタンを押すと、スライドシヨーび始まります。 
スライドシヨーの再生中は、次の操作び可能です。 



1コマ進む/戻る 

1 


1 

マルチセレクターの◄を押すと前の画像び、►を押すと次 
の画像び表示されます。 

画像情報を切り換える 

1 


1 

▲または▼を押すと、静止画再生時に画像情報の切り換え 
びできます（の189)。画像情報を「画像のみ」に切り換え 
ると、画像だけをスライドショーで再生でさます。 

一時停止ずる/ 
再開ずる 

1 


1 

スライドショーび一時停止します。をラー度®ボタンを押 
すと再開します。 

動画再生中に 
音量を調節ずる 

气 (QUAL) / 

卿（ほ〇) 

夕 ( QUAL ) ボタンを押すと音量び大きくなり、 勺 H ( ISO ) 
ボタンを押すとルさくなります。 

再生メニューに戻る 

MENU 

スライドショーを中止して、再生メニューに戻ります。 

通常再生に戻る 

囚 

スライドショーを中止して、 ] コマ表示モード（の187)、サ 
ムネイル表示モード№197)またはカレンダー表示モード 
(の 198) に戻ります。 

撮影に戻る 




シャッターボタンを半押しすると、すぐに撮影でさます。 


再生び終わると、ちのよラな画面び表示されます。 [再開] を選ん 
で®ボタンを押すと、スライドショーび再開します。 [終了] を選 
■国 ■ んで®ボタンを押すと、スライドショーび終了します。 
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a 撮影メニユ — ：撮影で使える便利な機能 

MENU ボタンを巧して、タブの〇アイコンを選ぶと、撮影メニューび表示されます。 



MENU ボタン 

撮影メニューの項目は次の通りです。 


メニュー項目 

の 

メニユー項目 

の 

撮影メニューのリセット 

230 

色空間 

232 

記録フォルダー設定 

230 

アクティブ D - ライティング 

112 

ファイル名設定 

232 

HDR り V イタ’イナミックレンジ） 

114 

ス□ット2の機能 

68 

自動ゆびみ補正 

233 

画質モード 

64 

長秒時ノイズ低減 

233 

画像サイズ 

67 

高感度ノイズ低減 

234 

撮像節囲 

61 

ISO 感度設定 

77 

JPEG 圧縮 

66 

リモコンモード設定 （ ML - L 3) 

127 

RAW 記録 

66 

多重露出 

142 

ホワイトバランス 

87 

インターバルタイマー撮影 

146 

ピクチャーコント □ —ル 

103 

動画の設定 

171 

カスタムピクチャーコント□—ル 

108 


国設定でをない撮影メニュー頃目について 


撮影モードやカメラの状態によって、設定でさないメニュー項目びあります。この場合、その項目はグレー 
で表示されて選べません。 

各撮影モードで設定でさる撮影メニュー項目については、「撮影モード別：設定でさる機能一覧」をご覧く 
ださい（口336)。 


記録フォルタ-設定 
ファイル名設定 
ス□ツト2の機能 
画質モード 
画像サイズ 
お像範囲 
JP 防圧紀 


W 做 W 闕口回粗 
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撮露メニューのリセット MENU ボタンイ〇撮影メニュ ー I 


撮影メニューを U セツトして初期設定に戻します。 



国関連ぺージ 

「撮影メニューの初期設定」（の 342) 


記録フォルダー設定 MENU ボタンィ〇撮影メニユ ー I 

記録フォルダーの新規作成や既存フォルダーからの選択を行います。新規作成の場合は [フォ 
ルダー番号指定] でフォルダー番号を設定します。既存フォルダーから選択する場合は [既 

巧フォルダーか 5 選択] を選びます。 

■■フォルダー番号指定 

記録するフォルダー番号を指定します。フォルダーび存在しない場合は新しく作成します。 

1[フォルダー番号指定]を選ぶ 

• [フォルダー番号指定] を選んでマルチセレクターの 
►を押すと、[フォルダー番号指定]画面び表示され 
ます。 

• [フォルダー番号指定]画面のち上には、フォルダー 
を作成するス□ツトび下線で強調されて表示されま 
す。フオルダーを作成するス□ットは、 [ス□ット 2 の機能] の:] 68) の設定によって異な 
ります。 



2フォルダー番号の巧を選ぶ 

• ◄または►を押して、フォルダー番号の変更したい巧を選びます。 

3フォルダー番号を変更する 

• ▲または▼を押して、フォルダー番号の数値を変更します。 
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4 フォルダー番号を設定する 

• ® ボタンを押すと、新規フォルダーを作成して撮影メニュー画面に戻ります。 

• 次に撮影する画像は、作成した新規フォルダーに保をします。 

•作成済みのフォルダー番号を指定すると、フォルダー番号の左にフォルダーマーク（亡]、 
巧、因）び表示されます。 

亡]または巧を選んで®ボタンを押すと、指定したフォルダーを記録フォルダーに設定し 
て撮影メニューに戻ります。 

• キャンセルしたい場合は、 MENU ボタンを押すと撮影メニューに戻ります。 


M フォルダーマークについて 

[フォルダー番号指定]画面では、フォルタ'一番号の左に、画像の入っていないフォルタ'一のとさは己、フォ 
ルダー内のファイル数び999個またはファイル番号び9999に達しているフォルダーのとさは呂、その他の 
フオルタ'一のとさは白のフオルタ'ーマークび表示されます。臣]び表示されているフオルタ'一には、画像は記 
録でさません。 


■■既巧フォルダーか6選択 

既存のフオルダーから選択します。 


1[既存フォルダーか5選択]を選ぶ 

• [既巧フォルダーか 5 選択] を選んでマルチセレク 
ターの►を押すと、[既をフオルタ'一から選択]画面 
び表示されます。 




2フオルダーを選ぶ 

• ▲または▼を押して、画像を記録するフオルダーを選びます。 


3画像を記録するフオルダーを設定する 

• ® ボタンを押すと、設定び有効になり撮影メニュー画面に戻ります。 
• 次に撮影する画像は、選んだフォルダーに保をします。 


凸フォルダー番号およびファイルき号についてのご注意 

フォルダー番号び999に達しているときに、ファイル番号び9999に達するか、このフォルター内のファイル 
数び999個に達した場合は、それじ(上フォルタ'一を作成でさず、シャッターびされなくなります。ただし、次 
の場合、 SD カードにまだ空さ容量びあれば、さらに撮影を続けられます。 

• フォルタ'一番号び999じ(下で、その内のファイル数び999に達していないフォルタ'一を記録フォルタ'一とし 
て選んだ場合 

• フォルダー番号び999じ(下のフォルダーを新規に作成し、それを記録フォルダーとして選んだ場合 

M 大容量の SD 力ードをほ用する場合 

すでにたくさんのフォルダーや画像び記録されている SD カードを使用する場合、 SD カードを挿入したとさや、 
カメラの電源を ON にしたとさなどに行われるファイル検索に時間びかかるため、撮影や再生びでさるまでに 
時間びかかることびあります。 
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ファイルち設定 MENU ボタンィ〇撮影メニュ ー I 

このカメラで撮影した画像には、自動的に DS し nnnn . xxx というファイル名び付きます。 
[ファイル名設定] では、 「 DSC 」 の3文宇を任意に変更できます。ファイル名の設定ち法は、 
「カスタムピクチャーコント□-ルを登録する」の手順6をご覧くださいに0109)。 


® ファイル名にごいて 

• このカメラで撮影された画像には DS し nnnn . xxx という名称び付きます。 
nnnn には0001〜9999までの数字び入ります。 XXX には選んだ画質モードによって、次の拡張テび入ります。 
- NEF : RAW の場合 
-JPG : FINE / NORMAL / BAS にの場合 
- MOV :動画の場合 

- NDF :イメージダストオフデータの場合 

• 撮影メニューの担空亂で [Adobe RGB ] (口 232) を選んだ場合は _ DSCnnnn . xxx という名称び付きます。 
• 同時記録された RAW 画像と」 PEG 画像のファイル名は同じですび、拡張子びそれぞれ NEF 、」 PG になります。 


ち空間 MENU ボタンィ〇撮影メニユ ー I 

記録する画像の色空間を指定します。 [ sRGB ] 色空間は画像調整を行わずに再生やプリント 
をする場合に適しています 。 [Adobe RGB ] 色空間は、 [ sRGB ] に比べて色域び広いため、 
商業印刷に適しています。 


M を空剧こついてのごを意 

• カラーマネージメント機能を持たないアプリケーションで画像を開く場合、または印刷する場合には 、 sRGB 
色空間をおすすめします。 

• Adobe RGB 色空間で記録した JPEG 画働ま、 DCF オプション色空間に対応しています。 DCF オプション色空 
間に対応しているアプ U ケーションやプ U ンターの場合、自動的に正しい色空間び設定されます。 DCF オプ 
ション色空間に対応していないアプ U ケーションやプリンターの場合は 、 Adobe RGB 色空間に設定してく 
ださい。詳細については、アプ U ケーションやプ U ンターの説明書をご覧ください。 

• ExifPrint 、 市販プリンターなどのダイレクトプリント、キオスク端末プリント、およびプリントサービスな 
どでプリントする場合、 sRGB 色空間をおすすめします 。 Adobe RGB 色空間で記録すると、彩度び低下する 
場合びあります。 

M ViewNX 2 または Capture NX 2 をおほいの場合 

付属の ViewNX 2や別売の Capture NX 2をお使いいただくと、正しい色空間での処理び自動的に行われます。 

因ち空間とは 

色を数値化して表現するとさに、どの色にどの数値を対応させるかを定めたをので、「カラースペース」とを 

いいます。 
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自動ゆびみ補正 MENU ボタンィ〇撮影メニュ ー I 

[ずる] にすると、広角レンズ使用時のたる型のゆびみや、望遠レン 
ズ使用時の糸卷さ型のゆびみを補正して撮影します。 

•[自動ゆびみ補正] は、 G タイプ • D タイプレンズを装着した場合 
のみ機能します。ただし、 PC レンズ、フィッシュアイレンズ、そ 
の他一部のレンズを装着した場合は機能しません。また、対応レン 
ズけ34を装着した場合については、動作を保証しません。 



自動ゆがみ補正についてのごミ主意 

• [ずる] の場合、シャッターをさってから、記録び始まるまで時間びかかる場合びあります。 
• ゆびみを大さく補正するほど、画像周辺部は切り取られます。 

• 動画撮影時は、自動ゆびみ補正の効果は適用されません。 

因関連ぺ-ジ 

撮影した画像のゆびみを補正する 一 n / [ゆびみ補正] (の 297) 


長砂時ノイズ低減 MENU ボタンィ〇撮影メニユ ー I 

低速シャッタースピードになったとさに発生するノイズ（ざらつさ、むら、輝点）を低減し 
ます。 


ずる 

シャッタースピードび1秒より低速になった場合に、長秒時ノイズの低減処理を行い 
ます。 

しない 

長砂時ノイズの低減処理を行いません。 


長秒時ノイズ低減処理は、撮影後に行われます。処理中は、表示 
パネルとファインダー内表示に Job or び点滅します。この表 
示び消えるまで、撮影はでさません。長秒時ノイズの低減処理を 
行ラ場合、画像を記録するまでの時間は、約2倍になります。 



凸長秒時ノイズほ減についてのご注意 

• 連続撮影速度は遅くなり、連続撮影可能コマ数を少なくなります。 

• 処理中に電源を OFF にすると、処理は行われず、長秒時ノイズの低減処理を行う前の画像び保をされます。 
• 動画撮影時は、長秒時ノイズ低減の効果は適用されません。 
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高感度ノイズ低減 _ MENU ボタンイ〇撮影メニュ ー I 


静止画撮影時に、 
します。 

感度び高くなるほど発生しやすいノイズ（ざらつさ、むら、すじ）を低減 

強め 

全ての ISO 感度で高感度ノイズの低減処理を行います。 ISO 感度び高くなるほど、効 

標準 

果的です。 

弱め 

• ノイズ低減の効果は、強い順に [強め]、 [標準]、 [弱め] になります。 

しない 

1 

に0感度び1250似上の高感度になったとさのみ、ノイズ低減処理を行います。この場 
合のノイズ低減効果は [弱め] よりをさらに弱くなります。 
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ク カスタムメニユ ー ：撮影に関するさ S に詳細な設定 

MENU ボタンを巧して、タブの/アイコンを選ぶと、カスタムメニューび表示されます。 


^111 

© 

獄 

1综 



MENU ボタン 




3 カスタムメニュー 

^カスタムメニューのリセット 
^才ートフォーカス 
^涅お•測光 
^ cAE □ック•タイマー 
" .巧を•記録•表示 
* フラッシュ • BKTSi 影 
操作 
動画 



カメラの各種設定を撮影者の好みに合わせて変更で 
さます。カスタムメニュー画面は、 2 つの階層で構成 
されています。 


く第1階層> 


カスタムメニュー 



カスタムメニューの 
リセット（口237) 



く第2階層> 
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カスタムメニューの項目は次の通りです。 



メニュー項目 

口 ■ 


メニュー項目 

の 

カスタムメニューのリセット 

237 

d 9 

ィル三ネーター点な 

247 

才ートフォーカス 

dIO 露出デイレーモード 

247 

a 1 

AF - C モード時の優先 

237 

dll 

フラッシュ使用推奨表示 

247 

a 2 

AF - S モード時の優先 

237 

d 12 MB - D 15 電池設定 

248 

a 3 

AF □ックオン 

238 

d 13 電池の使用順序 

249 

a 4 

フォーカスポイント照明 

238 e 

フラッシュ- BKT 撮影 


a 5 

フォーカスポイント循環選択 

238 

el 

フラッシュ撮影同調速度 

250 

a 6 

AF 点数切り換え 

239 

e 2 

フラッシュ時シャッタースピード 

251 

a 7 

内蔵 AF 補助光の照射設定 

239 


制限 

露出 

-測光 


e 3 

内蔵フラッシュ発光 

252 

b 1 

ISO 感度設定ステップ幅 

240 

e 4 

フラッシュ使用時の露出補正 

257 

b 2 

露出設定ステップ幅 

240 

e 5 

モデ U ング発光 

257 

b 3 

露出補正簡易設定 

240 

e 6 

オートブラケティングのセット 

257 

b 4 

中央部重点測光範囲 

241 

e 7 

B 灯の順序 

257 

b 5 

基準露出レベルの調節 

241 f 操作 



AE □ック*タイマー 

f 1 

0 K ボタンの機能 

258 

cl 

半押し AE □ック 

241 1 

f 2 

Fn ボタンの機能 

259 

c 2 

半押しタイマー 

242 j 

f 3 

プレビューボタンの機能 

261 

c 3 

セルフタイ 7 — 

242 

f 4 

AE / AF □ックボタンの機能 

262 

c 4 

液晶モニターのパワーオフ時間 

243 

f 5 

コマンドダイヤルの設定 

263 

' c 5 

リモコン待機時間 ( ML - L 3) 

243 

f 6 

ボタンのホールド設定 

264 

撮影 

• 記録*表示 


け 

力ードなし時レ IJ ーズ 

265 

d 1 

扇了なミ ru 申 

巧ナ曰日 又 At 

244 

f 8 

インジケーターの+ /—方向 

265 

d 2 

ファインダー内格子線表示 

244 

朽 

MB - D 15 の 翻 ボタンの機能 

265 

d 3 

ISO 感度表示と簡易設定 

245 g 

動画 



d 4 

インフォ画面のガイド表示 

245 

gi 

Fn ボタンの機能 

266 

d 5 

低速連続撮影速度 

245 

g 2 

プレビューボタンの機能 

266 

d 6 

連続撮影コマ数 

245 

g 3 

AE / AF □ックボタンの機能 

266 

d 7 

連番モード 

246 

g 4 

シャッターボタンの機能 

267 

d 8 

インフォ画面の表示設定 

247 





《設定内容び初期設定と異なる場合、変更されたメニュー項目の左上にアスタ U スク（木）を表示します。 


M 設定でをないカスタムメニュー頃目について 

•撮影モードやカメラの状態によって、設定でさないメニュー項目びあります。この場合、その項目はグレー 
で表示されて選べません。 

• 各撮影モードで設定でさるカスタムメニュー項目については、「撮影モード別：設定でさる機能一覧」をご 
覧ください（口336)。 
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カスタムメニューのリセット MENU ボタンィ/カスタムメニュー 

カスタムメニューを U セツトして初期設定に戻します。 


国関連ぺ-ジ 

「カスタムメニューの初期設定」（田 343) 



:オートフオーカス 


a 1 : AF - C モード時の優先 MENU ボタンィ/カスタムメニュー 

ファインダー撮影時の AF モードび AF - C のときに 069) にシャツターボタンを全押しした場 
合の動作を設定でさます。 


@ レリーズ 

ピント状態に関係なく撮影優先でシャッターをさることびでさます。 

[ちミ 1] フ オー カス 

ピントび合ラまで、シャッターボタンを押してをシャッターをさることびで 
さません。 


• AF モードび AF - C のときは、 [ AF-C モード時の優先]の設定にかかわらず、ピント表示 （♦) 
び点打してちフオーカス□ックは行われず、シャッターをきるまでピント合わせの動作を 
続けます。 


a 2 : AF - S モード時の優巧 MENU ボタン^ /カスタムメニュー 

ファインダー撮影時の AF モードび AF - S のとき（の 69) にシャツターボタンを全押しした場 
合の動作を設定でさます。 


@ レリーズ 

ピント状態に関係なく撮影優先でシャッターをさることびでさます。 

[1 ミミミ 1] フ オー カス 

ピントび合うまで、シャッターボタンを押してをシャッターをさることびで 
さません。 


• AF モードび AF - S のときは、 [ AF-S モード時の優先]の設定にかかわらず、ピント表示 （•) 
び点打した状態でシャッターボタンの半押しを続けると、シャッターをきるまでフオーカ 
ス□ックび行われます。 
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a 3 : AF □ックオン MENU ボタンィ/カスタムメニュー I 

ファインダー撮影時の AF モードび AF - C のときや、 AF - A に設定していて自動的に AF - C に切 
り替わったとさに、被写体との距離び瞬時に大さく変わった場合のピント合わせの動作につ 


いて設定でさます。 

AFi 5 (強め） 

被写体との距離び瞬時に大さく変わったとさ、一定時間経過してから被写 
体を追従するピント合わせを行います。被写体とカメラの間を障害物び横 
切るよラな撮影など、意図に反して障害物にピント合わせを行ラことを防 
止します。 

• 被写体との距離び瞬時(^大さく変わってから、追従するピント合わせを開 
始するまでの時間び長い順に、 [5 (強め)]、[4]、 [3 (標準)]、[2]、 [1 
(弱め)]になります。 

AFi 4 

AFi 3 (標準） 

AFI 2 

AFi 1(弱め） 

しない 

被写体との距離び瞬時に大きく変わったときは、すぐに追従するようにピン 
卜合わせを行います。距離の異なる複数の被写体を次々と撮影するよラなと 
さに便利です。 


a 4： フォーカスポイント照明 _ MENU ボタン イ /カスタムメニュ^ 


フアインダー内のフオーカスポイントの照明ち法を設定でさます。 


才ート 

被写体び暗いとさは、自動的にフオーカスポイントを赤色に照明します。 

ずる 

被写体の明るさにかかわらず常にフオーカスポイントび赤色に照明します。 
背景び明るいとさは、照明び見えづらい場合びあります。 

しない 

フオーカスポイントを照明しません。 


a 5： フォーカスポイント循居選択 _ MENU ボタン イ /カスタムメニュ ー I 


フオーカスポイントをマルチセレクターで選ぶとさに、上下左ち端 
で循環するよラに設定でさます。 



[ずる] を選んだ場合、一番端のフオーカスポイント（①）を選ん 
でいるときに、さらにマルチセレクターを同ち向（ち図の場合は ►) ‘ 

に押すと、反対側の端のフオーカスポイント（③）に移動します。 ® 
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a ら： AF 点数切り換え_ _ MENU ボタンイ/カスタムメニュー I 


手動で選べるフオーカスポイントの数を設定でさます。 


AF51 51点 

51点全てのフオーカスポイントを選べます。 

/ □□□□ljljqqq \ 

□ □□□ □□□ □□□□ 

□ □□□ □□□ □□□□ 

□ □UO □□□□□□!_) 


AF11 11点 

11点のフオーカスポイントから選べます。フオー 
カスポイントの位置をすばやく動かしたいとさ 

〔 

□ □ 〔 

コ 

〕 □ □ 



に便利です。 

〔 

コ 



a 7 : 内蔵 AF 補助がの照射設定 > MENU ボタンィ/カスタムメニュー J 

被写体び暗いときなど、シャッターボタンを半押しすると、ピント 
合わせのために AF 補助光を自動的に照射します。 

暗い場所でを AF 補助光を自動的に照射させないよラに設定でさます。 


ずる 

ファインダー撮影時に、オートフオーカスでのピント合わせの際に、次の条件び全 
て満たされた場合に、自動的に AF 補助光を照射します。 

• 被写体び暗い場合 

• AF モードび AF-S、 または AF-A で自動的に AF-S び選ばれた場合に 069) 

• AF エリアモード（口71)び[シングルポイント AF]、 [ダイナミック AF. 9点]、 
[ダイナミック AF • 21点]または[ダイナミック AF- 51点]で、中央のフオー 

カスポイントを選択したとき、 またはオートエ U ア AF のとき 

しない 

AF 補助光を照射しません。被写体び暗いとさなどは、オートフオーカスでのピント 
合わせはでさなくなる場合びあります。 



M AF 補助光について 

AF 補助光使用時は、レンズフードを取り外してください。 

国関連ページ 

•「 AF 補助光撮影に制限のあるレンズについてのご注意」（口31 5) 

• カスタムメニュー a 7 [内蔵 AF 補助光の照射設定] を設定でさる撮影モード ー 「撮影モード別：設定でさる 
機能一覧」（口 336) 
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:露出 • 測が 


b 1 : ISO 感度設定ステップ幅 MENU ボタンイ/カスタムメニュー I 


ISO 感度のステップ幅を設定でさます。 ISO 感度のステップ幅を変更 
したとさ、設定されている ISO 感度び変更後のステップ幅に存在し 
ない場合は、最ち近い値に変更されます。 



b 2: 露出設定ステップ幅 MENU ボタンイ/カスタムメニュー I 


シャッタースピード、絞り値、オートブラケティング補正量、露出 
補正量、および調光補正量のステップ幅を設定でさます。 



b 3： 露出補正簡易設定 _ _ MENU ボタン イ /カスタムメニュー J 


因ボタンを使用せずに、コマンドダイヤルだけで露出補正でさるよラに設定を変更でさます。 
露出補正簡易設定を [する（自動リセット)] または [ずる] に設定すると、露出インジケー 
ターの「0」び点滅します。 


ずる 

(自動リセット） 

コマンドダイヤルだけで露出補正値を設定でさます。 

• コマンドダイヤルだけを使って設定した露出補正値は、電源を OFF にするか、 

半押しタイマーびオフになると、 IJ セットされます。 

ずる 

コマンドダイヤルだけで露出補正値を設定でさます。 

•電源を OFF にしてを、半押しタイマーびきれても、設定した露出補正値は IJ セッ 

1 

卜されません。 

しない 

因ボタンを押しなびら、メインコマンドダイヤルを回して露出補正を設定します。 


Mbs [露出補正簡易設定]と f 5 [メインとサブの入れ換え]の併用について 

[露出補正簡易設定]とカスタムメニュー f 5 [コマンドダイヤルの設定](田 263) の[メインとサブの入れ 

換え]との併用により、次の表で記載しているコマンドダイヤルで露出補正びでさます。 




カスタムメニュー f 5 ー メインとサブの入れ換え 



しない 

ずる 


P 

サブコマンドダイヤル 

サブコマンドダイヤル 

撮影 モード 

S 

サブコマンドダイヤル 

メインコマンドダイヤル 

A 

メインコマンドダイヤル 

サブコマンドダイヤル 


M i 

1 機能しません 
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Mbs [露出補正簡易設定]と d 3 [ ISO 感度表示と簡易設定]の[感度表示と簡易設定 
をする]について 

b 3 [露出補正簡易設定]の[ずる（自動リセット)]と[ずる]は、 d 3 [ISO 感度表示と簡易設定]の憾度 

表示と簡易設定をする](口 245) とは併用できません。メッセージび表示され、先に設定していた内容び[し 
ない]にリセットされます。 


b 4： 中央部重点測が節囲 _ MENU ボタン ィ /カスタムメニュー 

中央部重点測光は、ファインダー中央部を重点的に測光して、露出 
値を決定します。中央部重点測光の範囲を変更でさます。 

• 非 CPU レンズを装着しているときの測光範囲は常に 08 mm 相当 
になります。 

b 5： 基準露出レベルの調節 MENU ボタン^ /カスタムメニュー 



適正露出の基準を撮影者の好みに合わせ、測光モードごとに明るめ 
(+ 側）または暗め（一側）に調節できます。1/6段ステップ幅で±1段 
の範囲で設定でさます。初期設定は0です。 


b 5 基準涅出レベルの10節 




^中央部ま点測化 0 

1スポット測光 0 


。基準露出レベルの調節について 

• カスタムメニュー b 5 [基準露出レベルの調節]を〇しツ外に設定してち)、因マークは表示されませんのでご注 
意ください。設定した基準露出レベルは、カスタムメニュー b 5 の画面でのみ確認でさます。 

. 基準露出レベルの調節の設定は、ツーボタンリセットでは解除でさません。 



タイ^一 


Cl :半巧し AE □ック MENU ボタン^ /カスタムメニュー 


シャッターボタンを半押ししたときに AE □ックを行うかどうかを 
設定でさます。 
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cj でルフタイ v — 
摄おコマ巧 




c 2 :半 J 甲しタイマー 


MENU ボタンイ/カスタムメニュー 


シャッターボタンを半押ししてから何を操作しないで一定時間び 
過ざると、待機状態に入ります。この待機状態になるまでの時間を 
変更でさます。 

•待機状態になると、表示パネルのシャッタースピードと絞り値の 
表示とフアインダー内の表示び消打します。 

.半押しタイマーを延長すると、バッテ U —の消耗び早くなります。 


c 3 :セルフタイマー 


MENU ボタンイ/カスタムメニュー 


セルフタイマー撮影時に 057) にシャッターボタンを全押ししてからシャッターびきれるま 
での時間と、撮影するコマ数、連続撮影するとさの撮影間隔を設定でさます。 


シャッターびされるまでの時間を選べます。 


撮影コマ数 


マルチセレクターの▲または▼を押して、 1コマ〜9コ 
マの間で設定でさます。 


連続撮影間隔 


[撮影コマ数]を2コマ iU 上に設定した場合に、連続撮影 
するとさの撮影間隔を選べます。 
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c4： 液晶モニターのパワーオフ 
時間 


MENU ボタンイ/カスタムメニュー 


液晶モニターび自動的に消打するまでの時間を変更でさます。 

•[画像の再生]、[メニュー表示]、[インフォ画面表示]、[撮影直後 
の画像確認]、[ライブビュー表示] で液晶モニターび自動的に消 
なするまでの時間を個別に設定でさます。 

•初期設定は、 [画像の再生] と [インフォ画面表示] の場合は 
10秒、 [メニュー表示] は1分、 [撮影直後の画像確認] は4秒、 
[ライブビュー表示] は10分です。 


c 4 お星にリ-の 爪-ネフ 時間 



✓ I 画像の再生 


Y メニユ-表示 
^インフォ画面表示 
m 巧影直をの画像巧認 
ライブビュ-表示 



1 m 

10 s 

4 s 

lOm 


• 液晶モニターの表示時間を延長すると、バッテ IJ 一の消耗び早くなります。 


C5 : リモコン待機時間 （IVIL-L3) MENU ボタンィ/カスタムメニュー 

U モコンモードに 0127) に設定してから、カメラび U モコンから 
の信号を待ち受ける時間を設定します。 

• IJ モコン待機時間を長くすると、カメラのバッテ IJ — の消耗び早 
くなります。 

• IJ モコンモードにしてから、 U モコン撮影をしないままで受信待 
機時間び過ざると、リモコンモードび解除され、撮影メニュー [リ 

モコンモード設定 （ ML - L 3)] び [しない] になります。 
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:撮影-記録-表示 


d 1 : 電子音設定 

電子音の音の高さや音量を設定でさます。 

■■音量 

電子音の音量を設定でさます。 

•[電子音なし] を選ぶと、電子音は鳴りません。 

■■音の高を 

電子音の音の高さを [高音] と [低音] から選べます。 




•[音量] を [電子音なし] 必外に設定すると、次の場合に電子音び鳴ります。 

-セルフタイマー作動中 

-2 秒 U モコン撮影 ( mi 27) の作動中 

■瞬時 IJ モコン撮影またはミラーアップ IJ モコン撮影に 059) の完了時 
-才ートフォーカスのピントび合ったとき（ただし、 AF モードに 069) び A 卜〔のとを、 
または AF - A で自動的に AF - C び選ばれた場合、電子音は鳴りません） 

-「 LOCK 」 した SD カードをカメラに入れてシャッターをさろラとしたとさ（田 30) 

•動画ライブビュー時 ( mi 63) およびレリーズモードび Q (の 55) の場合は、 [電子音設 
定] の設定にかかわらず、ピントび合ったとさの電子音は鳴りません。 


M 電子音設定時の表示について 

[音量] び [電子音な し]じ(外の場合はインフオ画面に(電子音あり）マーク 
び表示されます。 


1/125 ふ6 



0 

100 [1.0]K 


1^ 




巧 



IBea 


回 


d 2 : ファインダー巧格子線表示 MENU ボタンイ/カスタムメニュー I 


撮像範囲び [ DX (24 X 16)] ( m 61) のときに、ファインター内に 
構図用格テ線（の 9) を表示するかしないかを設定でさます。 
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d 3 : ISO 感度表示と簡易設定_ MENU ボタンイ/カスタムメニュ ー I 


表示パネルの記録可能コマ数表示部に、 ISO 感度を表示でさます。 [感度表示と簡易設定をず 
る] を選ぶと、コマンドダイヤルの操作だけで ISO 感度を変更でさます。 


ISO 感度を表示ずる 

記録可能コマ数表示部に ISO 感度を表示します。 

ISOS 感度表示と 

簡易設定をずる 

記録可能コマ数表示部に ISO 感度を表示し、撮影モードび P 、 S 、 A のとさのみ 
コマンドダイヤルで ISO 感度を変更でさます。 

'• 撮影モード P、S :サブコマンドダイヤルで ISO 感度を変更します。 

•撮影モード A : メインコマンドダイヤルで ISO 感度を変更します。 

しない 

を可能~コマ数表示部に ISO 感度を表示しません。 


d 4 : インフォ画面のガイド表示 MENU ボタン^/カスタムメニュー I 

インフォ画面で選んだ項目の文字表示ガイドを表示するかどラか 
を設定しますに012)。 



d 5: ほ速連続撮影速度_ _ MENU ボタンイ/カスタムメニュー J 


レ U —ズモードび CL のとさの連続撮影速度を [6 コマ/砂つ〜 
[1 コマ/秒] の間で設定できますに QSS )。 



M インターバルタイマー 撮影 速度について 

レ U —ズモードを S に設定してインターバルタイマー撮影を行った場合、カスタムメニュー d 5 で設定した連 
続撮影速度で撮影されます。 


d ら：連続撮影コマ数_ _ MENU ボタン^/カスタムメニュ ー J 

連続撮影を最大何コマまで継続でさるかを設定でさます。マルチセレクターの▲または▼を 
巧して、 ] コマ〜100コマの間で設定します。 


0連続 撮影 コマ数について 

カスタムメニュー d 6 [連続撮影コマ数]で設定するコマ数は、連続撮影を継続でをる最大のコマ数です。た 
だし、連続撮影速度を維持したまま連続撮影でさるコマ数には、画質モードなどによって上限びあります 
(口369)。この〕マ数を超えると「广00」と表示され、連続撮影速度は低下します。 
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d7 : 連まモード MENU ボタンィ/カスタムメニュー I 

ファイル名に使われるファイル番号の連番について設定でさます。 

SD カードを交換したり、画像を記録するフオルターを変更してを、連番でファイル 
ずる 番号を付けます。複数のカードを使って撮影してをファイル番号び重複しないため、 

撮影後の画像ファイルを管理しやすくなります。 

SD カードや画像を記録するフオルタ'一を変更するたびに、ファイル番号び「0001」 
に戻ります。画像を記録するフオルタ'一内にすでに画像ファイルびある場合は、次 
のま号からファイル番号び付さます。 

•連まモードを[ずる]から[しない]に変更してを、カメラはファイル番号を記 
憶しています。次に[ずる]に切り換えたとさは、似前記憶した番号からの連ま 
でファイル名び付さます。 

[ずる]を設定したとさのファイル番号を IJ セツトします。 IJ セツトした後に撮影を 
行うと、現在選択中のフオルタ'一に画像ファイルびない場合は0001から連番で画像 
^ ■ び記録されます。すでにファイルびある場合には、そのファイル番号の次のま号か 

らファイル番号び付さます。 


M ファイル番号について 

• ファイル番号び9999に達したときに撮影を行うと、自動的に新規フォルターび作成され、ファイル番号び 
0001きに戻ります。 

• フォルダー番号び999に達しているときにファイル番号び9999に達するか、このフォルダー内のファイル数 
び999個に達すると、それしツ上フォルタ'一を作成でさず、シャッターびされなくなります。この場合は、力 
スタムメニュー d 7 [連番モード]を[リセット]した後、 SD カードを初期化するか、交換してください。 

&フォルダーの自動作成について 

• 撮影中に記録フォルタ'一内に999個のファイルび記録された場合、 SD カード内にを在する最大フォルタ'一番 
号+1といラ番号のフォルタ'一を自動的に作成して、記録フォルタ'一としてそのフォルタ'一を選びます。 

• 撮影中にファイルき号び9999となった場合、 SD 力ード内にを在する最大フォルダーき号+1のき号のフォ 
ルタ'一を自動的に作成して、記録フォルダーとしてそのフオルダーを選びます。 
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d 8 : インフォ画面の表示設定 MENU ボタンィ/カスタムメニュー 

明るい場所や暗い場所で液晶モニターび見づらいときにインフオ画面（田 10) の見えちを設 
定でさます。 



黒文字表示 



白文字表示 


インフォ画面の表示を見やすくするよラに、カメラび自動的に白黒反転します。明 
AUTO 自動 るい場所では黒文字表示に、暗い場所では明るさを抑えた白文字表示に切り替わり 


ます。 

手動でインフォ画面の表示を切り換えます。 

明るい場所で撮影するとさにインフォ画面び見やすいよラに、液 
晶モニターび点なし、文字を黒く表示します。 

暗い場所で撮影するとさにインフォ画面び見やすいよラに、液晶 
モニターの明るさを抑え、文字を白く表示します。_ 


手動 


己黒文字 
W 白文字 


d 9 : イルミネーター点な MENU ボタンィ/カスタムメニュー 

[しない] に設定すると、電源スイッチをホに合わせたときだけ表 
示パネルのイルミネーター（照明）び点打します（田 3) 。 [ずる] 

に設定すると、電源スイッチをホに合わせなくても、半押しタイ 
マー(口 36) の作動中には表示パネルのイルミネーター（照脚を 
常に点打します。ただし、バッテ U — の消耗は早くなります。 



dIO : 露出デイレーモード MENU ボタン^/カスタムメニュー1 


顕微鏡撮影時などのカメラブレを最小限に抑えるため、シャッター 
ボタンを押すと最初にミラーび作動し、約1〜3秒後にシャッターび 
されるよラに変更でさます。 



dll : フラッシュほ用推奨表示 ^ MENU ボタンィ/カスタムメニュー I 

被写体び暗いとさや逆光など、フラッシュび必要な撮影条件でフラッシュを使わずに撮影し 
よラとした場合に、ファインダー内のレディーライトちび点滅してフラッシュの使用をおす1^ 
すめします。 [しない] を選ぶと、撮影状況にかかわらず、 ちは 点滅しません。 
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dl 2 : IVIB - D 15 電池設定 _ _ MENU ボタンィ/カスタムメニュー I 

別売のマルチパワーバッテリーパック MB - D 15 に単3形電池 （6 本）を入れて使用するとさに、 
カメラび電池残量をより正確に表示でさるよラに、電池の種類を指定してください。ただし、 
Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN - EU 5を使用する場合は、設定する必要びありません。 
MB - D 15 で使える市販の単3形電池は、アルカ IJ 電池、ニッケル水素充電池、リチウム電池 
です。次の表に合わせて正しく設定してください。 


• 電池設定を正しく設定していない場合、カメラび正常に作動しないおそれびあります。 


対応ずる電池 

QLR 6 アルカリ単 3 形電池 

アルカ IJ 単3形電池 

QNi-MH Ni-MH 単 3 おお電池 

ニッケル水素単3形充電池 

日 FR 目-リチウム単 3 お電池 

U チウム単3形電池 


M 単3お電池のほ用について 

別売のマルチパワーバッテ U —パック MB - D 15 に単3形電池（アルカ U 電池、ニッケル水素充電池、リチウム 
電池）を電源として使用するとさは、次のことにご注意ください。 

• アルカ U 電池を電源として使用した場合、他の電源を使用した場合と比較して撮影でさるコマ数び極端に減 
少します。通常の撮影では他の電源を使用し、アルカリ電池は緊急用として使用してください。また、低温 
時は使用しないでください。 

•電池のメーカーや銘柄によっては、撮影でさるコマ数び少なかったり、使用でさない場合びあります。 

• 周囲の温度び 20° C よりを低い環境では、撮影でさるコマ数び極端に減少する場合びあります。 

• 電池の使用推奨期間内であってち、保管状態によっては撮影でさるコマ数び減少したり、使用でさない場合 
びあります。 

• 単3形電池を使っているとさは、表示パネルとファインダー内の電池残量表示は次のよラになります。 


表示パネル 

ファインダー 

意味 

か,, "1 

表术なし 

バッテ U —は充分に残っています。 

1 

a 

1 

バッテ U —び残り少なくなりました。バッテリー交換の準備をして 
<ださい。 

a 

(点滅） 

口 

(点滅） 

撮影でさません。バッテ U —を交換してください。 
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か 3: 電池のほ。順巧 _ _ MENU ボタンィ/カスタムメニュー I 

別売のマルチノのーバッテ U -パック MB - D 1 5装着時に、 MB - D 1 5 
に入っている電池から使用するか、カメラに入っているバッテ U - 
から使用するかを設定します。 


f 防1邮カメラから 



• MB - D 15 側のバッテ IJ - を使用しているときのみ、表示パネルに€3アイコ 
ンび表示されます。 


W5 fS.S 


図 因 < 

|R ，点 

AF-A 1 … J 


国 A 


M マルチ/ K ワーバッテリーパック MB - D 15について 

• 別売のマルチパワーバッテ U —パック MB - D 15 をカメラに装着すると、イン 
フォ画面の MB - D 1 5のバッテリー種別表示は、使用しているバッテ U —によ 
り、次のよラに変わります。 



MB - D 15 の 

バッテリー種別表示 

MB - D 15 で使用しているバッテリー 

lUBdMil 

Li-ion IJ チャージャスレバッテリー EN - EL 15 


単3形電池 


• 別売のパワーコネクタ ー EP -5 B と A 〔アダプタ ー EH -5 b を MB - D 15 に接続している場合は、カスタムメニユー 
d 13 [電池の使用順序] の設定に関わらず、苗に AC アダプターを使用します。 
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フラッシュ撮影時の同調速度を設定でさます。 


1/320抄 
(才ート FP ) 

フラッシュ撮影時の同調速度を1/320秒または1/250秒に設定します。別売の 
才ート FP 八イスピードシンク□対応スピードライト№319)使用時は、 

1/250秒 
(才ート FP ) 

V 320 秒または1/250秒より速いシャッタースピードになると自動的に FP 発 
光に切り替わります。※ 

1/250秒 


1/200秒 


1/160砂 


1/125抄 

フラッシュ撮影時の同調速度を、1/250〜1/60秒の範囲で設定できます。 

1/100抄 


1/80抄 


1/60秒 



※撮影モード P または A で、表示パネルまたはファインダー内表示のシャッタースピードびカスタムメ 


ニュー el [フラッシュ撮影同調速度]で設定した同調速度を示す場合、実際に制御されるシャッター 
スピードび同調速度よりわずかでを高速側であれば、 FP 発光に切り替わります。 

M シャッタースピードの同調速度を固定するには 

撮影モード S または M のときに、シャッタースピードの同調速度をカスタムメニュー el [フラッシュ撮影同調 
速度]で設定した値に固定するには、最を低速側 （30 秒または Time (--) の次の位置を選んでください。表 
示パネルとファインダー内表示に X (フラッシュシンク□マーク）と設定した同調速度び表示されます。 


国 
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II 才ート FP 八イスピードシンク□について 

カスタムメニュ ーe] [フラッシュ撮影同調速度] に 0250) を [1/320 秒（才ート FP )] ま 
たは [1/250 秒（オート FP ) ] に設定すると、内蔵フラッシュや別売のスピードライト 
に031 9) を使って]/320秒または1/250秒までフラッシュ同調びできます。また、別売の 
才ート FP 八イスピードシンク□対応スピードライト使用時にシャッタースピードび]/320 
秒または1/250秒より速くなると、自動的に FP 発光に切り替わります。 


ぐ / 、、, 

1/320秒（才ート FP) 

1/250抄（才ート FP) 

1/250秒 

ノでジブ 

スピード 

" 内蔵 スピードライト 

フラッシュ （別売） 

内蔵 スピードライト 

フラッシュ （別売） 

内蔵 スピードライト 

フラッシュ （別売） 

1/8000〜 
1/320秒 
より高速側 

— 

FP 発光 

— 

FP 発光 

— 

— 

1/320〜 
1/250秒 
より高速側 

フラッシュ 
同調 X ’ 

フラッシュ 
同調 X ’ 

— 

FP 発光 

— 

— 

1/250〜 

30秒 

フラッシュ 

同調 

フラッシュ 

同調 

フラッシュ 

同調 

フラッシュ 

同調 

フラッシュ 

同調 

フラッシュ 

同調 


《ガイドナンバーは、シャッタースピードび速くなるほどルさくなりますび、 FP 発光時よりは大きくなります。 


M FP 発光について 

フラッシュ撮影時のシャッタースピードをカメラの最高速度まで設定できます（口120)。 [1/320 秒けート 
FP)] や [1/250 秒（才ート FP)] に設定すると、シャッタースピードびフラッシュ撮影同調速度よりも高速 
側になった場合、自動的に FP 発光に切り替わります。曰中でを、レンズの絞りを開いて背景をぼかした撮影 
びでさます。 

• FP 発光に切り替わると、インフオ画面のフラッシュモードに fP 」 び表示されます（口119、322)。 


e2 :フラッシュ時シャッター 
スピード制限 


MENU ボタン^ /カスタムメニュー 


撮影モードび P または A の場合のフラッシュ撮影時のシャッタース 
ピードの低速側の制限を、 [1/60 秒]〜 [30 秒] から設定できます。 
•ス□—シンク□モード、後幕シンク□モード、赤目軽減ス□—シ 
ンク□モード時や撮影モードび S または M の場合には、カスタムメ 

ニュー e2 [フラッシュ時シャッタースピード制限] の設定にかか 

わらず、シャッタースピードの低速側の制限は30秒になります。 













e 3 : 内蔵フラッシュ巧が MENU ボタンイ/カスタムメニュー I 


内蔵フラッシュの発光ち式を設定でさます。 


TTL 失 TTL モ—ド 

内蔵フラッシュの光量は、撮影状況に応じて自動的に調節されます。 

M 失 マニュアル 
発光モード 

指定した発光量で内蔵フラッシュび発光します（の253)。モニター発光は 
行いません。 

RPT 失 U ピーティング 
発光モード 

] 回の露光中に、内蔵フラッシュを繰り返し連続発光させます。被写体の連 
続的な動さを分解写真のよラに写し込みます。詳しくはの253をご覧くださ 
い。 

CMD 失 コマンターモード 

内蔵フラッシュを、カメラから離れた別売のスピードライトで構成される補 
助な （ IJ モート）グループをワイヤレス制御するためのコマンダーとして利 
用します。詳しくは口254をご覧ください。 


国内蔵フラッシュの発光方式について 

内蔵フラッシュの発光方式は、インフォ画面のフラッシュモードで確認でさま 
す脚10、119)。 


M 調光補正マークの表示について 

[マニュアル発光モード]、[リピーティング発光モード]にすると、表示パネルとファインダー内表示に02 
マークび 点滅します。 

国別売スピードライト SB -400 を装着している場合について 

別売スピードライト SB -400 を装着してスピードライトの電源を ON にすると、カスタムメニュ ー e 3 [内蔵フ 
ラッシュ発光]び e 3 [外付けフラッシュ発光]に変わり、 SB -400 の発光方式を [TTL モード]または[マニュ 
アル発光モード]に設定でさます。[リピーティング発光モード]と[コマンダーモード]は表示されません。 


P 1/1巧 ら 
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■■マニュアル巧光モード 

「 Full 」 （フル発光）のほか、「1/1.3」〜「1/128」から発光量を選べます。 

•「 Full 」 （フル発光）に設定した場合、内蔵フラッシュのガイドナンパ'—は約12 ( ISO 100 - 
m 、 20°〇となります。 

■■リピーテインク発光モード 

[リピーティング発光モード] を選ぶと、ちのよラな画面び表示さ 
れます。 



マルチセレクターの◄または►で [発光量]、[回数]、[間隔] の各設定項目を切り換え、 ▲ 
または▼で数値を設定してください。 


発光量 

] 回あたりの発光量を設定します。発光量は、1/4〜1/128で設定できます。 

回数 

1 

] 回の露光中に発光する回数を設定します。設定でさる発光回数は、発光量によつ 
て変わります。 

間隔 

発光間隔を 、 Hz (ヘルツ：1砂あたりの発光回数）単位で設定します。 


M リピーテイング発光モードの発光回数について 

• [回数]で設定する数値は、最大の発光回数です。シャッタースピードを高速にしたり、発光間隔を長くす 
ると、実際の発光回数は設定よりち少なくなることびあります。 

• 設定でさる発光回数は、[発光量]によって次のように変わります。 


2 3 4 5 6 7 8 9 10 15つ20 25 30 35 


1/4 

〇 














1/8 

〇 

〇 

〇 

〇 











1/16 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 






1/32 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





1/64 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



1/128 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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■■コマンダーモード 


内蔵フラッシュををな（マスターフラッシュ）として、カメラから離れた別売のスピードラ 
イトで構成される補助なグループをワイヤレス（アドバンストワイヤレスライティング、 
田 319) で制御するためのモードです。 

内蔵フラッシュや2つの補助打グループのスピードライトに、それぞれ発光モードと調光補 
正量（または発光量）を設定でさます。 


[コマンダーモード] を選ぶと、ちのよラな画面び表示されます。 



マルチセレクターの◄または►で項目を切り換え、▲または▼で発光モードや補正量（ま 
たは発光量）を設定してください。 

発光モード 



1 TTL 

内蔵フラッシュは、 i - TTL 調光を行います。ち側の[補正量]欄で、内蔵フ 
ラッシュの調光補正量を設定 （1/3 段ステップで±3段）します。 

内蔵 

フラッシュ 

M 

内蔵フラッシュはマニュアル調光を行います。ち側の[補正量]欄で、内蔵 
フラッシュの発光量を [1/1] (フル発光)、または [1/1.3] 〜 [1/128] か 
ら選びます。 

- 

内蔵フラッシュは発光せず、補助なだけび発光します。ただし、撮影時にモ 
ニター発光を行えるよう、ち（日 2) ボタンを押して内蔵フラッシュを上げて 
おいて < ださい。 

A グループ 

TTL 

A グループの全ての補助なび、 i - 刊 L 調光を行います。ち側の[補正量]欄 
で、 A グループの補助なの調光補正量を設定 （1/3 段ステップで±3段）し 
ます。 

八八※ 

A グループの全ての補助なび、絞り連動外部自動調光を行います。ち側の脯 
正量]欄で、 A グループの補助なの調光補正量を設定 （1/3 段ステップで±3 
段）します。 

M 

A グループの全ての補助なび、マニュアル調光を行います。ち側の[補正量] 
欄で、 A グループの補助なの発光量を [1/1] (フル発光）、または [1/1.3] 
〜 [1/128] から選びます。 

— 

A グループの補助なは発光しません。 

B グループ 

B グループの補助なについて、 A グループと同様の設定を行います。 

チヤンネル 

補助なと通信を行ラためのチヤンネルを、]〜4のいずれかに設定します。全ての補助なの 
チヤンネ>1レを、ここで設定したチヤンネルに合わせる必要びあります。 


《絞り連動外部自動調光対応スピードライトの場合のみ発光します（田319)。 
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コマンダーモードでの撮影手順は、次のとおりです。 


1ちの画面で、[内蔵フラッシュ]の[発光モード]と 
[補正量]を設定する 

•発光モードを[一](非発光）にした場合は、 [補正 量]び設定で 
さません。 


^內唐フラュ発光 
コマンダーモード 

発がモ-ド補正屋 
巧なフラッシュ QQ be ; 

田！一 


A グループ 
B ブループ 
チヤンネル 


阮 


田 


2同様に [ A グループ]の[発光モード]と[補正量]を 
設定する 


>, e 3 巧唐フラッシュ発化 
& コマンダーモード 

D 発化モ-ド 

ぉ正屋 

Y 巧巧フラッシュ 
d A ブル—プ 

1 B ブル—プ 

の 

田！ 

田！ 

kb 

■SB- 

mm 

チャンネル 

D CH 


励み定 


3 B グループの補助なを使用する場合は、同様に [ B グ 
ループ]の[発光モード]と[補正量]を設定する 



4 [チヤンネル]を設定する 


5 @ボタンを巧して設定を有効にする 


e3 內窝フラッシュ発光 
コマンダーモード 

発化モ-ド 

補正 ■ 

内なフラッシュ 

m 

— iw 

A ブループ 

田！ 

EE 

B ブループ 

〇 

1 Z 1 

チヤンネル 

日 ; CH 


师ミ夫定1 


6構図を巧め、カメラと補助'打（別売のスピードライト）を配置する 

• 補助灯は下図の範囲内に配置してください。 


約10 mi ； (内 



約5 m し U 内 


補助なのワイヤレス IJ モートセン 
サー窓をカメラ側に向けて設定して 
ください。 


カメラ 

(内威フラッシュ） 


'約5 miU 内 

6 Cm 内一 

1周辺環境により、上図内の距離は多少変化します。 
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7 使用する全ての補助なの電源を ON にし、グループとチャンネルを設定する 

• 補助巧の設定ち法については、スピードライトの使用説明書をご覽ください。 

•補助巧のチャンネルは、必ずカメラで設定したちのと同じチャンネル （1 〜 4) に設定して 
<ださい。 

8ち（日 2) ボタンを押して、内蔵フラッシュを上げる 

•内蔵フラッシュの [発光モード] を[― ] に設定した場合も、撮影時にモニター発光を行 
えるよラ、内蔵フラッシュを上げておいてください。 

9カメラのファインダー内表示と全ての補助なでレディーライトが点なしてい 
ることを確認し、ピントを合わせて撮影する 

.コマンダーモードは FV □ック（の 123) と組み合わせて撮影することもできます。 


M 内蔵フラッシュを発光させない場合の表示について 

手順1で[内蔵フラッシュ]の[発光モード]を[一]にして内蔵フラッシュを上げると、表示パネルのフラッ 

シュモード表示からちび消なします。 

M コマンダーモード時の調光補正と表示について 

•コマンダーモード時に、み（日 2) ボタンとサブコマンドダイヤルで調光補正を行ラと、[内蔵フラッシュ]、 
[A グループ]、 「B グループ」のそれぞれの[補正量]に加算されます。 

• [内蔵フラッシュ]を [ TTL ] にして、[補正量]を0じ(外に設定すると、表示パネルとファインダー内表示 
に日2び点打します。 

• [内蔵フラッシュ]を [ M ] に設定すると、表示パネルとファインダー内表示に02び点滅します。 

&コマンダーモードについてのごを意 

•補助なは、内蔵フラッシュの光びセンサー窓に入る位置（通常はカメラより被写体に近い位置）に置さま 
す。特に、手持ちで撮影するとさは、内蔵フラッシュの光び確実にセンサー窓に入るよラに、補助なはカメ 
ラより前に構えてください。 

• 補助なの直接光または強い反射光び、カメラの撮影レンズ （[ TTL ] 設定時）や他の補助なの外部自動調光 
用受光窓 （[ AA ] 設定時）に入らないよラにしてください。光び入ると、適正露出び得られません。 

• 同時に使用でさる補助なの台数に制限はありません。しかし、センサーに他の補助なの強い光び入ると、正 
常動作でさない場合びあるため、実用上は3台程度び限度です。 

• [内蔵フラッシュ]の[発光モード]を[一]にした場合でを、補助なの発光タイミングを合わせるため、モ 
ニター発光とは別に、撮影中に内蔵フラッシュび少量発光を行います。近距離撮影を行ラ場合、この少量発 
光び画像に写り込む場合びあります。画像への影響を防ぐには、低い ISO 感度、またはルさい絞り（大さい 
絞り値）で撮影するか、別売の内蔵フラッシュ用赤外パネル SG -3 旧をお使いください。少量発光の光量び大 
さくなる後幕シンク□撮影では、内蔵フラッシュ用赤外パネル SG -3 旧をお使いください。 

•撮影準備と配置び終わったら、必ずテスト撮影を行って、画像を確認してください。 



e 4 : フラッシュほ用時の露出捕正 MENU ボタンイ/カスタムメニュ ー I 


フラッシュ撮影時に露出補正を設定した場合のフラッシュの調光を設定でさます。 


阻因 

全体を補正 

露出と調光量を同時に補正します。全体の露出び変化します。 

因 

背景のみ補正 

背景の露出だけを補正します。 


©5 : モデリング巧が MENU ボタンィ/カスタムメニュー I 

内蔵フラッシュや別売のニコンク IJ エイティブライティングシス 
テム対応スピードライト（田48、 318) 使用時にカメラのプレビュー 
ボタンを押したとさに、陰影の状況を把握するためのモデ IJ ング発 
光を行わないよラに設定でさます。 



e 6 :オートブラケテイングの 
セツト 


MENU ボタンイ/カスタムメニュー 


オートブラケティング（田 133) の種類を設定でさます。 


AE •フラッシュ 

ブラケティング 

露出値 ( AE ) とフラッシュの発光量を変えなびら撮影します。 

AE AE ブラケティング 

露出値を変えなびら撮影します。 

失 フラッシュ 

ブラケティング 

フラッシュの発光量を変えなびら撮影します。 

WB WB ブラケティング 

に 0137) 

] 回の撮影でホワイトバランス ( WB ) を変えた画像を記録します。複数の 
光源び混在しているなど、ホワイトバランスをミ夫めにくいとさや、微妙な 
白の色みを好みで選びたいとさなどに便利です。 RAW 画像を含む画質モー 
ドを設定したときは、 WB ブラケティングは使用できません。 

f さ ADL ブラケティング 

(の 140) 

アクティブ D - ライティング№112)の効果の度合いを変えなびら撮影し 
ます。 


e 7 : BKT の順巧 MENU ボタンイ/カスタムメニュー I 


才ートブラケティングの補正順序を変更でさます。 


回 [0] - 

小]- 

-川 

「補正なし」^ 

「-側に補田- 

* 「+側に補正」の順になります。 

— ►+ [-] - 

- [〇] - 

- [+] 

「-側に補归- 

-「補正なし」- 

* 「+側に補正」の順になります。 


•カスタムメニュー e 6 [オートブラケティングのセット]び [ADL ブラケティング]の場合、 e 7 の設定 

を変更してを補正順序は変わりません。 
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:操作 


f 1 : OK ボタンの機能 _ _ MENU ボタンィ/カスタムメニュ ー1 

ファインダー撮影時とライブビュー撮影時または再生時に®ボタンを押したとさの機能を設 
定でさます （1 コマ表示中の画像び動画の場合、 [再生モード] の設定にかかわらず、唾)ボタ 
ンを押すと動画を再生します)。 


II 撮影 モード 

RESET フオーカスポイント 

中央リセット 1 

® ボタンを押すと、中央のフオーカスポイントび選ばれます。 

ホ，]; 選択 フオー カス 
ポイント表示 

® ボタンを押すと、選択中のフオーカスポイントび点なします。 

使用しない 

® ボタンは機能しません。 


II 再生モード 

H 1コマとサムネイルの 
切り換え 

® ボタンを押すごとに、1コマ表示とサムネイル表示 （4 コマ、9コマ、 
72コマ）を切り換えます。 

U ヒストグラム表示 

® ボタンを押している間、ヒストグラム（の 193) を表示します。サ 
ムネイル表示時をヒストグラム表示でさます。 

^ 拡大画面との切り換え 

® ボタンを押すと、撮影時のフォーカスポイントを中/こ\にして、設定 
した拡大率で拡大表示します。をラー度®ボタンを押すと、元の表示 
に戻ります。 

• [ J 広大画面との切り換え] を選んで►を押すと、拡大率を [低倍率]、 
[中倍率]、[高倍率] から選べます。 

• サムネイル表示時を拡大表示でさます。 

ロスロット/ 

フオルタ’一指定 

® ボタンを押すと、[ス□ット/フォルダー指定メニュー]画面に QISS ) 
び表示され、画像を再生するス□ットとフォルダーを指定でさます。 


II ライブビュー 


RESET フォ-カスポイント 
中央リセット 

ライブビュー表示中に®ボタンを押すと、フオーカスポイントび画面 
中央に移動します。 

^ 拡大画面との切り換え 

1 

i 

ライブビュー表示中に®ボタンを押すと、フオーカスポイントを中/こ\ 
にして、設定した拡大率で拡大表示します。をう一度®ボタンを押す 
と、元の表示に戻ります。 

• [拡大画面との切り換え] を選んで►を押すと、拡大率を [低倍率]、[中 
倍率]、[高倍率] から選べます。 

使用しない 

@ボタンは機能しません。 
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f 2: Fn ボタンの機能 _ _ MENU ボタンィ/カスタムメニ1ュー J 

Fn ボタンを単独で押したとさの機能と、 Fn ボタンを押しなびらコマ 
ンドダイヤルを回したとさの機能を設定でさます。 


■■押し時の動作 


Fn ボタンを単独で押したとさの機能を設定でさます。 


励プレビュ- 

レンズの絞り羽根び絞り込まれ、被写界深度び確認でさます（田48)。 

の FV-L 

内蔵フラッシュまたは別売のスピードライト（の 319) 使用時は、 ] 回押す 
と FV □ック（の 123) を行い、をう一度 Fn ボタンを押すと解除します。 

S AE-L/AF-L 

Fn ボタンを押している間、 AE □ックとフォーカス□ックを同時に行います。 

品 AE-L 

Fn ボタンを押している間、 AE □ックを行います。 

を装 ) AE-L 

(ホールド） 

] 回押すと AE □ックを行し、 AE □ック状態び維持されます。シャッターを 
さってを AE □ックは解除されません。ただし、をラー度 Fn ボタンを押すか、 
半押しタイマーびオフになると、 AE □ックを解除します。 

曲 AF-L 

Fn ボタンを押している間、フォーカス□ックを行います。 

AF-ON 

Fn ボタンを押すと、オートフォーカスび作動します。この場合、シャッター 
ボタンの半押しではオートフォーカスは作動しません。 

® フラッシュ 
発光禁止 

Fn ボタンを押している間、フラッシュは発光禁止になります。 

BUT 马 J BKT 自動連写 

カスタムメニュー e 6 [オートブラケティングのセット]び [WB ブラケティ 

ング]政外の場合でレ U —ズモードび CH または Cl のとさは、 Fn ボタンを押し 
なびらシャッターボタンを全押ししている間、1回分のブラケティング設定コ 
マ数を撮影し終えた後を、引を続をブラケティング撮影をします。また、レ 
U —ズモードび S または Q のときは、 Fn ボタンを押しなびらシャッターボタン 
を全押しし続けると、1回分のブラケティング設定コマ数を連続撮影します。 

[オートブラケティングのセット]び [WB ブラケティング]の場合は、 Fn 
ボタンを押しなびらシャッターボタンを全押ししている間連続撮影して、各 
コマに対して WB ブラケティングを行います。 

+ 画图 プラス RAW 記録 

画質モードび」 PEG ( FINE)、」PEG ( NORMAL)、」PEG (BAS に）の場合、 Fn 
ボタンを押すと表示パネルの画質モードに 「 RAW 」 び表示され、押してか 
51回の撮影のみ RAW 画像び」 PEG 画像と同時に記録されます。撮影後 
シャッターボタンから指を放すか、もう一度 Fn ボタンを押すとヴラス RAW 
記録]を解除します。 

圆マルチパターン 
測光簡易設定 

Fn ボタンを押している間、測光モードびマルチパターン測光になります。 

® 中央部重点測光 
簡易設定 

Fn ボタンを押している間、測光モードび中央部重点測光になります。 

H スポット測光 
簡易設定 

Fn ボタンを押している間、測光モードびスポット測光になります。 
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闹ファインター内 
格子線表示 

撮像範囲び [ DX に 4 X 16)] (の 61) のとさに、 Fn ボタンを]回押すと、 
ファインダーに格テ線を表示しますに 09) 。をう一度 Fn ボタンを押すと、 
格テ線表示を終了します。 

0ファインダー内 
水準器 

1回押すと、ファインダー内表示に□一 U ング方向の水準器インジケーター 
を表示します（の260)。をう一度 Fn ボタンを押すと、水準器表示を終了し 

On 〇 

眉マィメニュー 

Fn ボタンを押すと、マイメニュー（田 305) を表示します。 

マイメニューの 
■ トップ項目先へ 

ジャンプ 

マイメニューの最上位に登録してある項目へジャンプします。よく使うメ 
ニュー項目をマイメニューの最上位に登録して、この機能を使うと便利です。 

囚再生 

Fn ボタンに 囚 ボタンと同じ機能を割り当てます。望遠レンズなどを使用し 
ていて、 囚 ボタンを左手で操作でさないとさに便利です。 

設定しない 

Fn ボタンは機能しません。 



圓け甲し時の動作]と[コマンドダイヤル併用時の動作]が併用でをない場合について 

[押し時の動作] と [コマンドダイヤル併用時の動作] の機能び同時に設定でさない場合は、メッセージび表 
示され、先に設定していた内容び [設定しない] に変更されます。 

M 水準器インジケーターについて 

[Fn ボタンの機能] を [ファインダー内水準器] に設定して Fn ボタンを押すと、カメラに内蔵している傾斜セ 
ンヴーを使って、ファインダーに□一 U ング方向の水準器インジケーターを表示します。この「水準器インジ 
ケーター」の見方は次の通りです。 


カメラび時計回りに 
傾いている場合 


横位置撮影時 


カメラび正位置の場合 カメラび反時計回りに 

(傾いていない場合） 傾いている場合 



• カメラを前または後ろに大さく傾けると、水準器の誤差び大さくなりますのでごを意ください。 
•セットアップメニューの [水準器表示] (田 278) では、液晶モニターに水準器を表示でをます。 
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II コマンドダイヤル併用時の動作 


Fn ボタンを巧しなびらコマンドダイヤルを回したとさの機能を設定でさます。 


^撮像節囲選択 

Fn ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、 [撮像範囲] (の 61) の 
設定を切り換えられます。 

ミ 人:;®シャッター. 

絞り値1段選択 

カスタムメニュー b 2 [露出設定ステップ幅] の設定にかかわらず、シャッ 
タースピードまたは絞り値を1段ステップで設定でさます。 

• 撮影モードび S または M のとさ、 Fn ボタンを押しなびらメインコマンドダイ 
ヤ J レを回すと、シャッタースピードを1段ステップで設定します。 

• 撮影モードび A または M のとさ、 Fn ボタンを押しなびらサブコマンドダイ 
ヤルを回すと、絞り値を1段ステップで設定します。 

Non-CPU 手動設定済み 
レンズの選択 

Fn ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、現在使用中のレンズの情 
報を、セットアップメニューの [レンズ情報手動設定] (口 151) で設定し 
たレンズ No . のをのに切り換えます。 

おアクティブ 

D - ライティング 
設定 

Fn ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、アクティブ D - ライティ 
ング（の 112) の効果の度合いび切り替わります。 

UhD HDR 

り V イタ’イナミック 
レンジ） 

Fn ボタンを押しなびらメインコマンドダイヤルを回すと、 [ HDR モード] び 
切り替わります（田114)。 Fn ボタンを押しなびらサブコマンドダイヤルを 
回すと、 [ HDR 強度] を変更でさます。 

設定しない 

Fn ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回してを機能しません。 


f 3 : プレビューボタンの機能_ MENU ボタンイ/カスタムメニュ^ 


プレビューボタンを単独で押したときの機能と、コマンドダイヤル 
を併用したとさの機能を設定でさます。 



■■押し時の動作 

プレビューボタンを単独で押したときの機能は、カスタムメニュー f 2 [ Fn ボタンの機能] 一 
[巧し時の動作] に 0259) と同じです。初期設定は [プレビュー] です。 

II コマンドダイヤル併用時の動作 

プレビューボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回したときの機能は、カスタムメニュー 

f 2 [ Fn ボタンの機能] 一 [コマンドダイヤル併用時の動作] (田 261) と同じです。初期設 
定は [設定しない] です。 
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f 4： AE / AF □ツクボタンの機能 _ MENU ボタンイ/カスタムメニュ ー1 


粒 AE / AF □ックボタンを単独で押したときの機能と、粗 AE / AF □ッ 
クボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回したときの機能を設 
定でさます。 



■■押し時の動作 


粗 AE / AF □ックボタンを単独で押したときの機能を設定できます。 


歯 AE - L / AF-L 

班: tAE / AF □ックボタンを押している間、 AE □ックとフォーカス□ックを同時 
に行います。 

品 AE-L 

KAE / AF □ックボタンを押している間、 AE □ックを行います。 

AF-L 

而み 

…心 （ホ-ルド） 

] 回押すと AE □ックを行い、 AE □ック状態び維持されます。シャッターをきっ 
ても AE □ックは解除されません。ただし、もう一度 KAE / AF □ックボタンを 
押すか、半押しタイマーびオフになると、 AE □ックを解除します。 

を AF-L 

KAE / AF □ックボタンを押している間、フォーカス□ックを行います。 

HgiHfl AF-ON 

KAE / AF □ックボタンを押すと、オートフォーカスび作動します。この場合、 
シャッ ターボタンの半押しではオートフォーカスは作動しません。 

tn FV-L 

内蔵フラッシュまたは別売のスピードライト№319)使用時は、 ] 回押すと 
FV □ック （ mi 23) を行い、もう一度 KAE / AF □ックボタンを押すと解除し 
ます。 

設定しない 

KAE / AF □ックボタンは機能しません。 


II コマンドダイヤル併用時の動作 


粗 AE/AF □ックボタンを巧しなびらコマンドダイヤルを回したときの機能を設定できます。 

^撮像節囲選択 

網 AE / AF □ックボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、 [撮像節囲] 
(の 61) の設定を切り換えられます。 

Non-CPU 手動設定済み 
レンズの選択 

紅 AE / AF □ックボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、現在使用中 
のレンズの情報を、セットアップメニューの [レンズ情報手動設赶 （ mi 5 i ) 
で設定したレンズ No . のをのに切り換えます。 

設定しない 

粗 AE/AF □ックボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回してを機能しま 
せん。 
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f 5： コマンドダイヤルの設定 MENU ボタンィ/カスタムメニュー 

メインコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤルの機能を変更できます。 

■■回面方向の変更 

露出補正の設定時またはシャッタースピード/絞り値の設定時に、メ 
インコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤルを操作するとさの回 
転ち向を逆ち向に変更でさます。 

•[露出補正の設定時] または [シャッタースピー ド/絞り値の設定 

時] を選んでマルチセレクターの►を押すと、項目の左側のチェッ 
クボックスびオン回になります。もう一度►を押すと、チェック 
ボックスびオフ□になります。 

•® ボタンを押すと、設定び完了します。 

•別売のマルチパワーバッテ U —パック MB - D 1 5のコマンドダイヤルの回転ち向も、同時に 
変更されます。 

■■メインとサブの入れ換え 

シャッタースピードを設定するメインコマンドダイヤルと、絞り値 
を設定するサブコマンドダイヤルの機能を入れ換えられます。 


1 

ずる 

^メインコマンドダイヤルで絞り値を、サブコマンドダイヤルでシャッタース 
ピードを設定します。 

ON 月ずる （ A モード） 

撮影モードび A のとさのみ、メインコマンドダイヤルで絞り値を設定でさます。 

しない 

メインコマンドダイヤルでシャッタースピードを、サブコマンドダイヤルで絞 
り値を設定します。 


•別売のマルチパワーバッテ U - パック MB - D 1 5のコマンドダイヤルの機能も入れ替わります。 




■■絞り値の設定方法 


CPU レンズの装着時に、撮影モード A または M でレンズの絞り U ングを使って絞り値を設定 
でさるよラに変更でさます。 


サブコマンド 
ダイヤル 

絞りリング 


サブコマンドダイヤルで絞り値をセットします （[メインとサブの入れ換え] を [ず 
る] に設定した場合は、メインコマンドダイヤルでセットします)。 

レンズの絞り IJ ングで絞り値をセットします。絞り IJ ングによる中間絞りの設定は 
可能ですび、絞り値の表示は1段ステップになります。 


•絞り IJ ングのないレンズ （ G タイプレンズ）装着時は、 [絞り値の設定方法] での設定にか 
かわらず、絞り値はサブコマンドダイヤルで設定します。 

•非 CPU レンズ装着時は、 [絞り値の設定方法] での設定にかかわらず、絞り値はレンズの絞 
り U ングで設定します。 
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■■再生/メニュー画面で®用 


画像のコマ送りやメニュー操作を、マルチセレクターでの操作から、メインコマンドダイヤ 
ルとサブコマンドダイヤルの操作でち行えるよラに変更でさます。 


ずる 

再生時： 

• 1コマ表示時には、メインコマンドダイヤルで撮影画像をコマ送りしま 
す。サブコマンドダイヤルで画像情報の表示ページを切り換えます。 

• サムネイル表示時には、メインコマンドダイヤルを回すと、黄色の枠 
(カーソル）び左ちに移動し、サブコマンドダイヤルを回すと、上下 
に移動します。 

メニュー画面表示時※： 

メインコマンドダイヤルで選択項目を切り換えます。サブコマンドダ 
イヤルを時計方向に回すと、サブメニューに移動します。反時計回り 
に回すと、前の画面に戻ります。 

ON ® ずる 

(撮影後確認時を除く） 

[ずる] と同じ内容ですび、撮影直後の画像確認時は操作でさません。 

しない 

再生時の表示画像の切り換え、画像の選択、およびメニュー画面での 
項目の選択は、マルチセレクターを操作して行います。 


※サブコマンドダイヤルでは項目をミ夫定することはでさません。項目を決定するには、 ® ボタンかマル 
チセレクターの►を押して<ださい。 


f 6： ボタンのホールド設定 MENU ボタン イ /カスタムメニュー I 


ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを操作して設定を行ラとさに、ボタンを押してから指 
を放してち設定でさる状態び維持でさます。 


1 

ずる 

] 回ボタンを押すと、ボタンを放してを設定でさる状態び維持され、コマンドダイ 
ヤルで設定でさます。をう一度ボタンを押すか、シャッターボタンを半押しするか、 
半押しタイマーびされると、解除されます。 

•カスタムメニュー c 2 [半押しタイマー] び [制限なし] に設定されている場合 
は、自動的に解除されません。 

しない 

ボタンを押し続けている間のみ設定でさる状態となります。 


•[ボタンのホールド設定] の対象ボタンは、次の通りです： 

因 ボタン、 ち（日 2) ボタン、 ( ISO ) ボタン、^ ( quad ボタン、？ ん^ ( WB ) ボタ 
ン、 AF モードボタン 、 Id ( foS ) ボタンおよび BKT ボタン、 Fn ボタン※1、プレビューボタ 
ン※]、粗 AE / AF □ックボタン※2 



カスタムメニュ ー f 2 [ Fn ボタンの機能] (口259)または f 3 [プレビューボタンの機能] (口％1) 
で、 Fn ボタンまたはプレビューボタンに [撮像範囲選択]、[手動設定済みレンズの選択]、[アク 
ティブ D - ライティング設定 ]、 [HDR (ノ V イタ’イナミックレンジ)] のいずれかび割り当てられて 
いる場合。 

《2カスタムメニュ ー f 4 [ AE / AF □ックボタンの機船 （口％2)で KAE / AF □ックボタンに [撮像 
範囲選択] または [手動設定済みレンズの選択] び割り当てられている場合。 
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f 7 :カードなし時レリーズ MENU ボタンイ/カスタムメニュー I 


カメラに SD 力ードを入れていないとさのレ IJ - ■ズ操作を設定でさます。 


LOCK 

レリーズ禁止 

SD カードを入れていないとさは、シャッターはされません。 

OK 

レリーズ許可 

SD カードを入れていないとさでを、シャッターびされます。再生時には[デ 
モモード]と表示され、画像は記録でさません。 


f 8 :インジケーターの +/- 方向 MENU ボタンィ/カスタムメニュー I 

ファインダー内表示およびインフオ画面 (era) での露出、露出補正、オートブラケティング 
のインジケーターの+と一ち向を入れ換えることびでさます。 


+ 0— H 

L ■ • • 〇 • • ■ ^ 

インジケーターの+側を左に、 

一側をちに表示します。 

— 0+ ■ 

■ 1 • • 〇 • • 1 

インジケーターの一側を左に、 

+側をちに表示します。 


巧： IVIB - D 15 の翻ボタンの機能 MENU ボタンイ/カスタムメニュー I 


別売のマ J レチノのーバッテリーノ くック MB - D 1 5の粗 AE/AF 
□ ックボタンの機能を設定します。 



^ AE - L / AF-L 

箱: tAE / AF □ックボタンを押している間、 AE □ックとフオーカス□ックを同 
時に行います。 

を AE-L 

KAE / AF □ックボタンを押している間、 AE □ックを行います。 

を装 AE-L 

(ホールド） 

] 回押すと AE □ックを行い、 AE □ック状態を維持します。シャッターをきっ 
ても AE □ックを解除しません。ただし、もう一度 KAE / AF □ックボタンを 
押す か、 半押しタイマーびオフになると、 AE □ックを解除します。 

を AF-L 

KAE / AF □ックボタンを押している間、フオーカス□ックを行います。 

HgiHfl AF -0 N 

KAE / AF □ックボタンを押すと、オートフオーカスび作動します。この場 
合、シャッターボタンの半押しではオートフオーカスは作動しません。 

EH FV-L 

内蔵フラッシュまたは別売のスピードライト（田 319) 使用時は、 ] 回押す 
と FV □ック（口123)を行い、もう一度粗 AE / AF □ックボタンを押すと解 
除します。 

Ba Fn ボタンと同じ 

Fn ボタンと同じ機能になります（口259)。 
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:動画 


q 1 : Fn ボタンの機能_ _ MENU ボタンィ/カスタムメニュー J 

動画ライブビューで Fn ボタンを押したとさの機能を設定でさます。初期設定は [設定しない] 
です。 

甘曰 ■静止面 Jii 刻青報 1 Fn ボタンを押すと、動画ライブビューで静止画を撮影するとさの撮影情報び表 


の表示 

^ AE-L/AF-L 
品 AE-L 

1示されます。もう一度 Fn ボタンを押すと元の画面に戻りますに DIG ?)。 

Fn ボタンを押している間、 AE □ックとフオーカス□ックを同時に行います。 

Fn ボタンを押している間、 AE □ックを行います。 

がみ AE-L 

(ホールド） 

1回押すと AE □ックを行い、 AE □ック状態び維持されます。シャッターをさつ 
てを AE □ックは解除されません。ただし、をラー度 Fn ボタンを押すか、半押 
しタイマーびオフになると、解除されます。 

曲 AF-L 

fsm AF-ON 

設定しない 

Fn ボタンを押している間、フオーカス□ックを行います。 

Fn ボタンを押すと、オートフオーカスび作動します。この場合、シャッターボ 
タンの半押しではオートフオーカスは作動しません。 

Fn ボタンは機能しません。 


92 ： プレビューボタンの機能_ ^ MENU ボタンィ/カスタムメニュ ー I 

動画ライブビューでプレビューボタンを押したときの機能を設定できます。プレビューボタ 
ンに割り当てられる機能は、カスタムメニューが [Fn ボタンの機能] と同じです。初期設 
定は [設定しない] です。 


が： AE/AF □ックボタンの機能_ MENU ボタン^ /カスタムメニュー J 

動画ライブビュー時で粗 AE/AF □ックボタンを押したときの機能を設定できます。粒 AE/AF 
□ックボタンに割り当てられる機能は、カスタムメニュー g ] [Fn ボタンの機能] と同じで 
す。初期設定は [ AE - L / AF - L ] です。 
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q 4 : シャッターボタンの機能 MENU ボタンィ/カスタムメニュー I 

ライブビューセレクターびの場合に、シャツターボタンを押したときの機能を設定できます。 


CM 




シャッターボタンを全押しすると、アスペクト比（横；縦）]6: 9の静止画を 
撮影します（撮影中の動画は終了します）。静止画の画像サイズ（ピクセル） 
について は、「動画ライブ ビュー 時に撮影でさる静止画の画像サイズ」（の 168) 
をご覧ください。 

シャッターボタンを半押しすると、動画ライブビューを開始します。動画ライ 
ブビュー中にシャッターボタンを半押しすると、フ ォーカ スモ ー ドセレクタ ー 
び AF の場合はピント合わせを行います。また、全押しすると、動画撮影を開 
始します。をう一度シャッターボタンを押すと、動画撮影を終了します。 

動画撮影 •動画ライブビューを終了するには、 回 ボタンを押してください。 

• 別売の IJ モコン ML - L 3 は使えません。 

•別売のワイヤレス IJ モートコント□-ラー(口325)または IJ モートコード 
(口 326) の使用時には、これらの機器のシャツターボタンを半押しして動 
画ライブビューを開始したり、全押しして動画撮影の開始と終了を行えます。 


& [シャツターボタンの機能]が[動画撮影]のとをのご注意 

•カスタムメニュー g 4 [シャッターボタンの機能] び [動画撮影] でライブビューセレクターび*の 
とさ、インターバルタイマー撮影 ( mi 46). 静止画撮影、イメージダストオフデータ取得などの 
シャッターボタンを使う操作は行えません。これらの機能を使うには、がの設定を [静止画撮影] に 
して < ださい。 

•カスタムメニュー g ] [Fn ボタンの機能]、 g 2 [プレビューボタンの機能]、 g 3 [ AE/AF □ックボタ 

ンの機能] (の％6)で [静止画撮影情報の表示] を割り当てたボタンを押してを、静止画の撮影情 
報は表示されません。 

•面！! ボタンを押しても、インフオ画面（の 10) は表示されません。 
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y セットアップメニュー： 

カメラを巧いやすくする基本設定 


MENU ボタンを押して、タブの Y アイコンを選ぶと、セットアップメニューび表示されます。 



MENU ボタン 




セットアップメニユー 

置|| 

力-ドの初期化 (フォ -7 ット） - 1 


ユーザーセッティングの登録 - 


ザ-セッティングのリセット ―! 

圏 

も量モニターの明るさ 0 1 


イメージセンサークリーニンブ ー 

クリーニングミラーアッブ -- 


イメージダストオフデータ取得~ 1 


フリッカー低減 AUTO 



セツトアップメニューの項目は次の通りです。 


メニュー項目 

の 

カードの初期化（フオーマット） 

269 

ユーザーセッティングの登録 

53 

ユーザーセッティングのリセット 

54 

液晶モニターの明るさ 

269 

イメージセンサーク U —ニング 

329 

クリーニングミラーアップ※1 

331 

イメージダストオフデータ取得 

270 

フリッカー低減 

271 

地域と曰時 

272 

言語 ( Language ) 

272 

縦横位置情報の記録 

273 

電池チェック 

274 


メニユー項目 

の 

画像コメント 

275 

著作権情報 

276 

カメラ設定の保存と読み込み 

277 

水準器表示 

278 

レンズ情報手動設定 

151 

AF 微調節 

279 

HDMI 

220 

GPS 

154 

ワイヤレスモバイルアダプター 

280 

ネットワーク 

211 

Eye - F 借信機能 

281 

ファームウ王アバージョン 

281 


バッテ U —残量表示びのとをは選べません。 

《2この機能に対応した Eye - Fi カードを挿入したときのみ表示されます。 


国関連ぺ-ジ 

「セットアップメニューの初期設定」（田 345) 
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カードのネリ期化（フォーマット） MENU ボタンイ^セットアップメニュ ー 


SD カードを初期化（フォーマット）します。初期化したいス□ット 
を選んで [はし リを選ぶと、選んだス□ットの SD カードを初期化し 

ます。 初期化ずると、カード内のデータは全て削除されまず。 カー 

ド内に必要なデータび残っている場合は、初期化の前にパソコンな 
どに保存してください。 



&力ードの初期化についてのごを 意 

[カードの初期化（フォーマット）中です。]のメッセージび液晶モニターに表示されている間は、電源を OFF 
にしたり、 SD カードを取り出さないでください。 

M ボタン操作による初期化 

W (。画苗）ボタンと =•= (。画苗）ボタンを2秒じ(上同時に押して初期化することもできます（口31)。 


液晶モニターの明るを MENU ボタンイ y セットアップメニュ ー 


画像の再生時、メニュー表示時、インフォ画面表示時の液晶モニター 
の明るさを、 マルチセレクターの▲または▼を押して調整でさます。 
+にすると明るく、一にすると暗くなります。 



M 液晶モニターの明るさについて 

• 非常に明るい場所で液晶モニターび見えにくいとをは、液晶モニターの明るさを [+4] じ(上に設定すると、 
液晶モニターび見やすくなります。 

.液晶 モニターの 明るさを [+4] じ(上に設定すると、黄色び黄緑に見えることびあります。色の確認を行う 
ときは [+3] じ TR こ設定することをおすすめします。 

M ライブビュー表示中の液晶モニターの明るさを調整するには 

ライブビュー表示中の液晶モニターの明るさを調整するには、 「 i ボタンを使う」（田158)をご覧ください。 
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イメージダストオフデータ取得 MENU ボタンィ y セットアップメニユ ー I 

別売の Capture NX 2 (口 324) の「イメージダストオフ機能」を使うためのデータを取得し 
ます。イメージダストオフとは、カメラの撮像素テ前面に付いたゴミの写り込みを RAW 画像 
から取り除く機能です。イメージダストオフ機能については 、 Capture NX 2の使用説明書 
をご覧ください。 

II イメージ ダストオ フデータ 巧得の手順 


1イメージダストオフデータの取得方法を選ぶ 

• [開始] を選んで®ボタンを押すと、[イメージダス 
トオフデータ取得]画面び表示されます。 


•[イメージセンサークリーニング後開始] を選んで 

® ボタンを押すと、すぐにイメージセンサーク IJ 一 
ニングを実行します。イメージセンサーク IJ ーニン 
グの実行後に、[イメージダストオフデータ取得]画 
面び表示されます。 

•表示パネルとファインダー内表示には、ちのように 
表示されます。 

• データ取得を取り消したいとさは、 MENU ボタンを押 
して < ださい。 




r E F 


rEF 


2レンズ先端か5 10 cm 程度離れた、明るく白い無地の被写体を画面いっぱい 
にと5え、シャッターボタンを半巧しする 

• オートフオーカスのとさは、カメラび自動的に無限遠にピントを合わせます。 

• マニュアルフオーカスのとさは、手動で無限遠に合わせてください。 


3シャッターボタンを全押しして撮影する 



• シャッター ボタンを押すと、液晶 モニターび 消灯します。 

•被写体び暗いとさ、ノイズ低減び自動的に実行される場合びあります。その場合、 SD カー 
ドへの記録に時間びかかることびあります。 

•被写体び明るすざ、または暗すざたために、データび取得でさ 
なかった場合は、液晶モニターにちの画面び表示され、手順1の 
状態に戻ります。被写体の明るさを変えて、ちう一度撮影して 
<ださい。 
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イメージセンサークリーニングについてのごを 意 

イメージセンサーク U —ニングを実行する前に取得したイメージダストオフデータは、ク U —ニング実行後に 
撮影した画像とゴミの位置び一致しなくなるため 、 Capture NX 2のイメージダストオフ機能を使用でさませ 
ん。イメージセンサーク U —ニング機能とイメージダストオフ機能を併用する場合は、 [イメージセンサーク 
リーニング後開始] を選択後に撮影することをおすすめします。 

。イメージダストオフデータ取得についてのごを 意 

•非 CPU レンズをお使いの場合は、 [イメージダストオフデータ取得] を選べません。 

•お使いになる CPU レンズは、焦点距離び 50 mm じ(上のをのをおすすめします（田309)。 

• ズームレンズは望遠側にしてください。 

• 取得したイメージダストオフデータは、データ取得後にレンズや絞り値を変更して撮影した画像にを適用で 
さます。 

• イメージダストオフデータは画像処理ソフトウエアなどで開けません。 

• イメージダストオフデータをカメラで再生すると、ちの画面び表示されます。 


m 

イメージ ダストオフ データ 


フリツカー低減 


MENU ボタン’ 


► y セツトアップメニュー 


堂光打や水銀打などの光源下で、ライブビユー表示中（田155)や 
動画撮影時 ( CQ 163) に画面にちらつきや横搞び生じる「フリツ 
カー現象」を低減でさます。通常はカメラび自動的に電源周波数を 
選ぶ [オート] をお使いください。 [オート] にしていてち、フ IJ ツ 

力一低減効果び得られない場合は、お使いの地域の電源周波数に応 _ 

じて、 [50 Hz ] と [60 Hz ] から選びます。東日本など電源周波数 
び50 Hz の地域では [50 Hz ] を選び、西日本など電源周波数び60 Hz の地域では [60 Hz ] 
を選んでください。 



&フリッカーほ減についてのごを 意 

• [オート] に設定してをフ U ッカー低減効果び得られない場合や電源周波数びわからない場合は、設定を切 
り換えて試し撮りをすることをおすすめします。 

• 被写体び非常に明るい場合、フ U ッカー低減効果び得られない場合びあります。撮影モード A または M で、ラ 
イブビュー開始前に絞りを絞り込んで（より大さい数値にして）ください。 
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地域と曰時 


MENU ボタンイ^セットアップメニュ ー 


現在地と日時、年月日の表示順を設定します。 



現在地のタイムゾーンを選びます。現在地のタイムゾーン 
を変更すると、 [曰時の設定] で設定された日時び、時差 
現在地の設定 に合^1^て胃動的に更新^^ます。 


[現在地の設定] で選ばれているタイムゾーンの時刻を設 
定します。 


曰時の設定 


液晶モニターに表示される、曰付の年、月、曰の表示順 
を、 [年/月/日]、[月/日/年]、[日/月/年] から選びます。 


日付の表示順 


夏時間の設定 


現在地で夏時間（サマータイム制）び実施されている場合 
は [ずる] に、そラでない場合は [しない] に設定しま 
す。 [ずる] にすると、時刻び]時間進みます。初期設定 
は [しない] です。 



• 日時び設定されていない場合、インフォ画面に時刻未設定マーク团皿び点滅して警告します。 


言語 ( Lanauaae ) menu ボタンパセットアップメニユ- 

メニュー画面やメ ツセージの表示言語を選びます。 
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縦樹立置情串民の記録 _ _ MENU ボタンイ y セットアップメニュー」 


撮影時のカメラの縦横位置情報を画像に記録でさます。 

液晶モニターや付属の ViewNX 2、別売の Capture NX 2 (口 324) で画像を再生する 
とさに、記録した縦横位置情報を利用して、自動的に回転表示されます。 

記録されるカメラの縦横位置情報は、次の3種類です。 


ずる 



しない 


横位置 

縦位置 

縦位置 


時計回りに 

反時計回りに 


90°回転 

90°回転 


縦横位置情報は記録されず、再生時には常に横位置で表示します。 


。縦横位置情報記録についてのごを意 

カメラを上向さまたは下向さにして撮影したり流し撮りすると、縦横位置情報び正しく得られない場合びあり 
ます。 

圓再生メニユー[縦位置自動回お] 

再生メニユーの [縦位置自動回损 （口 227) では、 [縦横位置情報の記録] を [ずる] に設定して縦位置で撮 
影された画像を、液晶モニターに縦位置で表示するよラに変更でさます。 



273 





















電池チェック _ 

カメラに装着中のバッテ U —の情報を表示します。 



残容量 

バッテ IJ 一の残量を1%単位で表示します。 

撮影回数 

充電後にシャッターをさった回数を表示します。 

劣化度 

バッテ IJ 一の劣化度合いび5段階のバーグラフで表示されます。 

•バーグラフび「0」 («) のときは、バッテ IJ - は劣化していません。 

• バーグラフび「4」（巧）のとさは、バッテ IJ 一の寿命です。新しいバッテ 

IJ 一と交換してください。 


^撮影回数について 

[撮影回数]に表示される回数は、シャッターをきった回数です。ホワイトバランスのプリセットマニュアル 
データ取得など、実際に画像び SD カードに記録されない場合でち、シャッターをさるごとに1ずつ加算され 
ます。 

。低温で巧電した場合のち化度表示について 

一般的な電池特性として、周囲の温度び下びるにつれ、バッテ U —に充電でさる容量は少なくなります。新品 
のバッテリーでを、約 5° C じ(下の低温で充電した場合、[電池チェック]で劣化度び「1」と表示されることび 
ありますび、約 20 tU ソ上で再充電すると劣化度の表示は「0」に戻ります。 

国マルチ/のーバッテリーパック MB - DI 5装着時の表示について 

別売のマルチパワーバッテ IJ ーパック MB-D15 を装着している場合、 

MB-D15 に入れたバッテ U- び Li-ionU チャージャブルバッテ U-EN-EL15 
のとさは、カメラに装着したバッテ IJ 一と同様に表示されます。単3形電池 
を使用している場合は、残容量にバッテ IJ 一残量表示のアイコンび表示さ 
れ、その他の項目は表示されません。 
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画像コメント MENU ボタンィイセットアップメニュ ー I 

あらかじめコメントを登録しておき、撮影する画像に添付できます。添付されたコメントは、 
付属の ViewNX 2や別売の Capture NX 2 (口 324) のメタデータで確認できます。 

I ■コメント入力 

36文宇までのコメントを登録できます。 [コメント入力] を選んでマルチセレクターの►を 
押すと、画像コメントの入力画面び表示されます。入力画面での文字の入力ち法については、 
「カスタムピクチャーコント□-ルを登録する」の手順6をご覧ください（口109)。 


I ■コメント添付 


登録したコメントを画像に添付したいときは、 [コメント添付] を 


画像コメント 


選んで►を押し、チェックボックスをオン囚にします。感)ボタン 
を押すと、設定び有効になり、その後撮影した画像には全てコメン 
卜び添付されます。 



M 画像情漸こ表示される画像コメントについて 

入力•添付された画像コメントは、「撮影情報」の「画像コメント」に表示されます（田194)。 
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著作 ti 情串良 MENU ボタンィイセットアップメニュ ー I 

撮影した画像に著作権情報を添付することびでさます。添付された著作権情報は、付属の 
ViewNX 2や別売の Captu 「 eNX 2に 0324) のメタデータで確認できます。 

■■撮影ち 名入力、 着作権ち 名入力 

36文宇までの撮影者名と、54文字までの著作権者名を登録でさます。 [撮影者名入力] また 
は [著作権者名入力] を選んでマルチセレクターの►を押すと名前の入力画面び表示されま 
す。入力画面での文字の入力ち法については、「カスタムピクチャーコント□ールを登録す 
る」の手順6をご覧くださいに0109)。 


■■着作権情報添付 


登録した著作権情報を画像に添付したいとさは、 [著作権情報添付] 
を選んで►を押し、チェックボックスをオン回にします。 ® ボタ 
ンを押すと、設定び有効になり、その後撮影した画像には全て著作 
権情報び添付されます。 



。養作権情報に関するごを意 

• カメラを貸したり譲渡したりする場合は、撮影者名や著作権者名の違法な使用を防ぐため、[著作権情報添 
付]の設定を必ず解除してください。また、撮影者名と著作権者名は空欄にしてください。 

• [著作権情報]の使用によって生じたトラブルや損喜など、当社は一切責任を負いません。 

M 画像情漸こ表示される着作権情漸こついて 

入力•添付された著作権情報は、「撮影情報」に表示されます（口194)。 
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カメラ設定の巧巧と読み込み_ MENU ボタンイ^セツトアップメニュー J 


カメラの各機能の設定データを SD 力ードに保存できます。また、 SD 力ードに保存されている 
設定データをカメラで読み込むことちでさるので、複数の D 7100を同じ設定で使ラ場合など 
に便利です。カメラ設定の保存と読み込みに使用する SD カードは、ス□ット]に入れてくだ 
さい。 


設定を保存、読み込みでさる機能は次の通りです。 



再生画面設定 

カスタム 

[カスタムメニューのリセット]を除 

再生 

撮影直後の画像確認 

メニユー 

く全メニュー 

メニユー 

削除後の次再生画像 

イメージセンサーク IJ 一ニ ング 


縦位置自動回転 

フ IJ ッカー低減 


1ファイル名設定 

地域と曰時（曰時の設定を除く） 


ス□ット 2 の機能 

固語 ( Language ) 


画質モード 


縦横位置情報の記録 


画像サイズ 

で、りづ 

画像コメント 


撮像範囲 

ノツノ 

著作権情報 


JPEG 圧縮 

- 1 

レンズ情報手動設定 


1 RAW 記録 

HDMI 

撮影 

メニユー 

ホワイトバランス（微調整値、 


GPS 

1プ U セツトマニュアルデータ） 


ワイヤレスモノ（イルアダプター 

1 ピクチャーコント□ール 

Eye-Fi 送信機能 


1 色空間 

7 イ 

マイメニューに登録した 


アクティブ D - ライティング 

メニユ ー / 

メニュー項目 


自動ゆびみ補正 

最近設定 

最近設定したメニュー項目 


長秒時ノイズ低減 

_ した項目 

このタブの機能変更 


高感度ノイズ低減 




ISO 感度設定 




動画の設定 




■■保巧 

カメラの設定データを SD カードに保存します。 SD カードに空き容量びない場合は、エラー 
メ ッセー ジび表示され、 設定データは保存されません。保存された設定データは他機種の力 
メラとの互換性はありません。 

■■読み込み 

SD カードからカメラの設定データを読み込みます。 SD カードび入っていないときや 、 SD 
カードに設定データび記録されていないときは、 [読み込み] は選べません。 


。設定データについてのごを意 

SD 力ードに保をしたカメラの設定データのファイル名は 「 NCSETUPB 」 です。ファイル名を変更すると、設 
定データを読み込めなくなるためご注意ください。 
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水準巧表示 MENU ボタンィイセットアップメニュ ー I 

カメラに内蔵している傾斜センサーを使って、液晶モニターに□一 IJ ング方向の水準器を表 
7 J \ します。 

•カメラを正位置（傾さのない状態）にすると、水準器表示の基準線び緑色に変わります。 
•水準器の1目盛は、5°を表します。 



カメラび正位置の場合 カメラび□一 IJ ング方向に 


傾いている場合 

&水準器の精度について 

カメラを前または後ろに大さく傾けると、水準器の誤差び大さくなりますのでご注意ください。測定でさない 
状態までカメラを傾けると、水準器の目盛び消なします。 

M 関連ぺージ 

• ファインダーに水準器インジケーターを表示する 一/ f 2 [ Fn ボタンの機能](口％ 0) 

• 静止画ライブビュー、動画ライブビュー時に水準器を表示する^「静止画ライブビュー時の表示切り換え」 
に〇化〇)、「動画ライブビュー時の表示切り換え」（口 167) 
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AF 微調節 


MENU ボタンイ y セットアップメニュ ー 


装着したレンズごとに最適なピント合わせを行いたいとさに、自分でピント位置を調節でさ 
ます。通常は AF 微調節を行ラ必要はありません。必要な場合のみ調節を行ってください。正 
常なレンズを調整すると、ピントび合わなくなる場合びありますのでごを意ください。 


AF 微調節 ずる ^ AF 微調節の設定び有効になります。 

(ずる/しない） しない ' AF 微調節を行いません。 

I 装着している CPU レンズの微調節値を登録でさま 
，す。マルチセレクターの▲または▼を押して、 
個別レンズ 1+20〜一20の範囲で調節できます。最大12種類の 
の登録 レンズを登録でさます。 


ピントび合ラ 
位置びカメラから 
今◎の 遠ざかります。 

微調節値-, 


• 非 〔 PU レンズや、すでに登録してあるレンズと同 
じ種類のレンズは登録でさません。 


[個別レンズの登録] で登録していない 〔 PU レンズ 
その他レンズ 'を装着したとさに、一律で微調節する値を設定しま 
の登録 す。▲または▼を押して、+20〜一20の範囲で調 

節でさます。 



前回設定した一 I 
微調節値 


ピントび 
合ラ位置び 
カメラに近 
づさます。 


個別レンズ 
登録リスト 


r [個別レンズの登録] で登録したレンズを一覧表示します。 

登録 U ストからレンズを選んで►を押すと、ちの画面び表 
i 示されます。 

• [識別番号入力] 画面では、レンズの識別番号を変更で 
さます。▲または▼を押して識別番号を選んで、@ボ 
タンを押します。 [個別レンズの登録] は同じ種類のレ 
ンズを複数登録でさないため、たとえば、同じレンズを 
数本所有しているとさに登録したレンズのシ IJ アル番号の末尾2巧などを設定して 
おくと、どのレンズで登録したかを識別でさるので便利です。 



凸 AF 微調節設定時のごを意 

AF 微調節を行ラと、レンズの無限遠側または至近側で、ピントび合わな<なる場合びありますのでご注意< 
ださい。 

凸ライブビュー撮影時の AF 微調節について 

ライブビュー撮影時にオートフォーカスでピント合わせを行うとさは 、 [AF 微調節] で設定した微調節値は適 
用されません。 

M 個別レンズの営録について 

同じ種類のレンズは複数登録でさませんび、テレコンバーターを装着した場合は違ラレンズとして個別登録で 
さます。 

M 登録したレンズを削除するには 

[個別レンズの登録] で登録したレンズを削除するには、 [個別レンズ登録リスト] 画面の一覽表示から削除し 
たいレンズを選んで、而 ( foS ) ボタンを押します。 
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ワイヤレスモパイルアダプター MENU ボタンイイセットアップメニュ ー I 


カメラの USB 端テに接続した別売のワイヤレスモバイルアダプター WU -1 a (口325) 
を使って、スマートデバイスと通信するかどうかを設定でさます。 


有効 

Wireless Mobile Utility をインス1ルしたスマートデバイスと双方向無線通信を 
行います。 

無効 

スマートデバイスとの通信を停止します。カメラのバッテ U —の消耗を少な 
くすることびでさます。 


•電波の出力び禁止されている場所では、設定を撫効]にしてくださし、 
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Eye-F 推信機能 MENU ボタンイ^セットアップメニュ ー J 


このメニューは、 

市販の Eye - Fi カードをカメラに挿入したときのみ、表示されます。 

有効 

カメラで作成した画像を、あらかじめ設定した保を先へ送信します。 

無効 

Eye - Fi 送信機能を使用しません。 


• Eye - Fi 力ードを2枚使用している場合は、使用するス□ットを選べます。 

•電波の状態び悪い場合、[有効]に設定していても送信できないことびあります。 
•電波の出力び禁止されている場所では、設定を[無効]にしてください。 


M Eye-Fi 力ード巧用時の表示について 

カメラ内の Eye - Fi 力ードの通信状態は、インフォ画面の Eye - Fi 通信マークで確認 
でさます。 

• ^ : [ Eye - Fi 送信機能]び撫効]に設定されています。 

•ぞ（点な）：画像の送信を待っています。 

•ぞ（点滅）：画像の送信中です。 

•を： 未送信の画像びありません。 

•卷：エラーび発生しました。 Eye - Fi 力ードをコント□-ルできません。 

-表示パネルとファインダー内表示の記録可能コマ数表示部で〔8，-，ゴび点滅している場合は、田355をご 
覧ください。 

-〔8，- d び点滅していない場合は、続けて撮影できます。ただし、 Eye - Fi 送信機能の設定を変更できない 
ことびあります。 

0アドホックモードの接続について 

Eye - Fi カードでアドホックモードを使う場合は、通信の手続きに時間びかかることびあるため、カスタムメ 
ニュー c 2 [半巧しタイマー]を30秒じ(上に設定してください。 

& Eye-Fi 力ードをほ用するとをのご注意 

• Eye - Fi 力ードの使用方法は Eye - Fi 力ードの使用説明書をご覽ください。 Eye - Fi 力ードに関する不具合は、力一 
ド メーカーに お問い合わせく ださい。 

• このカメラには Eye - Fi 力ードの通信機能を ON / OFF する機能びありますび、 Eye - Fi 力ードの全ての機能を保 
障するをのではあ0ません。 

• Eye - Fi カードは、ご購入された国でのみ使用び認められています。使用する国の法律に従ってお使いください。 

• Eye - Fi カードの販売の有無は地域によって異なりますので、カードメーカーにお問い合わせください。 

• Eye-Fi 力ードのファームウエアを最新版にバージヨンアップしてお使いください。 

M Eye-Fi 送信機能が無効のとまの警告表示について 

撫効]に設定しているときでも、電波び出力される場合びあります。液晶モニターに警告表示（口355)び 
表示された場合は、カメラの電源を OFF にして Eye - Fi 力ードを取り出してください。 


P 1/125 ふ6 

因 



ファー ムウ エアバー ジョン MENU ボタンィ y セットアップメニュ ー I 

カメラを制御する「ファームウェア」のバージョンを表示します。 
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画像編集メニユ — ：撮影した画像に行う編集機能 


MENU ボタンを巧して、タブの [i アイコンを選ぶと、画像編集メニューび表示されます。 



MENU ボタン 



1 口1 麵編集メ ニユ- 1 

= D- ライテインブ 

町 1 

ゾホ目お正 

の 

こ トリミング 

W 1 

薪でノトン 

口 

醫わイルタ-効果 

3 

てカラ-カスタマイプ 

品夕 

画を合成 

巧 

で RAW 現を 

哑 



画像編集メニューでは、 SD カード内の撮影済み画像を編集することびでさます。編集された 
画像は、元の画像とは別に、新しい画像として記録されます。画像編集メニューの項目は次 
の通りです。 

• カメラに SD カードび入っていない場合や SD カードに画像び記録されていない場合は、画像 
編集メニューはグレーで表示されて選べません。 


メニュー項目 

の 


メニュー項目 

の 

を 

D - ライティング 

285 

ん 

傾さ補正 

296 

< g > 

赤目補正 

286 

四 

ゆびみ補正 

297 


トリミング 

287 

图 

魚眼効果 

298 

U 

モノトーン 

288 

が 

塗り給 

298 

9 

フィルター効果 

289 


カラースケッチ 

299 

晶 

カラーカスタマイズ 

290 


アオリ効果 

300 

甘 

画像合成※ 1 

290 

が？ 

ミニチュア効果 

301 

聊 

RAW 現像 

293 

ク 

セレクトカラー 

302 

田 

リサイズ 

294 

招 

動画編集 

175 


簡単レタッチ 

296 

■の 

編集前後の画像表示^ 2 

304 


MENU ボタンを押して、タブのゴアイコンを選んだとさのみ表示されます。 

《2編集前または編集後の画像を1コマ表示して i ボタンを押したとさのみ表示されます。 
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■■画像編集の操作方法 


1画像編集メニューでメニュー項目を選ぶ 
マルチセレクターの▲または▼でメニュー項目を選 
び、►を押します。 



2画像を選ぶ 


• マルチセレクターで画像を選びます。 

•夕 (quad ボタンを押している間、選んだ画像をお 
大表术します。 

•BKT ボタンを押しなびら▲を押すと、[ス□ット/フォ 
ルタ'一指定メニュー]画面び表示され、ス□ットや 




フオルタ'一を切り換えられます（口188)。 


• 画像を選んで®ボタンを押すと、編集画面び表示されます。 


3画像を編集する 

•画像の編集ち法については、各項目の説明をご覽く 
ださい。 

• 画像編集を途中でやめるには、 MENU ボタンを押して 
ください。画像編集メニューに戻ります。 



4編集した画像を記録する 

• ® ボタンを押すと、編集した画像び記録されます。 
• 画像編集した画像には凶び付さます。 




コマ表示モードで選んだ画像を編集する 

1コマ表示モード（田187)で静止画を選んでから i ボタンを押すと、画像編集メニューび表示され、選んだ 
画像を編集でをます。 



静止画を選んで i ボタンを 
押す 



メニュー項目を選び、 
® ボタンを押す 


► 
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巧画像編集についてのごを意 

• RAW 画像と」 PEG 画像を 1 枚の SD 力ードに同時記録した場合（口 65 )、 JPEG 画像び画像編集の対象になりま 
す （[画像合成] と [RAW 現像] を除く）。 

• このカメラじ(外で撮影または編集した画像やパソコンで編集した画像は、このカメラでは再生または編集で 
さないことびあります。 

• 画像編集中に何を操作しないまましばら<経過すると、液晶モニターび消なし、編集中の画像は保をされま 
せん。カスタムメニュー c 4 [液晶モニターのパワーオフ時間] (田 243) の [メニュー表示] の時間を長く 
設定することをおすすめします。 

繰り返し画像編集する場合のごを意 

•画像編集によって作成した画像に、さらに画像編集を行ラことをでさますび、画像び粗<なったり、退色し 
たりする場合びあります。 

• 同じ画像編集を繰り返し行ラことはでさません （[画像合成]、[動画編集] の [始点/終点の設定] を除く）。 
• 画像編集の組み合わせによっては繰り返し編集でさないをのちあります。 

• 選択中の画像に使用でさない画像編集項目は、画像編集メニューでグレーで表示されて選べません。 

M 画質モードと画像サイズについて 

[ D - ライティング]、 し 赤目補正]、[モノトーン]、[フィルター効果]、[カラーカスタマイズ]、[簡単レタッ 
チ]、[傾き補正]、[ゆびみ補正]、[魚眼効果]、[塗り絵]、[カラースケッチ]、[アオリ効果]、[ミニチュア効 
果]、[セレクトカラー] で作成した画像は、元画像と同じ画質モードと画像サイズで記録します。ただし、元 
画像び RAW を含む画質モードで撮影された画像の場合、 [画質モード] び [ FINE ]、 [画像サイズ] び [サイ 
ズ L ] の JPEG 画像を作成します。また、どの画質モードで撮影した画像を 、 [JPEG 圧縮] は [サイズ優先] に 
なります。 



284 



D - ライテイング MENU ボタンィ [ i 画像編集メニュー I 

D - ライティングでは、画像の暗い部分を明るく補正でさます。逆光で撮影したために顔の部 
分だけび暗<なった画像や、フラッシュの光量不足で暗<なった画像などに効果的です。 



編集画面では、 D - ライティング効果の適用前と適用後のプレビュー画像を表示します。 


•マルチセレクターの▲または▼を押して、効果の度合いを[強 
め]、[標準]、[弱め]の3段階から選びます。効果の度合いは、設 
定画面のプレビュー画像で確認でさます。 

• ® ボタンを押すと、編集した画像び記録されます。 
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赤目補正 MENU ボタンィ [ i 画像編集メニュー I 

フラッシュ撮影時の「ホ目現象」によって人物の瞳の部分びホくなってしまった画像を補正 
でさます。 

• フラッシュを発光しないで撮影した画像は選べません。 

•カメラび赤目現象を検出でさない画像は補正されません。 

編集画面では、プレビュー画像び表示され、次の操作びでさます。 


拡大率を上げる 

气 (QUAD 

夕 ( QUAL ) ボタンを押すごとにプレ 
ビュー画像の拡大率び上びります。 

拡大表示中にこれらの操作を 
行ラと、画面のち下に画像全体 
び表示され、拡大部分び黄色い 
枠で囲んで示されます。数砂す 
ると消えますび、をラー度操作 
すると表示されます。 

拡大率を下げる 

卿（ほ〇) 

プレビュー画像の拡大再生中は、与 H 
(に〇)ボタンを押すごとに、プレ 
ビュー画像の拡大率び下びります。 

画面をスク □ー ル 
(移動）ずる 

變 

プレビュー画像の拡大再生中は、画 
面をスク□ールして、見たい部分に 
移動でさます。マルチセレクターを 
押し続けると、高速で移動します。 

拡大表示を 
終了ずる 


拡大表示中に®ボタンを押すと、拡大表示を終了します。 

画像を保存ずる 

0 

補正した画像び記録されます。 


凸ホ目補正についてのご注意 

赤目補正を行ラ場合は、次のことにごま意ください。 

• 画像によっては、望ましい結果び得られないことびあります。 

• ごくまれに赤目じ(外の部分び補正されることびあります。 

赤目補正を行ラ場合は、画像を保をする前に、プレビュー画像で効果をよく確認してください。 
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卜化ンク 


MENU ボタンイ [ i 画像編集メニュー I 


画像の必要な部分だけを切り抜さます。 

編集画面では、卜 IJ ミング範囲の黄色い枠び表示され、次の操作び 
でさます。 


乂 44加X 2984 1 2 S アスべクト変更 


晒 


座)回回み：四保を 


切り抜く節囲を狭くずる 

卿 (ISO) 

勺 H (ISO) ボタンを押すごとに卜 U ミングで切り抜かれる 
範囲は狭くなります。 

切り抜く節囲を広くずる 

气 (QUAD 

夕 (QUAL) ボタンを押すごとに卜 IJ ミングで切り抜かれる 
範囲は広くなります。 

画像のアスペクト比 
(横：縦）を変更ずる 


— 

を 


メインコマンドダイヤルを回すと、アスペクト比（横；縦） 
を3 : 2、4 : 3、5 : 4、1:1、16 : 9 に変更できます。 

切り抜く節囲を移動ずる 

變 

卜 U ミングで切り抜く範囲を移動します。マルチセレク 
ターを押し続けると、高速で移動します。 

トリミングを実行して 
画像を保存ずる 


卜 IJ ミングした画像び記録されます。 


&トリミング画像についてのご注意 

• 卜 U 三ング画像は、拡大表示でさないことびあります。 

• トリミング画像の画質モード（の 64 ) は、元画像の画質モードび RAW を含 
む画質モードのときは [FINE] になり、 [FINE]、[NORMAL]、[BASIC] 
のとさは元画像と同じ画質モードになります。 

• トリ三ング画像の画像サイズは編集画面の左上に表示されます。画像サイズ 
は、卜 U 三ング時の拡大率とアスペクト比（横：縦）により変わります。 
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モノトーン MENU ボタンィ [ i 画像編集メニュー I 

モノトーンの画像 （1 種類の色の明暗のみで構成される画像）を作 
成します。 

[モノ!-ーン] を選ぶと、ちのメニューび表示され、色調を選ぶこ 
とびでさます。 


白黒 

モノク□になります。 

セピア 

セピア色（褐色）のモノ!-ーンになります。 

クール 

ブルー系のモノ 1-ーンになります。 



.編集画面では、プレビュー画像を表示します。 

• [セピア] または [クール] を選んだ場合は、マルチセ 
レクターで色の濃さを調整でさます。▲を押すと色び 
濃くなり、▼を押すと色び薄くなります。調整した色 
の濃さはプレビュー画像に反映されます。 

•® ボタンを巧すと、編集した画像び記録されます。 


濃くする 



薄くする 


货涅く 〇薄く师保を 
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フイルター効ま 

MENU ボタンィ [ i 画像編集メニュー 

画像全体の色調を演出でさます。 

1 

1 


スカイ 

ライト 

ウ オーム 
卜—ン 


スカイライトフィルターのように、画像 
の青みを抑える効果びあります。 


画像を暖色にする効果びあります。 



回キャンセル四保を 


編集画面では、プレビュー画像を表示します。 


ホ強調 


緑強調 


赤色び強調されます。 


緑色び強調されます。 



货涅く 〇巧く师保を 


青強調 青色び強調されます。 


マルチセレクターで強調の度合い（色の濃さ) 
を調整できます。▲を押すと色び濃くなり、 
▼を押すと色び薄くなります。 


ク□ス 
スクリーン 


ク□スフイルターのよラに、太陽の反射 
や街ななどの光源から、放射状に光の筋 
び伸びる効果びあります。 

• [光線の本数]:光線の本数を、3種類か 
ら選べます。 

• [ク□スの量]:ク□スフイルターびか 
かる光源の量を3段階から選べます。 

• [光線の傾き]:光線の傾きを3段階から 
選べます。 

• [光線の長さ]:放射状に伸びる光の長 
さを3段階から選べます。 



[確認]を選んで®ボタンを押すと、現在設定 
している内容を画像に反映します。夕 (QUAL) 
ボタンを押している間、 ] コマ表示モードと同 
じ大ささで画像を確認でさます。保をする場 
合は[保存]を選んで®ボタンを押してくだ 
さい。 


ソフトフイルターのように、画像をソフ 
卜な雰囲気に仕上げます。 



▲または▼を押すと、効果の度合いを[強 


め]、[標準]、[弱め]から選べます。効果の 
度合いは、設定画面のプレビュー画面で確認 
でさます。 


ボタンを押すと、編集した画像び記録されます。 
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カラーカスタマイズ 

MENU ボタンィ [i 画像編集メニュー 1 

画像全体の色調を調整でさます。 

ちのよラな画面び表示され、マ >1 レチセレクターで画像全体の 
色調を調整できます。►を押すたびに、画面全体の 
色調び次のよラに変わります。 

グ U —ンび強くなる 

会''^ 

圓圃望 

夕 圧] 


ブルーびアンバーび 
強くなる V ^ Wy 強くなる 

マゼンタび強くなる 

ム … みむが lOK た-お a 

色調を操作すると、プレビュー画像と 
画面ち側の RGB ヒストグラム（色の分 
布図：口 192) に反映されます。 

• ® ボタンを巧すと、編集した画像び記録されます。 

@ プレビュー画像の拡大表示について 


調整画面で ( quad ボタンを押すと、プレビュー画像を拡大表示し、拡大領 
域のヒストグラムを表示することびできます。拡大表示中に?ん^ (WB ) ボタン 
を押すと、色調の調整と拡大表示の操作を切り換えられます。拡大表示中にマ 
ルチセレクターを操作して画面をスク□ールさせて、見たい部分に移動でさま 
す。 qs (ISO) ボタンを押すと画像を縮ル表示します。 



画像合ぶ MENU ボタンィ [ i 画像編集 メニューI 

SD カードに記録されている RAW 画像2コマを重ね合わせて]コマの画像に合成でさます。 
RAW データを使用して合成するため、通常のアプ U ケーシヨンソフトウエアなどで画像を合 
成する場合と比べ、階調特性に優れた画像になります。 




1画像編集メニュー画面で[画像合成]を選ぶ 


• [画像合成] を選んで►を押すと、ちのよラな画面び 
表示され、 [画像 1] 欄び八イライト表示されます。 
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2 合成する画像の 1 コマ目を選ぶ 

• ® ボタンを押すと表示される RAW 画像のサムネイル 
一覧から、 ] コマ目の画像を選びます。 

• ^ ( quad ボタンを押している間、選択中の画像を 
拡大表术します。 

• BKT ボタンを押しなびら▲を押すと[ス□ット/フォ 
ルタ'一指定メニュー]画面び表示され、ス□ットやフォルダーを切り換えられます 
抑188)。 



31コマ目の画像を決定する 

• ® ボタンを押すと、選んだ画像び1コマ目に設定さ 
れ、 [画像 1] 欄にプレビューび表示されます。 



4 2コマ目の画像を選ぶ 


•►を押して [画像 2] を選び、手順2〜3と同じ手順で 
2コマ目の画像を選びます。 



5ゲインを調節する 

•プレビュー欄に [画像 1] と [画像 2] を合成した画 
像び表示されます。プレビュー欄で確認しなびら、 
合成画像の明るさび適正になるように、 [画像 1] ま 
たは [画像 2] を選んでから▲または▼を押してゲ 
イン（出力）を設定します。 



•ゲインは0.]〜 2.0 の範囲で、 0.1 ステップで設定でさます。 


•各数値は初期設定の 1.0 (補正なし）を基準にした比率です。たとえば 0.5 にするとゲイン 
は約半分になります。 


6 [プレビュー]欄に移動する 

• ◄または►を押して、プレビュー欄に移動します。 

• 合成画像を確認せずに画像を保をしたいとさは、 [保 
巧] を選んで®ボタンを押してください。 
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7 合成画像を確認する 

• [合成] を選び、 ® ボタンを押すと、合成画像の確認 
画面び表示されます。 

•設定をやり直したいときは、与 H ( ISO ) ボタンを押 
してください。手順6の画面に戻ります。 



8合成画像を保存する 

•ちラー度®ボタンを押すと、合成画像び保をされ、 
合成画像び表示されます。 




画像合ぶについてのご注意 

• 合成でさる画像は、このカメラで撮影した RAW 画像だけです。機種の異なるカメラや RAW 外の画質モー 
ドで撮影した画像は選べません。 

• 合成画像の画質モード（口 64) と画像サイズ（口 67) は、合成時のカメラの設定と同じになります。画像 
合成をする前に、これらの設定を確認してください。合成した画像をさらに別の RAW 画像と合成したいと 
きは、画質モードを RAW に設定してください。 

• [撮像節囲] と [記録ビットモード] び同じ RAW 画像のみ合成でさます。 

• 合成時に RAW を含む画質モードび選ばれている場合、元画像と同じ記録ビットモードになります。また、記 
録方式は合成時のカメラの設定になります。 

•合成時の画質モードび」 PEG の場合、 [ JPEG 圧 綱は [サイズ優先] になります。 

•合成画像のホワイトバランス、ピクチャーコント□ール、撮影データ（撮影曰時、測光モード、シャッター 
スピード、絞り値、撮影モード、露出補正値、焦点距離、縦横位置情報など）は、 [画像 1] で選んだ画像の 
内容を引き継ざます。ただし、著作権情報は引き継ざません。また、合成された画像には、画像合成時に力 
メラに設定されている画像コメントび添付されます。 
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RAW 現像 (パソコンを使わずに RAW 画像 
を JPEG 画像に変換ずる） 


MENU ボタンイ [ i 画像編集メニュー 


RAW を含む画質モード ( m 64) で記録した RAW 画像を、カメラで RAW 現像して」 PEG 画像 
を作成でさます。 


1画像編集メニュー画面で [ RAW 現像]を選ぶ 
• [RAW 現像 ] を選んで►を押すと、 RAW 画像びサム 
ネイル表示されます。 



の 

画像編集メニュ - 


四 1 

台 

D -ライティング 


赤目補正 

< S > 

/ 

…ミンブ 

乂 

i 

モノトーン 

□1 

m 

フィルター効果 

a 

■ 

カラー カスタマイズ 

ぶ夕 


画を合成 

巧 


I ^ RAW 現像 


2 RAW 現像する画像を選ぶ 

• マルチセレクターを操作して RAW 現像する画像を選 
んで®ボタンを押します。 

• 气 (quad ボタンを押している間、選択中の画像を 
お大表 TJX します。 

• BKT ボタンを押しなびら▲を押すと[ス□ット/フォ 
ルダー指定メニュー]画面び表示され、ス□ットやフォルダーを切り換えられます 
抑188)。 



3表示されている項目をそれぞれ設定する 




画質モード（の 64) 

画像サイズ（田 67) 

ホワイトバランス（の 87) 

露出補正（口 85) 

ピクチヤーコント□-ル（の 103) 
高感度ノイズ低減（田 234) 
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4 RAW 現像する 

• [現像] を選んで®ボタンを押すと、 JPEG 画像を保 
をします。 

• RAW 現像後の」 PEG 画像び保をされます。 

• キャンセルして画像編集メニューに戻るとさは、 
MENU ボタンを押してください。 



& RAW 現像にごいてのごを意 

• RAW 現像でさる画像は、このカメラで撮影した RAW 画像だけです。機種の異なるカメラで撮影した RAW 画 
像や RAW 1； I 外の画質モードで撮影した画像は選べません。 

•多重露出撮影した画像や[画像合成]で編集した画像の場合、[ホワイトバランス]は選べません。 

• [露出補正]で設定でさる明るさ（一2〜 + 2) は、通常の露出補正の段数とは異なります。 

• RAW 現像の[ピクチャーコント□-ル]では、調整時のグリッド表示はできません(口107)。 


リサイズ 


MENU ボタンイ [ i 画像編集メニュー I 


サイズの小さい画像を作成します。 SD カードを2枚使用している場合は、記録先のス□ット 
を指定できます。 

II 複数の画像を選んでリサイズ画像を作がする 

MENU ボタンを押して画像編集メニューを選んだ場合、複数の画像の IJ サイズ画像を一度に作 
成できます。 


画像編集メニュー画面で[リサイズ]を選ぶ 

• [リサイズ] を選んでマルチセレクターの►を押します。 



2言己録先のス□ットを選ぶ 

• SD 力ードを2枚使用している場合は、 [記録先ス□ッ 
卜の選択] を選んで►を押します （ SD カードび1枚 
しか入っていない場合は、手順3に進んでください)。 

• ▲または▼でス□ットを選び、 ® ボタンを押します。 



■ 画をサイスの設定 2 J 

マ 


松..：巧囲巧が S 
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3 画像サイズを設定する 

•[画像サイズの設定]を選んで►を押します。 


• ▲または▼で画像サイズを選び、 ® ボタンを押します。 



4 [画像選択]を選ぶ 


• [画像選択]を選んで►を押すと、画像の選択画面び 
表示されます。 



5リサイズしたい画像を選ぶ 

•マルチセレクターを操作して、 IJ サイズしたい画像を 
選びます。 

•气 (quad ボタンを押している間、選んだ画像を 
拡大表示します。 



• BKT ボタンを押しなびら▲を押すと[ス□ット/フォルダー指定メニュー]画面び表示され、 
ス□ットやフオルタ'一を切り換えられます（の188)。 


6設定する 

( ISO ) ボタンを押して設定します、設定す 
ると田び表示されます。もう一度 ( ISO ) 
ボタンを押すと、田び消えます。 

• IJ サイズする画像全てに設定したら、 ® ボタン 
を押します。 



7リサイズ画像を作成する 

•確認画面で[はい]を選択し、 ® ボタンを押すと、 
IJ サイズ画像び保をされます。 
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リサイズ画像についてのごを意 

• アスペクト比（横：縦 ） 16 : 9 の画像（口 167) はリサイズできません。 

• U サイズ画像は、拡大表示でさないことびあります。 

• U サイズ画像の画質モード（田 64) は、元画像の画質モードび RAW を含む画質モードのとをは [ FINE ] に 
なり、 [ FINE ]、[ NORMAL ]、[ BASIC ] のときは元画像と同じ画質モードになります。 


簡をレタッチ 


MENU ボタンイ [i 画像編集メニュー I 


コントラストと色の鮮やかさを高めた画像を簡単に作成でさます。 
カメラび D - ライティングの機能を使って、画像の暗い部分を明る 
く補正したり、コントラストと彩度（色の鮮やかさ）を高めたりし 
ます。 

•マルチセレクターの▲または▼を押すと、効果の度合いを[強 
め]、[標準]、[弱め] から選べます。効果の度合いは、設定画面 
のプレビュー画面で確認でさます。 

ボタンを押すと、編集した画像び記録されます。 



おを補正 


MENU ボタンイ [i 画像編集メニュー I 


画像の傾さを±5°の範囲（約0.25°ステップ）で補正できます。 
.編集画面では、プレビュー画面を表示します。 

• 補正する傾さび大さくなるほど、画像周辺部は切り取られます。 



傾きを補正ずる 

錢 

マルチセレクターの►を押すと時計回りに傾さ、 ◄ を押すと反 
時計回りに傾さます。 

キャンセルずる 

囚 

編集中の画像を保をせずに、画像の再生に戻ります。 

傾き補正を実行して 
画像を保存ずる 


傾さ補正した画像び記録されます。 
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ゆがみ補正 


MENU ボタンイ [ i 画像編集メニュー I 


広角レンズ使用時のたる型のゆびみや、望遠レンズ使用時の糸卷さ 
型のゆびみを補正でさます。 [オート] を選ぶと選択した画像のゆび 
みを自動的に判別して補正しますび、好みに応じて微調整すること 
をでさます。 [マニュアル] を選ぶと自分でゆびみを補正でさます。 

•編集画面では、プレビュー画面を表示します。 

•[オート] は、 G タイプ • D タイプレンズで撮影した画像のみ機能 
します。ただし、 PC レンズ、フィッシュアイレンズ、その他一部のレンズで撮影した画像 
には機能しません。また、対応レンズソ外で撮影した画像については、動作を保証しません。 
• [自動ゆびみ補正] (口 233) を行った画像の場合、 [マニュアル] のみ選べます。 

• 補正するゆびみび大さくなるほど、画像周辺部は切り取られます。 


ゆびみを補正ずる 

錢 

• たる型のゆびみを補正するには、マルチセレクターの►を押し 
ます。 

•糸巻さ型のゆびみを補正するには、◄を押します。 

キャンセルずる 

囚 

編集中の画像を保をせずに、画像の再生に戻ります。 

ゆびみ補正を実行して 
画像を保存ずる 


ゆびみ補正した画像び記録されます。 
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魚旧効ま MENU ボタンィ [ i 画像編集メニュー I 

フィッシュアイ（魚眼）レンズで撮影したよラな画像になります。 

.編集画面では、プレビュー画面を表示します。 

• 魚眼効果び大さくなるほど、画像周辺部は切り取られます。 



魚眼効果を調節ずる 

錢 

マルチセレクターの►を押すほど、魚眼効果は大さくなり、 

◄を押すほどルさくなります。 

キャンセルずる 

囚 

編集中の画像を保をせずに、画像の再生に戻ります。 

魚眼効果を実行して 
画像を保存ずる 


魚眼効果の画像び記録されます。 


塗0絵 


MENU ボタンイ [ i 画像編集メニュー I 


輪郭を抽出して塗り絵の原画風の画像を作成でさます。 
.編集画面では、プレビュー画像を表示します。 

ボタンを押すと、編集した画像び記録されます。 



塗り絵処理前 




回キャンセル四保を 
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カラースケッチ 


MENU ボタンイ [ i 画像編集メニュー I 


輪郭を抽出して色をつけることで、スケッチ風の画像を作成できます。 
.編集画面では、プレビュー画面を表示します。 



色の濃さを変える 

錢 

マルチセレクターの▲または▼を押して [色の濃さ] を選んで 
から、►を押すと色び濃くなり、◄を押すと薄くなります。 

線の濃さを変える 

錢 

▲または▼を押して [線の濃さ] を選んでから、►を押すと線 
び濃くなり、◄を押すと薄くなります。 [線の濃さ] を濃くする 
と、画像全体の色を濃くなります。 

キャンセルする 

囚 

編集中の画像を保をせずに、画像の再生に戻ります。 

カラースケッチ画像を 
保存ずる 


カラースケッチ画像び記録されます。 
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アオリ効ま 


MENU ボタンイ [ i 画像編集メニュー I 


高層ビルを見上げて撮影したとさなどに生じる、遠近感による被写 
体のゆびみを補正します。 

.編集画面では、プレビユー画像を表示します。 

• アオ IJ 効果び大さくなるほど、画像周辺部は切り取られます。 



アオリ効果を 
調節ずる 

鑛 

マルチセレクターの▲▼◄►でアオリの効果を変更できます。 

キャンセルずる 

囚 

編集中の画像を保をせずに、画像の再生に戻ります。 

アオリ効果を実行して 
画像を保存ずる 

卜雜づ 

アオ U 効果の画像び記録されます。 



令 


アオ IJ 効果処理前 


アオ IJ 効果処理後 
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ミニチュア効ま 


MENU ボタンイ [ i 画像編集メニュー I 


ミニチュア（模型）を接写したように加工します。ミニチュア効果には、高いところから見 
下ろして撮影した画像び適しています。 

• [ミニチュア効果] を選ぶと、黄色い枠（ぼかさない範囲）び表示されます。 


効果をかける方向を 
変える 


卿 ( ISO ) 


( ISO ) ボタンを押すと、効果をかける方向を縦と横から選 
ベます。 



横方向に効果をかける場合、マルチセ 
レクターの▲または▼を押して枠を 
動かし、ぼかさないではっさりと見せ 
る範囲を選びます。 



ぼかさない節囲を 
巧める 


縦方向に効果をかける場合、◄または 
►を押して枠を動かし、ぼかさないで 
Vy V はっさりと見せる範囲を選びます。 


ぼかさない範囲 



効果をかける幅を 
変える 


プレビューを 
表示する 
キャンセルずる 


ぼかさない範囲 



横ち向に効果をかける場合、 ◄ または►で効果をかける幅の 
広さを選びます。 


縦ち向に効果をかける場合、▲または▼で効果をかける幅 
の広さを選びます。 


气 ( QUAL ) プレビューび表示され、効果を確認できます。 


H 編集中の画像を保をせずに、画像の再生に戻ります。 


ミニチュア効果を 
実行して画像を 
保存ずる 



ミニチュア効果の画像び記録されます。 
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セレクトカラー MENU ボタンィ [ i 画像編集メニュー I 

選択した色のみを残し、それじ(外の色をモノ!-ーン（白黒）に加工します。 

1画像編集メニュー画面で 
[セレクトカラー]を選ぶ 

•[セレクトカラー]を選んでマルチセレクターの►を 
押すと、画像の選択画面び表示されます。 



2加工する画像を選ぶ 

•マルチセレクターで画像を選び、 ® ボタンを押します。 
•夕 ( quad ボタンを押している間、選択中の画像を 
拡大表术します。 

• BKT ボタンを押しなびら▲を押すと、[ス□ット/フォ 
ルダー指定メニュー]画面び表示され、ス□ットや 
フオルダーを切り換えられます（口188)。 



3残したい色を抽出する 色 色取得 

•マルチセレクターを操作して、色取得の枠を画 
像上の残したい色に重ねます。 

•气 （ QUAL ) ボタンを押すと拡大表示され、残し 
たい色を細部まで確認でさます。与 H (旧 0) ボ 
タンを押すと縮ル表示します。 

•残したい色の彩度によっては、抽出しにくい場 KAE / AF □ックボタン 

合びあります。彩度の高い色の抽出をおすすめ 
します。 

• 菲; tAE/AF □ックボタンを押すと、色の枠に抽出した色び表示されます。 



4色の感度の枠を選ぶ 

• メインコマンドダイヤルを回して、色の感度の枠を選 
びます。 

•抽出した色(外の色は、モノ!-ーンで表示されます。 


色の感度 
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5 抽出する色の感度を設定する 

• ▲または▼を押して、抽出する色の感度を [1] 〜 

[7] から設定します。数値び大さいほど抽出する色の 
色相び広くなり、小さいほど狭くなります。 

•色の感度を高く設定しすざると、選択した色に近い色 
相の色ち抽出されます。 



6抽出する色を追加する 

.メインコマンドダイヤルを回して、別の色の枠と感度 
の枠を選び、手順3〜5と同じ手順で色を抽出し、色 
の感度を設定します。 

• 最大3色まで設定でさます。 

•抽出した色の枠を選んで ra 0画）ボタンを押すと、 

抽出した色を U セツトします。 

•抽出した全ての色を削除したい場合は 、 ra 0画）ボタンを押し続けます。確認画面で [は 


塚 


圆芭削除な弱整励保存 



い] を選んで®ボタンを押すと、全ての色を IJ セットします。 


7決定する 

• ® ボタンを押すと、セレクトカラー画像び保をされ、 
1コマ表示になります。 
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えボタン 



11コマ表示モードで画像を選ぶ 

•画像編集で作成した画像（凶び表示されている 
画像）または画像編集の元画像のみを選べま 
す。 

•画像を選んで i ボタンを押すと、画像編集メ 
ニュー項目を表示します。 


2 [編集前後の画像表示]を選ぶ 

• [編集前後の画像表示]を選んで®ボタンを押 
すと、[編集前後の画像表示]画面を表示しま 
す。 



画像編集の内容 



|1〇ハ~ 

n 




3編集前と編集後の画像を比較する 

• 編集前の画像を左側、編集後の画像をち側に表 
术しよ〇 

• 画像編集の内容は、2つの画像の上に表示され 
ます。 

•マルチセレクターの◄または►で、編集前/編 
集後の画像を切り換えられます。 

•画像合成の元画像の場合、▲または▼で2枚の 
元画像を切り換えられます。 

•] 枚の元画像から複数の画像編集を行った場合、 

▲または▼で編集後の画像を切り換えられます。 

•夕 ( quad ボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。 

• ® ボタンを押すと、黄色の枠で選択中の画像を1コマ表示モードで再生します。 
•囚ボタンを押すと、再生画面に戻ります。 


編集前 
の画像 


編集後 
の画像 


編集前をの画像表示についてのご注意 

• 次の画像を編集した場合、編集前の画像は表示されません。 

-プ□テクト（の20 0) び設定されている画像 

-書さ込み禁止スイッチび□ックされている SD カード（田 30) 内の画像 
• 編集元の画像を削除した場合や非表示設定（田 222) にした場合、画像の入ったカードび画像編集時とは違 
ラス□ットに入っている場合を、編集前の画像は表示されません。 


編集前をの画像表示_ I 

画像編集を行った画像を、編集元の画像と並べて表示して、画像編集の効果を確認でさます。 
このメニユー項目は、編集元または編集後の画像を1コマ表示して i ボタンを押したときのみ 
表 7 J \ されます。 

■ ■編集前後の画像表示方法 


!>が獄疑 


階 
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琶 マイ乂ニュー/看 I 最近設定した頃目 

MENU ボタンを押して、タブの琶アイコンを選ぶと、[マイメニュー]画面び表示されます。 



(0《0K))w 


MENU ボタン 

同マイメニュー：よく巧うメニューを登録する 


再生、 } 取影、カスタム、セットアップ、画像編集の各メ —ユーから、よく使つ項目たけを度 
んで、20項目までマイメニューに登録できます。登録した項目は、削除したり、表示順序を 
変えたりでさます。 

■■7イメニューを登録する 


マイメニュー画面で[マイメニュー登録]を 
選ぶ 

• [マイメニュー登録] を選んで、マルチセレクターの 
►を押します。 


„ 7ィメニユー 

三11画質モード 

NORM 

.JPEG 圧縮 强 

こ RAW 記録 

〜 

\ f 2 Fn ボタンの機能 

— 


(0 《。句>) 


2登録したいメニューを選ぶ 

•登録したいメニューを選んで►を押すと、選んだメ 
ニューび一覽表示されます。 


炒: ►) 


3マイメニューに登録する項目を選ぶ 

• マイメニューに登録する項目を選んで®ボタンを押 
します。 



4登録する項目の表示位置を選ぶ 

• ▲または▼で登録する項目の表示位置を選んで、® 
ボタンを押します。 




^画像サイズ 巧] 


7 ィメニュ 

h 画質モ-ド 
' JPE 姐偏 
RAW 記録 

f 2 Fn ボタンの巧能 
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5 マイメニューに表示したい全ての項目を登録する 

• ゾび表示されている項目は、すでにマイメニューに登録済みです。 
• 左横に曰び表示されている項目は、マイメニューに登録でさま 
せん。 

•手順1〜4を繰り返して、マイメニューに表示したい項目を全て 
登録します。 



■■登録した頃目を削除する 


1マイメニュー画面で[登録項目の削除]を選ぶ 

•[登録項目の削除] を選び、マルチセレクターの►を押します。 


2削除したいメニュー項目を選ぶ 

• ►を押すと、項目の左側のチェックボックスび囚に 
なります。 

• 削除したい全ての項目にゾを入れます。 



3選んだ項目を削除する 

• ® ボタンを押すと、確認画面び表示されます。ちう一 
度®ボタンを押すと、選択した項目び削除されます。 




M ボタン操作で営録した頃目を削除するには 

[有マイメニュー]画面で削除したい項目を選んで而 （ f 。 画）ボタンを押すと、確認画面び表示されます。をう 
一度而 （ kS ) ボタンを押すと、選択した項目を削除します。 
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II 登録した頃目の表お順巧を変える 


1マイメニュー画面で[登録項目の順序変更]を選ぶ 

• [登録項目の順序変更]を選び、マルチセレクターの►を押します。 


2順番を変えたい項目を選ぶ 

• 順番を変えたい項目を選んで、 ® ボタンを押します。 



3選んだ項目を移動したい位置を選ぶ 

• ▲または▼で移動したい位置を選んで、©ボタンを 
押すと、マイメニューの中で位置び変わります。 

• 必要に応じて手順2〜3を繰り返します。 



^登録項目の煩巧変更 

- 

° JP 抗圧縮 

こ RAW 記塚 

Y |f2Fn ボタンの機能 

旧 

な移動脚み定 



4マイメニュー画面に戻る 


MENU ボタンを押すと、マイメニュー画面に戻り 
ます。 


つ 



MENU ボタン 


■ ir マイメニュ ー J を r 最近設定した頃目 J に変更する 


1マイメニュー画面で[このタブの機能変更] 

を選ぶ 

• [このタブの機能変更]を選び、マルチセレクターの 
►を押します。 


感 



7イメニユ- 


鸟 

な 

/ 

f 2 Fn ボタンのお能 
画お-ド 

NORM 

i 

JPE 证縮 

RAW 記録 

靖 

d 

マイメニユ-登録 


面 

登摄項目の削除 

— 


登録項目のお居変更 

— 


このタフの機能変更 


2 [画 最近設定した項目]を選ぶ 

• [このタブの機能変更]画面で[懂最近設定した項 
目]を選んで、 ® ボタンを押します。 

. [マイメニュー]び[最近設定した項目]に切り替わ 
ります。 
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11 最近設定した頂目：最お設定したメニユーをたどる 
" r 最巧設定した頃目 J の設定方法 


メニューを設定するたびに「最近設定した項目」に追加されます。 
最大20項目まで登録されます。 



M 最近設定した頃目を削除するには 

[最近設定した項目]画面で削除したい項目を選んで帝（崎雨）ボタンを押すと、確認画面び表示されます。ち 
ラー度而 （ kS ) ボタンを押すと、選択した項目を削除します。 

M r 最近設定した頃目 J か6 r マイメニュ ー J に戻すには 

「最近設定した項目」の [このタブの機能変更] を選択すると、「「マイメニュー」を「最近設定した項目」に 
変更する」（田307)の手順2と同じ画面び表示されます。[冒 マイメニュー] を選んで®ボタンを押すと、「マ 
イメニュー」に切り替わります。 


308 





資料 

このカメラで使えるアクセサリーやカメラのをな仕様など、カメラを使うときに役立つ情報 
を記載しています。また、カメラの動作がおかしいとをや警告メッセージが表示されたとを 
の対処方法についてち説明しています。 


使用でをるレンズ 


CPU レンズ（ IX ニッコールを除く）をおすすめします。とくに G タイプ • D タイプレンズは、 
カメラの機能を最大限に引き出すことびできます。 


モード フオーカスモード 撮影 モード 測光モード 




AF 

(才ート 

フォーカス 

エイド 

(マ i ル 

P 

A 

M 

マルチパターン 
測光 

中央部 
重点測光/ 

レンズ 

フォーカス） 

フ オー カス） i 


3D-RGB 

RGB 

スポット測光 


G タイプレンズ※ 2 、 

D タイプレンズ※ 2 、 

AF - I レン又 A 卜 S レンズ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇※3 

广 

PC-ENIKKOR シリーズ 

X 

〇※5 

〇 

〇※5 

〇※5 

〇※5 

X 

〇が' 5 

K 

7 \ 

三 

PC マイク □ 85 mm 

F2.8D^4 

X 

〇※5 

〇 

X 

〇※6 

〇 

X 

〇が' 5 

2 

U 

AF - S / AF - I テレコンバー 

勺 — 义 1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇※3 


G タイプ • D タイプ外の 
AF レンズ （ F 3 AF 用を除く） 

〇※8 

〇※8 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

〇※3 


AI-P ニッ コール 

X 

〇※9 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

〇※3 


AI - S 、 A し AI 改造レンズ、 

シ U —ズ E レンズ※11 

X 

〇※9 

〇 

X 

ひ》12 

X 

〇※。 

〇※14 

S 

巧 

メディカル 120 mm f /4 

X 

〇 

〇 

X 

〇※15 

X 

X 

X 

レフレックスレンズ 

X 

X 

〇 

X 

〇※12 

X 

X 

ひ》14 

PC ニ ッコー ル 

X 

〇※5 

〇 

X 

〇※16 

X 

X 

〇 

K 

A 

三 

AI - S 、 AI テレコンバー 

クー※17 

X 

が18 

〇 

X 

〇《12 

X 

〇※13 

〇※14 

乏 

公 

TTK 

ベ□ーズアタッチメント 
PB-6 《19 

X 

ひ》18 

〇 

X 

〇《20 

X 

X 

〇 


オート接写リング 
( PK -11 A 、 12、13、 

PN -11) 

X 

ひ》18 

〇 

X 

〇《12 

X 

X 

〇 


《1 IX レンズは装着できません。 

《2 このカメラは VR レンズの VR (手ブレ補正）機能に対応しています。 

《3フォーカスポイントの選択によりスポット測光エ U アの移動び可能（の81)。 

《4 カメラの測光モード、および調光制御機能は、アオ U 操作（シフトまたはティルト）をしているとき、ま 
たは開放絞りじ(外に絞り値び設定されているとさには、正しく機能しません。 





※弓アオリ操作をしていない場合のみ可能。 

※ら撮影モードは M で使用可能。 

义1 AF - S レンズ、 AF - I レンズ専用です（口 311)。才ートフオーカスとフオーカスエイド可能なフオーカスポ 
イントについては、田311をご覽ください。 

《8 AF 80-200 mm f /2.8 S 、 AF 35-70 mm f /2.8 S 、 A 口 8-85 mm f /3.5-4.5 S ( New )、 A 口 8-85 mm f /3.5-4.5 S 

レンズを使用し、ズームの望遠側かつ至近距離で撮影した場合、ファインダースクリーンのマット面の像 
とオートフオーカスのピント表示び合致しない場合びあります。このよラな場合は、マニュアルフオーカ 
スによりファインダースク U —ンのマット面を利用してピントを合わせて撮影してください。 

《9開放絞り値（開放 F 値）び F 5.61； l 上明るいレンズのみ使用可能。 

《10—部装着不可能なレンズ（田 312) びあります。 

※リ AI ED 80-200 mm f /2.8 S の王脚座を回転するとカメラと干渉するため、回転方向に制限びあります 。 AI 
ED 200 -400 mm f /4 S をカメラに装着したままでのフィルター交換はできません。 

《12レンズ情報手動設定（の 151) でレンズの開放絞り値を設定することにより表示パネル、ファインダー内 
表示に絞り値び表示されます。 

※じレンズ情報手動設定（田 151) でレンズの焦点距離、開放絞り値を設定することにより巧能です。一部の 
レンズでは焦点距離と開放絞り値を設定してを充分な精度び得られない場合びあります。この場合は中央 
部重点測光またはスポット測光を選択して撮影してください。 

《14レンズ情報手動設定（口 151) で焦点距離、開放絞り値を設定することにより、測光の精度び向上します。 

《15撮影モードび M でフラッシュ同調シャッタースピードより1段じ(上低速のシャッタースピードのとさに使 
えます。 

※化絞り込み測光で使用します。撮影モードび A の場合はレンズ側で絞りプ U セットを行い、 AE □ック後にア 
才 U 操作を行ってください。撮影モードび M の場合はレンズ側で絞りプ U セットを行い、アオ U 操作を行 
ラ前に測光して露出を決定してください。 

《17 AI 28-85 mm f /3.5-4.5 S、AI 35-105 mm f /3.5-4.5 S、AI 35-135 mm f /3.5-4.5 S 、 AF-S 80-200 mm f /2.8 D 
レンズの組み合わせによっては、露出補正を行ラ必要びあります。詳細はテレコンバーターの使用説明書 
をご覧ください。 

《18合成絞り値び F 5. 6しソ上明るい場合に使用可能。 

《19オート接写リング PK -12 または PK -13 を併用すると装着できます。カメラの姿勢、位置により PB -6 D び必 
去:-し9 〇 

※立〇絞り込み測光で使用可能、撮影モードび A の場合はベ□ーズアタッチメント側で絞り込みを行い、測光後 
撮影してください。 

• 複写装置 PF -4 へは カメラアダプター PA -4 を併用すると装備でさます。 

•カメラに次のレンズを装着して動画撮影を行う場合、 ISO 6400上の高感度で横すじノイズび発生することび 
あります。この場合は、マニュアルフオーカスまたはフオーカス□ックを利用して撮影してください。 

- AF-S Zoom Nikkor 24-85 mnn F 3.5-4.5 G ( IF ) 

- AF-S DX Zoom-Nikkor 18-70 mm f /3.5-4.5 G IF-ED 


0 CPU レンズ、 G タイプレンズ、 D タイプレンズの見分け方 

CPU レンズには 〔 PU 信号接点びあります。 G タイプレンズには 「 G 」 マークび、 D タイプレンズにはの」マー 
クび付いています。 G タイプレンズには、絞り U ングびありません。 


CPU 信号接点 絞り IJ ング 



310 







































M レンズの開放絞り値（開放 F 値）とは 


レンズの明るさを示す数値で、そのレンズで最を絞りを開いたとさの絞り値を意味します。レンズ名称の最後 

のほうに 「 f /2 .引 「 f /3.5-5.6」 などと記されています。 


M AF - S / AF-I テレコンパーターについて 


AF - S / AF - I テレコンバーターは、 AF - S レンズと AF - I レンズ専用のテレコンバーターです。使用できるレンズは、 

次の通りです。 


• A 卜 S NIKKOR 70-200 mm f /2.8 G ED VR II 

• AF-S ED 300 mm f /4 D 

• AF-S VR ED 70-200 mm f /2.8 G 

• AF-S NIKKOR 400 mm f /2.8 G ED VR 

• AF-S ED 80-200 mm f /2.8 D 

• AF-S ED 400 mmf /2.8 DII 

• AF-S VR Micro-Nikkor 105 mm f /2.8 G IF - ED 《 

• AF-S ED 400 mm f /2.8 D 

• AF-S NIKKOR 200 mm f /2 G ED VR II 

• AF-I ED 400 mm f /2.8 D 

• AF-S VR ED 200 mm f /2 G 

• AF-S NIKKOR 500 mm f /4 G EDVR 

• A 卜 S NIKKOR 200 -400 mm f /4 G EDVRII 

• AF-S ED 500 mmf /4 DII 

• AF-S VR ED 200 -400 mm f /4 G 

• AF-S ED 500 mm f /4 D 

• AF-S NIKKOR 300 mm f /2.8 G EDVRII 

• AF-I ED 500 mm f /4 D 

• AF-S VR ED 300 mm f /2.8 G 

• AF-S NIKKOR 600 mm f /4 G EDVR 

• AF-S ED 300 mmf /2.8 DII 

• AF-S ED 600 mmf /4 DII 

• AF-S ED 300 mm f /2.8 D 

• AF-S ED 600 mm f /4 D 

• AF-I ED 300 mm f /2.8 D 

• AF-I ED 600 mm f /4 D 

《オートフォーカス撮影はでさません。 


@ AF-S テレコンパーターについて 


AF - S テレコンバーターをレンズに装着したときの合成絞り値び F 5.6 超〜 F 8 の場合、才ートフオーカスと 

フオーカスエイドび可能なフオーカスポイントは次の図の通りです（コントラストの低い被写体や輝度の低い 

被写体の撮影時にピントび合わないことびあります）。また、 AF エリアモード（口 71) び 3 D - トラッキングま 

たはオートエ U ア AF の場合、シングルポイント AF に変更されます。 

TC-17E II/TC-20E/TC-20E II/TC-20E III 

□ 
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M 巧 CPU レンズをほ用する場合は 

非 CPU レンズは、撮影モードび A 、 M のとをのみ使えます。非 CPU レンズを使用する場合は、セットアップメ 
ニューの [レンズ 情報手動設定] (の 151) でレンズの焦点距離と開放絞り値（開放 F 値）を設定することに 
よって、絞り値表示、 RGB マルチパターン測光などの機能び使用できるようになります。レンズの焦点距離と 
開放絞り値を設定しない場合、測光モードをマルチパターン測光に設定してを、自動的に中央部重点測光にな 
ります。 

また、絞り値はレンズの絞り U ングでのみ設定でさます。 [レンズ 情報手動設定] でレンズの開放絞り値を設 
定しない場合、表示パネルとファインダー内表示の絞り値表示び開放からの絞り込み段数表示となりますの 
で、絞り値は、レンズの絞り U ングで確認してください。 

&使用でをないレンズ 

次の非 CPU レンズは使用でさません。無理に装着しよラとすると、カメラやレンズを破損しますのでご注意く 
ださい。 

• AF テレコンバーター TC -16 AS 

• AI 改造をしていないレンズ （ AI 方式じ(前の連動のを使用するタイプ） 

• フォーカシングユニット AU -1 を必要とするレンズ （400 mm f /4.5、 600 mm f /5.6、 800 mm f /8、 1200 mm 
f /11) 

•フィッシュアイ （6 mmf /5.6、7.5 mm f /5.6、8 mm f /8 、OPIOmm f /5.6) 

• 2.1 cmf /4 

• K 2 U ング 

• ED 180-600 mmf /8 (製品 No .1 7404 1 〜 174180) 

• ED 360-1200 mm f /11 (製品 No .1 7403 1 〜 174127) 

• 200 -600 mm f /9.5 (製品 No . 280001〜30049 0) 

• F 3 AF 用 （AFSOmm f /2.8 、AF ED 200 mm f /3.5、 テレコンパーター TC -16 S ) 

• PC 28 mm f /4 (製品 No .1 80900ツ前の製品） 

• PC 35 mmf /2.8 (製品 No . 85100 1 〜90620 0) 

• 旧 PC 35 mmf /3.5 

• 旧レフレックス1000 mmf /6.3 

• レフレックス1000 mm f /11 (製品 No .1 42361〜14300 0) 

• レフレックス2000 mm f /11 (製品 No . 200111〜20031 0) 
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巧内蔵フラッシュ撮影に制限のあるレンズについてのごを意 

• 内蔵フラッシュには、焦点距離び 16 mm から300 mm までの CPU レンズび使えます。 

-ケラレを防止するため、レンズフードは取り外して使用してください。 

-撮影距離 0.6 m 未満では使用でさません。 

-マク□付さズームレンズはマク□領域では使用でさません。 

-次の AF レンズではフラッシュの光びさえぎられるため、焦点距離や撮影距離に制限びあります。撮影メ 
ニューの [撮像節囲] び [0 X (24 X 16)] のときにケラレなく撮影できる焦点距離と撮影距離ま、次の通 
りです。 

レンズ ケラレなく撮影できる焦点距離と撮影距離 

AF-S DX NIKKOR 1 0-24 mm f /3.5-4.5 G ED 

• 焦点距離 18 mm では撮影距離 1. Om じ 1 上 

• 焦点距離 20 mm では撮影距離1.0 m じ1上 

• 焦点距離 24 mm では制限なし 

AF-S DX Zoom-Nikkor 12-24 mm f /4 G IF-ED 

• 焦点距離 18 mm では撮影距離 1.5 m しツ上 

• 焦点距離 20 mm では撮影距離1.0 m じ1上 

• 焦点距離 24 mm では制限なし 

AF-S DX Zoom-Nikkor 17-55 mm 172.8 G IF-ED 

• 焦点距離 24 mm では撮影距離1.0 

• 焦点距離 28 mml ^ ツ上は制限なし 

AF-S DX VR Zoom-Nikkor 18-200 mm f /3.5-5.6 G IF-ED 

AF-S DX NIKKOR 18-200 mm f /3.5-5.6 G EDVRH 

• 焦点距離1 8 mm では撮影距離1 .0 mi；LL 

• 焦点距離 24 mml ； LL は制限なし 

AF-S DX NIKKOR 18-300 mm f /3.5-5.6 G EDVR 

• 焦点距離 28 mm では撮影距離 1.5 m しツ上 

• 焦点距離上は制限なし 

AF-S NIKKOR 16-35 mmf /4 G EDVR 

• 焦点距離 24 mm では撮影距離1 .5 mJ；LL 

• 焦点距離 28 mm では撮影距離 1.0 m じ LL 

• 焦点距離35 mm では制限なし 

AF-S Zoom-Nikkor 17-35 mm f /2.8 D IF-ED 

• 焦点距離 20 mm では撮影距離3.0 

• 焦点距離 24 mm では撮影距離1.0 rrU ソ上 

• 焦点距離 28 mmJ ^ ツ上は制限なし 

AF Zoom-Nikkor 18-35 mm f /3.5-4.5 D IF-ED 

• 焦点距離1 8 mm では撮影距離1上 

. 焦点距離 24 mmJ ^ ツ上は制限なし 

AF-S NIKKOR 24-70 mm f /2.8 G ED 

• 焦点距離 28 mm では撮影距離 1.5 m しツ上 

• 焦点距離 35 mm では撮影距離 1.0 m しツ上 

• 焦点距離 50 mm しツ上は制限なし 

AF-S Zoom-Nikkor 28-70 mm f /2.8 D IF-ED 

• 焦点距離 28 mm では撮影距離 1.5 m しツ上 

• 焦点距離 35 mml ； LL は制限なし 

AF-S NIKKOR 14-24 mm f /2.8 G ED 

[撮像節囲] び [0 X 04 X 16)] の場合、全ての 
撮影距離でケラレび発生します。 

_1 
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-[撮像節囲] び [1.3 X (18 X 12)] のときにケラレなく撮影できる焦点距離と撮影距離ま、次の通りです。 

UVX ' ~ ケラレなく ji 暴を丢¥焦点産離と ji 崇匯離一 


AF-S DX NIKKOR 10-24 mm f /3.5-4.5 G ED 

• 焦点距靡 15 mm じ(王は制限なし 

AF-S DX Zoom-Nikkor 12-24 mm f /4 G IF-ED 

• 焦点距離15ののでは撮影距離1.0の1；|上 

• 焦点距離上は制限なし 

AF-S DX Zoom-Nikkor 17-55 mm 172.8 G IF-ED 

• 焦点距離 20 mm では撮影距離1.0 m じ1上 

. 焦点距離 24 mm しツ上は制限なし 

AF-S DX NIKKOR 18-300 mm f /3.5-5.6 G EDVR 

• 焦点距離 28 mm では撮影距離1.0 m じ1上 

. 焦点距離 50 mmJ ^ ツ上は制限なし 

AF-S NIKKOR 14-24 mm f /2.8 G ED 

• 焦点距離 24 mm では撮影距離 3.0 mJ ^ ソ上 

AF-S NIKKOR 16-35 mm f /4 G EDVR 

• 焦点距離 20 mm では撮影距離1 .5 mJ ^ ソ上 

• 焦点距離 24 mm では撮影距離1.0 

• 焦点距離 28 mm では制限なし 

AF-S Zoom-Nikkor 17-35 mm f /2.8 D IF-ED 

• 焦点距離1 7 mm では撮影距離1 .5 mi ^ ツ上 

• 焦点距離 20 mm では撮影距離 1.0 m じ1上 

. 焦点距離 24 mm しツ上は制限なし 

AF-S NIKKOR 24-70 mm f /2.8 G ED 

• 焦点距離 24 mm では撮影距離 1.5 m しツ上 

• 焦点距離 28 mm では撮影距離1.0 m じ1上 

. 焦点距離 35 mm しツ上は制限なし 


• 内蔵フラッシュ撮影時に使用可能な非 CPU レンスま、 16 mm から300 mm までのニッ〕ール （ AI - S 、 AI 、 改 
造 AI )、 ニコンレンズシ U —ズ E び使えます。ただし、次のレンズは使用に制限びあります。 

たな ーケラレなく撮影できる焦点産離之 ji 震離一 

AI 50-300 mm f /4.5 I 


Al 改 50-300 mmf /4.5 
AI ED 50-300 mm f /4.5 


焦点距離 70 mm しツ上では制限なし 


Al-S ED 50-300 mm f /4.5 


巧ホ目軽減モードについてのご注意 

レンズの種類によっては、赤目軽減ランプの光びさえぎられ、フラッシュ撮影時に充分な赤目軽減効果び得ら 
れない場合びあります。 
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[5 AF 補巧光撮影に制限のあるレンズについてのごを意 

AF 補助光撮影に制限のあるレンズは次の通りです。 

AF 補助光を使ってオートフオーカス撮影びできないレンズ 

AF-S NIKKOR 14-24 mm f /2.8 G ED 

AF-S NIKKOR 200 mm f /2 G EDVRII 

AF-S VR Nikkor 200 mm f /2 G IF-ED 

AF-S VR Zoom-Nikkor 200 -400 mm f /4 G IF-ED 

AF-S NIKKOR 200 -400 mm f /4 G EDVRII 

AF-S NIKKOR 300 mm f /2.8 G EDVRII 


撮影距離によって AF 補助光を使ったオートフオーカス撮影に制限のあるレンズ 

AF-S Zoom-Nikkor 1 7-35 mm 172.8 D IF-ED 

0.7 m 助巧では内蔵 AF 補助光を使った才ート 
フオーカス撮影はでさません。 

AF-S DX Zoom-Nikkor 17_55 mm f /2.8 G IF-ED 

AF Zoom-Nikkor 20-35 mm f /2.8 D IF 

AF Zoom-Nikkor 24-85 mm f /2.8-4 D IF 

AF-S NIKKOR 24-85 mm f /3.5-4.5 G ED VR 

AF-S VR Zoom-Nikkor 24-120 mm f /3.5-5.6 G IF-ED 

AF-S NIKKOR 35 mm f /1.4 G 

AF Micro-Nikkor 200 mm f /4 D IF-ED 

AF-S DX VR Zoom-Nikkor 18-200 mm f /3.5-5.6 G IF-ED 

1 .Om じ(内では内蔵 AF 補助光を使ったオート 
フオーカス撮影はでさません。 

AF-S NIKKOR 24-70 mm f /2.8 G ED 

AF Zoom-Nikkor 24-120 mm f /3.5-5.6 D IF 

AF-S Zoom-Nikkor 28-70 mm f /2.8 D IF-ED 

AF Zoom Micro Nikkor ED 70-180 mm f /4.5-5.6 D 

AF-S VR Micro-Nikkor 105 mm 172.8 G IF-ED 

AF-S DX NIKKOR 18-300 mm f /3.5-5.6 G EDVR 

1 .5 m じ(内では内蔵 AF 補助光を使ったオート 
フオーカス撮影はでさません。 

AF-S NIKKOR 24-120 mm f /4 G EDVR 

AF-S NIKKOR 28-300 mm f /3.5-5.6 G EDVR 

AF-S DX NIKKOR 55-300 mm f /4.5-5.6 G EDVR 

AF-S NIKKOR 70-200 mm f /2.8 G EDVRII 

AF Zoom-Nikkor 80-200 mm f /2.8 D ED 

AF-S VR Zoom-Nikkor ED 70-200 mm 172.8 G ( IF ) 

2.0 m 助巧では内蔵 AF 補助光を使った才ート 
フオーカス撮影はでをません。 

AF-S NIKKOR 70-200 mm f /4 G EDVR 

AF-S Zoom Nikkor ED 80-200 mm f /2.8 D ( IF ) 

_ I 
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M レンズの画ちと焦点距離について 

D 7100ではさまざまなニコンー眼レフカメラ用レンズび使えます。ただし、これらのレンズを D 7100に装着 
したとさの画角は、レンズに表記されている焦点距離の 1.5 倍のレンズに相当する画角になります。これは 
35 mm 判カメラの撮影画面サイズ (36 x 24 mm ) に対して、 D 7100の撮影画面 （23.5 x 1 5.6 mm ) びルさい 
ためです。 

例： D 7100に 24 mm のレンズを装着した場合の画角は、 35 mm 判カメラ換算でおおよそ 36 mm の焦点距離と 
なります。 

撮影メニューの [撮像節囲] び [0 X (24 X 16)] の場合、 D 7100の撮影画面サイズ （23.5 X 1 5.6 mm ) で撮 
影します。 [1.3 X (18 X 12)] を選んだ場合、画面サイズは狭くなります （ [撮像節囲] び [0 X (24 X 16)] 
の場合の約1 .3 倍長い焦点距離に相当する画角になります)。 


35 mm 判撮影画面サイズ 
G 6 x 24 mm ) 
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使用でをるスピードライト （別売フラッシュ） 

このカメラは、ニコンク U エイティブライティングシステム対旅スピードライトとの組み合 
わせで、さまざまな機能び利用できます。なお、別売スピードライト装着時は、内蔵フラッ 
シュは発光しません。 

別売スピードライトをカメラに装着ずるには 

1アクセサリー シュー カバーを取り外す 



n /H 

I 田 STEREO 田 1 I 


ホ 


2別売のスピードライトをアクセサリーシューに取り付 
ける 

•セーフティー□ックピン付さのスピードライトを取り付けると、 
スピードライトび不用意に外れるのを防止でさます。 

• スピードライトの取り付けちは、お使いになる各スピードライ 
卜の使用説明書をご覽ください。 



@ホットシ ュー アダプター AS -15 

別売のホットシューアダプター AS -1 5を装着すると、シンク□ターミナルび利用できます。 

他社 製 フラッシュについての ごを意 

他社製のフラッシュ（カメラの X 接点に 250 V 1； I 上の電圧びかかるをのや、アクセヴ U - シュー部の接点を 
ショートさせてしまうをの）を使用しないでください。カメラの正常な機能び発揮でさないだけでなく、カメ 
ラおよびフラッシュのシンク□回路を破損することびあります。 
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ニコンクリエイテイブライテイングシステム （ CLS ) に 
ついて 

ニコンク U エイテイブライテイングシステムに LS ) は、ニコンのスピードライトとカメラ 
のデータ通信ち式を改良したシステムで、スピードライト撮影に新たな可能性を開く、さま 
ざまな機能を提供します。詳細はお使いになる各スピードライトの使用説明書をご覧くださ 
い。 

■■ニコンクリエイテイブライテイングシステム巧応スピードライト 
の主な仕様 



ガイドナンパ ’ 一 (ISO 100 • m/ISO 200 • m 、 20°C) 

SB-91 〇 ※1 ] 

34/48 (照射角 35 mm 、 スタンダード配光時） 

SB-90 〇 ※1 

34/48 (照射角 35 mm 、 スタンダード配光時） 

SB-800 

38/53 (照射角 35 mm 時） 

SB-70 〇 ※1 

28/39 (照射角 35 mm 、 スタンダード配光時） 

SB-600 

30/42 (照射角 35 mm 時） 

SB-40 〇 ※2 

21/30 

SB-R20 〇 ※ 3 

10/14 


カメラのホワイトバランスを AUTO (才ート）またはち（フラッシュ）に設定し、 SB -910、 SB - 900、または 
SB -700 用カラー フィ ルターを装着して撮影すると、カメラび自動的に フィ ルターを識別し、最適なホワイ 
トバランスを設定します。 

《2ワイヤレス機能はありません。 

《3 U モート発光用スピードライト SB - R 200 を使用するには、内蔵フラッシュをコマンダーモードに設定する 
か、 SB -910、 SB - 900、 SB -800、 SB -700、 またはワイヤレススピードライト〕マンダー SU - 800び必要です。 


IISU - SOO にごいて 

ワイヤレススピードライトコマンダー SU - 800は、ニコンク IJ エイティブライティングシス 
テム対応カメラに装着すると、ワイヤレスで SB -910、 SB - 900、 SB -800、 SB -700、 SB -600、 
SB - R 200を制御するコマンダーです。スピードライトを3つのグループに分けて制御でさま 
す。 SU - 800には発光機能はありません。 


0ガイドナンパ-とは 

フラッシュの光量を示す値で、大きいほど光び遠くまで届きます。「ガイドナンパー=絞り値 X 撮影距離 ( m)J 
( ISO 感度び100の場合）という関係びあります。ガイドナンバーび34 ( ISO 感度100、20°〇のスピードライ 
卜の場合、 ISO 感度び100で絞り値び F 5.6 なら、34 - 5.6 =約 6.1 m までフラッシュの光び届くことになりま 
す。また、実効ガイドナンバーは ISO 感度び2倍になると約 1.4 倍0/2倍）になります。たとえば、 ISO 感度 
び200の場合、絞り値び F 5.6 なら34今 5.6 X 1.4 = 約 8.6 m まで光び届きます。 
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■■ニコンクリエイテイブライテイングシステム巧応スピードライト 
との組み合わせで®用でをる機能 


ニコンクリエイテイブライテイングシステム対応スピードライト 

SU -800 I 


SB -910 コマンダーク□-ズ 

SB -900 SB -800 SB -700 SB -600 撮影 7ジプ撮影 SB - R 200 SB -400 




i-TTL 

i - TTL - BL 調光※ 1 

6 

〇 

6 

6 

— 

— 

— 

り- 



スタンダード i - TTL 調光 

〇※2 

〇※2 

〇 

〇※2 

— 

— 

— 

〇 



AA 

絞り連動外部自動調光 

〇※3 

〇※3 

— 

— 

— 

— 

— 

— 


1灯 

A 

外部自動調光 

〇※3 

〇※3 

— 

— 

— 

— 

— 

— 



GN 

距離優先マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 



M 

マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇※4 



RPT 

IJ ピーテイングフラッシュ 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 



リモートフラッシュへの発光指示 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

— 



i-TTL 

i - TTL 調光 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

-户 

7\ 


[A:B] 

クイックワイヤレス 
コント□-ル 

- 

- 

〇 

- 

- 

〇 

- 

- 

V 

IK 

主灯 

—AA— 

絞り連動外部自動調光 

〇※5 

〇※5 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

Y 

い 


~ k ~ 

外部自動調光 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

K 

三 


M 

マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 


— 皆 PT 一 

U ピーティングフラッシュ 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

Y 


Tttl' 

i-TTL 調光 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

— 

J - 

K 


[A:B] 

クイックワイヤレス 
コント□-ル 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

- 


ネ甫助灯 

AA 

絞り連動外部自動調光 

〇※ 5 

〇※ 5 

— 

— 

— 

— 

— 

— 



A 

外部自動調光 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 



M 一 

マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

— 


1 _1 

RPr 

IJ ピーティングフラッシュ 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

発光色温度情報伝達 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

オート FP 八イスピ- 

-ドシンク □ ※ら 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

FV □ッ ク※7 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

マルチポイント AF 補助光 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

赤目軽減発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

カメラ起動モデ U ング発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

カメラからの発光モード設定 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

カメラからのスピードライトフアームアップ 

〇 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 


スポット測光時は設定でさません。 

《2スピードライト側でを設定でさます。 

《3 AA モードと A モードの選択は、スピードライトのカスタム設定で行います。また、非 CPU レンズを装着し 


た場合は A モードになります。 

《4カメラ側でのみ設定でさます（田252)。 

《5スピードライトのカスタム設定にかかわらず、非 CPU レンズを装着した場合は A モードになります。 
※ら発光モードび i - TT し AA 、 A 、 GN 、 M の場合のみ動作します。 

《7発光モードび i - TT し AA 、 A の場合のみ動作します。 




0 AA モードと A モード 

AA モード設定時でを、非 CPU レンズを装着し、セットアップメニューの [ レンズ情報手動設定 ] でレンズの 
開放絞り値（開放 F 値）と焦点距離を設定していない場合は、自動的に A モードになります。 

M その他のスピードライトとの組み合わせで利用でをる機能 

次のスピードライトを使用する場合、外部自動調光 （ A ) あるいはマニュアル発光撮影となります。装着レン 
ズによつて機能び変わることはありません。 



スピードライト 

SB-80DX 

SB-28DX 

SB-50DX《i 

SB-28 

SB-26 

SB-25 

SB-24 

SB-30 

SB-27^2 

SB-22S 

SB-22 

SB-20 

SB-16B 

SB-15 

! SB-23 

SB-29^3 

SB-21 B《 3 
SB-29S《3 


A 

外部自動調光 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

を 

M 

マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

凶 

國 

マルチフラッシュ 

〇 

- 

〇 

- 

- 


REAR《4 

後幕シンク □ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


撮影モードを P 、 S 、 A 、 M に設定し、内蔵フラッシュを収納した状態にして内蔵フラッシュび光らないよ 
ラにしてください。内蔵フラッシュび自動的に上びって光ることびあるため、その他の撮影モードは使用 
しないで < ださい。 

《2 このカメラと SB-27 を組み合わせると自動的に TTL モー ドになりますび 、 TTL モー ドでは使えません。 
SB-27 を A モー ドに設定し直してください。 

《3 SB -29 • 21 B • 29 S で才ートフォーカスびできるレンズは、 AF-S VR Micro - Nikkor 1 05 mm f /2.8 G IF - ED と 
AF-S Micro NIKKOR 60 mm 口. 8 G ED のみです。 

《 4 カメラ側のフラッシュモードで設定してください。 

&スピードライトほ用時のごを意 

• 詳細はお使いになる各スピードライトの使用説明書をご覽ください。 

. ニコンク U エイティブライティングシステム対応のスピードライトの使用説明書にカメラ分類表び記載さ 
れている場合は、ニコンク U エイティブライティングシステム対応デジタルー眼レフに該当する箇所をお読 
みください。なお、このカメラは SB -80 DX 、 SB -28 DX 、 SB -50 DX の使用説明書に記載のデジタルー眼レフ 
カメラには該当しません。 

•別売のスピードライト使用時は、フラッシュモード（口 119) の AUTO けート：自動発光）機能は解除さ 
れ、常に外付けのスピードライトび発光します。 

•スピードライトを使うと、⑤、因、グを除く全ての撮影モードでフラッシュ撮影できます。 

• i-TTL や外部自動調光モードにおいて、フル発光でを露出アンダーになる可能性のある場合には、発光直後 
にレディーライトちび約3秒間点滅し、露出アンダー警告を行います。 

• i -^ L モード時の ISO 感度連動範囲は ISO 100〜6400相当です。 

• ISO 感度を6400よりち増感した場合には、距離や絞り値によっては適正な発光量にならない場合びありま 
す。 

• 撮影モードび P の場合、下表の絞り値よりを絞りを開くことはでさません。 

ISO 感度と開放側を限界絞 tT … 


100 

200 

400 

800 

1600 

3200 

6400 

4 

1 5 

1 5.6 

1 7.1 

1 8 

1 10 

1 11 


※制御される絞り値よりも開放絞りび暗い場合は、装着レンズの開放絞りによって制御されます。 

• スピードライト SB -910、 SB - 900、 SB -800、 SB -700、 SB -600、 SB - 400の使用時に、フラッシュモードびホ 
目軽減、ホ目軽減ス□ーシンク□モードの場合は、スピードライト側でホ目軽減発光び行われます。 



• スピードライト SB -910、 SB -900、 SB -800、 SB -700、 SB -600、 ワイヤレススピードライトコマンダー SU - 800 
の使用時に、 AF 補助光の照射条件び満たされると、スピードライト側の AF 補助光を自動的に照射します。 

• スピードライト SB -910、 SB - 900の AF 補助光は、17〜1 35 mm までの AF レンズに対応しています。各焦点距 
離でオートフオーカス可能なフオーカスポイントは、次の図の通りです。 


AF レンズの焦点距離び 
17 mm か！ 5 19 mm の場合 

AF レンズの焦点距離び 
20 mm か！ 5 105 mm の場合 

AF レンズの焦点距離び 

1 06 mm か！ 51 35 mm の場合 

□ 00 LJLjD 001-1 
noo OQD □□n 
□ODODOOOD 

□□□ 己 □□ □□□ 

□ OO QQQ □□□ 

〇〇〇 OOlJ □□□ 

□ ODD □□□ □□□□ 

□ □□□□□□□〇〇〇 
□ ODD □□□ □□□□ 

□□□ □□□ GOG 

□ 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

□ 

□ 

スピードライト SB - 80 0、 SB - 600、ワイヤレススピードライトコマンタ'- SU - 800の AF 補助光は、24〜105 mm 
までの AF レンズに対応しています。各焦点距離でオートフォーカス可能なフォーカスポイントは、次の図 
の通りです。 

AF レンズの焦点距離び 
24 m のから 34 mm の場合 

AF レンズの焦点距離び 
35 mm か 549 mm の場合 

AF レンズの焦点距離び 

50 mm か 5 105 mm の場合 

□ D □ 

吕 g 吕 
§ g § 

□ D D 

□ □ □ □己 

吕 g 8 

□ 

□ 

〇 □ □ □ 〇 
□ 

スピードライト SB - 700の AF 補助光は、24〜 135 mm までの AF レンズに対応しています。を焦点距離で才一 
トフオーカス可能なフオーカスポイン 卜は、次の図の通りです。 


AF レンズの焦点距離び 
24 mm か 527 mm の場合 

AF レンズの焦点距離び 
28 mm か5 135 mm の場合 

□ 

□ 

□a □□□□□ 己 a 
□ 

□ 

D 

□ □□ 己 □□□□□□□ 

□ 


• i - TTL モード時に、調光コード SC -17、 SC -28、 SC -29 を使用してカメラからスピードライトを離して撮影す 
る場合、スタンダード i - TTL 調光じ(外では適正露出を得られない場合びあります。この場合は、スタンダー 
ド i - TTL 調光に切り換えて撮影してください。また、あらかじめテスト撮影を行ってください。 

• i - TTL モード時に、発光面に内蔵パネルまたは付属のバウンスアダプターし:^外の部材け広散板など）を装着 
しないでください。カメラ内の演算に誤差び生じ、適正露出とならない場合びあります。 
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M インフォ画面のフラッシュモード表示について 

インフオ画面のフラッシュモードでは、別売のスピードライト使用時の発光方式び、次のように表示 
されます。 


通常発光 FP 発光 （口 251) 


卜 TTL - BL 調光 
スタンダード i - TTL 調光 

♦ 

| 

TTL 


♦ — 
L 

可 

TTL 

FP 


絞り連動外部自動調光 （ AA ) 

♦ 

声 S 

AA 


i — 

L 

可 

AA 

FP 


外部自動調光 （ A ) 

♦ 

1 



i — 

L 

可 

も 


距離優先マニュアル発光 （ GN ) 

♦ 

1 

GN 


♦ — 

GN 

FP 


マニュアル発光 

♦ 

1 



♦ — 

M 

FP 


リピーティング発光 

ホ 

1 

前 


— 

アドバンストワイヤレスライテイング 

♦ 

1 

声 S 

CMD 


i 

非 

CMD 

FP 
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使用でをるアクセサリー 

D 7100には撮影領域を拡げるさまざまなアクセヴ U —び用意されています。詳しくは最新の 
カタ□グや当社のホームぺージなどでご確認ください。 

• U - ion リチャージャブルバ ッ テリー EN - EL 15 (口22、 24) 

ニコンデジタルカメラ D 7 100用のバッテリーです。 

•バッテリーチャージャ ー MH -25 に 022) 

Li - ionIJ チャージャスレバッテリー EN - EL 1 5用のチャージャーです。 

• マルチノ ':ワーバッテリーパック MB-D15 

MB - D 15 には縦位置シャッターボタンとメインコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤル、 
マルチセレクター、粗 AE / AF □ックボタンび装備されているので、縦位置での撮影に便利 
です。カメラ本体の MB - D 15 用接点カバーを取り外して装着します。 

•パワーコネクター EP-5B、 AC アダプター EH -5 b 《 

電源 AC アダプターを使用すると、長時間カメラを使用するとさに安定して電源を供給でさます。 

-このカメラは、カメラ本体と AC アダプターを接続するためにパワーコネクター EP -5 B び 
必要です。カメラとパワーコネクター、 AC アダプターを接続する方法については、「カメ 
ラとパワーコネクター、 AC アダプターの接続方法」（田 327) をご覧ください。 

- EH -5 b の代わりに A 〔アダプター EH -5/ EH -5 a も使えます。 

-マルチパワーバッテリーパック MB - D 1 5をカメラに装着して AC アダプターを使用する場 
合、 EP -5 B は、カメラではなく MB - D 15 に入れてください。なお、カメラと MB - D 15 の両 
方に EP -5 B を入れて使用しないでください。 


《日本国内専用電源コード （ ACIOOV 対応）付属。日本国外でお使いになるには、別売の電源 
コードび必要です。 

•接雨補助レンズ DK -20 C 

遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部に差し込むだけで簡単に取り換えることび 
できます。一5、一4、一3、一2、0、+0.5、+1、+2、+ 3 m -1 の9種類び用意されて 
いますび、いずれちこのカメラの視度調節ダイヤルび基準位置（一 1 m - i ) の場合の値で 
す。視度補正は個人差び大さいので店頭で実際に取り付けてお選びください。このカメラ 
;には視度調節機能びついています（一2〜 +1 m - i ) ので、この範囲外の視度補正び必要な 
I とさにお使いください。なお、接眼補助レンズを使用している場合は、接眼目当ては使用 
I でさません。 

ファインダー用 •マグニファイングアイピース DK -21 M 

アクセサリー このカメラのファインダー倍率を約 1.17 倍 （50 mm F 1.4 レンズ使用時 • 〇〇 •— I . Om - i の 

とき）にホ広大します。 

•マグニファイヤー DG -2 

ファインダー中央部の像を拡大します。より厳密なピント合わせび必要なとさに使用します。 

• アイピースアダプター DK -22 

上記 DG -2 を取り付けるためのアダプターです。 

• 角窓用変倍アングルファインダー DR -6 

カメラの接眼部に取り付けると、撮影レンズと直角の方向（水平方向に向けたカメラの真 
上など）からファインダー内の画像を確認でさます。 
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フィルター 


ニコンデジタル 
カメラ専用 
ソフトウェア 


ホアイー 

キヤップ 



• フィルターをレンズ保護のために常用する場合は、 NC フィルターをお使いください。 

•円偏光フィルターに -PL C-PL n) をお使いください。従来の偏光フィルター ( Polar ） は 
使用でさません。 

•逆光撮影や、輝度の高い光源を画面に入れて撮影する場合は、フィルターによって画像上 
にゴーストび発生するおそれびあります。このよラな場合は、フィルターを外して撮影す 
ることをおすすめします。 

•露出倍数のかかるフィルター ( Y 44、 Y 48、 Y 52、 056、 R 60、 X 0、 XI 、 〔- PL / C-PL n (円 
偏光フィルター)、 ND 2 S 、 ND 4 S 、 ND 4、 ND 8 S 、 ND 8、 ND 400、 A 2、 A 12、 巨2、 B 8、 B 12) 
を使用する場合、 RGB マルチパターン測光、または 3 D - RGB マルチパターン測光の効果び得 
られない場合びありますので、測光モードを中央部重点測光に切り換えて撮影することを 
おすすめします。詳しくは、各フィルターの使用説明書をご覽ください。 

•特殊フィルターなどを使用する場合は、オートフォーカスやフォーカスエイドび行えない 
ことびありますのでご注意ください。_ 

• Capture NX 2《 

画像を詳細に編集でさる、画像編集用ソフトウェアです。選択コント□ールポイントや自 
動レタッチブラシなどさまざまな機能を備えています。 

• Camera Control Pro 2《 

パソコンからカメラを操作して静止画や動画を撮影したり、撮影した画像を直接ノ（ソコン 
へ保をしたりできる、カメラコント□ール用ソフトウェアです。 

《必ず最新版にバージョンアップしてお使いください。ご使用のパソコンびインターネットに 
接続されている場合、 0 S □グオン後に所定時間を経過すると、ニコンメッセージセンター 
2はソフトウェアの更新情報などを確認します（初期設定)。更新情報びある場合は、「通知 
の画面」び自動的に表示されます。 

•対応 0 S については、当社ホームページのサポート情報 ( CQxxv ) でご確認ください。 

•ボディーキャップ BF-1B、BF-1A 

レンズを取り外したカメラボディーに取り付けることにより、ゴ三やほこりの付着を防ざ、 
カメラ内部を保護します。 
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• リモコン ML-L3 (口 127) 

リモコン用電池 （CR2025 型 3V リチウム電池）の交換方法 



電池室のノブをち側に押しなびら（①)、隙間に m などを差し込んで手前に引き出して （( D ) 
ください。リチウム電池を入れる際は、「+」と「一」の向きをよくご確認ください((4))〇 

• ワイヤレスリモートコント□-ラー WR-R10/WR-T10 (口 130) 

ワイヤレス U モートコント□-ラー WR - R 10 をカメラのアクセヴ U - 夕ーミナルに取り付 
リモコン/ワイ けると、ワイヤレスリモートコント□-ラー WR - T 10 からの操作で無線での遠隔撮影を行 
ヤレスリモート えます。 

コント□-ラー WR-T10 用電池 （CR2032 型 3V リチウム電池）の交換方法 



電池室のノブの隙間にのなどを差し込んで手前に引さ出して（①）ください。リチウム電 
池を入れる際は、「+」と「一」の向きをよくご確認ください (( D ) 〇 

•ワイヤレスリモートコント□-ラー WR-1 (口 130) 


WR -1 は、2台じ(上を組み合わせて、送信機と受信機として使います。受信機に設定した 
WR -1 をカメラのアクセサリーターミナルに取り付けると、送信機に設定した WR -1 からの 
操作で、遠隔撮影したりカメラの設定を変更したりすることびでさます。 

•通信ュニット UT-1 四 211) 

- USB ケーブルで UT -1 をカメラに接続してから、 LAN ケーブルを UT -1 に接続することによ 
り、カメラで撮影した画像を有線でパソコンや FTP サーバーに転送したり、別売の 
Camera Control Pro 2を使ってパソコンからカメラを遠隔操作できます。 

無線/有線 LAN - UT -1 には、カメラ本体とは別に電源び必要です。別売の Li - ion リチャージャブルバッテ 
アダプタ— U - EN - EL 15 または パワーコネクター EP -5 B と AC アダプター EH -5 b をお使いくださし、。 


(口 211) • ワイヤレストランスミッター WT-5 

カメラに接続した UT -1 に取り付けることにより、 UT -1 の機能を無線 LAN で使えます。 

UT -1 および V \ AT -5 をお使いいただく場合は、有線 LAN 、 無線 LAN の知識および環境び必要で 
す。ワイヤレストランス三ッターに付属のソフトウェアは、必ず最新版にバージョンアップ 
_してお使いください。_ 

イヤレス . ワイヤレスモバイルアダプター WU-1a 

モバイル Wireless Mobile Utility をインストールしたスマートデバイスと双方向無線通信びでき 

アダプター ます。 



325 








アクセヴ u —夕一三ナルに次のアクセヴ u —を接続することびでさます。 

• ワイヤレスリモートコント□-ラー WR -1 
• ワイヤレスリモートコント□-ラー WR - R 10 
•リモートコード I \/1 C - DC 2 (田 51) 


.GPS ユニット GP -1 脚 154) 


アクセヴ U — 


ターミナル 


図のようにアクセヴ U —ターミナルのマークとコネクター 
のづマークを合わせて、コネクターをアクセサリーター三ナ 
ルに接続します。 



使用しないとさは、カメラの端子カバーを必ず閉じてください。ゴ三等び入ると、誤作動の 
原因となることびあります。 

が部マイク •ステレオマイク□ホン ME -1 (口 166) 
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カメラとパワーコネクター、 AC アダプターのち続方法 

カメラとパワーコネクター、 AC アダプターを接続する前に、カメラ本体の電源び OFF になつ 
ていることを確認してください。 


1 カメラのバッテリー室カバー（①）とパワーコ 
ネクターカバー（@)を開ける 



2 パワーコネクタ ー EP -5 B を入れる 

.パワーコネクターは、接点の向さにを意しなびら入れてください。 
•オレンジ色のノ くッテ IJ 一 □ックレバーをパワーコネクター側面で 
押しなびら、パワーコネクターを奥まで入れると、バッテ IJ 一 
□ックレバーびパワーコネクターに掛かり、パワーコネクターび 
□ックされます。 



3 カメラのバッテリー室カバーを閉じる 

•パワーコネクターのコードびパワーコネクターカバー 
を開けた部分から出るようにを意して、バッテ U —室 
カパーを閉じます。 



4 パワーコネクターと AC アダプターを接続する 

•電源コードの AC プラグを、 AC アダプターの AC プラグ差し込み□に差し込みます（:③)。 

• パワーコネクターの DC プラグコネクターに AC アダプターの DC プラグを差し込みます （®)。 
.パワーコネクターと AC アダプターの使用時には、液晶モニター上のバッテ U —残量表示 
びに変わります。 
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カメラのお手入れについて 

保管について 

長期間カメラを使用しないとさは、必ずバッテ IJ 一を取り出してください。バッテ IJ 一を取 
り出す前には、カメラの電源び OFF になっていることを確認してください。 

カメラを保管するとさは、下記の場所は避けてください。 

• 換気の悪い場所や湿度び60%をこえる場所 
• テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の周辺 
•温度び50で1；^上、または一10で政下の場所 

ク IJ - ニングについて 

カメラ本体 

レンズ- 
ミラー. 

ファインダー 

液晶モニター 

アルコール、シンナーなど揮発性の薬品はお使いにならないでください， 


ほこりや糸くずをブ□アーで仏い、柔らかい乾いた布で軽くおさます。海辺でカメラ 
を使用した後は、砂や塩を真水で湿らせた布で軽くおさ取り、よく乾かします。 

ごを意：カメラ内部にゴミ、ほこりや砂などが入りこむと故障の原因となります。こ 
の場合、当社の保証の対象外となりますのでごを意ください。 

ガラスは傷つさやすいので、ほこりや糸くずをブ□アーで仏います。指紋や油脂など 
の巧れは、柔らかい布にレンズク U —ナーを少量付けて、ガラスを傷つけないよラに 
注意しておさます。 

ほこりや糸くずをブ□アーで仏います。指紋や油脂などの汚れは、表面を柔らかい布 
かセーム革で韓くおさ取ります。強くおくと、破損や故障の原因となることびありま 
I すのでご注意ください。 


因 


定期点巧、才ーバーホールのおすすめ 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に1度は定期点検を、3〜5年に1度はオーバーホールすることをおすすめ 
します（有料)。 

• とくに業務用にお使いの場合は、早めに点検整備を受けてください。 

• より安むしてご愛用いただけるよラ、お使いのレンズやスピードライ ト などを併せて点検依頼されることを 
おすすめします。 
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カメラの部のお手入れについて 

レンズを取り付けるとさなどに、撮像素テ前面にゴミやほこりび付くと、画像に影び写り込 
むことびあります。イメージセンサーク IJ 一ニングを作動させると、撮像素テ前面のゴミを 
ふるい落とすことびでさます。 

イメージセンサーク U —ニングは、メニユーから操作するち法と、電源の ON / OFF 時に自動 
的に行ラち法びあります。 

■■セットアップメニューの[イメージセン ヴー クリーニンク ]から 
操作する 


1セットアップメニューの[イメージセン 
サークリーニング]を選ぶ 

•MENU ボタンを押して、セットアップメニューの 

[イメージセンサークリーニング] を選びます。 
マルチセレクターの►を押すと、[イメージセ 
ンヴークリーニング]画面び表示されます。 



MENU ボタン 



2実行を選ぶ 

• [実行] を選んで®ボタンを押すと、イメージセン 
サーク IJ 一ニングび開始されます。実行中は、表示 
ノくネルに bLI 5 y び点滅し、撮像素テのチエックも行 
われます。 

• bu 53び表示されている間は、カメラの操作はでき 
ません。バッテ U —や AC アダプターを取り外さない 
で < ださい。 




M イメージセンサークリーニング時のカメラの向をについて 

効果的にゴ三をふるい落とせるよラに、正位置（カメラを横位置で構えるとさ 
の向さ）にしてイメージセンサーク U —ニングを行ってください。 
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II 電源の ON / OFF 時にイメ ージセンヴークリーニングする 


( i )0 N 電源 ON で実行 

電源 ON と同時にイメージセンサーク U —ニングび作動します。 

(ilOFF 電源 OFF で実行 

電源 OFF と同時にイメージセンサーク IJ 一ニングび作動します。 

齡持 電源 ON と OFF で実行 

電源 ON、OFF と同時にイメージセンサーク IJ 一ニングび作動します。 

実行しない 

電源 ON、OFF してをイメージセンサーク IJ 一ニングは作動しません。 


1[イメージセンサークリーニング]画面で[電 
源スイッチに連動]を選ぶ 

•[電源スイッチに連動] を選んでマルチセレクターの 
►を押すと、[電源スイッチに連動]画面び表示され 
ます。 



2イメージセンサークリーニングの方法を選ぶ 

• ® ボタンを押して設定します。 




h イメージセンサークリーニン グ についての ごミ主意 

• 電源スイッチに連動してイメージセンサーク U —ニングび作動しているときにカメラを操作すると、イメー 
ジセンサーク U —ニングは中断します。 

• カメラの電源 ON 時に内蔵フラッシュの充電び行われるときは、カメラの電源 ON と同時にイメージセンサー 
ク U —ニングび作動する設定になっていてを、イメージセンサーク U —ニングを行わないことびあります。 
.完全にゴ三を取り除けないことびあります。そのとをは、撮像素子前面を市販のブ□アーで掃除する 
(田 331) か、ニコンサービス機関にご相談ください。 

• イメージセンサークリーニングを連続して行ラと、内部の回路を保護するため、一時的に作動しなくなる場 
MMJ 合びあります。少し時間をおくと再び作動するようになります。 
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II 撮像素子前面をブ□アーで掃除する 

イメージセンサーク U —ニング（田 329) でコ'ミやほこりを取りされないとさは、撮像素テ 
前面を次の手順でク U —ニングでさます。ただし、カメラ内部の撮像素子は非常に傷つさや 
すいため、ニコンヴービス機関にク IJ 一ニングをお申し付けくださることをおすすめします。 
.作業中のバッテ U —切れを防ぐため、充分に充電されたバッテ U — EN - EL 15、 または別売 
のパワーコネクター EP -5 B と AC アダプター EH -5 b を組み合わせてお使いください。 
•セットアップメニューの[クリーニングミラーアップ]を使用します。バッテ IJ — 残量表 
示び t 回政下の場合、[クリーニングミラーアップ]は操作でさません。 


1カメラの電源を OFF にしてか5レンズを取り外す 

レンズを取り外したら、カメラの電源を ON にしてください。 


2セットアップメニューで[クリーニング 
ミラーアップ]を選ぶ 

•MENU ボタンを押して、セットアップメニューの 

[クリーニングミラーアップ]を選んでマルチセ 

レクターの►を押します。 



3 ® ボタンを押す 

. クリーニングミラーアップの待機状態になります。 

.液晶モニター、表示パネル、ファインダー内表示にちのように 
表示されます。 

• 撮像素モ前面のお手入れを止めるには、カメラの電源を OFF に 
して < ださい。 



4シャッターボタンを全巧しする 

• ミラーび上びり、シャッターび開いた状態になります。 
•このとさ、表示パネルはちのよラな点滅表示になり 
ます。ファインダー内の表示は消灯します。 




5カメラの内部に光が当たるようにカメラを持 

ち、ゴミやほこりが付いていないかどうかを点検する 

• ゴミやほこりび付いていない場合は、手順7にお進みください。 
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6 撮像素子前面に付いたゴミやほこりをブ□アーで仏う 

• ブラシの付いていないブ□アーをお使いください。ブラシで撮 
像素テの表面に傷び付< ことびあります。 

. ブ□アーで取り除けない巧れびある場合は、 ニコン サービス機 
関にク U —ニングをお申し付けください。絶対に、手でこすっ 
たり、巧でおさ取ったりしないでください。 

7カメラの電源を OFF にし、付属のボディーキャップを付ける 

• ミラーびダウンしてシャッター幕び閉じます。 



^作業中のシャッター幕の破損を防ぐために 

カメラのシャッター幕は非常に破損しやすい部品です。シャッター幕はカメラに電源の供給びなくなると、自 
動的に閉じる構造になっています。作業中に不意にシャッター幕び閉じて破損することを防ぐために、次の点 
にご注意ください。 

• 作業中に電源を OFF にしないでください。 

• 作業中にバッテリーや AC アダプターを取り外さないでください。 

• 三ラーアップ中にバッテ U —残量び少なくなった場合、電子音び鳴り、セルフタイマーランプび点滅してお 
知らせします。約2分経過するとシャッター幕び閉じて三ラーびダウンするので、ただちに作業を終了して 
<ださい。 

撮像素子前面上のゴミ付着について 

ニコンデジタルカメラは撮像素子前面に付着するゴ三について、当社の品質基準に基づいて製造しています。 
しかし、このカメラはレンズ交換方式のため、レンズ交換の際にカメラ内にゴ三び入り込むことびあり、撮影 
条件によっては、撮像素子前面に付着したゴ三び写り込む場合びあります。カメラ内への 3' 三の侵入を防止す 
るため、ほこりの多い場所でのレンズ交換は避け、レンズを外してカメラを保管するとさは、必ず付属のボ 
ディーキャップを装着してください。その際、ボディーキャップの 3' 三を必ず除去してください。撮像素子の 

_ 前面に付着したゴミを、イメージセンサークリーニング（の329)で取り除ききれないときは、上記の手順で 

クリーニングしていただくか、ニコンサービス機関にクリーニングをお申し付けください。なお、コ'ミの写り 
込みは、別売の Capture NX 2 (口 324) や画像加エアプリケーシヨンなどで修正できます。 
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カメラとバッテリーの取り扱い上のごを意 

カメラの取り扱い上のごま意 

• 強いショックを与えない 

カメラやレンズを落としたり、ぶつけたりしないよラにご注意ください。強い衝撃や振動を加えると、破損した 
り精密に調整された部分に悪影響を及ぼします。 

♦ 水にめ5さない 

カメラは水にめらさないようにご注意ください。カメラ内部に水滴び入ったりすると部品びさびついてしまし、、 
修理費用び高額になるだけでな<、修理不能になることびあります。 

♦ 急激な温度変化を与えない 

極端に温度差のある場所に急にカメラを持ち込むと、カメラ内外に水滴び生じ、故障の原因となります。カメラ 
をバッグやビニール袋などに入れて、周囲の温度になじませてからお使いください。 

参強い電波や磁気の発生ずる場所で撮影しない 

強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲や、強い静電気の周囲では、記録データび消滅したり、撮影画像 
へのノイズ混入等、カメラび正甫に機能しないことびあります。 

♦ 長時間、太陽に向けて撮影または放置しない 

太陽などの高輝度被写体に向けて長時間直接撮影したり、放置したりしないでください。過度の光照射は撮像素 
子の擢色•焼さ付さを起こすおそれびあります。また、その際撮影された画像に、真っ白 < にじみび生じること 
びあります。 

参カメラ本体のお手入れについて 

カメラ本体のお手入れの際は、ブ□アーでゴ三やほこりを軽く吹さ仏ってから、乾いた柔らかい布で軽く拭いて 
ください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした柔らかい清潔な布で塩分を拭さ取ってから、乾いた柔 
らかい布で軽<拭いて乾かして<ださい。まれに、ブラシなどで表示パネルを拭いた場合に、静電気で表示パネ 
ルび点なしたり、黒く変色したりすることびありますび、故障ではありません。しばらくすると元に戻ります。 

参ミラーやレンズの手入れ方法について 

ミラーやレンズは傷び付さやすいので、ゴミやほこりび付いているときは、ブ□アーで軽く吹さ仏う程度にして 
ください。なお、スプレー吿タイプのブ□アーの場合、スプレー吿を傾けずにお使いください（中の液体び気化 
されずに吹さ出し、三ラーやレンズを傷つける場合びあります）。レンズに万一指紋などび付いてしまった場合 
は、柔らかい清潔な布に市販のレンズク U —ナーを少量湿らせて、軽く拭さ取ってください。 


参撮像素子前面の手入れ方法について 

撮像素子前面のク U —ニングの方法については田329、331ページをご覧ください。 

♦ レンズの信号接点について 

レンズの信号接点をミちさないよラにご注意ください。 

♦ シャッター幕に触れない 

シャッター幕は非常に薄いため、押さえたり、突いたり、ブ□アーなどで強く吹くなどは、絶対にしないでくだ 
さい。傷や変形、破損などの原因となります。 

参風通しのよい場所に保管ずる 

カビや故障などを防ぐため、風通しのよい乾燥した場所を選んでカメラを保管してください。ナフタ U ンや棒脳 
の入ったタンスの中、磁気を発生する器具のそば、高温となる夏季の車内、使用しているストーブの前などに力 
メラを置かないでください。故障の原因になります。 


♦ 長期間使用しないときは、バッテリーを取り出し、乾燥剤と一緒に保管ずる 

カメラを長期間使用しないときは、バッテリーの液をれなどからカメラを保護するために、必ずカメラからバッ 

テ U —を取り出しておいてください。保管する際は、カメラをポリエチレン袋などに乾燥剤と一緒に入れておく 

とより安全です。ただし、皮ケースをビニール袋に入れると、変質することびありますので避けてください。バッ 

テ U —は高温、多湿となる場所を避けて保管してください。乾燥剤（シリカゲル）は湿気を吸ラと効力びなくな 

るので、とさどさ交換してください。カメラを長期間使用しないまま放置しておくと、カビや故障の原因となる 

ことびあるので、月に一度を目安にバッテ U —を入れ、カメラを操作することをおすすめします。 

♦ バッテリーや AC アダプターを取りがずときは、必ずカメラの電源を OFF にずる 

カメラの電源び ON の状態で、バッテ U —を取り出したり、 AC アダプターを取り外すと、故障の原因となりま 

す。特に撮影中や記録データの削除中に前記の操作は行わないで<ださい。 

♦ 液晶モニターについて 

•モニター画面は、非常に精密度の高い技術で作られており、99.990/〇]ツ上の有効ドットびありますび、0.010/〇]ツ 
下でドット抜けするをのびあります。そのため、常時点な（白、ホ、青、緑）あるいは非点な（黒）の画素び 
一部を在することびありますび、故障ではありません。また、記録される画像には影響ありません。あらかじ 
めご了承ください。 

•屋外では曰差しの加減で液晶モニターび見えにくい場合びあります。 

.液晶モニター表面を強くこすったり、強く押したりしないでください。液晶モニターの故障やトラブルの原因 
になります。もしゴミやほこり等び付着した場合は、ブ□アーで吹き仏ってください。ミちれびひどいときは、 
柔らかい布やセーム革等で軽く拭さ取ってください。万一、液晶モニターび破損した場合、ガラスの破片など 
でケガをするおそれびあるので充分ご注意ください。中の液晶び皮膚や目に付着したり、□に入ったりしない 
よラ、充分ご注意ください。 


バッテリーの取り巧いについて 


♦ 使用上のご注意 

•バッテ U —の使用方法を誤ると液をれにより製品び腐食したり、バッテ U —び破裂したりするおそれびありま 
す。次の使用上の注意をお守りください。 

-バッテ U —はカメラの電源を OFF にしてから入れる。 

-バッテ U —を長時間使用した後は、バッテ U —び発熱していることびあるのでま意する。 

-バッテ U —の端子は、巧さないよラに注意する。 

-必ず指定のバッテ U —を使ラ。 

-バッテ U —を火の中に投入したり、ショートさせたり、分解したりしない。 

-カメラやチャージャーから取り外したバッテ U —には、必ず端子カバーを付ける。 

• カメラの使用直後など、バッテリーの温度び高くなっている場合は、温度び下びるのを待ってから充電してく 
ださい。バッテリー内部の温度び高い状態では、充電びできなかったり、または不完全な充電になるばかりで 
なく、バッテ U —の性能び劣化する原因になります。 

• しばらく使わない場合は、カメラでバッテリーを使い切った状態でカメラから取り外し、涼しいところで保管 
してください。周囲の温度び15で〜25むくらいの乾燥したところをおすすめします。暑いところや極端に寒 
いところは避けてください。 

•使用後のバッテ U —は半年じ(内に充電するようおすすめします。長期間保管する場合は、半年に一回程度充電 
した後、カメラでバッテ U —を使い切ってから涼しいところで保管してください。 

•使用しないとさは必ずバッテ U —をカメラやチャージャーから取り外してください。付けたままにしておくと、 
電源び切れていてを微少電流び流れていますので、過放電になり使えな<なるおそれびあります。 

参撮影前にバッテリーをあ5かじめ充電ずる 

撮影前にバッテ U —を充電してください。付属のバッテリーは、ご購入時にはフル充電されていません。 

♦ 予備バッテリーを用意ずる 

撮影の際は、充電された予備のバッテリーをご用意ください。特に、海外の地域によってはバッテ U —の入手び 
困難な場合びあるので、ご注意<ださい。 

参低温時にはフル充電したバッテリーを使用し、予備のバッテリーを用意ずる 

低温時に消耗したバッテ U —を使用すると、カメラび作動しないことびあります。低温時にはフル充電したバッ 
テリーを使用し、保温した予備のバッテ U —を用意して暖めなびら交互に使用してください。低温のために一時 
的に性能び低下して使えなかったバッテリーでを、常温に戻ると使えることびあります。 


参バッテリーの残量について 


• 電池残量びなくなったバッテ U —をカメラに入れたまま、何度を電源の ON / OFF を繰り返すと、バッテリーの 
寿命に影響を及ぼすおそれびあります。電池残量びな<なったバッテリーは、充電してお使い<ださい。 
•充分に充電したにちかかわらず、室温での使用状態でバッテ U —の使用時間び極端に短くなってさた場合は、 
バッテリーの寿命です。新しいリチャージャスレバッテリー EN - EL 15 をお求めください。 

参充電び完了したバッテリーを続けて再充電しない 

バッテ U —性能び劣化します。 


参小型充電式電池のリサイクル 

不要になった充電式電池は、貴重な資源を守るために、廃棄しないで充電式電池リサイクル 
協力店へお持ちください。 


鎮 

Li-ionOO 

T 

数字の有無と 
数値は、電池 


によって異な 

ります。 
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撮影モード別：設定でをる機能一覽 

それぞれの撮影モードごとに、設定でさる機能とでさない機能をまとめています。表の見ち 
は次の通りです。 

• :設定できます。ツーボタン IJ セット（の 131) で初期設定に戻ります。 

◎ :設定できます。カスタムメニュー [ カスタムメニューのリセット ] (田 237) で初期 
設定に戻ります。 

〇 :設定でさます。撮影モードを切り換えると、初期設定に戻ります。 

A :設定できます。撮影メニュー [ 撮影メニューのリセット ] (口230)で初期設定に戻 
ります。 

▲ :設定でさます。 

一：設定できません。 


II 撮影モ-ド A 进 、⑤、 P 、 S 、 A 、 WU 固、颗、が;、ん画、® 


AUTO 

む 1 

⑤ p s A i M 图嗯が r: ク！遠 

a 

画 

記録フォルタ' 一 設定 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

ファイル名設定 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

ス□ット 2 の機能 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

画質 モード 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

画像サイズ 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

撮像範囲 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

JPEG 圧縮 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

RAW 記録 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

ホワイトバランス 

- 

- 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

ピクチャーコント□ール 

- 

- 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

色空間 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

アクティブ D- ライティング 

一※！ 

一※！ 

A 

A 

A 

A 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

HDR (八イダイナミックレンジ） 

- 

- 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

自動ゆびみ補正 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

長秒時ノイズ低減 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

- 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

高感度ノイズ低減 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

- 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

ISO 感度設定 

♦ 

A 《2 

♦ 

A 《2 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

- 

♦ 

A 《2 

♦ 

A 《2 

♦ 

A 《2 

♦ 

A 《2 

♦ 

A 《2 

♦ 

A 《2 

U モコンモード設定 ( ML - L 3) 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

多重露出※ 3 

- 

- 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

♦ 

A 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

インターバルタイマー撮影 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

動画の設定 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 
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ファインダー撮影時の 
AF モード 

ファインダー撮影時の 
AF エリァモード 
ライブビュー/動画撮影時の 
AF モード 

ライブビュー/動画撮影時の 
AF エリァモード 
AE / AF □ックボタンの 
ホールド状態 
プ□グラムシフ h 
測光モード 

露出補正 

オートブラケティング 

フラッシュモード 

調光補正 
FV □ック 

a 1 : AF - C モード時の優先 

a 2 : AF - S モード時の優先 

a 3 : AF □ックオン 

a 4 :フォーカスポイント照明 

a 5 :フォーカスポイント循環選択 

a 6 : AF 点数切り換え 

幻-- 内蔵 AF 補助光の照射設定 

b 1 : ISO 感度設定ステップ幅 

b 2 :露出設定ステップ幅 

b 3 :露出補正簡易設定 

b 4： 中央部重点測光範囲 

b 5 :基準露出レベルの調節 

cl :半押し AE □ック 

c 2 :半押しタイマー 

c 3 :セルフタイマー 

c 4： 液晶 モニターのパワー オフ時間 

c 5 : U モコン待機時間 ( ML - L 3) 

d 1 :電子音設定 

d 2 :ファインダー内格子線表示 

d 3 : ISO 感度表示と簡易設定 

d 4 :インフォ画面のガイド表示 

d 5 :低速連続撮影速度 

d 6 :連続撮影コマ数 

d 7 :連番モード 

d 8 :インフォ画面の表示設定 

d 9 :イル三ネーター点な 


HHDI 

DDT 

HHI 

r 

■ 

B 圓 

B 田 


■HHHI 

Hh 


因 ■■ 










1 画画 
i 国国 I 

IBBI 
IBBI 


_ | 酵皿®■の I_ 

i 励 g®—® ■ 国 ——— ———i 

I 国 I 


j 国国国国国 I 
j 国国国国国 i 














AUTO 

⑤ 

P 

S 

A 

M 因 

啄 

が S i グ 

遠 

画 

画 

dll :フラッシュ使用推奨表示 

- 

- 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

d 12 : MB - D 15 電池設定 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

d 13 :電池の使用順序 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

el :フラッシュ撮影同調速度 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

e 2 :フラッシュ時シャッター 
ス ピー ド制限 

- 

- 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

e 3 :内蔵フラッシュ発光/ 

外付けフラッシュ発光 

- 

- 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

e 4 :フラッシュ使用時の露出補正 

- 

- 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

65 :モデリング発光 

- 

- 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

e 6: オートブラケティングのセット 

- 

- 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

幻-. BKT の順序 

- 

- 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

鬥： 0 K ボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 2 : Fn ボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 3 :プレビューボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 4 : AE / AF □ックボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 5 :コマンドダイヤルの設定 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 6 :ボタンのホールド設定 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 7 :カードなし時レリーズ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 8 :インジケーターの + /- 方向 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

朽： MB - D 15 の翻ボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

g 1 : Fn ボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

g 2 :プレビューボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

が： AE / AF □ックボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

g 4 :シャッターボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 


アクティブ D - ライティングは、常に [オート] になります。 

《2 [感度自動制御]は設定できません。 

《3ツーボタン U セット時は、多重露出モードび解除されます。その他の設定は U セットされません, 














撮影モ—ドを、圆、•を、もん因、固、謀、蘇、 


、2、みも！1 


記録フォルダー設定 
ファイル名設定 
ス□ット2の機能 

画質モード 

画像サイズ 

撮像範囲 

JPEG 圧縮 

RAW 記録 

ホワイトバランス 

ピクチャーコント□ール 

色空間 

アクティブ 

D - ライティング 

HDR (八イダイナミック 

レンジ） 

自動ゆびみ補正 
長秒時ノイズ低減 
高感度ノイズ低減 

ISO 感度設定 

U モコンモード設定 

( ML - L 3) _ 

多重露出 

インターバルタイマー 

撮影_ 

動画の設定 

ファインダー撮影時の 
AF モード 

ファインダー撮影時の 
AF エリアモード 
ライブビュー/動画撮影時 
の AF モード 

ライブビュー/動画撮影時 
の AF エリァモード 
AE / AF □ックボタンの 
ホールド状態 
プ□グラムシフ h 
測光モード 
露出補正 

オートブラケティング 

フラッシュモード 

調光補正 
FV □ツク 


を圆 1 •をいィ I A 


A A A A A 
A A A A A 
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A A A A A 
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1 


: AF-C モード時の優先 
a 2 : AF-S モード時の優先 
a 3 : AF □ックオン 
a 4 :フォーカスポイント 
照明 

a 5 :フォーカスポイント 
循環選択 

a 6 : AF 点数切り換え 
a 7 :内蔵 AF 補助光の 
照射設定 
b 1 : ISO 感度設定 

ステップ幅_ 

b 2 :露出設定ステップ幅 

b 3 :露出補正簡易設定 

b 4 :中央部重点測光範囲 

b 5: 基準露出レベルの調節 

cl :半押し AE □ック 

c 2 :半押しタイマー 

c 3 :セルフタイマー 

c 4 :液晶 モニターの 

パワーオフ時間 

c 5 :リモコン待機時間 

( ML - L 3) 

d 1 :電子音設定 

d 2 :ファインダー内 

格子線表示 

d 3 : ISO 感度表示と 

簡易設定_ 

d 4 :インフォ画面の 
ガイド表示 

d 5 :低速連続撮影速度 
d 6 :連続撮影コマ数 
d 7 :連番モード 
d 8 :インフォ画面の 
表术設疋 

d 9 :イル三ネーター点な 

dIO :露出ディレーモード 

dll : フラッシュ使用 
推奨表示 

d 12 : MB - D 15 電池設定 
d 13 :電池の使用順序 


I 圓圓国圓圓圓圓圓曲国国国国圓圓圓 

I 国国国国国国国国国国国国国国国 I 
I 国国国国国国国国国国国国国国国 I 

iliiiiiiiiiiilir 


j 圓圓国圓圓圓圓圓曲国国国国圓圓圓 


i 国国 国国国■@■■@■ 1 


■@皿®：!国■@皿@皿@皿@皿®,■細国国国阿 K ®—®, 

国国国国国国国国国国国国国国戸 
国国国国国国国国国国国国国国国 
国国国国国国国国国国国国国国戸 

国国国国国国国国国国国国国国国 
国国国国国国国国国国国国国国国 
国国国国国国国国国国国国国国国 

国国国国国国国国国国国国国国戸 

国国国国国国国国国国国国国国国 
国国国国国国国国国国国国国国国 









el :フラッシュ撮影 
同調速度 
e 2 :フラッシュ時 
シャッタースピード制限 
e 3 :内蔵フラッシュ発光/ 
外付けフラッシュ発光 
e 4 :フラッシュ使用時の 
露出補正 

65 :モデリング発光 
e 6 :オートブラケティング 
のセット 
ら1 ■. BKT の順序 


◎ ◎ ◎ ◎ 


鬥： 0 K ボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 2 : Fn ボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 3 :プレビューボタンの 
機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 4 : AE/AF □ツクボタン 
の機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 5 :コマンドダイヤルの 

ミ。甲 
欧化 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 6 :ボタンのホールド設定 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 7 :カードなし時 
レリーズ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

f 8 :インジケーターの 
+ / — 方向 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

朽： MB - D 15 の翻ボタンの 
機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

g 1 : Fn ボタンの機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

g 2 :プレビューボタンの 
機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

が： AE/AF □ツクボタンの 
機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

g 4 :シャツターボタンの 
機能 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 


■■■ 

圓 国国国 K ®—®, 

圓脚皿®—®,国国国 K ®—®, 

国国国国国国国国国 
国国国国国国国国国 
国国国国国国国国国 

回国国国国国国国国 

I 

I_ 

国国国国国国国国国 
国国国国国国国国国 
国国国国国国国国国 


1アクティブ D - ライティングは、常に 
2 [感度自動制御] は設定でさません。 


になります 













初期設定一覽 

再生、撮影、カスタム、セットアップの各メニューの初期設定は次の通りです。ツーボタン 
U セットに 0131)、 撮影メニュー [撮影メニューのリセット] に 0230)、 またはカスタム 
メニュー [カスタムメニューのリセット] (の 237) を行ラと、それぞれ別の項目の設定を 
U セットできます。ツーボタン U セットで初期設定に戻る項目については、「基本的な機能を 
初期設定に戻す（ツーボタン U セット)」（の 131) をご覧ください。 

■■再生メニューの初期設定 


再生メニュー項目 初期設定 


[再生フォルダー設定] (の 221) 

D 7100 

[撮影直後の画像確認] (の 226) 

しない 

悄鴨 
t 縦位 

:後の;夕再生画像] (の 226) 

後ろのコマ 

:置自動回転] (口 227) 

する 

[スライドシヨー] (の 228) 


[再生画像の種類] №228) 

1 静止画と動画 

[インターバル設定] (口 228) 

2秒 

■■撮影メニューの初期設定 

ご購入時の設定に戻すには、撮影メニューの [撮影メニューのリセット] を行います 
(口230)。 

撮影メニュー項目 

初期設定 

[ファイル名設定] (口 232) 

DSC 

[ス□ット2の機能] (口 68) 

順次記録 

陋質 

陋像 

mm 

モード] (の 64) 

NORMAL 

!サイズ] (田 67) 

サイズ L 

難囲] (の 61) 

DX (24 X 16) 

[JPEG 圧綱 （口 66) 

1 サイズ優先 

[RAW 記録] (の 66) 


[記録方式] (田 66) 

□スレス圧縮 RAW 

[記録ビットモード] (口 66) 

14ビット記録 

[ホワイトバランス] (田 87) 

オート：標準 


微調整値№89) 

A-B : 0、 G-M : 0 

色温度設定（田 92) 

5000 K 

プリセットマニュアル （口93) 

d -1 

[ピクチャーコント□—ル] (口 103) 

スタンダード 

[色空間] (口 232) 

sRGB 

[アクティブ D- ライティング] 

抑 113) 

|p、S、A、M、 固、 嗯 、が r 
ク 、遠、 S、 画 

しない 

その他の撮影モード 

1 オート 



撮影メニュー項目 

初期設定 

[HDR りVイタ’イナミックレンジ)] ( miM ) 


[HDR モー ド] ( mi 14) 

しない 


IThDR 強度] (口 11 5) 

オート 

[自動ゆびみ補正] (口 233) 

しない 

[長砂時ノイズ低減] (口 233) 

しない 

[高感度ノイズ低減] (の 234) 

標準 


[ISO 感度設定] (田 f 7 y 



[ISO 感嵐 （口 77) 

P、S、A、M 

100 

その他の撮影モード 

オート 

1 

[感度自動制御] (口 79) 

しない 

[リモコンモード 設定 （ML-L3)] 

抑 127) 

しない 

[多重露出] に □142) 


[多重露出 モード] に QW ]) 

しない 


[コマ数] 仰 143) 

2 


t 自動ゲイン補正] (の 143) 

する 

[インターバルタイマー撮影] (口 146) 

設定解除^ 2 

[動画の設定] (口 171) 


[画像サイズ/フレームレート] に 0171) 

1920 XI 080 30 p 


[動画の画質] (口 171) 

高画質 


[録音設定] (口 171) 

マイク感度オート 


[動画記録先] (の 172) 

スロット] 


多重露出撮影中は、1コマ目を撮影してから解除されるまで [撮影メニューのリセット] を選べません。 

《2 [撮影メニューのリセット] を行うと、実行中のインターバルタイマー撮影は終了して初期状態（開始トリ 
ガー：即時スタート、時間間隔：1分、設定：1回 X 1コマ、撮影動作：終了）にリセットされます。 


II カスタムメニューの初期設定 

ご購入時の設定に戻すには、カスタムメニューの [ カスタムメニューのリセット ] を行いま 
すに assy )。 



カスタム メニュー 項目 

初期設定 

al 

[AF-C モード時の優先] (口 237) 

レ IJ ーズ 

a 2 

[AF-S モード時の優免] (口 237) 

フ オー カス 

a 3 

[AF □ックオン] (口 238) 

3 (標準） 

a 4 

[フォーカスポイント照明] (口 238) 

オート 

a 5 

[フォーカスポイント循環選択] (の 238) 

しない 

a 6 

[AF 点数切り換え] (口 239) 

51 点 

a 7 

[内蔵 AF 補助光の照射設定] (口 239) 

する 

bl 

[ISO 感度設定ステップ幅] (口 240) 

]/3 段 

b 2 

[露出設定ステップ幅] (の 240) 

]/3 段 

b 3 

[露出補正簡易設定] (の 240) 

しない 

b 4 

[中央部重点測光範囲] №241) 

0 8 mm 



343 




カスタムメニュー項目 

初期設定 


[基準露出レベルの調節] (口 241) 

b 5 


[マルチパターン測光] 

0 


[中央部重点測光] 

0 



[スポット測光] 

0 

cl 

[半押し AE □ツク] (の 241) 

しない 

c 2 

[半押しタイマー] (口242) 

6秒 


[セルフタイマー] (の 242) 

c 3 

1 

[時亂 

10秒 


[撮影コマ数] 

1 



[連続撮影間隔] 

0.5 秒 


[液晶モニターのパワーオフ時間] (口 243) 



[画像の再生] 

10秒 

c 4 


[メニュー表示] 

] 分 


[インフォ画面表示] 

10秒 



[撮影直後の画像確認] 

4秒 



[ライブビュー表示] 

10分 

c 5 

[リモコン待機時間 （ ML - L 3)] №243) 

] 分 


[電子音設定] (田 244) 

dl 

1 

度量 

電子音なし 



[音の高さ] 

低音 

d 2 

[ファインタ’一内格子線表示] (口 244) 

しない 

d 3 

[ ISO 感度表示と簡易設定] №245) 

しない 

d 4 

[インフォ画面のガイド表示] (口 245) 

ガイド表示する 

d 5 

[低速連続撮影速度] (田 245) 

3コマ/秒 

d 6 

[連続撮影コマ数] (田 245) 

100 

d 7 

[連番モード] (の 246) 

する 

d 8 

[インフォ画面の表示設定] (口 247) 

自動 

d 9 

[イルミネーター点な] (口 247) 

しない 

dlO 

[露出ディレーモード] (口 247) 

しない 

dll 

[フラッシュ使用推奨表示] に 0247) 

する 

dl 2 

[ MB - D 15 電池設定] (口 248) 

アルカ U 単3形電池 

dl 3 

[電池の使用順序] (口 249) 

MB - D 15 から 

el 

[フラッシュ撮影同調速度] (口 250) 

1/250秒 

e 2 

[フラッシュ時シャッタースピード制限] (口 251) 

V 60 秒 

e 3 

[内蔵フラッシュ発光]/ [が付けフラッシュ発光] 

(の 252) 

m モード 

e 4 

[フラッシュ使用時の露出補正] (口 257) 

全体を補正 

e 5 

[モデリング発光] (口 257) 

する 

e 6 

[才ートブラケティングのセット] に 0257) 

AE • フラッシュブラケテイング 

ら 1 

[ BKT の順風 （口 257) 

脚 一 [-] 一 [+] 


[ OK ボタンの機能] (口 258) 

fl 


[撮影モード] (口 258) 

フオーカスポイント中央 U セット 


[再生モード] №258) 

1コマとサムネイルの切り換え 



[ライブビユ ー] に 0258) 

フオーカスポイント中央 U セット 
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カスタムメニュー項目 

1 初期設定 


[ Fn ボタンの機能] (口 259) 

f2 


[押し時の動作] (口 259) 

設定しない 



[コマンドダイヤル併用時の動作] (口％ 1 ) 

撮像範囲選択 


[プレビューボタンの機能] (の 261) 

f3 


[押し時の動作] (口％ 1) 

プレビュー 



[コマンドダイヤル併用時の動作] (口％ 1 ) 

設定しない 


[ AE / AF □ックボタンの機齡 （口％ 2) 

f4 


[押し時の動作] (の 262) 

AE-L/AF-L 



[コマンドダイヤル併用時の動作] (口％ 2) 

設定しない 


[コマンドダイヤルの設定] (口％ 3) 



[回転方向の変更] (田 263) 

露出補正の設定時：□、 

f5 


シャッタースピード/絞り値の設定時： □ 


[メインとサブの入れ換え] (の 263) 

しない 



[絞り値の設定方法] (口％ 3) 

サブコマンドダイヤル 



[再生/メニユー画面で使用] (口％ 4) 

しない 

f6 

[ボタンのホールド設定] (の 264) 

しない 

f7 

[力ードなし時レリーズ] (口％ 5) 

レ IJ ーズ許可 

f8 

[インジケーターの + /— 方向] (の 265) 


f9 

[ MB - D 15 の翻ボタンの機能] (の 265) 

AE-L/AF-L 

gi 

[ Fn ボタンの機能] (の％ 6) 

設定しない 

g2 

[プレビユーボタンの機能] (口％ 6) 

設定しない 

が 

[ AE / AF □ツクボタンの機齡 （口％ 6) 

AE-L/AF-L 

g4 

[シャツターボタンの機能] (口％ 7) 

静止画撮影 

■■セットアップメニユーの初期設定 



セットアップメニユー項目 

1 初期設定 

[ユーザーセッティングの登録] (口 53) 


[ U 1 に登録] 

撮影モード P の初期設定 


[ U 2 に登録] 

撮影モード P の初期設定 

[液晶モニターの明るさ] に 0269) 

0 

[イメージセンサークリーニング] (田 329) 


1 [電源スイッチに連動] (口 330) 

電源 ON と OFF で実行 

[フリツカー低減] (口 271) 

オート 

[地域と日時] №272) 


1 [夏時間の設定] (口 272) 

しない 

[縦横位置情報の記録] (田 273) 

する 

[ HDMI ] に 0220) 


[出力解像度] (田 220) 

オート 


[機器制御] (の 220) 

する 

[ GPS ] に 0154) 


[半押しタイマー] (の 154) 

有効 


[ GPS による日時合わせ] に 0154) 

する 

[ワイヤレスモバイルアダプター] (田 280) 

有効 

正 ye - Fi 送信機能] (の 281) 

有効 
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撮影モード p (プ□グラムオート）の 
プ□グラム線図 

次のグラフは、撮影モードび P のとき（田 46) の露出制御プ□グラム （ ISO 100の場合）を 
表しています。 

ISO 100、開放絞り F 1.4 •最小絞り F 16 のレンズ 
(例： AF-S NIKK 0 R 50 mm f /1.4 G ) の場合 

測光範囲： EV 0 — 20 


• 測光範囲により、 EV 値の両端に制限びあります。 

• マルチパターン測光では、 ISO ] 00の場合16 V 3 を超える EV 値では、全て16 V 3 として制御されます。 
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» 障かな？とおった 6 

カメラの動作びおかしいときは、ご購入店やニコンサービス機関にお問い合わせになる前に、 
次の項目をご確認ください。 

電源-表示閲連 

y 電源 ON の状態で、カメラの操作皆ち舌な ur 

•画像や動画の記録などの処理び終わるまでお待ちください。 

• 操作できない状態び続くときは、電源を OFF にする操作をしてください。 

• 電源び OFF にならない場合は、バッテ U —を入れ直してください。 

• AC アダプター使用時は付け直してください。 

-記録中であったデータは保をされません。 

-保を済みのデータはバッテ U —や AC アダプターの取り外しでは失われません。 

♦ ファインダー内びはっさり見えない 

視度調節ダイヤルで調節してください。調節後を見え方び不充分な場合は、別売の接眼補助レンズを 
お使いくださいに032、323)。 

♦ ファインダー内び暗い 

バッテリー残量は充分ですか？バッテリーび入っていない場合や、入っていても残量び無い場合は、 
ファインダー内び暗く表示される場合びあります（口22、33)。 

♦ ファインダー内や表示パネル、液晶モニターの表示び、すぐに消えてしまう 

カスタムメニュー C 2 [半巧しタイマー] や C 4 [液晶モニターのパワーオフ時間] で、表示び消えるま 
での時間を設定でさます（の242、243)。 

♦ 表示パネルやファインダー内の表示び薄い、表示び遅い 

低温や高温のとさは表示の濃度び変わったり、応答速度び遅くなることびあります。 

♦ ファインダー内に線や模様び見える 

液晶の特性上、フオーカスポイントなどから外側に延びる細い線び見えたり、フオーカスポイントを 
照明するとさにファインダー内びホくなることびありますび、いずれち故障ではありません。 


撮彰関連（を撮露モード共通) 


♦ 電源を ON にしてから、撮影でをる状態になるまでに時間びかかる 

SD カード内にフオルターや画像び大量にあるときは、ファイル検索のため時間びかかる場合びあります。 


♦ シャッターびされない 

•残量のある SD 力ードび入っていますか？（口29、 33) 

• SD 力ードび□ックされていませんか？（口 30) 

•カスタムメニュ ー f 7 [力ードなし時レリーズ] び [レリーズ禁止] になっていませんか？（口％ 5) 
• 内蔵フラッシュの充電中はシャッターびきれません（田37)。 

•ピント表示（参）は点なしていますか？ 

• G タイプレンズじ(外の CPU レンズを装着している場合は、レンズの絞り U ングを最ル絞り（をっとを 
大きい数値）に設定しないとシャッターびきれません。表示パネルに 巧 E と表示されている場合、 
カスタムメニュー f 5 [コマンドダイヤルの設定] の [絞り値の設定方法] を [絞りリング] に設定 
すると、レンズの絞り U ングで絞り値を設定でさます（田263)。 

• CPU レンズび装着されていますか？ 非 CPU レンズは撮影モード A または M じ(外ではお使いになれ 
ませんに□312)。 


♦ シャッターびされるのび遅い 

カスタムメニュ ー dIO [露出デイレーモード] を [しない] にしてくださいに□247)。 
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♦ リモコンの送信ボタンを巧しても撮影でをない 

•リモコンの電池残量はありますか？（口 325) 

• 別売の U モコン ML - L 3 の使用時に、リモコンモードび [しない] しツ外に設定されていますか？（田 127) 
•フラッシュの充電中は、シャッターびきれません（田37)。 

• ML - L 3 の送信ボタンを押す前にカスタムメニュー c 5 [リモコン待機時間 （ ML - L 3)] を過ざると、リ 
モコンモードは IJ セットされます（田243)。 

• 極端な逆光状態などでは、 ML - L 3 でのリモコン撮影びでさない場合びあります。 

♦ ピントび合わない 

• マニュアルフォーカスになっていませんか？ オートフォーカスで撮影するには、フォーカスモー 
ドセレクターを AF に合わせてください（口69)。 

•次のよラな被写体では、オートフォーカスではピントび合わせづらい場合びあります。マニュアル 
フォーカス、 フォーカス□ックを利用して撮影してください（田74、76)。 

明暗差びはっきりしなし V 遠くのちのと近くのちのび混在する/連続した繰り返しパターン/輝度差び 
著し < 異なる/背景に対して主要被写体びルさい/絵柄び細かい 
•カスタムメニュー f 2 [ Fn ボタンの機能] (田 259) 、 f 3 [プレビューボタンの機能] (田 261) 、 f 4 

[ AE / AF □ックボタンの機能] (口％ 2) または朽 [ MB - mS の翻ボタンの機能] (口％ 5) の押し 
時の動作び [ AF - ON ] の場合、シャッターボタンの半押しではオートフォーカスは作動しません。 
[ AF - ON ] の機能を割り当てたボタンを押してピントを合わせてください。 

♦ シャッターボタンを半巧ししても、フォーカス□ックされない 

AF モードび AF-C または AF-A で自動的に AF-C び選ばれたときは、粗 AE / AF □ックボタンを押して 
フォーカスを□ックして<ださい（田74)。 

♦ フォーカスポイントを選べない 

•フォーカスポイント□ックレバーび L (□ック）の位置になっていませんか？（口 73) 

• AF エ U アモードびオートエ U ア AF のときは、選べません（田71)。 

• AF エリアモードを顔認識 AF にしてライブビュー撮影を行っている場合は、選べません（田157)。 
•画像の再生時またはメニューの操作時には、フォーカスポイントを選べません（田187、221)。 
.半押しタイマーびオフになっていませんか？ フォーカスポイントを選択するには、シャッターボ 
タンを半押しして半押しタイマーをオンにしてください（田36)。 

♦ AF エリアモードを変更でさない 

フォーカスモードセレクターび M (マニュアルフォーカス）になっていませんか？（田 76) 

♦ 連続撮影でさない 

内蔵フラッシュび発光する場合は、連続撮影でさません（田120)。 

♦ 画像サイズを変更でをない 

[画質モード] び [ RAW ] のとさは、画像サイズを変更でをません（田65)。 

♦ 画像の記録に時間びかかる 

撮影メニュー [長秒時ノイズ低減] び [する] になっていませんか？（口 233) 

♦ 画像びざ！5つぐ 

• ISO 感度び高くなっていませんか？撮影メニュー [高感度ノイズ做威] を 随め]、[標準]、願め] 
のいずれかに設定すれば、ざらつさを低減でさます（田234)。 

•シャッタースピードび1秒より低速な場合は、ざらつきび発生しやすくなります。撮影メニュー [長 
秒時ノイズ低減] を [ずる] にして撮影すると、ざらつきを低減できます（田233)。 

• アクティブ D - ライティングを設定していませんか？撮影シーンによっては、ざらつきび強調され 
る場合びあります（田112)。 


因 
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♦ AF 補助光ランプび光らない 

•次の場合、 AF 補助光を照射しません。 

-ファインダー撮影時の AF モードび AF-C または AF-A で自動的に AF-C び選ばれたとさ（田 69) 

-ライブビュー/動画撮影時 

- AF エ U アモードび 3 D - トラッキングの場合（田 71) 

-オートエ U ア AF と 3 D - トラッキング ■ L ツ外の AF エ U アモードで中央!^ツ外のフォーカスポイントび選択 
された場合（田71、 73) 

•カスタムメニュー a 7 [内蔵 AF 補助光の照射設定]び[しない]になっていませんか？（田 239) 

• AF 補助光ランプを連続して使うと、保護機能び働いて一時的に照射び制限されます。少し時間をお 
くと再び照射するよラになります。また、短時間に何回を使ラと、 AF 補助光ランプび熱くなること 
びあるのでご注意ください。 

♦ 画像にゴミび写り込む 

•レンズの前面または背面（マウント側）びミちれていませんか？ 

•撮像素子前面にゴ三び付着していませんか？ イメージセンサーク U —ニングを行ってください 
(の329)。 

♦ 動画に音芦び録音されない 

撮影メニュー[動画の設定]の[録音設定]び[録音しない]になっていませんか？ 

♦ ライブビュー表示中の液晶モニターに表示された明るさと、撮影した画像の明るさ（露出）び違う 

次の条件で撮影した場合、液晶モニターに表示された明るさと、撮影した画像の明るさび異なること 
びあります。 

•測光モードび、中央部重点測光またはスポット測光（田 81) のとを 
•撮影モードび M のとさ 
• 被写体び明るすざるまたは暗すざるとさ 
•アクティブ D - ライティング設定時（田 112) 

•長時間露出（バルブ、タイム）撮影時（田引） 

• フラッシュ撮影時（田11 7) 

♦ ライブビュー表示中や動画撮影時に画面にち5つさや横稿び生じる ' 

セットアップメニュー[フリッカー低減]の設定を、カメラをお使いになる地域の電源周波数に合わ 
せて<ださい（田271)。 

♦ ラ导ブビュー表示中や動画撮影時に横帯状の明るい部分び生じる 

撮影している周囲でスピードライトやフラッシュなどび発光されたり、イル三ネーシヨンなどの点滅 
する光源びある場合には、画面の一部び明るくなったり、明るい横帯び発生することびあります。 

♦ 選択または設定でさないメニュー項目びある 

撮影モードによっては、設定できない機能びあります。この場合、その項目は選べません（口336)。 
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握彰関連（握彰モード P 、 S 、 A 、 M ) 

参シャッターびされない 

• CPU レンズび装着されていますか？非 CPU レンズは A 、 M しツ外の撮影モードではお使いになれませ 
んに045、312)。 

•撮影モード M でシャッタースピードを Bulb (と, uLb ) または Time (--) に設定し、そのまま撮影 
モードを S に変更した場合は、シャッタースピードを再設定してから撮影してください（口47)。 

♦ 設定できるシャッタースピードの節囲び狭い 

フラッシュ撮影時は、シャッタースピードび制限されます。フラッシュ撮影時の同調シャッタースピー 
ドは、カスタムメニュー el [フラッシュ撮影同調速度]で、1/320〜1/60秒の範囲で設定でさます。 
[1/320 秒（才ート FP )] または [1/250 秒（才ート FP )] に設定して、別売の才ート FP 八イスピード 
シンク□対応スピードライトを使用すると、全シャッタースピードに同調可能なオート FP 八イスピー 
ドシンク□び可能ですに□250)。 

♦ 画像の色合いびおかしい 

• ホワイトバランスは正しく設定されていますか？（口 87) 

•撮影メニュー[ピクチャーコント□-ル]は正しく設定されていますか？（口 103) 

• ホワイトバランスのプリセットマニュアルのデータび取得でさない 

被写体び明るすざるか、暗すざます（田95)。 

参ホワイトバランスのプリセットマニュアルのデータとして設定でをない画像びある 

この機種じ(外のカメラで撮影した画像は、プ U セットマニュアルデータとして設定することはでさま 
せん ( m 98 )o 

参ホワイトバランス （ WB ) ブラケティング撮影びできない 

• RAW または RAW を含む画質モードの場合、ホワイトバランスブラケティング撮影はできません 
抑64、137)。 

• ホワイトバランスブラケティングと多重露出による撮影を同時に行うことはできません（田142)。 

♦ [ピクチャーコント□ール]の効果びま定しない 

[ピクチャーコント□ール]、[カスタムピクチャーコント□ール]の調整画面で、[輪郭強調]、[コン 
トラスト]、[色の濃さ（彩度）]のいずれかび [ A ] (オート）に設定されています。ピクチャーコン 
卜□-ルの効果を一定にするには、これらの項目を [ A ] けート）しツ外に設定してください（口107)。 

♦ 測光モードび変更でさない 

AE □ック中または動画ライブビュー中は、測光モードを変更できません（口169、84)。 

♦ 露出補正びでさない 

撮影モードび M の場合、露出補正を行ってを、露出インジケーターの表示び変化するだけで、シャッ 
夕ースピードと絞り値は変化しません（口％)。 

♦ 画像の一部びホっぽくなる 

シャッタースピードを巨 ulb ( bulb ) または Time (--) にした場合など、長時間露出で撮影すると、 
画像の一部びホっぽくなることびあります。この現象は、撮影メニュー[長秒時ノイズ低減]を[ず 
る]に設定することで低減でさます（田233)。 

♦ 画像にむらび出る 

シャッタースピードを Bulb ( bulb ) または Time (--) にした場合など、長時間露出で撮影すると、 
画像の一部にむらび出ることびあります。この現象は、撮影メニュー[長秒時ノイズ低減]を[ずる] 
に設定することで低減でさます（田233)。 



350 


再生関連 

• RAW 画像び表示されない 

[画質モード]を [RAW + FINE]、[RAW + NORMAL]、[RAW + BASIC ] にして撮影した画像は、 
JPEG 画像しか再生されません（口65)。 

♦ 他のカメラで撮影した画像び表示されない 

この機種しツ外のカメラで撮影した画像は、正常に表示されないことびあります。 

♦ 全ての画像び表示されない 

再生メニュー[再生フオルダー設定]を[全てのフオルダー]にしてください（口221)。 

♦ 画像の縦位置•横位置び正しく表示されない 

•再生メニュー[縦位置自動回輯]び[しない]になっていませんか？（口 227) 

•セットアップメニュー[縦横位置情報の記録]び[しない]になっていませんか？（口 273) 

• 撮影直後の画像確認では自動回転はしません（田226)。 

• カメラを上向さ-下向をにして撮影すると、縦横位置情報び正しく得られない場合びあります 
に[リツ言）。 

♦ 画像び削除云さない - 

• SD 力ードび□ックされていませんか ？脚 30) 

• 画像にプ□テクトび設定されていませんか？（口 200) 

♦ 画像が編集でをない 

このカメラでは編集でさない画像です（田284)。 

♦ [撮影画像びありません]と表示される 

SD カードの交換直後に画像を再生するとさは、再生メニュー[再生フオルタ‘一設定]を[全てのフオ 
ルタ’一]にしてください（田221)。 

♦ プ U ント指是面でをない 

• SD カードび□ックされていませんか？（田 30) 

• SD カードの空さ容量び不足していませんか？（田 33) 

♦ ダイレクトプ U ントびでさない 

RAW 画像はダイレクトプリントできません（の214)。 

♦ RAW 画像をプリントでさない 

•画像編集メニューの [RAW 現像]などで RAW 画像から JPEG 画像を作成してからプリントしてくだ 
さい（の293)。 

• RAW 画働まパソコンに転送してから、付属ソフトウェアや別売の Capture NX 2などのソフトウェ 
アを使ってプリントしてください（口324)。 

♦ 画像び HDMI 巧応機器で再生でさない 

市販の HDMI ケーブルび正しく接続されているか確認してください（田219)。 

参 HDMI-CEC 巧応機器のリモコンから制御できない 

•セットアップメニューの [ HDMI ] の[機器制御]び[ずる]になっているか確認してください 
晒220)。 

• テレビ側の HDMI - CEC の設定につい口ま、テレビの使用説明書などをご覧ください。 

♦ 画像をパソコンにお送でをない 

お使いのパソコンの OS によっては、カメラをパソコンに接続して画像を転送でさないことびあります 
_(口207)。力ードリーダーなどの機器を使って、 SD 力ードの画像をパソコンに保をしてください。_ 

参 Capture NX 2で画像び表示されない 

ソフトウェアのバージョンび最新になっていますか？（口 324) 


因 
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♦ Capture NX 2 でイメージダストオフ機能か動作しない 

次の場合は、イメージセンサーク U —ニングにより、撮像素子前面のゴ三の位置び変わってしまラた 
め、イメージダストオフ機能を使用でをません。 

• イメージセンサーク U —ニングを実行する前に撮影した画像に対して、クリーニング後に取得した 
イメージダストオフデータを使ってゴ三の写り込みを取り除こラとしたとさ 
• イメージセンサーク U —ニングを実行する前に取得したイメージダストオフデータを使って、クリー 
ニング後に撮影した画像に対してゴ三の写り込みを取り除こラとしたとさ（田 270) 

♦ [ピクチャーコント□ール]または[アクティブ D - ライティング]の効果びパソコンで確認できない 

RAW 画像で記録した場合、当社製ソフトウてアじ(外では機能しません。 RAW 画像の現像は付属の 
ViewNX 2や、別売の Capture NX 2をお使いください。 


その他 

♦ 撮影曰時び正しく表示香れな片 

カメラの内蔵時計は合っていますか？ カメラの内蔵時計は腕時計などの一般的な時計ほど精度は高 
くないので、定期的に日時設定を行うことをおすすめしますに028、 272) 〇 
♦ 表示されているメニュー項目び選べない 

• SD カードをカメラに挿入していないとさは、選べない項目びあります。 

• 一部のメニュー項目は、カメラの設定状況によって選べない場合びあります。 

•セットアップメニュー[電池チェック]は、電源に別売のパワーコネクタ ー EP -5 B と AC アダプター 
EH -5 b を使用している場合は選べません（口274)。 
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警告メッセージ 

表示パネル、ファインダー、液晶モニターに表示される警告メッセージの意昧は次の通りです。 


こんなとさ 




表示パネル 

ファインダー 
内表示 

原因 

対処方法 

の 

fee 

(点滅） 

fee 

(点滅） 

レンズの絞り U ングび最ル絞り 
になつていません。 

レンズの絞りリングを最ル絞り（最 
を大をい値）にしてください。 

27 

a 


バッテ U —残量は残りわずかで 
す。 

バッテ U —交換の準備をしてくださ 
い。 

33 



•バッテ U —び消耗していま 
す。 

•バッテ IJ 一との情報通信びで 
さません。 

•バッテ U —を交換してください。 

•バッテリーを充電してください。 

• このバッテリーは使用でさません。 
ニコンヴービス機関にご相談くださ 
い。 

• 極端に消耗したバッテリーを使用し 
ている場合は、充電してください。 

• カメラと通信でさないバッテリーを 
使用している場合は、ニコン純正品 
のバッテリーと交換してください。 

24 

22 

379 

a 

(点滅） 

(点滅） 

•別売のマルチパワーバッテ 
U —パック MB - D 15 装着時 
に、極端に消耗している 
Li-ion U チャージャブルバッ 
テリー EN - EL 15、 またはカメ 
ラと通信でさないバッテリー 
をカメラか MB - D 15 のいずれ 
かで使用しています。 

22 

XXV 、 

25、 

323 

^ 1 

2 /F 

AF 

開放絞りからの絞り段数び表示 
されています。非 CPU レンズび 
装着されているか、またはレン 
ズび装着されていない状態で、 
レンズの開放絞り値爛放 F 値） 
び設定されていません。 

レンズの開放絞り値を設定すると、 
レンズの絞り値び表示されます。 

151 

F -— 

(点滅） 

F -— 

(点滅） 

レンズび装着されていないか、 
非 CPU レンズび装着されてい 
ます。 

• CPU レンズを装着してください。す 
でに CPU レンズを装着している場合 
は、一度レンズを取り外してから、 
レンズを装着し直してください。 

•非 CPU レンズを装着しているとき 
は、撮影モード A または M で撮影して 
<ださい。 

26、 

309 

45、 

312 

— 

► ◄ 

(点滅） 

オートフォーカスでピント合ね 
せびでをません。 

構図を変えるか、マニュアル（手動） 
でピント合わせを行ってください。 

76 
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こんなとさ 




表示パネル 

ファインダー 
内表示 

原因 

対処方法 

m 




• ISO 感度を低くしてください。 

77 




• 撮影モードび P のとさは市販の ND 

324 




フィルター（光量調節用）を使用し 
てくださいけ、 A のとさに下記の操 
作を行ってち警告表示び消えない場 




被写体び明るすざてカメラの制 
御範囲を超えています。 

合を同様に対応してください)。 

• 撮影モードび S のときはシャッター 
スピードをより高速側にセットして 

47 




<ださい。 

• 撮影モードび A のとさは絞りを絞り 

48 

(シャッタースピード表示、 


込んでください（より大さい数値)。 


絞り値表示のいずれかまたは 


•因の場合は、撮影モードを切り換え 

179 

露出インジケーターび点滅） 


て < ださい。 





• ISO 感度を高くしてください。 

77 




• 撮影モードび P のとさはフラッシュを 

117 




使用してくださいけ、 A のときに下 
記の操作を行ってち警告表示び消えな 




被写体び暗すざて、カメラの制 

し、場合も同様に対応してください)。 




御範囲を超えています。 

• 撮影モードび S のとさはシャッター 

47 




スピードをより低速側にセットして 
<ださい。 





• 撮影モードび A のとさは絞りを開い 

48 




てください（よりルさい数値)。 


bu L b 

(点滅） 

bu L b 

(点滅） 

撮影モードび S のとさにシャッ 
夕ースピードび Bulb ( buib ) 

• シャッタースピードを変えてくださ 
い。 

47、49 

にセットされています。 

• 撮影モード M で撮影してください。 




撮影モードび S のときにシャッ 

•シャッタースピードを変えてくださ 


(点滅） 

(点滅） 

タースピードび Time (--) に 

い。 

47、49 

セットされています。 

• 撮影モード M で撮影してください。 


と…5ゴ 

(点滅） 

と, 53 

(点滅） 

カメラび処理を行っています。 

カメラび処理を終えるまでお待ちく 
ださい。 

— 




撮影に必要な光量び不足している巧 



ち 

フラッシュびフル発光しまし 

能性びあります。撮影距離、絞り値、 

121 


(点滅） 

た。 

調光範囲、 ISO 感度などをご確認く 
ださい。 





• SD 力ードに記録されている画像を 

201 



• 画像を記録する空さ容量びあ 

削除して、 SD カードに画像ファイ 


h U L L 

hui 

りません。 

ルび保を可能な状態にして<ださ 


(点滅） 

(点滅） 

• カメラび扱えるファイル数を 

し、。必要な画像はパソコンなどに転 




オーバーしています。 

送してバックアップしてください。 

• 新しい SD カードに交換してください。 

29 




をう一度シャッターボタンを押して 


Err 

(点滅） 

Err 

(点滅） 

撮影中に何らかの異甫を検出し 
ました。 

<ださい。警告表示び解除されない 
場合や、頻繁に警告び表示される場 
合は、ニコンサービス機関にご相談 
<ださい。 

379 
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こんなとを 


原因 

対処方法 

m 

液晶 モニター 

表示パネル 

メモ U —カードび入ってい 
ません。 

卜り 

SD カードび入ってい 
ないか、正しくセッ 
h されていません。 

SD カードを正しくセットしてく 
ださい。 

29 



•SD カードへのアク 

• このカメラ用の SD カードであ 

368 



セス異常です。 

るかどラかを確認してくださ 
い。 





• SD カードび壊れている可能性 

379 

このメモ IJ ーカードは 
壊れている可能性びあるた 
め、使用でさません。 
カードを交換して 
<ださい。 

〔 8•二:、 

•新規フォルダーび作 

びあります。ニコンサービス機 
関にご連絡願います。 

• SD カードに記録されている画 

201 

(点滅） 

成でさません。 

像を削除して、 SD カードに画 
像ファイルび保を可能な状態に 
してください。必要な画像はパ 
ソコンなどに転送してバック 
アップして < ださい。 







•新しい SD 力ードに交換してく 

29 




ださい。 





• Eye-Fi 力ードのファームウエア 

281 




び最新版になっているか確認し 


寬 

〔 8 •- ん 

E r r 

Eye-Fi 力ードをコント 

て < ださい。 

•新しい SD カードに交換するか、 

29 

□ールでさません。 

必要な画像をノ くソコンなどに転 



(点滅） 


送してバックアップした後、力 
メラで Eye-Fi 力ードをフォー 
マットしてからご使用ください。 


メモリーカードび書さ込み 

〔 8•二:、 

SD カードの書さ込み 
禁止スイッチび□ック 
されています。 

SD カードの □ ックを解除してく 

30 

禁止になっています。 

(点滅） 

ださい。 

Eye-Fi 力ードは 
書さ込み禁止の状態では 

〔 8广ん 

E r r 

Eye-Fi カードの書を込 
み禁止スイッチび□ッ 

Eye-Fi 力ードの□ックを解除し 
て < ださい。 

30 

使用でさません。 

(点滅） 

クされています。 


このメモ IJ ーカードは 



• SD カードを初期化してくださ 

31、 

初期化（フォーマット)され 
ていません。 

フォー マツ トして 

( For ] 

(点滅） 

SD カードび正しく初 
期化されていません。 

い。 

•正しく初期化された SD カード 
に交換してください。 

269 

29 

<ださい。 





時計びリセットされました 

— 

内蔵時計の曰時び設 
定されていません。 

曰時を設定してください。 

28、 

272 

接続中のスピードライトは 


バージョンアップに 
失敗したスピードラ 
イトびカメラに装着 
されています。 

接続中のスピードライトはバー 


バージョンアップに失敗し 


ジョンアップに失敗しているた 


ているため使用でさませ 

— 

め使用でさません。 

379 

ん。サービス機関にお問い 


ニコンヴービス機関にご相談く 


合わせください。 


ださい。 


ライブビューを 


カメラ内部の温度び 
高くなっています。 

カメラ内部の温度び下びるまで、 

161、 

170 

開始でをません。 

— 

ライブビュー撮影または動画撮 

しばらくお待ちください。 


影を一時休止してください。 
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しん心^とと J ■ , n -■ 1 ■ 

液晶に夕-表示パネル 


撮影画像び 
ありません。 

— 

•撮影画像びありませ 

•再生するフオルタ'一 
の指定に問題びあり 
ます。 

• 画像び記録されている SD カード 
を入れて < ださい。 

•再生メニューの[再生フオル 
ダー設定]で、表示可能な画像 
びあるフオルタ'一を選択してく 
ださい。 

西 

221 

全ての画像び非表示に 
設定されています。 

— 

記録されている画像 
び非表示設定されて 
いるために表示され 
ません。 

再生メニューの[非表示設定] 

で、画像の非表示設定を解除し 
て < ださい。 

222 

このファイルは表示 
でさません。 

— 

•パソコンで編集した 
画像など、 DCF 規格 
外の画像ファイルの 
ため再生でさません。 

•画像ファイルに異常 
びあるため再生でさ 
ません。 

パソコンで編集された画像を上 
書さ保をしないでください。 

— 

このファイルは選択 
でさません。 

— 

編集でさない画像です。 

このカメラで撮影または編集し 
た画像しか画像編集でさません。 

284 

この動画は編集 
でさません。 

— 

編集でさない動画です。 

• このカメフで撮影した動画しか 
編集でさません。 

• 2秒未満の動画は編集でさません。 

176 

176 

プ IJ ンターの状態を確認し 
て < ださい。※ 

— 

プ U ンターに異常び 
あります。 

用紙切れなどエラーの原因を取 
り除いた後、 [継続] を選んで 
强) ボタンを押すと、プ IJ ントび 
再開されます（エラー内容に 
よっては、 [継続] を選べない場 
合びあります)。 

212 

用紙を確認して 
<ださい。※ 

— 

指定したサイズの用 
紙びセツトされてい 
ません。 

指定したサイズの用紙をセット 
した後、 [継続] を選んで®ボ 
タンを押して、プ U ントを再開 
して < ださい。 

212 

紙詰まりです。※ 

— 

用紙び詰まりました。 

詰まった用紙を取り除いた後、 [継 
続] を選んで®ボタンを押して、 

プ U ントを再開してください。 

212 

用紙びありません。※ 

— 

用紙びセツトされて 
いません。 

指定したサイズの用紙をセット 
した後、 [継続] を選んで®ボ 
タンを押して、プ U ントを再開 
して < ださい。 

212 

インクを確認して 
<ださい。※ 

— 

インクに異常びあり 
ます。 

インクを確認した後、[$|| 続] を 
選んで®ボタンを押して、プ U 
ントを再開してください。 

212 

インクびありません。※ 

— 

インクびな<なりま 

した。 

インクを交換した後、 巧搂続] を 
選んで®ボタンを押して、プ U 
ントを再開してください。 

212 


※プ u ンターの使用説明書を併せてご覽ください。 


主な仕様 

■■ニコンデジタルカメラ D 7 100 


型式 



型式 

レンズ交換式一眼レフレックスタイプデジタルカメラ 


レンズマウント 

ニコン F マウント （ AF カップリング、 AF 接点付） 


実撮影画角 

ニコン DX フォーマット、焦点距離び約 1.5 倍のレンズの FX フォーマット （35 mm 判相 
当）での画角に相当 


寻効画素数 



有効画素数 

2410万画素 

撮像素子 



方式 

23.5 X 1 5.6 mm サイズ CMOS センサー 


総画素数 2471万画素 


イメージセンサーク U —ニング、イメージダストオフデータ取得 
(別売 Capture NX 2必要)_ 


•撮像節囲 [0 X (24 X 16)] の場合： 

6000 X 4000 ピクセル（サイズ L ) 

4496 X 3000 ピクセル（サイズ M ) 

2992 X 2000 ピクセル（サイズ S ) 

•撮像節囲 [1.3 X (18 X 12)] の場合： 

4800 X 3200 ピクセル（サイズ L ) 

3600 X 2400 ピクセル（サイズ M ) 

2400 X 1600 ピクセル（サイズ S ) 

•撮像節囲 [0 X (24 X 16)] で動画ライブビュー中に静止画撮影する場合： 

6000 X 3368 ピクセル（サイズ L ) 

4496 X 2528 ピクセル（サイズ M ) 

2992 X 1680 ピクセル（サイズ S ) 


ダスト低減機能 
記録形式 


記録画素数 


•撮像節囲 [1.3 X (18 X 12)] で動画ライブビュー中に静止画撮影する場合： 

4800 x %96 ピクセル（サイズ L ) 

3600 X 2024 ピクセル（サイズ M ) 


2400 X 1344 ピクセル（サイズ S ) 

• RAW 12ビッ h /1^ ッ h (巧ラ:レス圧縮、 EM ) 

巧_ • JPEG - Baseline 準拠、圧縮率（約 ）: FINE (1/4 )、 NORMAL (1/8)、目 AS に （1/16) 

U 胃 f || サイズ優先時、画質優先選択可能 

• RAW と JPEG の同時記録可能 

ピクチヤー スタンダード、ニュートラル、ビビッド、モノク□-ム、ポートレート、風景、いず 


コント□ールシステムれを調整可能、カスタムピクチャーコント□ール登録可能 

記録媒体 


ダブルス□ット 


SD メモ IJ ーカード、 SDHC メモ IJ ーカード、 SDXC メモ IJ ーカード （ SDHC メモ U — 
力ード 、 SDXC メモ U - 力ードは UHS - I 規格に対応） 

順次記録、同時記録 、 RAW + JPEG 分割記録ならびに力ード間コピー 
DCF 2.0 (Design rule for Camera File system )、 


対応規格 


DPOF (Digital Print Order Format )、 

Exif 2.3 (Exchangeable image file format for digital still cameras )、 
PictBridge 
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ファインダ^ 



ファインダー 

アイレべ>1レ式ペンタプ U ズム使用一眼レフレックス式フアインダー 


視野率 

上下左ちとを約100 Q/o (対実画面） 


倍率 ^ 

約0.94倍（50のの1/1.4レンズ使用、〇〇、 -1.0 m - i のとき） 


アイポイント 

接眼レンズ面中央から 19.5 mm (-1.0 m - i のとき） 


視度調節範囲 

-2 〜+1 m-i 


ファイン ダー 
スクリーン 

B 型クリアマットスク U —ン n ( AF エ U アフレーム付、構図用格子線表示可能） 


ミラー 

クイックリターン式 


プレビュー 

プレビューボタンによる絞り込み可能、撮影モード A、M では設定絞り値まで絞り込 
み可能、その他の撮影モードでは制御絞り値まで絞り込み可能 


レンズ絞り ^ 

瞬間復元式、電子制御式 

レンズ 


交換レンズ 

• DX レンズ 

• G または D タイプレンズ （ PC レンズー部制限あり） 

• G または D タイプ 1U 外の AF レンズ（ IX 用レンズ、 F 3 AF 用レンズ使用不可） 

• P タイプレンズ 

•非 CPU レンズ（ただし、非 AI レンズは使用不可）：撮影モード A 、 M で使用可能 
•開放絞り値（開放 F 値）び F 5.6 じ(上明るいレンズで、フオーカスエイド可能。ただ 
しフオーカスポイント中央1点は、 F 8 じ(上明るいレンズでフオーカスエイド可能。 

シャツター 


型式 _ 

電子制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター 


シャッタースピード 

1/8000〜30秒 （1/3 ステップ、1/2ステップに変更可能)、 Bulb 、 Time 、 X 250 


フラッシュ同調 
シャッタースピード 

X =1/250 秒、1/320秒]^ツ下の低速シャッタースピードで同調 （1/250 〜1/320秒はガ 
イドナンバーび減少） 


UIJ^’ 機能^ 
レリーズモード 


連続撮影速度 


セルフタイマー 
リモコンモード 

(ML-L3) 


• S :1コマ撮影 、 CL :低速連続撮影 、 CH :高速連続撮影 、 Q :詩音撮影、 

の：セルフタイマー撮影 、 MUP :三ラーアップ撮影 
• インターバルタイマー撮影可能 

^撮像葡囲 [DX 口 4X16)] で JPEG 画像撮影時または、 12 ピッ下を RAW 画像撮影時 

CL :約1〜6コマ/秒 
CH :約6コマ/秒 

•撮像節囲 [1.3X(18X12)] で JPEG 画像撮影時または、 12 ビットの RAW 画像撮 
影時 

CL :約1〜6コマ/秒 
CH :約7コマ/秒 

•撮像節囲 [0X(24X16)] で 14 ビットの RAW 画像撮影時 

CL :約1〜5コマ/秒 
CH :約5コマ/秒 

• 撮像節囲 [1.3 X (18X12)] で 14 ビットの RAW 画像撮影時 

CL :約1〜6コマ/秒 
CH :約6コマ/秒 

作動時間： 2、5、10、20秒、撮影〕マ数：1〜9コマ、連続撮影間隔： 0.5、1、2、3秒 
2秒リモコン、瞬時リモコン、ミラーアップリモコン 
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露出制御^ 
測光方式 


測光モード 


測光範囲 
露出計連動 


撮影モード 


露出補正 


2016分割 RG 巨センサーによる TTL 開放測光方式 

• マルチパターン測堯： 3 D - RGB マルチパターン測光 n ( G または D タイプレンズ使用 
時)、 RGB マルチパターン測光 n (その他の CPU レンズ使用時)、 RGB マルチパター 
ン測光（非 CPU レンズのレンズ情報手動設定時） 

• 中央部重点測光：08 mm 相当を測光（中央部重点度約75%)、 06 mm . 010 mm . 
013 mm 、 画面全体の平均のいずれかに変更可能 
(非 CPU レンズ使用時は08 mm に固定） 

•スポット測光： 約¢3.5 mm 相当（全画面の約2.5〇/〇)を測光、フォーカスポイント 
に連動して測光位置可動（非 CPU レンズ使用時は中央に固定） 

• マルチパターン測光、中央部重点測光： 〇〜20 EV 

•スポット測光： 2 〜 20 EV ( ISO 100、 f /1.4 レンズ使用時、甫温 20° C ) 

CPU 連動方式、 AI 方式併用 

A 进 ：オート、⑤：発光禁止オート 、 P :プ□グラムオート（プ□グラムシフト可能）、 
S :シャッター優先オート、 A :絞り優先オート、 M: マニュアル 
•シーンモード：を： ポートレート、圆：風景、 •を： こどもスナップ、:スポーツ、 
A : ク□ーズアップ、 因： 夜景ポートレート、 固： 夜景、深：パーティー、 蘇： 海- 
雪、 皇： 夕獅ブ、由：トワイライト、•イ：ペット、2 :キャンドルライト、9 :桜、 
を： 紅葉、 : 料理 

•スペシャルエフェクトモード：因： ナイトビジョン、驟^:カラースケッチ、 が？； 
ミニチュア効果、グ：セレクトカラー、里：シルエット、画：八イキー、 国： □-キー 
•ユーヴーセッティング U 1、 U 2 に登録可能 

P 、 S 、 A 、 M モード時に設定可能、範囲：±5啟補正ステップ：1/3、1/2ステップに 
変更可能 

• AE 、 フラッシュブラケティング時、撮影コマ数：2〜5コマ、補正ステップ：1/3、 
1/2、2/3、1、2、3ステップ 


•ホワイトバランスブラケティング時、撮影コマ数： 2〜5コマ、補正ステップ：1〜3 
オートブラケテイング ステップ 


AE □ック 
ISO 感度 
(推奨露光指数） 
アクティブ 
D - ライティング 


•アクティブ D - ライティングブラケティング時、撮影コマ数： 2〜3コマ、撮影コマ数 
び2コマの場合のみアクティブ D - ライティングの効果の度合いを撮影メニューの 

[アクティブ D - ライティング] で選択可能 

粗 A E/A F □ックボタンによる輝度値□ック方式 

ISO 100〜6400 (1/3、1/2ステップ ）、 ISO 6400に対し約0.3、0.5、0.7、1、2段 
(ISO 25600相当）の増感、感度自動制御び可能 


オート、より強め、強め、標準、弱め、しない 


才ートフオーカス 


方式 


検出範囲 


レンズヴーボ 


フオーカスポイント 


TTL 位相差検出方式：フォーカスポイント引点（ラち、ク□スタイプセンヴ ー15 点、 
巧.6超〜 F 8 は中央1点)、アドバンストマルチ CAM 3500 DX 才ートフォーカスセンヴー 
モジュールで検出、 AF 微調節可能、 AF 補助光（約 0.5 〜3 m ) 付 
-2 〜 +19 EV ( ISO 100、常温(20°〇) 

•才ートフ ォー カス （ AF ) :シングル AF ヴーボ （ AF - S )、 コンティニュアス AF ヴーボ 
( AF - C )、 AF ヴーボモード自動切り換え ( AF - A ) を選択可能、被写体条件により自 
動的に予測駆動フォーカスに移行 
•マニュアル フォー カス （ M ) :フォーカスエイド可能 

• AF 51 点設定時： 引点のフォーカスポイントから1点を選択 

• AF 11 点設定時： 11点のフオーカスポイントから1点を選択 
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寸ートフオーカス 



AF エリアモード 

シングルポイント AF モード、ダイナミック AF モード （9 点、21点、引点)、犯-卜 
ラッキング、オー h エ IJ ア AF モード 


フォーカス □ ック 

辟 AE / AF □ックボタン、またはシングル AF ヴーボ ( AF - S ) 時にシャッターボタン半 
押し 

フラッシュ 


内蔵フラッシュ 

A 进、ミ、•を、ん因、 深、 •イ、 磯時：才ートポップアップ方式による自動発光 

P 、 S 、 A 、 M 、 f 1 時：押しボタン操作による手動ポップアップ方式 

ガイドナンパー： 

.約12 (マニュアルフル発光時約 12) ( ISO 100 ’ m 、 20° C ) 



2016分割 RGB センサーによる TTL 調光制御： 内蔵フラッシュ、 SB -910、 SB - 900、 


調光方式 

SB -800、 SB -700、 SB - 600または SB - 400で i - TTL - BL 調光（マルチパターン測光または 
中央部重点測光)、スタンダード i - TTL 調光（スポット測光）可能 


フラッシュモード 

通常発光オート、赤目軽減オート、通常発光オート+ス□ーシャッター、赤目軽減 
オート+ス□ーシャッター、通常発光、赤目軽減発光、通常発光+ス□ーシャッター、 
赤目軽減発光+ス□ーシャッター、後幕発光+ス□ーシャッター、後幕発光、発光禁止 

• オート FP 八イスピードシンク□可能 


調光補正 

範囲： -3 〜+1段、補正ステップ：1/3、1/2ステップ 


レディーライト 

内蔵フラッシュ、別売スピードライト使用時に充電完了で点な、フル発光による露出 
警告時は点滅 


アクセヴ U ーシュー 

ホットシュー （ ISO 引 8) 装備：シンク□接点、通信接点、セーフティー□ック機構 
(□ック穴）付 



•アドバンストワイヤレスライテイング： 



- SB -910、 SB - 900、 SB - 800または SB - 700を主な、 SU - 800を〕マンタ'-として制 


ニコンク U エイティブ 

御可能 （ SB -600、 SB - R 200 は U モートのみ） 


ライティングシステム 

-内蔵フラッシュを主なとして制御可能（コマンダーモード設定時） 



•オート FP 八イスピードシンク□、発光色温度情報伝達、モデリング発光、 FV □ック 



に対応 （ SB -400 は発光色温度情報伝達、 FV □ックのみ対応） 


シンク□夕ーミナ/レ 

ホットシューアダプター AS -15 (別売） 

ホワイトバランス 



才ート （2 種)、電球、堂光な （7 種)、晴天、フラッシュ、曇天、晴天日陰、プ U セッ 


ホワイトバランス 

トマニュアル （6 件登録巧、ライブビュー時にスポットホワイトバランス取得可能）、 
色温度設定 （2500 K 〜10000 K )、 いずれも微調整可能 

ライブビュー機能 


撮影モード 

静止画ライブビューモード、動画ライブビューモード 


レンズヴーボ 

•才ートフォーカス ( AF ) :シングル AF ヴーボ （ AF - S )、 常時 AF ヴーボ ( AF - F ) 

•マニュアルフォーカス （ M ) 


AF エリアモード 

顔認識 AF 、 ワイドエ U ァ AF 、 ノーマルエ U ァ AF 、 ターゲット追尾 AF 


フォーカス 

コントラスト AF 方式、全画面の任意の位置で AF 可能（顔認識 AF またはターゲット追 
尾 AF のとさは、カメラびミ夫めた位置で AF 可能） 

動画機能 


測光方式 

撮像素子による TTL 測光方式 


測光モード 

マルチパターン測光 
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動画機能 



記録画素数/ 

フレ ー ムレ ー ト 

• 1920 XI 080 (60 i (59.94 fields / s ) /50 i (50 fields / s )) 《 

《撮像範囲び [1.3 X (18 X 12)] の場合のみ設定可能。センサー出力は、60め'呼勺60 
コマ/秒、50め'啼勺50コマ/秒。 

• 1920 XI 080 : 30 p /25 p /24 p 
• 1280 X 720 : 60 p /50 p 

《 60 p : 59.94 fps 、50 p : 50 fps 、30 p : 29.97 fps 、25 p : 25 fps 、24 p : 23.9；^6 fps 
※標準/★高画質選択可能 


ファイル形式 

MOV 


映像圧縮方式 

H .%4/ MPEG -4 AVC 


音声記録方式 

U ニア PCM 


録音装置 

内蔵ステレオマイク、外部マイク使用可能（ステレオ録音)、マイク感度設定可能 

液晶 モニター 



巧曰 r —々 

3.2 型 TFT 液晶モニター、約122.9万ドット （640 X 480 X 4二1,228ぶ0 0) ( VGA )、 


/巧日日でーゾ 

視野角約170°、視野率約100%、明るさ調整可能 


再生機能 



再生機能 

1コマ再生、サムネイル（4、9、72分割またはカレンダーモード）、拡大再生、動画 
再生、スライドショー（静止画/動画選択再生可能)、ヒストグラム表示、八イライト 
表示、撮影情報表示、 GPS データ表示、撮影画像の縦位置自動回転 

インターフェース 


USB 

Hi-Speed USB 



HDMI 出力 

HDMI 三二端子 (Type C ) 装備 



アクセヴ U — 
ターミナル 

•ワイヤレス IJ モートコント□-ラー: WR -1、 WR - R 10 (別売） 

• U モートコード： MC - DC 2 (別売） 

• GPS ユニット： GP -1 (別売） 



が部マイク入力 

ステレオミニジャック （03.5 mm 、 プラグインパワーマイク対応） 



へッドホン出力 

ステレオミニジャック （03.5 mm ) 


1 

鼠予言語 


表示言語 

曰本語、英語 


電源 


使用電池 

Li - ion リチャージャブルバツテリ ー EN - EL 15 (1 個使用） 



バッテリーパック 

マルチノのーバッテリーパック MB - D 15 (別売）： Li - ionU チャージャスレバッテリー 
EN - EL 15 1 個使用。単3形電池(アルカリ電池、ニッケル水素充電池、リチウム電池） 

6本使用 


AC アダプター 

AC アダプター EH -5 b (パワーコネクター EP -5 B と組み合わせて使用） 

(別売） 

云脚ネジ巧 


王脚ネジ巧 

1/4 (ISO 1222) 
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寸法-質量 

寸法 ( WXHXD ) 

約 135.5 X 106.5 X 76 mm 

質量 

約 765 g (バッテリーおよび SD メモリーカードを含む、ボディーキャップを除く） 

約 675 g (本体のみ） 

動作環境 

温度 

( TC 〜40む 

湿度 

85%じ(下（結露しないこと） 

• 仕様中のデータは特に記載のある場合を除さ 、 CIPA (カメラ映像機器工業会）規格による温度条件23む 
(±3む）で、フル充電バッテ IJ 一使用時のをのです。 

• 仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説明書の誤りなどについて 
の補償はご容赦ください。 

■■パッテリーチヤージヤー MH -25 

電源 

A 〔100〜240 V 、 50/60 Hz ' 0.23〜 0.1 2 A 

定格入力容量 

21〜 28 VA 

充電出力 

DC 8.4 V 、 1.2 A 

適応巧電池 

Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 15 

巧電時間 

約2時間35分 

※残量のない状態からの充電時間（周囲温度 25° C ) 

使用温度 

0° C ~40 °C 

寸法 （ WXHXD ) 

約91 .5 X 33.5 X 71 mm (突起部除く） 

電源コード 

長さ約 1.8 m 、 日本国内専用 AC 100 V 対応 

質量 

約 llOg (電源コードおよび電源プラグ（直付け型）を除く） 

II U - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 15 

形式 

U チウムイオン充電池 

定格容量 

7.0 V 、1900 mAh 

使用温度 

0° C ~40 °C 

寸法 （ WXHXD ) 

約40 X 56 X 20.5 mm 

質量 

約 88 g (端子カバーを除く） 
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II レンズ AF-S DX NIKKOR 18-105 mm f /3.5-5.6 G EDVR 


型式 

ニコン F マウント CPU 内蔵 G タイプ、 AF - SDX ニッコールズームレンズ（ニコンデジ 

タルー眼レフカメラ[ニコン DX フォーマット]専用） 

焦点距離 

18 mm -105 mm 

最大□径比 

1: 3.5 — 5.6 

レンズ構成 

11群15枚俳球面レンズ1枚、 ED レンズ1枚） 

画角 

76°-15° 20' 

焦点距離目盛 

18、24、35、50、70、 105 mm 

撮影距離情報 

カメラへの撮影距離情報出力可能 

ズーミング 

ズームリングによる回転式 


IF (ニコン内焦）方式、超音波モーターによる才ートフォーカス、マニュアルフォー 
カス可能 

このレンズは、 A - M 切り換えスイッチび A の位置でをマニュアルフォーカス撮影びで 

ピント合わせ 

きます。カメラの AF モードを AF-S にして、才ートフォーカスでピントび合ってから、 
シャッターボタンを半押しのままでフォーカスリングを回転させると、ピントを調整 
でさます。オートフォーカスの作動中には、フォーカス U ングを回転させないでくだ 
さい。 

手ブレ補正 

ボイスコイルモーター ( VCM ) によるレンズシフト方式 

最短撮影距離^ 

撮像面から0.45 m (ズーム全域） 

絞り羽根枚数 

7枚（円形絞り） 

絞り方式 

自動絞り 

絞りの範囲 

焦点距離18 mm 時 f /3.5-22、 105 mm 時 f /5.6-% 

測光方式 ~ 

開放測光 

アタッチメントサイズ 67 mm ( P =0.75 mm ) 

寸法 

約76 mm (最大径） X 89 mm (バヨネットマウント基準面からレンズ先端まで） 

質量 ^ 

約420 g 

《距離基準マーク 

(田 76) は撮像面の位置を示します。 


• 仕様•性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説明書の誤りなどについて 
の補償はご容赦ください。 


因 
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AF-S DX NIKKOR 18-105mm f/3.5-5.6G ED VR に 

ついて 


このレンズは、 DX フオーマツトのニコンデジタルー眼レフカメラ専用です。 

•ニコン独自の ED (特殊低分散）ガラスによる色収差の補正ととちに、非球面レンズや良好 
なボケ味を再現する円形絞りの採用によりすぐれた光学性能、描写性能を発揮します。 


■■手ブレ捕正機能 （ VR ) を®う 


AF-S DX NIKKOR 18-105 mm f /3.5-5.6 G ED VR には、手ブレ補正機 
能 ( VR ) びあります。 

このレンズでは、シャッタースピードで約3段分※の手ブレを補正し 
ます。パンニング（流し撮り）にを対応しています。 

* 当社測定条件によります。また、手ブレ補正効果は、撮影者や撮影条件に 
よって異なります。 

• 手ブレ補正機能を使ラときは、手ブレ補正スイッチを ON にしてく 
ださい。 

•シャッターボタンを半押しすると、手ブレを補正します。このと 
さファインダー内の画像のブレを補正するため、ピント合わせび 
容易で、構図び決めやすくなります。 

• 手ブレ補正スイツチを OFF にすると、手ブレを補正しません。 



D 手ブレ補正ほ用時のご注意 

• シャッターボタンを半押し後、ファインダー像び安定してから撮影することをおすすめします。 

• パンニング（流し撮り）でカメラの向さを大さく変えた場合、流した方向の手ブレ補正は機能しません。た 
とえば、流し撮りで横方向にパンニングすると、縦方向の手ブレだけび補正され、流し撮りびでさます。 

• 手ブレ補正の原理上、シャッターをさるとファインダー像びわずかに動くことびありますび、異常ではあり 
ません。 

• 手ブレ補正び行われている間にカメラの電源を OFF にしたり、レンズを取り外したりしないでください（そ 
の状態でレンズを振るとカタカタと音びすることびありますび、故障ではありません。カメラの電源ををラ 
一度 ON にすれば、音は消えます)。 

•内蔵フラッシュ充電中には、手ブレを補正しません。 

• 王脚を使用するときは、手ブレ補正スイッチを OFF にしてください。ただし、王脚を使ってを雲台を固定し 
MMJ ないときや、一脚を使用するとさには、手ブレ補正スイッチを ON にすることをおすすめします。 
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巧カメラの内蔵フラッシュほ用時のごを意 

• 撮影距離 0.6 ml ； l 上で使用してください。 

• ケラレを防止するために、レンズのフードは取り外して使用してください。 

※カメラの内蔵フラッシュのケラレとは、フラッシュの光びレンズの先端でさえぎられて影になり、写真に 
映り込む現象です。 


デジタルー眼レフカメラ ケラレなく撮影でをる焦点距離と撮影距離 


D 5000 / D 3100 / D 3000 

• 焦点距離 18 mm では撮影距離 2.5 m しツ上 

• 焦点距離 24 mm では撮影距離1 . Om しツ上 

D 5200 / D 5100 / D 3200 

• 焦点距離 18 mm では撮影距離3.0ツ上 

• 焦点距離 24 mm では撮影距離1 . Omi；LL 

D 700/ D 71 00 / D 7000 / D 300 シリ ー ズ / D 200 / D 1 00/ 
D 80 

すべての焦点距離で、ケラレは発生しません 

D 90/ D 70 シリーズ 

• 焦点距離 18 mm では撮影距離 1.5 m しツ上 

. 焦点距離 24 mm しツ上は制約なし 

D 50 

• 焦点距離1 8 mm では撮影距離1 . Om じ(上 

• 焦点距離 24 mml ； LL は制限なし 

D 60/ D 40 シリーズ 

• 焦点距離 18 mm では撮影距離 2.5 r 7 U ソ上 

• 焦点距離 24 m m では撮影距離1上 

• 焦点距離 35 mm しツ上は制約なし 


• D 100/ D 70 の内蔵フラッシュは、 20 mm レンズの画角をカバーする照射角なので、焦点距離 18 mm では周辺 
び暗< な0ます。 


&レンズのお手入れと取り扱い上のご注意 

• CPU 信号接点はミちさないようにご注意ください。 

• レンズ面の清掃は、ほこりを拭う程度にしてください。指紋びついたとさは、柔らかい清潔な木綿の布に無 
水アルコール（エタノール）または市販のレンズクリーナーを少量湿らせ、レンズの中むから外周へ渦巻状 
に、拭さムラ、拭さ残りのないよラに注意して拭いてください。 

• シンナーやベンジンなどの有機溶剤は絶対に使用しないでください。 

• レンズ表面のミちれや傷を防ぐためには、 NC フィルターをお使いいただけます。また、レンズのフードを役 
立ちます。 

• レンズをケースに入れるとさは、必ずレンズキャップと裏ぶたを取り付けてください。 

• フードをレンズに装着した状態で、フードだけを持たないでください。 

• レンズを長期間使用しないとさは、カビやサビを防ぐために、高温多湿のところを避けて風通しのよい場所 
に保管してください。また、直射日光のあたるところ、ナフタ U ンや棒脳のあるところち避けてください。 
• レンズを水に濡らすと、部品びサビつくなどして故障の原因となりますのでご注意ください。 

• ストーブの前など、高温になるところに置かないでください。極端に温度び高くなると、外観の一部に使用 
している強化プラスチックび変形することびあります。 
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0 付属アクセサリー 

• 67 mm スプリング式レンズキャップ LC -67 
• 裏ぶた 

• ソフトケース 〔 L -1018 
• バヨネットフード HB -32 

バヨネットフード HB -32 の取り付け方 



0ほ用でをるアクセサリー 

• 67 mm ネジ込み式フィルター 
• 裏ぶた LF -1、 LF -4 


国広ち-超広ちレンズの才ートフオーカス撮影について 


広角•超広角レンズでは、標準クラスのレンズと比べ、下記のような撮影条件になりやすく、オートフォーカ 
ス撮影時には注意び必要です。 

しソ下をお読みになって、オートフォーカス撮影にお役立てください。 

1フオーカスポイントに巧して主要な被写体び小さい場合 〈人物〉 


図のよラに、フォーカスポイント内に遠くの建物と近くの人物び混在するよラな被 
写体になると、背景にピントび合い、人物のピント精度び低下する場合びあります。 



2給柄びこまかな場合 

図のよラに、被写体びルさいか、明暗差び少ない被写体になると、オートフォーカ 
スにとっては苦手な被写体になります。 

このような時には ••• 

1、2のよラな被写体条件でオートフォーカスび上手<働かない場合、主要被写体とほ 
ぼ同じ距離にある被写体でフォーカス□ックし、構図を元に戻して撮影する方法び有 
効です。 

また、マニュアルフオーカスに切り換えて、マニュアルでピントを合わせて撮影する方法をあります。 


〈花畑〉 



その他 

「オートフオーカスび苦手な被写体」の説明を参照してください（の70)。 
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M このカメラの準拠規格 

• Design rule for Camera File system ( DCF ) Version 2.0 :各社のデジタルカメラで記録された画像ファ 
イルを相互に利用し合ラための記録形式です。 

• DP 0 F (Digital Print Order Format ) :デジタルカメラで撮影した画像をプリントショップや家庭用プリ 
ンターで自動プ U ントするための記録フ オーマッ トです。 

• Ex げ Version 2.3 : (Exif 二 Exchanaeable image file format tor digital still cameras ): テジタ J レカメラと 
プ U ンターの連携を強化し、高品質なプ U ント出力を簡単に得ることを目指した規格です。この規格に対応 
したプ U ンターをお使いになると、撮影時のカメラ情報をいかして最適なプ U ント出力を得ることびでさま 
す。詳しくはプリンターの使用説明書をご覽ください。 

• PictBridge :デジタルカメラとプ U ンターメーカーの各社び相互接続を保証するをので、デジタルカメラ 
の画像をパソコンを介さずプ U ンターで直接印刷するための標準規格です。 

• HDMI ( High-Definition Multimedia Interface ) :家庭用電化製品および AV 機器用のマルチメディアイ 
ンターフてース規格です。 ] 本のケーブルをつなぐだけで、画像、音声、制御信号を HDMI 対応機器に送信 
でさます。 

@商標説明 

• Pi 订 Bridge □コ'は商標です。 

• SD □コ、 SDH 〔□コ'、および SDXC □コは、 SD -3 C , LLC . の商標です。 

• Microsoft 、 Windows および Windows Vista は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標です。 

• Macintosh、Mac OS 、 QuickTime は米国およびその他の国で登録された Apple Inc . の商標です。 

• HDMI 、 HDMI □コ、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing L にの商標または 
登録商標です。 

Hinmi 

• その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 

@ FreeType License (FreeType2) 

本製品のソフトウェアの著作権の一部は、说〇] 3 The FreeType Project ( http://www.freetype.org ) のを 
のです。すべての権利はその所有者に帰属します。 

@ MIT License (HarfBuzz) 

本製品のソフトウェアの著作権の一部は、说〇] 3 The HarfBuzz Project (http://www.freedesktop.orq/ 
wiki/Software/HarfBuzz) のものです。すべての権利はその所有者に帰属します。 
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使用でをる SD カード 

次の SD 力ードの動作を確認しています。 



SD メモリーカード 

SDHC 

メモリーカード※ 2 

SDXC 

メモリーカード※ 3 

SanDisk 社製 

2GB《1 

4 GB、8 GB、16GB、 

32 GB 

64 GB 

東芝製 

2GB《1 

4 GB、8 GB、16GB、 

32 GB 

64 GB 

Panasonic^ 

2GB《1 

4 GB、6 GB、8 GB、 

12GB、16GB、24 GB、 
32 GB 

48 GB、64 GB 

LEXAR MEDIA 社製 

2GB^i 

4 GB、8 GB、16GB 

— 


プラチナ n シリーズ 

2GB^i 

4 GB、8 GB、16 GB、 

32 GB 

— 

プ□フェツシヨナル 
シリーズ 

2GB^i 

4 GB、8 GB、16 GB、 

32 GB 

— 

フル HD ビデオ 
力ードシリーズ 

— 

4GB、8GB、16GB 

— 


カード U —ダーな どをお使いの場合、お使いの機器び2 GB の SD カードに対応している必要びあります。 

《2 SDHC 規格に対応しています。力ードリーターなどをお使いの場合、お使いの機器び SDHC 規格に対応して 


いる必要びあります。このカメラは、 UHS - I 規格に対応しています。 

《3 SDXC 規格に対応しています。力ードリーダーなどをお使いの場合、お使いの機器 S 3^ 

び SDXC 規格に対応してしぶ必要びあります。このカメラは、 UHS - I 規格に対応し 乂 C 乂 C 1 
ています。 

•動画の撮影には、 SD スピードクラスび Class 6切^上の力ードをおすすめします。転送速度び 
遅いカードでは、動画の撮影び途中で終了することびあります。 

•上記 SD カードの機能、動作の詳細、動作保証などについては、 SD カードメーカーにご相談 
ください。その他のメーカー製の SD カードにつきましては、動作の保証はいたしかねます。 















記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数 

撮像範囲に QGI )、 画質モードに恥少と、画像サイズに 067) の組み合わせによって、 8 GB の SD 力一 
ドに記録でさるコマ数、 および連続撮影でさるコマ数は、次のようになります※1。ただし、カードの種 
類や撮影条件によって、コマ数は増減することびあります。 

■■[撮像轟囲]が [ DXC 4 X 16)] の場合 


画質 モード 

画禄 

1 コ 7 あたりの 

記録可能 

連続撮影可能 

サイズ 

ファイルサイズ 

コマ数※ 2 

コマ数※ 2、3 

RAW (□スレス 圧縮 RAW/12 ビット 記録） 

1 — 

約 22.7 MB 

191 

7 コ 7 

RAW (□スレス 圧縮 RAW/14 ビット 記録） 

1 

1 — 

約 28.5 MB 

M8 コ 7 

6 コ 7 

RAW ( 圧縮 RAW/12 ビット 記録） 

— 

約 20.2 MB 

260 

9 コ 7 

RAW ( 圧縮 RAW/14 ビット 記録） 

— 

約 24.9 MB 

217 コ 7 

8 コ 7 


L 

約 12.0 MB 

507 コ 7 

33 コ 7 

FINE^4 

M 

約 7.4 MB 

853 コ 7 

]0 〇コ 7 


S 

約 3.8 MB 

1600 コ 7 

]0 〇コ 7 


L 

約 6.2 MB 

1000 コ 7 

] 〇〇コ 7 

NORMAL^4 

M 

約 3.7 MB 

1600 コ 7 

] 〇〇コ 7 


S 

約 1.9 MB 

3200 コ 7 

] 〇〇コ 7 


L 

約 2.9 MB 

1% 〇コ 7 

]0 〇コ 7 

BAS に※ 4 

M 

約 1.9 MB 

3200 コ 7 

]0 〇コ 7 


S 

約 1.0 MB 

6000 コ 7 

]0 〇コ 7 

■■[撮像轟囲]が [1.3 X (18 X 12)] の 場合 

画質 モード 

画像 

1 コ 7 あたりの 

記録可能 

；連続撮影可能 

サイズ 

ファイルサイズ 

コマ数※ 2 

:コマ数※ 2、3 

RAW て□スレス 圧縮 RAW/12 ピッ下記録 y 

— 

疯 15.1 MB 

2% コ 7 

]2 コ 7 

RAW (□スレス 圧縮 RAW/14 ビット 記録） 

— 

約 18.8 MB 

229〕7 

8 コ 7 

RAW ( 圧縮 RAW/12 たッ下記録す 

— 

約な 4 MB 

399 コ 7 

]4 コ 7 

RAW ( 圧縮 RAW/14 ビット 記録） 

— 

約 16.3 MB 

334 コ 7 

11 コ 7 


L 

約 8.2 MB 

764〕7 

73 コ 7 

FINE^4 

M 

約 5.0 MB 

1200 コ 7 

]0 〇コ 7 


S 

約 2.7 MB 

2200 コ 7 

]0 〇コ 7 


L 

約 4.1 MB 

1500 コ 7 

] 〇〇コ 7 

NORMAL^4 

M 

約 2.5 MB 

2400 コ 7 

] 〇〇コ 7 


S 

約 1.4 MB 

4400 コ 7 

] 〇〇コ 7 


L 

約 2.0 MB 

2% 〇コ 7 

]0 〇コ 7 

BAS に※ 4 

M 

約 1.3 MB 

4600 コ 7 

]0 〇コ 7 


S 

約 0.7 MB 

8000 コ 7 

]0 〇コ 7 
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SanDisk 社製 8 GB の SDHCUHS - I 力ード （ SDSDXPA -008 G - J 35) を使用した場合 
《2撮影条件により、記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数は、増減することびあります。 

《3 ISO 感度び ISO 100の場合の、連続撮影速度を維持して撮影でさるコマ数です。次のよラな場合、連続撮影 
可能コマ数は減少します。 

• [JPEG 圧縮]を[画質優先]に設定して JPEG 画像を撮影した場合 
• ISO 感度（の 77) を Hi 0.3 じ(上に設定した場合 
• [長秒時ノイズ低減] (田 233) を [ずる] に設定した場合 
• [自動ゆびみ補正] (田 233) を [ずる] に設定した場合 
《41コマあたりのファイルサイズおよび記録可能コマ数は、 [JPEG 圧綱（口 66) び [サイズ 優先]に設定さ 
れている場合です。 [JPEG 圧綱を[画質優先]に設定した場合、記録可能コマ数は減少します。 


0カスタムメニュ ー d 6 [連続撮影コマ数](口 245) 

カスタムメニュー d 6 [連続撮影コマ数] では、連続撮影時の連続撮影コマ数を1〜100コマの範囲で設定でき 
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電池寿命について 

カメラ単体または別売のマルチパワーバッテ U - パック MB - D 1 5装着時の電池寿制ま、次の 
通りです。 


•1 コマ撮影モード時の撮影可能コマ数 （ CIPA 基準準拠^ 1 ): 

約950コマ（カメラ本体で Li - ionIJ チャージャブルバッテ IJ - EN - EL 15 使用時） 

約950〕マ （ IV 1 B - D 15 を装着して EN - EL 15 使用時） 

約450コマ （ MB - DI 5を装着してアルカリ単3形電池使用時） 

•連続撮影モード時の撮影可能コマ数（当社試験条件^ 2 ): 

約3550コマ（カメラ本体で EN - EL 15 使用時） 

約3550コマ （ IV 1 B - D 15 を装着して EN - EL 15 使用時） 

約1200コマ （ IV 1 B - D 15 を装着してアルカ IJ 単3形電池使用時） 

• 動画撮影可能時間^3 : 

約100分（カメラ本体で EN - EL 15 使用時） 

約100分 （ IV 1 B - D 15 を装着して EN - EU 5 使用時） 

約30分 （ MB - D 1 5を装着してアルカ U 単3形電池使用時） 

《 ] 初期設定条件で30秒間隔ごとに撮影レンズを無限遠から至近に]往復フオーカシング動作をさせて 
1コマ撮影する。ライブビュー撮影なし。レ IJ ーズ2回につさ1回内蔵フラッシュを発光させる。装 
着レンズ AF - SDXNIKKOR 18-105 mmf /3.5-5.6 GEDVR 、 温度23 (± 3) に。 

《2画質モード BASK 、 画像サイズ M 、 シャッ タースピード1/250秒、 シャッ ターの半押しを3秒間持続 
後、撮影レンズを無限遠から至近間を3往復フオーカシング動作させ6回連続レ IJ ーズした後、液晶 
モニターを5秒間点なさせ、消な後半押しタイマーびオフになるまで放置。似後同じ動作を繰り返 
す。装着レンズ AF-SDXNIKKOR 18-105 mm f /3.5-5.6 GEDVR 、 温度20に。 

《3電池寿命測定方法を定めた CIPA (カメラ映像機器工業会）規格による実撮影電池寿命です。装着レ 
ンズ AF-SDXNIKKOR 18-105 mm f /3.5-5.6 GEDVR 、 温度23 (± 3) む。カメラは初期設定状態。 
- ] 回の動画撮影で記録可能な最長時間は29分59秒 （1 920 X 1080 30 p ) です。 

-1つの動画ファイルで記録可能な最大ファイルサイスま 4 GB です。 

-カメラび熱くなった場合、連続撮影時間内でを動画撮影び終了することびあります。 

《バッテ IJ 一の充電状態、撮影間隔やメニュー画面からの設定条件などの使用環境によって電池寿 
命び異なります。また、単3形電池使用時は、銘柄や保管状態により撮影可能コマ数び減少する 
ことびあります。単3形電池は、銘柄によっては使用でさないことちあります。 

次の場合はバッテ IJ 一の消耗び早 < なります。 

• ライブビュー撮影などで液晶モニターを使用した場合 
• シャッターボタンの半押しを続けた場合 
• オートフオーカスのレンズ駆動を繰り返し行った場合 
• 画質モードを RAW に設定して撮影した場合 
• 低速シャッタースピードで撮影した場合 

• GPS ユニット、ワイヤレス IJ モートコント□ーラー、通信ユニット UT -1、 ワイヤレスモバイルアダプ 
ター WU -1 a 、 Eye - Fi カードを使用した場合 

• VR レンズ使用時に VR (手ブレ補正）機能を ON にした場合 
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Li-ion U チャージャブルバッテリー EN - EL 15 の性能を最大限に発揮させるため、次のことに 
を意してください。 

• バッテ IJ 一の端テを巧さないでください。端テび巧れていると、充分な性能び発揮でさません。 

• 充電び完了したバッテ IJ 一は、なるべく早いうちにお使いください。使用しないまま放置していると、 
自己放電によって、バッテ U —残量び減ってしまいます。 


索引 


マーク.英数字 


〇 (才ート） . 6, 34 

⑤（発光禁止オート） . 6, 34 

SCENE (シ-ン） . 40 

ミいだートレートノ . 40 

H (風景） . 40 

を（こどもスナップ） . 41 

。く (スポーツ） . 41 

化（ク□-ズアップ) . 41 

因（夜景ポートレート） . 41 

固（夜景) . 42 

深（パーティー) . 42 

蘇（海•雪） . 42 

皇（夕焼け） . 42 

由（トワイライト） . 43 

•W (ペット） . 43 

S (キャンドルライト） . 43 

9 (粉 . 43 

P (紅葉） . 44 

T 1 (料理) . 44 

EFFECTS (スペシャルエフェクト） . 179 

因（ナイトビジョン） . 180 

^ (カラースケッチ） . 180,182 

が；（ミニチュア効ま） . 180,183 

夕 (セレクトカラー) . 181,184 

^ (シルエット） . 181 

a (八イキー) . 181 

m (□-キー） . 181 

P (プ□グラムオート） . 46 

S (シャッター優先才ート） . 47 

A (絞り優先オート） . 48 

M (マニュアル） . 49 

U 1/ U 2. 53 

S (1 コマ撮影） . 7,55 

CL (低速連続撮影） . 7,55,245 

CH (高速連続撮影） . 7,55 

Q (静音撮影） . 7,55 

公（セルフタイマー撮影） . 7,55,57 

MUP ( S ラーアップ撮影） . 7,55,59 

巧（顔認識 AF ). 157 

y (ヮィドェ U ア AF ). 157 

願（ノーマルエ U ア AF ). 157 

m (夕ーゲット追尾 AF ). 157 

図（マルチパターン測光） . 81 

阳（中央部重点測光） . 81,241 

田（スポット測光) . 81 

AUTO (フラッシュモード） . 118,119 

<§> (フラッシュモード） . 118,119 

REAR (フラッシュモード） . 118,119 


SLOW (フラッシュモード） . 118,119 

Fn (フアンクシヨン）ボタン 

. 12, 63,124, 153, 259, 266 

BKT (オートブラケティング）ボタン 
. 134, 137, 140,188 


m (インフォ）ボタン . 10,160,167 

i (アイ）ボタン . 18 

回（ライブビュ ー) ボタン . 96,155,163 

?(ヘルプ） . 19 

r (連続撮影可能コマ数) . 35, 56, 369 

み（レディーライト） . 37 

12ビット記録 . 66 

14ビット言己録 . 66 

1.3 X (18 X 12) (撮像範囲） . 56,61,67,168 

1コマ撮影 . 7,55 

1コマ表示 . 187 

2016分割 RGB センサー . 359,360 

2秒リモコン . 127 

3 D - RG 目マルチパターン測光 . 82 

3 D - トラッキング . 71,72 

AC アダプター . 323,327 

ADL ブラケティング（オートブラケティングのセット） 

. 140,257 

Adobe RGB (色空間） . 232 

AE - L マーク . 74, 83 

AE/AF □ックボタンの機能 . 262, 266 

AE ブラケティング（オートブラケティングのセット） 

. 133, 257 

AE □ック . 83 

AE • フラッシュブラケティング 

(才ートブラケティングのセット） . 133, 257 

AF-A ( AF ヴーボモード自動切り換え） . 69 

AF-C (コンティニュアス AF ヴーボ） . 69,237 

AF - C モード時の優先 . 237 

AF-F (常時 AF ヴーボ） . 156 

AF-S (シングル AF ヴーボ） . 69,156, 237 

AF - S モード時の優先 . 237 

AF エ U アフレーム . 32,35 

AF エ U アモード . 71,157 

AF ヴーボモード自動切り換え （ AF - A ). 69 

AF 点数切り換え . 239 

AF 微調節 . 279 

AF 補助光 . 239,315 

AF モード . 69,156 

AF モードボタン . 3,70,72, 156,157 

AF □ックオン . 238 

A - M 切り換えスイッチ . 27 

AUT 01 標準 . 87,88 

AUT 02 電球色を残す . 87, 88 

BASIC . 64 
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BKJ の順序 . 257 

Bulb (バルブ撮影） . 51 

Camera Control Pro 2.211,324 

Capture NX 2.65,111,270, 324 

CEC.220 

CPU 信号接点 .310 

CPU レンズ .27, 309,310 

DCF Version 2.0.367 

DPOF プ U ント （Piet 目 ridge).214 

DPOF (Digital Print Order Format).217, 367 

DX (24X16) (撮像範囲） .56,61,67,168 

D タイプレンズ . 310 

D- ライティング . 285 

Exif Ve に ion 2.3.367 

Eye-n 送信機能 .281 

F8 対応 . 311 

FINE. 64 

FP 発光 . 250,2引 

FV □ック . 123, 259 

GPS. 154,195 

GPS データ .195 

GPS ユニット .154, 326 

G タイプレンズ . 310 

HDMI-CEC. 220 

HDMIS 二端テ . 219 

HDMI (High-Definition Multimedia Interface) 

.219, 367 

HDR 強度 .115 

HDR (八イダイナミックレンジ） . 114 

Hi (ISO 感度) . 77 

H.264. 361 

INDEX プ U ント （PietBridge). 214 

ISO 感度 . 77 

ISO 感度設定 . 79 

ISO 感度設定ステップ幅 . 240 

ISO 感度表示と簡易設定 . 245 

i-TTL-BL 調光 . 120,319 

i-TTL 調光 . 120 

JPEG. 64, 66 

JPEG 圧縮 . 66 

L (画像サイズ） . 67 

Li-ion U チャージャブルバッテI」 一. 22 

M (画像サイズ） . 67 

M (マニュアルフォーカス） . 76,160 

MB-D15. 248, 249, 265, 323 

MB-D15 電池設定 . 248 

MB-D1 5の AE/AF □ックボタンの機能 . 265 

MOV. 361 

NEF. 64, 232 

NORMAL. 64 

OK ボタンの機能 . 258 

PietBridge (ピクトブリッジ） . 212, 367 


PRE (プ U セットマニュアル） . 87,93 

RAW. 64, 65, 66, 293 

RAW+」PEG 分割記録（ス□ット2の機能） . 68 

RAW 記録 . 66 

RAW 現像 . 293 

RGB ヒストグラム表示 . 192 

RGB マルチパターン測光 . 82 

S (画像サイズ) . 67 

SD 力ード . 29, 269,368 

sRGB (色空間） . 232 

Time (タイム撮影） . 51 

USB ケーブル . 208,212 

UTC. 154,195 

ViewNX 2 . 65,111,273, 275 

WB ブラケティング （WB-BKJ). 137,257 

ア 

アイピース . 58,323 

アイピースキャップ . 58 

青強調（フィルター効ま） . 289 

アオ U 効ま . 300 

ホ強調（フィルター効ま） . 289 

赤目軽減発光（フラッシュモード） . 119 

ホ目ネ甫正 . 286 

明るさ（ピクチャーコント□-ル） . 106 

アクセサリー（使用でさるアクセヴ U-). 323 

アクセヴ U —シュー . 317 

アクセサリーターミナル . 130,154,326 

アクティブ D- ライティング . 112 

アクティブ D- ライティングブラケティング . 140 

EilRAW. 66 

後幕発光（フラッシュモード） . 119 

イメージセンサークI」一ニング . 329 

イメージダストオフ機能に apture NX 2)........ 270, 352 

イメージダストオフデータ取得 . 270 

イル S ネーター . 3, 247 

色合い（色相）（ピクチャーコント□-ル） . 106 

色温度 . 87, 88, 92 

色温度設定（ホワイトバランス） . 87,92 

色空間 . 232 

色の濃さ（彩度）（ピクチャーコント□ール） . 106 

印刷（プリント） . 212 

インジケーターの + /- ち向 . 265 

インターバル設定（スライドショー） . 228 

インターバルタイマー撮影 . 146 

インデックスプ U ント . 214 

インフォ画面のガイド表示 . 245 

インフォ画面の表示設定 . 247 

ウォームIン（フィルター効ま） . 289 

液晶モニター . 10,187 

液晶モニターの明るさ . 269 

液晶モニターのパワーオフ時間 . 243 









































































































才ート。取京がード) . 6, 34 

オート（ホワイトバランス） . 87 

才ート FP 八イスピードシンク □. 250, 251 

才ートエリア AF . 71,72 

才ートフォーカス . 69, 70,71,73, 74,156,157 

才ートブラケティング . 133, 257 

力 

カードなし時レ U —ズ . 265 

カードの初期化(フォーマット) . 31,269 

外部マイク . 166, 171,326 

開放絞り . 151,311 

顔認識 AF . 157 

画角 . 316 

拡大表示 . 199 

画質モード . 64 

画質優先 CIPEG 圧縮） . 66 

カスタムピクチャーコント□-ル . 108 

力乂ブムメ —ュー . z 3 d 

カスタムメニューの U セット . 237 

画像合成 . 290 

画像コピー . 223 

画像コメント . 275 

画像サイズ . 67 

画像サイズ/フレームレート . 171 

画像情報 . 189 

画像ファイル . 246 

画像編集メニュー . 282 

画像をテレビで見る . 219 

傾さ補正 . 296 

カメラ設定の保存と読み込み . 277 

カラーカスタマイズ . 290 

カラースケッチ . 299 

カラースケッチ（スペシャルエフェクト ）.182, 180,182 

カレンダー表示 . 198 

簡単レタッチ . 296 

感度 . 77,234 

感度自動制御 . 79 

基準露出レベルの調節 . 241 

魚眼効ま . 298 

距離基準マーク . 76 

記録可能コマ数 . 369 

記録ビットモード （ RAW 記録） . 66 

記録フォルダー設定 . 230 

記録方式 （ RAW 記録） . 66 

クイック調整 . 106 

クール（モノ I ン） . 288 

ク U —ニング S ラーアップ . 331 

ク U エイティブライティングシステム . 318 

ク□ススク U - ン（フィルター効ま） . 289 

堂光灯（ホワイトバランス） . 87 

己語 ( Language ). ill 


現在地の設定（地域と曰時） . 272 

高感度 ( Hi ). 78 

高感度ノイズ低減 . 234 

高速連続撮影 . 7,55 

コマ送り . 173, 226, 264 

コマンダーモード . 254 

コマンドダイヤル . 13 

コマンドダイヤルの設定 . 263 

コンティニュアス AF ヴーボ （ AF - C ). 69,237 

コントラスト（ピクチャーコント□ール） . 106 

ヴ 

最近設定した項目 . 308 

最小絞り . 27 

サイズ . 67,168, 287 

サイズ優先 CIPEG 圧縮） . 66 

再生 . 38,173,187,219 

再生画像の種類（スライドショー） . 228 

再生画面設定 . 223 

再生フオルダー設定 . 221 

再生メニュー . 221 

先幕発光（フラッシュモード） . 119 

削除 . 39,201 

削除後の次再生画像 . 226 

撮影コマ数 . 245 

撮影した画像を確認する . 38 

撮影情報 . 194 

撮影直後の画像確認 . 187, 226 

撮影メニュー . 229 

撮影メニューのリセット . 230 

撮影モードダイヤル . 6 

撮影モードダイヤル □ ックボタン . 6 

撮像素テを自動で掃除する . 329 

撮像素テをブ□アーで掃除する . 331 

ヴマータイム（夏時間） . 272 

サムネイル . 258 

サムネイル表示 . 197 

シーンモード . 6,40 

自動ゆびみ補正 . 233 

視度調節機能 . 32,323 

視度調節ダイヤル . 32 

絞り値 . 48,49, 263 

絞り優先オート . 48 

シャッタースピード . 47,49 

シャッターボタン . 35, 36, 74, 83,123, 267 

シャッターボタンの機能 . 267 

シャッターボタンの半巧し . 36 

シャッター優先才ート . 47 

順次記録（ス□ット2の機能） . 68 

瞬時リモコン . 127 

常時 AF ヴーボ （ AF - F ). 156 

使用でさるスピードライト . 317 
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使用でさるレンズ . 309 

情報表示 （ GPS ). 154 

初期化（フオーマット） . 31,269 

初期設定一覧 . 131,342 

シルエット（スペシャルエフェクト） . 181 

白黒（モノトーン） . 288 

シングル AF ヴーボ （ AF - S ). 69,156, 237 

シングルポイント AF . 71,72 

シンク□夕 一 S ナル . 317 

水準器 . 160, 167, 260,278 

推奨 SD 力ード . 368 

ズームリング . 26 

スカイライト（フィルター効ま） . 289 

スタンダード（ピクチャーコント□ール） . 103 

スタンダード i - TTL 調光 . 120,319 

スピードライト . 252,317 

スペシャルエフェクトモード . 179 

スポット測光 . 81 

スポットホワイトバランス . 96 

スライドシヨー . 228 

ス□-シャッター(フラッシュモード） . 119 

ス□ット2の機能 . 68 

ス□ット/フオルダー指定 . 188 

制御上限感度（感度自動制御） . 79 

静止画ライブビュー . 155 

晴天（ホワイトバランス） . 87 

晴天曰陰（ホワイトバランス） . 87 

接眼補助レンズ . 323 

接眼目当て . 58 

設定できる機能一覧 . 336 

設定の保存 . 277 

セットアップメニュー . 268 

セピア（モノ I ン） . 288 

セルフタイマー . 1 , 55,57,242 

セレクトカラー . 302 

セレクトカラー(スペシャルエフェクト） . 181,184 

全巧し（シャッターボタン) . 36 

全画像削除 . 202 

選択画像削除 . 202 

測光モード . 81 

外付けフラッシュ発光 . 252 

ソフト（フィルター効ま） . 289 

夕 

夕ーゲット追尾 AF . 157 

巧 DX 1.3 X ク□ップ . 56,61,67,168 

ダイナミック AF . 71,72 

タイマー(セルフタイマー) . 57 

タイム撮影（長時間露出） . 51 

ダイレクトプリント . 212 

多重露出 . 142 

縦位置自動回転 . 227 


縦横位置情報の記録 . 273 

地域と曰時 . 28,272 

ナヤーソヤー . 22 

中央部重点測光 . 81,241 

調光範囲 . 121 

調光補正 . 122 

長時間露出（バルブ） . 51 

調色（ピクチャーコント□-ル） . 106,107 

長秒時ノイズ低減 . 233 

著作権情報 . 276 

通常発光オート（フラッシュモード） . 119 

ツーボタンリセット . 131 

低速限界設定（感度自動制御） . 79 

低速連続撮影 . 1 , 55, 245 

手ブレ補正スイッチ . 26, 364 

デモモード . 265 

テレビ . 219 

電球（ホワイトバランス） . 87 

電源〕ード' . 23 

電子音設定 . 244 

電池チ I ック . 274 

電池の使用順序 . 249 

動画 . 163, 171, 173, 175, 266 

動画記録先 . 172 

動画撮影ボタン . 2,164 

動画の画質 . 171 

動画の設定 . 171 

動画編集 . 175 

動画ライブビュー . 163, 266 

統合表示 . 196 

同調シャッ タースピード . 250, 251,350 

登録項目の削除（マイメニュー） . 306 

登録項目の順序変更（マイメニュー） . 307 

時計用電池 . 28 

hUS ング . 287 

曇天（ホワイトバランス） . 87 


内蔵 AF 補助光の照射設定 . 239 

内蔵フラッシュ . 117 

内蔵フラッシュ発光 . 252 

ナイトビジョン（スペシャルエフェクト） . 180 

夏時間の設定（地域と曰時) . 272 

ニコンク U エイティブライティングシステム . 318 

曰時の設定（地域と曰時） . 28, 272 

ニュートラル（ピクチャーコント□-ル） . 103 

塗り絵 . 298 

ネツト.ソ—ソ . 211 

ノつ乂位減 . 2 J J 

ノーマルエ U ア AF . 157 
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八イキー(スペシャルエフェクト） . 181 

八イダイナ S ックレンジ . 114 

八イビジヨンテレビと接続する . 219 

八イライト表示 . 191 

バックアップ記録（ス□ット2の機能） . 68 

発光禁止（フラッシュモード） . 119 

発光禁止オート（撮影モード） . 6, 34 

バッテリー . 22, 24, 362 

バッテ U —残量表示 . 33 

バッテ U - チャージャー . 22, 362 

バッテ U -パック . 248, 249, 265, 323 

バッテ U —をカメラに入れる . 24 

バッテ U —を充電する . 22 

バルブ撮影（長時間露出） . 51 

パワーオフ時間 . 243 

パワーコネクター . 323, 327 

範囲指定 （ Piet 目 ridge ). 213 

半巧し AE □ック . 241 

半巧しタイマー . 36, 242 

半巧し（シャッターボタン） . 35,36 

非 CPU レンズ . 151,309,312 

ピクチャーコント□—ル . 103 

ピクチャーコント□-ルユーティ U ティー . 111 

被写界深度 . 48 

ヒストグラム表示 . 192, 193, 258 

日付選択 ( PietBridge ). 214 

曰付と時刻を設定する . 28 

曰付の表示順（地域と曰時） . 272 

曰付プリント （ Pi 幻 Bridge ). 213 

ビビッド（ピクチャーコント□ール) . 103 

非表示設定 . 222 

表示中の画像を削除する . 39 

表示パネル . 8 


フオーカス□ック （ AF □ック） . 74 

フオーマット（力ードの初期化） . 31,269 

フチ設定 （ PietBridge ). 213 

ブラケティング . 133, 137,140,257 

プラス RAW 記録 . 259 

フラッシュ . 117, 250,317 

フラッシュ（ホワイトバランス） . 87 

フラッシュ撮影同調速度 . 250 

フラッシュ時シャッタースピード制限 . 251 

フラッシュ使用時の露出補正 . 257 

フラッシュ使用推奨表示 . 247 

フラッシュブラケティング 

(才ートブラケティングのセット） . 133, 257 

フラッシュモード . 118 

フランジバック . 76 

プ U セットマニュアル（ホワイトバランス） . 87,93 

フ U ッカー低減 . 271 

プリント . 212 

プ U ント画像選択 （ Piet 目 ridge ). 214 

プ U ント実行 ( PietBridge ). 213,216 

プ U ント指定 （ DPOF ). 217 

プ U ント設定 （ PietBridge ). 213, 216 

フレームレート . 171 

プレビューボタン . 48, 261,266 

プ□グラムオート . 46 

プ□グラムシフト . 46 

プ□グラム線図 . 346 

プ□テクト . 200 

へッドホン . 166 

ヘルプ . 19 

編集前後の画像表示 . 304 

ポートレート（ピクチャーコント□-ル） . 103 

ボタンのホールド設定 . 264 

ボディーキャップ . 4 

ホワイトバランス . 87 


標準表示 . 190 

ピント表示 . 35 


ホワイトバランスの微調整 . 89 

ホワイトバランスブラケテイング 


ファームウエアバージヨン 


,281 


ファイル名設定 . 232 

ファインダー内格テ線表示 . 244, 260 

ファインダー(視度調節） . 32, 323 

フィルター効ま . 289 

フィルター効ま（ピクチャーコント□-ル） ...... 106,107 

風景（ピクチャーコント□ール） . 103 

フオーカスエイド . 76 

フオーカスポイント . 35,73, 155,157, 238 

フオーカスポイント循環選択 . 238 

フオーカスポイント照明 . 238 


フォーカスモード . 69, 76,156,160 

フォーカスモード切り換えスイツチ . 26, 27, 76 

フォーカスモードセレクター . 69, 76,156,160 

フオーカスリング . 26, 76,160 


( WB ブラケティング） . 137 

マ 

マイク . 166,171,326 

枚数指定 （ PietBridge ). 213 

マイメニュー . 305 

マイメニュー登録（マイメニュー） . 305 

マニュアル（露出） . 49 

マニュアル発光モード . 253 

マニュアルフォーカス . 76,160 

マルチパターン測光 . 81 

緑強調（フィルター効果） . 289 

S ニチュア効ま . 301 

ミニチュア効ま（スペシャルエフェクト） . 180,183 

S ラーアップ撮影 . 1， 55,59 
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ミラーアップリモコン . 127 

S レッド . 90 

無線 LAN . 211,325 

メモ IJ - 力ード . 29, 269, 368 

モデリング発光 . 48,257 

モニター発光 . 120, 124, 252 

モノク□-ム（ピクチャーコント□-ル） . 103 

モノ I ン . 288 

ヤ 

ユーヴーセッティング . 53 

ユーヴーセッティングの登録 . 53 

ユーヴーセッティングのリセット . 54 

有線 LAN . 211,325 

ゆびみ補正 . 297 

用紙設定 （ PictBridge ). 213 

予測,駆動フォーカス . 70 

ライブビュー . 155,163 

ライブビューセレクター . 155,163 

リサイズ . 294 

リセット . 131,230,237 

U ピーティング発光モード . 253 

U モートコード . 51,326 

リモコン . 127, 325 

U モコン撮影 . 127 

U モコン待機時間 ( ML - L 3). 243 

リモコンモード設定 （ ML - L 3). 127 

輪郭強調 . 106 

レディーライト . 37, 256, 320 

レ U - ズモード . 55 

レ U —ズモードダイヤル . 7 

レリーズモードダイヤル□ックボタン . 7 

連写 . 7, 55,56 

レンズ情報手動設定 . 151 

レンズ着脱指標 . 26, 27 

レンズの取り付け . 26 

レンズの取り外し . 27 

レンズマウント . 76 

レンズ（使用でさるレンズ) . 309 

連続撮影 . 7, 55,56 

連続撮影コマ数 . 245 

連番モード . 246 

□-キー(スペシャルエフェクト） . 181 

□-リング . 260,278 

録音設定 . 171 

露出 . 81,83,85,133,240 

露出インジケーター . 50 

露出設定ステップ幅 . 240 

露出デイレーモード . 247 


足喜ム補止 . 〇5 

露出ネ甫正簡易設定 . 240 

□スレス圧縮 RAW . 66 

つ 

ヮィドエ U ァ AF . 157 

ワイヤレストランスミッター . 211,325 

ワイヤレスモバイルアダプター . 280,325 

ワイヤレス U モートコント□-ラー . 130,325 




























































アフターサービスについて 

■この製品の使い方や修理に関するお問い合わせは 

•使いちに関するご質問は、裏面に記載の「ニコンカスタマーヴポートセンター」にお問い合わ 
せ < ださい。 

•修理に関するご質問は、裏面に記載の「修理センター」にお問い合わせください。 

【お願ぃ】 

•お問い合わせいただく場合には、おわかりになる範囲で結構ですので、次の内容をご確認の上、お問い 
合わせください。 

「製品名」、「製品番号」、に購入日」、「問題び発生したときの症状」、「表示されたメッセージ」、「症状 
の発生頻度」など。 

•ソフトウェアのトラブルの場合には、おわかりになる範囲で結構ですので、次の内容をご確認の上、お 
問い合わせください。 

「ソフトウェア名およびバージョン」、「パソコンの機種名」、 「0 S のバージョン」、「メモリー容量」、「八一 
ドディスクの空さ容量」、「問題び発生したとさの症状」、「症状の発生頻度」、エラーメッセージび表示 
されている場合はエラーメッセージの内容など。 

•ファクシミ IJ や郵送でお問い合わせの場合は「ご住所」、「お名前」、「フ IJ ガナ」、「電話番号」、 「 FAX 番号」 
を（会社の場合は会社名と部署名ち）明確にお書さください。 

■修理を依頼される場合は 

•ニコンサービス機関慮面に記載の「修理センター」など）、ご購入店、または最寄りの販売店 
にご依頼ください。 

• ニコンサービス機関につきましては、詳しくは「ニコンサービス機関のご案内」をご覧ください。 

【お願ぃ】 

•修理に出されるとさは、メモ U —力ードびカメラ内に挿入されていないかご確認ください。 

※内蔵メモ U —びあるカメラでは、内蔵メモ IJ 一内に画像データびあるとさは、消去される場合びあ 
ります。 


■補修用性能部品について 

このカメラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の保有年数は、製造 
打ち切り後7年を目安としています。 

• 修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間経過後ち、修理可 
能な場合もありますので、ニコンサービス機関またはご購入店へお問い合わせください。水没、 
火災、落下等による故障または破損で全損と認められる場合は、修理び不可能となります。なお、 
この故障または破損の程度の判定は、ニコンサービス機関にお任せください。 
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製品の使い方に関するお問い合わせ 


くニコンカスタマーヴポートセンター> 

全国共通のナビダイヤルにお電話ください。 

が0570 -02-8000 

一般電話 • 公衆電話からは市内通話料金でご利用 
■細"— いただけます 


営業時間： 9:30〜 18:00( 年末年始、夏期休業日等を除く毎日） 

ナビダイヤルをご利用いただけない場合は、 (03)6702-0577 におかけくだ 
さい。ファクシミリでのご相談は、 (03) 5977-7499 にお送りください。 


修理ヴービスのご案内 
修理品のお引き取りを依頼される場合は 
くニコンピックアップサービス> 

下記のフ U - ダイヤルでお申し込みいただくと、ニコン指定の配送業者(ヤマト運輸)び、捆包資材のお届け•修 
理品のお引さ取り、修理後のお届け•集金までを一括して提供するサービスです。全国一律の料金にて承ります。 
※宅配便で扱える大ささや重さには制限びあるため、取り扱いでさない製品わございます。 

函0120 -02-81 55 営業時間： 9:00〜18:00 (年末年始12/29〜1/4を除く毎日） 

※上記のフ U —ダイヤルはピックアップサービス専用です。ニコン指定の配送業を(ヤマト運輸)にて承ります。 

製品や修理に関するお問い合わせは、カスタマーヴポートセンター、または修理センターへお願いいたします。 


修理品を宅配便などでお送りいただく場合の送り先と修理に関するお問い合わせは 
く（株）ニコンイメージングジャパン修理センター> 

230-0052 横お市鶴見区生麦 2-2-26 

営業時間： 9:30〜18:00 (±曜日、曰曜日、祝日、年末年始、 
夏期休業曰など弊社定休曰を除 < 毎曰） 

ナビダイヤルをご利用いただけない場合は、 (03) 6702-0577 におかけください。 

•修理センターには、ご来所の方の窓□がございません。宅配便のみお受けしまず。ご了承ください。 

インターネットご利用の方へ^^^ 

くニコンイメージング/ヴポートページ> 

• http://www.nikon-image.com/support/ 

最新の製品テクニカル情報や、ソフトウエアのアップデートに関する情報びご覧いただけます。 

※製品をより有効にご利用いただくために、定期的にアクセスされるようおすすめします。 

• http://www.nikon-image.com/support/repair/ 

「ニコンピックアップサービス」のお申し込みや修理見積ちり金額の確認、インターネットを利用して修理 
を申し込まれた場合の修理状況や納期の確認などびご覧いただけます。 


※お問い合わせや修理を依頼をされるとさには、裏面の「アフターサービスについて」わ参照ください。 


巧0570 -02-8200 

⑥一般電話•公衆電話からは市内通話料金でご利用 
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